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はじめに  
 
このたびは、ツールソフト 形 CXONE-AL□□D-V□をお買い上げいただきまして、
ありがとうございます。 
 
CX-Process Toolは、ループコントロールユニット（形 CS1W-LC001）、ループコント
ロールボード（形 CS1W-LCB01/05/05-GTC）、プロセス CPUユニット（形 CS1D-CPU
□□P）、ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P/□□P-GTC）の計器ブロックデー
タを作成／動作確認するためのパソコン用周辺ツールです。 
本マニュアルでは、本製品をツールソフト もしくは CX-Process Toolと表記します。 
 

「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PLC」を使用している場合は、限定的に「PLC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）および計装の知識（計装士または同等
の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 
 

お願い 
本マニュアルは、ツールソフトCX-Process Toolを使用する上で、必要な情報を記載し
ています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使
いください。 
 

ご承諾事項 
● 保証内容 

(1)保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたし
ます。ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。 

(2)保証範囲 

• 本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュータ・
プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却した場
合は、当社は瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プ
ログラムを記録した媒体と交換いたします。｛もしくは、当社の選択により、当
社ホームページより瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュー
タ・プログラムをダウンロードしていただく方法により提供いたします。｝また、
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当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の不良を発見し、当社に
返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュータ・プログラ
ムと交換いたします。 

• 万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）
を除去できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支払
った金額をお返しいたします。 

 

●
 
責任の制限 
・前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを
定めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、
間接的あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いま
せん。 

・当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕
疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストー
ルされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースが DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュータ
ウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたことにより生じ
た損害につきましては、一切責任を負いません。 

・当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよ
びそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 

●
 
本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 

 

●
 
仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、
変更される場合があります。 

 

● 適用範囲 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取
引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 
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ループコントローラについて 
ループコントローラのタイプ／機能部／バージョンについて 

● ループコントローラのタイプ 

CS/CJシリーズの「ループコントローラ」には、以下のように、単体のタイプと、CPU
ユニットに内蔵されたタイプがあります。 

ループコント
ローラタイプ 

タイプ名 商品名 商品形式 PLCシリーズ・ユニット種類 

ループコントロールユニ
ット 

形 CS1W-LC001 CSシリーズ CPU高機能ユニットの
ループコントローラ 

ループコントロールボー
ド 

形 CS1W-LCB01/05 CSシリーズ INNERボードの 
ループコントローラ 

単体のタイプ 単体ループコ
ントローラ 

傾斜温度制御搭載ループ
コントロールボード 

形
CS1W-LCB05-GTC 

CSシリーズ INNERボードの 
ループコントローラ 

プロセス CPUユニット 形 CS1D-CPU□□P CSシリーズ CS1D-H CPUユニット
＋ 
INNERボードのループコントロー
ラ一体型 

ループ CPUユニット 形 CJ1G-CPU□□P 

CPUユニット
に内蔵された
タイプ 

ループコント
ローラ内蔵
CPUユニット

傾斜温度制御搭載ループ
CPUユニット 

形 CJ1G-CPU□□P 
-GTC 

CJシリーズ CJ1-H CPUユニット 
＋ 
INNERボードのループコントロー
ラ一体型 

 

● ループコントローラの機能部 

・単体ループコントローラは、ループコントローラとしての機能部（ループコントロ
ーラ部）のみから構成されます。 

・ループコントローラ内蔵 CPUユニットは、CPUユニットとしての機能部（CPU部）
とループコントローラとしての機能部（ループコントローラ部）から構成されます。 

 

● バージョン 

各機能部（CPU部、ループコントローラ部）に、バージョンがあります。 
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商品形式と機能部の対応関係一覧 
各ループコントローラの商品形式と、CPU部／ループコントローラ部の機能部名、機
能部バージョンの対応関係は、以下のとおりです。 

構成 

CPU部 ループコントローラ部 

商品名 商品形式 商品形式のユ
ニットバージ
ョン *1 同一機能の 

CPUユニット形
式 

機能部 
ユニットバ
ージョン 

機能部名 機能部 
バージョン

ループコントロール 
ユニット 

形 CS1W-LC001 Ver.表記なし － LC001 Ver.2.5 

形 CS1W-LCB01 LCB01 Ver.2.0～ ループコントロール 
ボード 形 CS1W-LCB05 

Ver.2.0～ － 
LCB05 Ver.2.0～ 

傾斜温度制御搭載ルー
プコントロールボード 

形
CS1W-LCB05-GTC 

Ver.3.0～ － LCB05-GTC Ver.3.0～ 

形 CS1D-CPU65P CS1D-CPU65H Ver.1.0以降 LCB05D Ver.1.0 プロセス CPUユニット 
形 CS1D-CPU67P 

－ 
CS1D-CPU67H Ver.1.0以降 LCB05D Ver.1.0 

形 CJ1G-CPU42P CJ1G-CPU42H Ver.3.0以降 LCB01 Ver.2.0～ 
形 CJ1G-CPU43P CJ1G-CPU43H Ver.3.0以降 LCB03 Ver.2.0～ 
形 CJ1G-CPU44P CJ1G-CPU44H Ver.3.0以降 LCB03 Ver.2.0～ 

ループ CPUユニット 

形 CJ1G-CPU45P 

－ 

CJ1G-CPU45H Ver.3.0以降 LCB03 Ver.2.0～ 
傾斜温度制御搭載ルー
プ CPUユニット 

形
CJ1G-CPU45P-GTC 

Ver.3.0～ CJ1G-CPU45H Ver.3.0以降 LCB03-GTC Ver.3.0～ 

*1：商品形式のユニットバージョンは、単体ループコントローラのみにあり、ループコントローラ内蔵 CPUユニット
にはありません。 

 

本マニュアルでの表記 
本マニュアルでは、以下のように表記しています。 
・ループコントローラ部全体を指す場合、総称として「ループコントローラ」と表記
します。 
・ループコントローラの機能部を指す場合、機能名「LCB□□」で表記します。 
例）ループコントロールボード 形 CS1W-LCB05のループコントローラ機能を説明
する場合、ループコントローラ部は LCB05なので、「LCB05の機能」と表記しま
す。 
ループ CPUユニット形 CJ1G-CPU44Pのループコントローラ部を説明する場合、ル
ープコントローラ部は LCB03なので、「LCB03の機能」と表記します。 

・ループコントローラ機種を指す場合、形式で表記します。 
なお、ツールソフト オペレーションマニュアルにて、Ver.3.2以前では、機能部名
「LCB□□」を「ループコントロールボード」と表記しておりましたが、 
Ver.4.0以降では、単に「LCB□□」と表記します。 
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バージョンの表記方法について 
ループコントロールボードの「ユニットバージョン」の表記 

CS/CJシリーズでは、バージョンアップ等によるユニット（CPUユニット、高機能ユ
ニット、および INNERボード）の搭載機能の差異を管理するため、2003年 10月 1日
製造以降の製品より、「ユニットバージョン」という考え方を導入しています。 
本ループコントロールボードにおいても、以下のように、ユニットバージョンによる
管理の対象製品として、製品の銘板上に以下のように「ユニットバージョン」が記載
されています。 
 

ユニットバージョン 

Ver.1.5を示します。 

CS1W-LCB01 

 

LOOP CONTROL BOARD 
Lot No. 031025 Ver.1.5 

MADE IN JAPAN 

製品の銘板 

ループコントロールボード 

OMRON Corporation 

 
なお、ループコントロールボードの「ユニットバージョン」は、ツールソフトのシス
テム運転確認画面にて確認することも可能です。 
ツールソフトをオンライン接続した上で、［実行］メニューから［運転］｜［運転確
認］を選択し、システム運転確認画面にて、「システム共通ブロック」（形式 000）の
以下の ITEM099（MPU/フラッシュメモリバージョン表示）で、ループコントロールボ
ードの「ユニットバージョン」を確認してください。 

ITEM Data　Name Data
099 MPU/FROMバージョン表示 V1.50

ユニットバージョンが Ver.1.50であることを示します。
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プロセス CPUユニット／ループ CPUユニットの機能部バージョンの表記 
プロセス CPUユニット／ループ CPUユニットの機能部バージョンは、銘板上に以下
のように記載されています。 
 

● プロセス CPUユニットの場合 
注：CPU部の機能部バージョンに表記がないものは、機能部バージョンを「Ver.表記なし」とし
ます。 

 

CS1D-CPU67P 
PROCESS CPU UNIT 

Lot No. 031001 0000  

OMRON Corporation MADE IN JAPAN 

製品の銘板 

プロセス CPUユニット

ループコントローラ部の機能部
バージョンを示します。 

CPU部の機能部名称を示します。

左側面に銘板が
あります。 

LOOP CONTROL BOARD 
Lot No. 031025   Ver.1.5 
OMRON Corporation MADE IN JAPAN

CS1D-LCB05D

ループコントローラ部の機能部名称を示します。 

  CPU Ver.1.0  LCB Ver.1.0 

ループコントローラ
部の機能部バージョ
ンを示します。 

CPU部の機能部
バージョンを 
示します。 

 

 
 

● ループ CPUユニットの場合 

 

CJ1G-CPU44P 
LOOP CPU UNIT

Lot No. 040715 0000  CPU Ver.3.0  LCB Ver.2.0 

OMRON Corporation MADE IN JAPAN

製品の銘板 

ループ CPU ユニット

Lot No. 

ループコントローラ部の 
機能部バージョンを示します。

製品形式を示します。 

製品形式、機能部名
称を示します。 

LCB03 

バージョン管理シール
貼り付け推奨位置 

CPU 部の機能部バージョンを
示します。 
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周辺ツールによる CPU部の機能部バージョンの確認方法 
CX-Programmer Ver.4.0以降（※）では、以下のいずれかの方法で、CPU部の機能部バ
ージョンを確認することができます。 
a）［PLC情報］で確認する方法 
b）［ユニット生産情報］で確認する方法（高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニット
も確認可能） 

※ CX-Programmer Ver.3.3以前では、ユニットバージョンを確認することはできません。 
 

a）［PLC情報］で確認する方法 

1 ・PLC機種および CPU形式がわかっているとき： 
 ［PLC機種変更］ダイアログボックスで選択し、オンライン接続して、［PLC］
メニューの［PLC情報］｜［PLC情報］を選択してください。 
・PLC機種および CPU形式が不明のとき 
（ただし、シリアル接続で直接接続のみ可能）： 
［PLC］メニューから［自動オンライン接続］を選択し、オンライン接続して、
［PLC］メニューの［PLC情報］｜［PLC情報］を選択してください。 

2 以下の［PLC情報］ダイアログボックスが表示されます。 
 

CPU部の機能部バージョン
が表示されます。 

CPU部の機能部名称が表
示されます。 

 
オンライン接続している CPUユニットのユニットバージョンを確認してください。 
 

b）［ユニット生産情報］で確認する方法 

1 I/Oテーブルウィンドウで、CPUユニットを右クリックして、［ユニット生産情報］
｜［CPUユニット］を選択します。 
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2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。 
 

ユニットバージョンが表示されます。

 
オンライン接続している CPUユニットのユニットバージョンを確認してください。 
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機能部バージョンと周辺ツールの関係 
各機能部の機能を使用するには、各機能部バージョンに応じた周辺ツールを使用して
ください。機能部バージョンと周辺ツールのバージョンには次の関係があります。 
注：各機能部バージョンのすべての機能を使用する場合です。CPU部の基本的な機能のみを使
用する場合、バージョンの制限はありません。 

 

■ CPU部 
 周辺ツール名称  

機能部名称 機能部バージョン CX-Process Tool CX-Programmer（注） 

CS1G/H-CPU□□H Ver.表記なし － － 
 Ver.2.0  Ver.4.0以降 
 Ver.3.0  Ver.5.0以降 
CS1D-CPU□□H Ver.1.1  Ver.4.0以降 

Ver.3.0  Ver.5.0以降 CJ1G-CPU□□H 

Ver.4.0  Ver.7.0以降 

■ ループコントローラ部 
 周辺ツール名称  

機能部名称 機能部バージョン CX-Process Tool CX-Programmer（注） 

LCB01 Ver.1.0 Ver.3.0以降 － 
 Ver.1.5 Ver.3.2以降 

Ver.2.0 Ver.4.0以降 
Ver.3.0 Ver.5.0以降 
Ver.3.5 Ver.5.2以降 

 

Ver.3.6 Ver.5.23以降 
LCB05 Ver.1.0 Ver.3.0以降 
 Ver.1.5 Ver.3.2以降 

Ver.2.0 Ver.4.0以降 
Ver.3.0 Ver.5.0以降 
Ver.3.5 Ver.5.2以降 

 

Ver.3.6 Ver.5.23以降 
LCB05-GTC Ver.3.0 Ver.5.1以降 

Ver.2.0 Ver.4.0以降 
Ver.3.0 Ver.5.0以降 
Ver.3.5 Ver.5.2以降 

LCB03 

Ver.3.6 Ver.5.23以降 
LCB03 GTC Ver.3.0 Ver.5.1以降 
LCB05D Ver.1.0 Ver.3.1以降 
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関連マニュアル 
 
ツールソフトCX-Process Toolの関連マニュアルは、下表のように構成されています。
併せてご覧ください。 
Man. No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCC-823 
（本書） 

形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Process Toolツールソフト
オペレーションマニュアル 

ツールソフトの操作マニュア
ルです。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-One セットアップマニュ
アル 

FA統合ツールパッケージ
CX-Oneの概要、CX-Oneのイ
ンストール方法について説明
しています。 
CX-Oneからツールソフトを
インストールするとき参照し
ます。 

SBCC-821 形 CS1W-LC001 ループコントロールユニット
ユーザーズマニュアル 

ループコントロールユニット
に関するマニュアルです（計
器ブロックの詳細を除く）。

SBCC-834 形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPUユニット 
ループ CPUユニット 
ユーザーズマニュアル 

ループコントロールボードに
関するマニュアルです（計器
ブロックの詳細を除く）。 

SBCC-822 形 CS1W-LC001 ループコントロールユニット
計器ブロックリファレスマニ
ュアル 

とくに各計器ブロックの詳細
に関するリファレンス用マニ
ュアルです。 

SBCC-835 形 CS1W-LCB01/05 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□P 

ループコントロールボード 
プロセス CPUユニット 
ループ CPUユニット 
計器ブロックリファレンスマ
ニュアル 

とくに各計器ブロックの詳細
に関するリファレンス用マニ
ュアルです。 

SBCC-839 形 CS1W-LCB05-GTC 
形 CJ1G-CPU45P-GTC 

傾斜温度制御搭載ループコン
トローラ 
ユーザーズマニュアル 

傾斜温度制御機能を使用する
上で必要な情報を記載してい
ます。傾斜温度制御機能以外
の機能については、 ループ
コントロールボード、ループ
CPUユニット ユーザーズマ
ニュアル（No.SBCC-834）を参
照してください 
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このオペレーションマニュアルでは、ツールソフトを安全に使用していただくために、
注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 

 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

  

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

  

 



安全上のご注意 

14 

 

ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認して

ください。 

①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着

されていること。 

②アナログ入出力ユニットの前面の号機 No.がフィールド端子で

設定した号機 No.と一致していること。万一、号機 No.が一致し

ていないと、（フィールド端子で設定した号機 No.の）別の高機

能 I/Oユニットのデータを誤って入出力（読み書き）してしまい

ますので、十分ご注意ください。 

③ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が正

しく設定されていること。とくに、ループコントロールユニッ

トが使用する CPUユニット内のノード端子用データメモリ

（DM）が、PLCの他の用途と重複していないことを確認してく

ださい。 

④ループコントロールユニットから CPUユニット I/Oメモリへ

のデータ書込を行う計器ブロック（例：全ブロック送信、拡張

CPU間 Do/Ao端子、CPU間 Do/Ao端子など）、ユーザリンク

テーブルまたは HMI I/F機能（LCB□□使用時）を使用する場合、

その I/Oメモリへの割付エリアが PLCの他の用途と重複してい

ないことを確認してください。万一、重複していた場合、PLC

のシステムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
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・ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認し

てください。 

①HMI I/F用データを割り付ける指定バンク No.の EMエリア

（システム共通ブロックの ITEM050：「HMI I/F用メモリ割付

先 EMエリアバンク No.」（0～12）によって指定）が、CPU

ユニットや他のユニットが使用するエリアと重複していない

こと。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わ

ぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

②ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユ

ニットや他のユニットが使用するエリアと重複していないこ

と。万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ

動作をし、けがをする恐れがあります。 

③組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装

着されていること。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の

号機 No.がフィールド端子で設定した号機 No.と一致してい

ること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端

子で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを

誤って入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意

ください。 

④ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が

正しく設定されていること。 

・EMメモリをファイルメモリ化するときは、必ずループコントロ

ーラの運転を停止させてから行ってください。 

ループコントローラが運転中に、ループコントローラの HMI I/F

機能で使用しているバンク No.の EMメモリがファイルメモリ

化されると、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、けがをす

る恐れがあります。 

 

外部への接点出力またはアナログ出力に割り付けられた I/Oメモ

リアドレスに対して、ループコントローラと CPUユニットの間

で、重複して書き込み処理を行わないようにしてください。 

万一、同一アドレスに対して、書き込み処理をした場合、外部に

接続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

 

信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者

側でフェールセーフ対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
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キャリブレーション機能を実行すると、調節ブロックへの PV（現

在値）が変化することにより、MV（操作量）が変化します。した

がって、この機能を実行する前に、擬似入力値を設定することで

MVが変化しても、装置が安全であることを確認してください。 

装置が想定外の動作をし、重大な事故につながる恐れがあります。 

 
ループコントローラへ、計器ブロックデータ（初期設定データ、

または運転データ）を転送するときは、転送先の宛先の確認、お

よび PLCシステム全体（ループコントロールユニット／ボードを

含む）の安全を確認してから行ってください。 

装置や機械が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 

・動作確認を実行する前に、必ず、現在開いている計器ファイル

とループコントローラ内の計器ブロックデータ間の照合を実行

してください。もし、登録計器ブロック（ブロック番地－ブロ

ック形式の関係）が一致していない場合、動作確認が正常に実

行されません。 

・動作確認操作によって、アナログ信号または接点信号を強制的

に変更する場合、計装システム全体の安全を確認してから、行

ってください。 

機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 

・ツールソフト Ver.3.2以降にて、LCB05（ユニット Ver.1.5以

降）のシーケンステーブルをオンラインエディットした後、ダ

ウンロードを実行するときは、変更後のシーケンスで動作して

も設備に影響がないことを確認した上で、実行してください。 

機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

・シーケンステーブルのオンラインエディットを ControllerLink

または Ethernet経由で実行する場合、エディット対象ノードの

状態を確認した上で実行してください。 

機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 

・MVタイトシャット機能および MV出力反転機能の設定をルー

プコントローラに転送する前に、接続先の機器の状態を確認し

てから転送を行ってください。転送先を間違えると機械や装置

が想定外の動きをする恐れがあります。 

 



安全上の要点 

17 

安全上の要点 
 
ツールソフトを使用する際には、次のことに気を付けてください。 
 
・モニタソフト（CX-Processモニタ、CX-Processモニタ Plus）は、ツールソフトによ
って作成したモニタタグファイルをもとに、ループコントロールユニットのデータ
をモニタ／操作します。 
ツールソフトによってモニタタグファイルを作成する場合は、モニタソフトを同一
パソコンにインストールしていることが必要です。 

 
・作成した計器ブロックデータは、ツールソフトによる十分なシステム運転確認（負
荷率などのチェック、［実行］｜［運転］｜［運転確認］）、および十分な動作確
認（［動作確認］｜［開始］）を行った後、本運転に移行してください。とくに、
負荷率が 60%以下となることを確認した上で、本運転に移行してください（負荷率
の詳細については、ループコントローラのユーザーズマニュアルの 3-2項「動作の
説明」を参照）。 

 
・ループコントローラの計器ブロックデータをアップロードする場合、以下の点にご
注意ください。 
a) ループコントロールユニットが Ver.1.50以前の場合、新規アップロードをする

と、ブロック図編集画面のデータ（計器ブロック情報）は失われ、計器ブロッ
ク間の結線図は表示されません。（ループコントロールユニットが Ver.2.00以
降の場合、またはループコントロールボードの場合は、新規アップロードをし
たとき、計器ブロック間の結線図は表示されます。） 

b) 更新アップロードをすると、ツールソフトで開いている元ファイルのデータと、
ループコントローラ内の計器ブロックのデータが登録計器ブロックまたはブ
ロック図編集画面データにおいて一致していない場合、現在開いているデータ
が不正になります。 

 
・ループコントローラの運転停止時にアナログ出力または接点出力をある値に保持し
たい場合、ループコントローラの運転中フラグ（割付リレー）の b接点を入力条件
としてアナログ出力ユニットまたは接点出力ユニットの各割付リレーをある値に設
定するように、CPUユニット側のラダープログラムを組んでください。 

 
・CPUユニットの運転停止異常時（FALS命令の実行時を含む）に、ループコントロ
ーラは、運転を停止します。その時に、アナログ出力値を直前の値にホールド、最
小値、最大値のいずれかにする場合は、アナログ出力ユニットまたはアナログ入出
力ユニットの出力ホールド機能を使用してください。 
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・設備の安全を確認してから、PLC本体の電源を ONにしてください。 
CPUユニットの動作モード（「プログラム」モードを含む）にかかわらず、PLC本
体の電源 ONと同時に、ループコントローラによる外部へのアナログ出力値、およ
び接点出力の更新がされます（内部的には、CPUユニット→基本 I/Oユニット／ア
ナログ出力ユニット経由）。 

 
・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・PLCの動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・接点の強制セット／リセット 
・現在値や設定値の変更 

 
・PLCのベース取り付けネジ、端子台のネジ、ケーブルのネジは、ループコントロー
ラのユーザーズマニュアルで指定した規定トルクで締め付けてください。 

 
・システムダウン、あるいは電源断などが起こった場合、CX-Processの計器ファイル
（拡張子.ist）が保存されないことがあります。定期的に、計器ファイルを保存する
ことをお勧めします。 

 
・計器ブロックデータのバックアップ（RAMからフラッシュメモリへ）実行中に電源

OFFされた場合、バックアップは正常に終了しません。電源 OFF時間が 24時間以
内の場合には、スーパーコンデンサにより RAMデータが保持されていますので、
電源 ON時に、再度バックアップが自動的に実行され、その後、運転を開始します。 
しかし、電源 OFF時間が 24時間を超え、RAMデータが消失した場合には、前回正
常にバックアップされたフラッシュメモリデータを使用して運転を開始します。こ
の場合、前回フラッシュメモリにバックアップしたデータにより運転中であること
を通知するフラグ（COLDスタート自動実行フラグ：A35807）が ONしますので、
その情報を確認の上、必要に応じて、最新の計器ブロックデータをダウンロードす
るなどの処置を行ってください。 
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マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan. No.の後尾に付
記されます。 

 

 

改訂記号 

Man. No. SBCC-823U 

 
 

 
改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 1999年 7月 初版 

B 1999年 12月 Ver.1.2へのバージョンアップに伴う改訂 

C 2000年 4月 Ver.1.5へのバージョンアップに伴う改訂 

D 2000年 10月 Ver.2.0へのバージョンアップに伴う改訂 

E 2001年 7月 Ver.2.5へのバージョンアップに伴う改訂 

F 2002年 8月 Ver.3.0へのバージョンアップに伴う改訂 

G 2003年 3月 Ver.3.1へのバージョンアップに伴う改訂 

H 2003年 10月 Ver.3.2へのバージョンアップに伴う改訂 

安全上に関するご注意の追加および変更 

J 2004年 8月 Ver.4.0へのバージョンアップに伴う改訂 

ループコントローラの表記の変更 

K 2005年 2月 Ver.4.1へのバージョンアップに伴う改訂 

L 2005年 11月 Ver.5.0へのバージョンアップに伴う改訂 

M 2006年 7月 Ver.5.1へのバージョンアップに伴う改訂 

N 2007年 11月 Ver.5.2へのバージョンアップに伴う改訂 

ループコントローラ調節計機能強化に伴う変更 

CX-One Ver.2.1へのバージョンアップに伴う改訂 

P 2008年 12月 ループコントローラのバージョンアップに伴う改訂 

Q 2009年 12月 CX-One Ver.4.03へのバージョンアップに伴う改訂 

Windows7への対応に関する追記 

R 2010年 10月 CX-Process Tool 動作環境の変更による改訂 

S 2013年 1月 誤記訂正、説明追加に伴う改訂 

T 2016年 4月 Windows10対応、CX-Oneの形式変更に伴う改訂 

U 2018年 12月 ご承諾事項の更新に伴う改訂 
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バージョンアップのご案内 
 

ツールソフトは、Ver.5.1からVer.5.2へ、バージョンアップしました。バージョンアップの内容は、
以下のとおりです。 

 
項目 従来（Ver.5.1） 今回（Ver.5.2） 

LCB01/05 Ver.3.5対応 
ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU
□□P）Ver.3.5対応 
 
 
 

Ver.3.0まで 以下の新規計器ブロックをサポート 
・折れ線プログラム 3（形式 158） 
・絶縁型 Ai4端子（CJ1W-PH41U 形式 572） 
・絶縁型 Ai4端子（CJ1W-AD04U 形式 573） 
・Ai4端子（CJ1W-ADG41 形式 581） 
以下の機能をサポート 
・折れ線プログラム 2（形式 157）の検索区間番号指
定機能 
・折れ線プログラム 2（形式 157）および折れ線プロ
グラム 3（形式 158）のパラメータ簡易設定機能 
 

LCB01/05 Ver.3.6対応 
ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU
□□P）Ver.3.6対応 

― 以下の機能をサポート 
・折れ線プログラム 2（形式 157）および折れ線プロ
グラム 3（形式 158）の内部プログラム予測修正機能

工業量表示設定機能 
 
 
 
 

アナログ値の設定は%
データでのみ可能 

各計器ブロックのスケーリング情報（CSVタグ情報）
をもとに、ITEMを工業量で表示および設定が可能 

アウトプットウィンドウ表示 照合結果などを固定の
ダイアログで表示 
 
 
 
 

照合結果などを専用のウィンドウに表示。以下の機
能をサポート 
・表示された結果から、該当箇所へのジャンプ 
・結果をクリップボードへコピー 

計器ブロックデータの新規作成シー
ケンス改善 
 
 
 

新規作成時は大項目の
みが作成される 

新規ブロックデータを新規作成する際、ループコン
トローラの挿入から、ブロック結線図の表示までを
自動で実行する動作に変更 

計器ブロック追加方法の改善 
 
 
 

メニューからの追加の
み 

ブロック結線図上で、計器ブロック用ツールバーか
ら計器ブロックの追加が可能 
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参 考 Ver.5.0から、Ver.5.1へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.5.0 Ver.5.1 

傾斜温度制御用計器ブロック 
（傾斜 PVモード変換 ＜形式 021＞、 
傾斜 SPモード変換 ＜形式 022＞、 
傾斜 PID ＜形式 024＞、 
傾斜前置補償 ＜形式 023＞） 

使用不可 可能 
10点制御/グループ、最大 4グループ 
（ただし、傾斜温度制御搭載ループコントローラを
使用時） 
注：傾斜温度制御に関する詳細は、傾斜温度制御搭
載ループコントローラユーザーズマニュアル
（No.SBCC-839 ）をご参照ください。 
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参 考 Ver.4.1から、Ver.5.0へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.4.1 Ver.5.0 

LCB01/05 Ver.3.0対応、 
ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU
□□P）Ver.3.0対応 

サポート対象は
LCB01/05 Ver.2.0、ル
ープ CPUユニット（形
CJ1G-CPU□□P）
Ver.2.0まで 

LCB01/05 Ver.3.0、ループ CPUユニット（形 CJ1G-CPU
□□P）Ver.3.0 
の以下の機能に対応※１ 
・スイッチ計器（形式 225）、Ai2端子（形式 571）、

Ai16端子（形式 582）に対応 
・基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）の調
節動作方向切替機能 
・基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）の

RUN/STOP切替機能 
・アナログ出力端子のタイトシャット機能、アナログ
出力反転機能 

ブロック結線図のフリーロケーショ
ン化 

不可（台座に配置） ブロック結線図の任意の位置に配置可能※１ 

中項目の登録ブロック数拡大 中項目に 16ブロック
登録可能 

中項目に 64ブロック登録可能 
※１ 

タグコメントデータのフラッシュメ
モリ転送 

不可（CPUユニット装
着のメモリーカード
に転送可能） 

ブロック結線図のデータ、タグ、コメント、付箋など
をループコントローラ内蔵のフラッシュメモリに転
送可能（LCB Ver.3.0に対してはメモリカードには不
可）※１ 

ワイヤレスデバッグ機能 不可 調節ブロックの PV（現在値）に任意の固定値を擬似
入力可能なキャリブレーションモードを追加※１ 

MVタイトシャッ
ト機能 

不可 CPUユニット I/Oメモリへの出力をタイトシャット
可能※１ 

MVアナログ出力
反転機能 

不可 CPUユニット I/Oメモリへの出力を反転可能※１ 

コピーペースト機
能 

不可 ユーザリンクテーブルのエントリをコピー、ペースト
（貼り付け）可能 
※１ 

EMバンク指定 不可（カレントバンク
のみ） 

EM0～EMCまでを指定可能 
※１ 

ユーザリンクテ
ーブル 

パルス出力 不可 指定 ITEMの立ち上りで、CPUユニット I/Oメモリへ
パルス出力（１リフレッシュ周期の間 ON）書込可能
※１ 

シーケンステーブル テーブル参照
機能 

不可 シーケンステーブル（形式 302）で他のテーブルの条
件判定結果を参照可能（TBL命令使用）※１ 

ステップラダー タイマ命令 不可 ステップラダー（形式 301）でタイマ（TIM）コマン
ドを使用可能※１ 

※１ LCBまたはループ CPUユニットのユニットバージョン Ver.3.0以降でのみ使用可能
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参 考 Ver.4.0から、Ver.4.1へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.4.0 Ver.4.1 

インストール方法 ツールソフトは、単
体でのインストール
のみ。 

統合パッケージソフト CX-Oneからツールソフト
を 1つの機能としてインストール可能となりまし
た。 
注：CX-Oneからインストールした場合、ツール
ソフト起動時に通信ドライバ種類の選択ダイ
アログボックスは表示されません。自動的に
通信ドライバは CX-Serverとなります。 

起動方法 スタートメニューか
らの起動のみ。 

CX-Oneからインストールした CX-Programmerの
I/Oテーブルから以下のいずれかのループコント
ローラを右クリックして、［専用ツール起動］を
選択することで起動可能。※ 
・CS1W-LCB01（ループコントロールボード） 
・CS1W-LCB05（ループコントロールボード） 
・CS1D-LCB05D（ループコントロールボード） 
・CS1W-LC001（ループコントロールユニット）
・CJ1W-LCB01（ループ CPUユニット内蔵） 
・CJ1W-LCB03（ループ CPUユニット内蔵） 
注：［設定を引き継いで起動］を選択した場合、

通信ドライバは、自動的に CX-Serverとなり
ます。また、ノード用計器ファイルの新規作
成（挿入）まで自動実行されます。 

プロジェクトを作
成/保存するフォル
ダ位置 

インストールフォル
ダ位置の下の［data］
フォルダの下に固定

［ファイル］メニューからの［新規作成］選択時
に、［フォルダの参照］ダイアログボックスが表
示され、プロジェクトを作成/保存するフォルダ位
置を任意に指定可能です。 
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参 考 Ver.3.2から、Ver.4.0へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 内容 

LCB01/05 Ver.2.0、ループ CPUユニット（形
CJ1G-CPU□□P）対応 

以下の新機能に対応しています。 
・ループコントローラの計器ブロックデータのメ
モリカードへの簡易バックアップ 
・折線プログラム 2（形式 157）の再開させるス
テップを最初の参照入力との一致点か二回目
の一致点かを選択可能 
・折線プログラム 2（形式 157）の同期化 
・HOTスタート可能時間設定機能 
・カスケード制御時の 2次ループのリセットワイ
ンドアップ防止機能 
・スプリット変換（形式 169）の入力信号に 0.00
～100.00%の範囲設定 

・フィールド端子ブロックの追加 
（Ai4端子（PTS51/52）、Ai8端子（PTS55/56）、
Ao2端子（DA021）、Ai4／Ao2端子（MAD42））

ループコントローラのメモリマップ表示 ループコントローラが使用している CPUユニッ
トのメモリ使用状況の一覧表示が可能。 

プロジェクトのコメント、付箋、タグ、結線デー
タのメモリカードへのバックアップ/リカバリ 

これまで、ループコントローラに保存できなかっ
たコメント、付箋、タグ、結線データを CPUユ
ニットに装着したメモリカードに保存可能にな
りました。 
これにより、ループコントローラからコメント、
付箋、タグ、結線データを含めた計器ブロックデ
ータをアップロードすることができるようにな
りました。 

SYSMAC OPC Server V2.6のスケーリング機能に
対応 

SYSMAC OPC Server V2.6からスケーリング機能
が拡張されました。 
SYSMAC OPC Server V2.6に対してCSVタグの拡
張スケーリング情報をエクスポート可能です。 

NSフェースプレート自動生成ツール起動機能 ツールソフトから、CSVタグコンパイル実行と、
NSフェースプレート自動生成ツール起動を、一
連の操作で実行可能。その場合、NSフェースプ
レート自動生成ツール起動後の条件設定画面に
て、作成した CSVタグファイルのパスが、自動
的に指定されます。 
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参 考 Ver.3.1から、Ver.3.2へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.3.1 Ver.3.2 

ユーザ定義ブロック 不可 可能 
（計器ブロックの組み合わせを、
1つのユーザ定義の計器ブロック
として登録） 

RS View用タグファイル（.csv） 
ダイレクトエクスポート機能 

不可 
（OPCサーバーにて、CSVタグ
ファイルをインポートして、RS 
View用タグファイル（.csv）を手
動生成することが必要） 

可能 
（直接、RS View用タグファイル
（.csv）を自動生成することが可
能） 

OPCサーバダイレクトアクセス出力 不可 可能 
HMI I/F用データ以外の ITEMを
OPCサーバダイレクトアクセス
タグとして、CSVタグコンパイル
時に、出力可能。 
（台形プログラム（形式 155）、
折れ線プログラム（形式 156）、
折れ線プログラム 2（形式 157）
のみ） 

HMI I/Fメモリマップ CSV出力 不可 可能 
HMI I/Fのメモリ割付状況（どの
タグ/タグ ITEMがEMエリアのど
のアドレスに割り付いているか）
を CSVファイルで出力可能 

複数起動 不可 
（1画面のみ起動可能） 

可能 
（最大 4画面同時起動可能） 

チューニング
画面 

データロギング（CSVフ
ァイルに保存） 

不可 可能 
（チューニング画面起動時にロ
ギングを開始し、チューニング画
面終了時にロギングを終了） 

通信リトライ回数設定 不可 可能 
オンラインエディット 不可 可能 シーケンステ

ーブル タイマ、カウンタ現在値
表示/設定値変更 

不可 可能 

モニタソフト CX-Process モニタ 
（CX-Process モニタ Plusは使用
不可） 

CX-Process モニタ Plus 
CX-Process モニタ 
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参 考 Ver.3.0から、Ver.3.1へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.3.0 Ver.3.1 

対象ユニット/ボード ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001 
およびループコントロール
ボード形 CS1W-LCB01/05 

左記以外に、プロセス CPUユニット形
CS1D-CPU□□P 

データ変換 LCU→LCBへのデータ交換
のみ 

左記以外に、形 CS1W-LCB05で作成し
たデータをプロセス CPUユニット形
CS1D-CPU□□Pのデータへ変換可能 

CSVタグ設定 手動設定のみ（［CSV Tag設
定］ダイアログボックスで
個々に設定） 

左記の手動設定以外に、計器ブロック
登録時に、CSVタグの設定を自動登録
可能（CSV タグ自動設定機能）。 
それを Excelなどで編集した後、プロ
ジェクトに読み込むことが可能 

運転を継続しながらのバ
ックアップ 

不可 運転を継続しながらバックアップが可
能。 
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参 考 Ver.2.50から、Ver.3.00へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
 

項目 Ver.2.50 Ver.3.00 

対象ユニット/ボード ループコントロールユ
ニット 

ループコントロールユニット 
およびループコントロールボード 

ユーザリン
クテーブル
の作成 

なし 可能 
同時に、以下も可能。 
・フィールド端子のユーザリンクテーブルへ
の自動登録 
・ユーザリンクテーブル計器ブロックの貼り
付け、ソフト結線 

・ユーザリンクテーブルのタグを CSV形式で
出力可能（HMI I/Fデータ用タグの後に追
加） 
・CX-Programmerのローカル変数テーブルか
らのインポート 

ループコン
トロールボ
ード関連の
追加機能 

シーケンス
テーブル（形
式 302）の作
成 

なし 可能（動作確認も可能） 

計器ブロックの追加  シーケンステーブル（形式 302）、Ao端子
（PMV02）（形式 565）の追加（ループコン
トロールボード形 CS1W-LCB05の場合のみ）

計器ブロックの登録方法 プロジェクトワークス
ペースで計器ブロック
を登録してからのち貼
り付けのみ 

左記以外に、ブロック結線図上で、直接、計
器ブロックを指定して貼り付け可能 
（ブロック結線図上で右クリックして、計器
ブロックを指定可能） 

コネクションマップ なし あり（選択した 1つの計器ブロックの入出力
関係の図を表示可能） 

大項目データのループコン
トロールユニット/ボード機
種の変換 

なし ・ループコントロールボード形 CS1W-LCB01
のデータをループコントロールボード形
CS1W-LCB05に変換可能。 
・ループコントロールボード形 CS1W-LC001
のデータをループコントロールボード形
CS1W-LCB01またはCS1W-LCB05に変換可
能 

ブロック結線図情報ダウン
ロード 

なし 計器ブロック単位でのダウンロード時に、結
線図上でのその計器ブロックの配置情報もダ
ウンロード可能 

CPUユニットに対する操作 なし I/Oテーブル作成、PLCシステム設定、動作モ
ード変更が可能（通信ドライバとして、
CX-Serverを選択時のみ） 

チューニング画面での、PV、
SP、警報などのデータのモ
ニタリング更新周期 

1秒固定 1秒または 200msを選択可能（ただし、デー
タ更新できなかったときは、赤表示） 

ソフト結線以外による結線
図上での接続先指定（青色
ITEMの右クリック-アドレ
ス入力による） 

ブロック番地および
ITEM番号〔BBBIII〕入
力のみ 

ブロック番地および ITEM番号〔BBBIII〕以
外、ループコントロールボードの場合は、プ
ルダウンリストから接続先を指定可 
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参 考 Ver.2.00から、Ver.2.50へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
 

項目 Ver.2.00 Ver.2.50 

作成可能計器ブロック ループコントロールユニ
ットの Ver.2.50に未対応

ファジィ推論（形式 016）、レンジ変換（形式
127）、勾配付きスイッチ（形式 167）、レベ
ルチェック（形式 210）、 Ai4端子
（DRT1-AD04）（形式 588）、 Ao2端子
（DRT1-DA02）（形式 589） 

通信ドライバ FinsGatewayのみ FinsGateway、CX-Serverを選択可能 
CX-Serverを選択した場合、CX-Programmerと
ツールソフトを同時に立ち上げ可能（通信ド
ライバ CX-Serverを共用）、また、ツールバ
スによる接続が可能となります。 

チューニング画面 なし 従来モニタソフトでのみ可能であったチュー
ニング画面を追加。 
この画面にて、基本 PIDなどの調節ブロック
の、PID定数、SPなどのチューニングが（ツ
ールソフト上で）可能。 
なお、ファジィ推論ブロックは、ツールソフ
トでのみ表示可能。 

ITEMごとのデータのダウ
ンロード 

なし 各計器ブロックの ITEMの設定時に、オフラ
インでデータ設定する以外に、オンライン状
態で［転送］ボタンをクリックすると、その
ITEMデータのみ（ただし、運転データのみ）
をループコントロールユニットにダウンロー
ドすることが可能。例）基本または高度 PID
ブロックにて、AT指令をするときなどに使
用。 

付箋 なし ブロック図編集またはラダー図編集モードに
おいて、自由なテキストを記述したボックス
（付箋）を、自由な位置に配置することが可
能。 
これにより、計器ブロックや、ステップラダ
ーのコマンドに、ユーザ定義名を記述して、
表示および印刷（完成図面用など）すること
が可能です。 

計器ブロックのコピー なし プロジェクトワークスペース上で、計器ブロ
ック単位のコピー/切り取り/貼り付けが可能
です。 

ステップラダーの自動ア
センブル／逆アセンブル 

なし ステップラダー（形式 301）をループコントロ
ールユニットにダウンロード時に自動アセン
ブル（ラダー図→ニモニック変換）、ループ
コントロールユニットからアップロード時に
自動逆アセンブル（ニモニック→ラダー図変
換）をすることが可能です（ニモニックフラ
グを参照することによる）。 
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参 考 Ver.1.50から、Ver.2.0へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
 

項目 Ver.1.50 Ver.2.00 

ES100X調節計端子（形式 045）、4点警報指
示（形式 110）、算術演算（形式 126）、時系
列データ統計（形式 153）、全ブロック受信（形
式 461）、全ブロック送信（形式 462） 

作成可能計器ブロック ループコントロールユニ
ットの Ver.2.00に未対応

その他の計器ブロックの ITEM追加（詳細は、
ループコントロールユニット ユーザーズマ
ニュアルのバージョンアップのご案内参照）

ブロック結線図の編集 貼り付けた計器ブロック
を移動したとき、作成し
たラインが消えます。 

貼り付けた計器ブロックを移動したとき、作
成したラインが消えず、保持されます。 

 ラインの一括削除不可 指定計器ブロックまたは指定 ITEMに結線さ
れているラインの一括削除が可能です。 

 ブロック結線図の複製不
可 

ブロック結線図を複製し、選択した大項目
（LCU）へ新規登録できます。 

ラダー図の編集 切り取り／コピー／貼り
付け不可 

シンボル、エリア、行の各単位での切り取り
／コピー／貼り付けができます。 

操作取り消し なし 実行した直前の操作を取り消せます。 
SCADAソフト用CSVタグ
の作成 

なし 各計器ブロックごとの CSV形式のタグの設
定、CSVタグファイルの作成（コンパイル）、
保存、表示が可能です。 

バックアップ／リカバリ なし ループコントロールユニット内の RAM上の
計器ブロックデータを、ループコントロール
ユニット内のフラッシュメモリへバックアッ
プ、逆にフラッシュメモリ上の計器ブロック
データを RAMへリカバリすることができま
す。 

動作確認 ITEMリスト なし 選択した計器ブロックの全 ITEMデータを一
覧でモニタ（読出）できます。 

アドレス自動設定 なし ツールソフトに実際に接続されている PLCの
ネットワークシステムからループコントロー
ルユニットを検索し、そのアドレスを取得し
て、ノード用計器ファイルのアドレス設定と
して設定します。 

ダウンロード／アップロ
ード／照合対象 

ブロック結線図情報ファ
イル（拡張子.mtbd）は、
ダウンロード／アップロ
ード対象でない。 

ブロック結線図情報ファイル（拡張子.mtbd）
は、ダウンロード／アップロード対象となり
ます。 
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参 考 Ver.1.20から、Ver.1.50へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
 

項目 Ver.1.20 Ver1.50 

作成可能計器ブロック ループコントロール 
ユニット Ver1.50に 
未対応 

以下のループコントロールユニット Ver1.50
の新規計器ブロックの作成に対応。 
折れ線プログラム 2（形式 157） 
・積算値入力加算（形式 182） 
・積算値アナログ乗算（形式 183） 
・定数比較（形式 202） 
・変数比較（形式 203） 
・クロックパルス（形式 207） 
・オンオフ弁操作（形式 221） 
・モータ操作（形式 222） 
・可逆モータ操作（形式 223） 
・モータ開度操作（形式 224） 

  以下のループコントロールユニット Ver1.50
の追加 ITEMの作成に対応。基本 PID（形式
011）および高度 PID（形式 012）の PID定数
の AT（オートチューニング）機能、台形プロ
グラム（形式 155）のウェイト機能およびステ
ップ数追加（8～15ステップまで） 

印刷機能 計器ブロック以外は、
開いている結線図、ラ
ダー図、クロスリファ
レンスの印刷のみ可能

・開いていない場合でも、大項目またはノー
ド単位で、結線図、ラダー図、クロスリファ
レンスを印刷可能 
・モニタタグリストの印刷可能 
・大項目またはノード単位で、全データを印
刷可能 

モニタタグリスト表示機能 なし あり（設定されたモニタソフト用タグの情報
を表示します） 

検索機能 なし あり（ブロック番地、モニタソフト用タグ No.
を検索し、一致した計器ブロックにカーソル
が移動します） 

バージョンチェック機能 なし あり（オンライン接続しているループコント
ロールユニットとツールソフト間のバージョ
ンの一致／不一致をチェックします） 
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参 考 Ver.1.00から、Ver.1.20へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 

 
項目 Ver.1.00 Ver.1.20 

作成する計器データの最大ノ
ード（CPU装置）数 

1台分 最大 31台分 

作成するファイル 計器ファイル（.ist） 
およびそれに関連するファイル

マルチノードファイル（.mul） 
およびそれに関連するファイル 
（ノード用計器ファイル（.ist）な
ど） 
注：Ver.1.00で作成した計器ファ
イル（.ist）をインポートすること
は可能。 

作成するファイルのディレク
トリ位置 

任意 CX-Process¥|dataの下のプロジェ
クトフォルダに限る 

プロジェクトワークスペース
画面のツリー 

プロジェクトワークスペース－
大項目－中項目－小項目の順 

プロジェクトワークスペース－
ノード用計器ファイル－大項目
－中項目－小項目の順 

モニタタグのコンパイル操作
が可能な条件 

Windows95/98では不可 Windows95/98で可能 

作成可能計器ブロック ループコントロールユニット
Ver1.20に未対応 

以下のループコントロールユニ
ット Ver1.20の新規計器ブロック
の作成に対応。 
・2位置オンオフ（形式 001） 
・3位置オンオフ（形式 002） 
・ブレンド PID（形式 013） 
・3回路 3入力切換（形式 163）
・3回路 3出力切換（形式 164）
・バッチデータ収集（形式 174）
・拡張 CPU間 Di端子（形式 455）
・拡張 CPU間 Do端子（形式 456）
・拡張 CPU間 Ai端子（形式 457）
・拡張 CPU間 Ao端子（形式 458）

印刷単位 ブロック結線図 1つのブロック結線図 1つのまたは登録したすべてのブ
ロック結線図 

 ステップラダー
図 

1つのステップラダー図 1つのまたは登録したすべてのス
テップラダー図 

ループコントロールユニット
運転中の個別の計器ブロック
のダウンロード 

不可（ダウンロードには、ルー
プコントロールユニットを停止
させることが必要） 

可能 

登録済みの計器ブロックのブ
ロック番地の変更 

不可 可能（+1加算することが可能）
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バージョンによる計器ブロックの使用制限事項 
 
●以下の計器ブロックは LCB01/05 Ver.3.5以降、および LCB03 Ver.3.5以降で、かつツ
ールソフト Ver.5.2以降を使用した場合にのみ、使用可能です。 
・LCB01/05 Ver.3.5以降、および LCB03 Ver.3.5以降で、かつツールソフトが Ver.5.1
より前のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録でき
ません。したがって、ループコントローラにダウンロードすることもできません。 

絶縁型 Ai4端子（PH41U 形式 572）（AD04U形式 573）、Ai4端子（ADG41形式 581）、
折れ線プログラム 3（形式 158） 
また、以下の ITEMも、同様に、LCB01/05 Ver.3.5以降、および LCB03 Ver.3.5以
降、およびツールソフト Ver.5.2以降のツールソフトを使用した場合にのみ、設定
可能です。 
折れ線プログラム 2の「検索区間指定待ち」（ITEM189）、「検索区間 No.」（ITEM194）、
および「参照入力検索方法」（ITEM190）の指定検索区間指定 

注： 具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ
ロックの ITEM一覧を参照してください。 

 
●以下の計器ブロックは LCB03-GTC、および LCB03-GTCで、かつツールソフト 

Ver.5.1以降を使用した場合にのみ、使用可能です。それ以外の場合、以下の計器ブ
ロックは、ツールソフトでは登録できません。したがって、ループコントロールボ
ードにダウンロードすることもできません。 
傾斜 PVモード変換 （形式 021）、傾斜 SPモード変換 （形式 022）、傾斜 PID
 （形式 024）、傾斜前置補償 （形式 023） 

 
●以下の計器ブロックは LCB01/05 Ver.3.0以降、および LCB03 Ver.3.0以降で、かつツ
ールソフト Ver.5.0以降を使用した場合にのみ、使用可能です。 
・LCB01/05 Ver.3.0以降、および LCB03 Ver.3.0以降かつツールソフトが Ver.5.0よ
り前のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録できま
せん。したがって、ループコントローラにダウンロードすることもできません。 

Ai16端子（AD161）、Ai2端子（PTS15/16,PDC15）、スイッチ計器（形式 225） 
また、以下の ITEMも、同様に、LCB01/05 Ver.3.0以降、および LCB03 Ver.3.0以
降、およびツールソフト Ver.5.0以降のツールソフトを使用した場合にのみ、設定
可能です。 

・基本 PID（形式 011）／高度 PID（形式 012）の「動作方向切り替え指示」（ITEM053）、
ラン/ストップ SW（ITEM093）、ストップ時操作量（ITEM094） 

注： 具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ
ロックの ITEM一覧を参照してください。 

 
●以下の計器ブロックは LCB01/05 Ver.2.0以降、および LCB03で、かつツールソフト 

Ver.4.0以降を使用した場合にのみ、使用可能です。 
・LCB01/05 Ver.2.0以降、および LCB03かつツールソフトが Ver.4.0より前のバー
ジョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録できません。した
がって、ループコントローラにダウンロードすることもできません。 

 
Ai4端子（PTS51）、Ai8端子（PTS55）、Ai4端子（PTS52）、Ai8端子（PTS56）、Ai8端子
（PDC55）、Ao2端子（DA021）、Ai4／Ao2端子（MAD42） 
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●以下の計器ブロックは、LCB01/05 Ver.1.50以降、および LCB03で、かつツールソフ
ト Ver.3.20以降を使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールボードが Ver.1.50より前、ツールソフトが Ver.3.20以降のバ
ージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録可能ですが、も
し登録した場合、そのデータを大項目単位（ループコントロールボード単位）で
ループコントローラにダウンロードすると、その計器ブロックのみ、ダウンロー
ドされません（他の計器ブロックは、正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールボードが Ver.1.50以降、ツールソフトが Ver.3.20より前のバ
ージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録できません。し
たがって、ループコントローラにダウンロードすることもできません。 
すでにループコントロールボード内に以下の計器ブロックが存在する場合、それ
をアップロードすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません（新
規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

 
PIDバンク切替ブロック（形式 168）、スプリット変換ブロック（形式 169） 

 
●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.2.50以降、およびツールソフト Ver.2.50以降のツールソフト
を使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.2.50より前、ツールソフトが Ver.2.50以降の
バージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録可能ですが、
もし登録した場合、そのデータを大項目単位（ループコントロールユニット単位）
でループコントロールユニットにダウンロードすると、その計器ブロックのみ、
ダウンロードされません（他の計器ブロックは、正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールユニットが Ver.2.50以降、ツールソフトが Ver.2.50より前の
バージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録できません。
したがって、ループコントロールユニットにダウンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません（新
規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

ファジィ推論（形式 016）、レンジ変換（形式 127）、勾配付きスイッチ（形式 167）、レベ
ルチェック（形式 210）、 Ai4端子（DRT1-AD04）（形式 588）、 Ao2端子（DRT1-DA02）
（形式 589） 

 
また、以下の ITEMも、同様に、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001の
Ver.2.50以降、およびツールソフト Ver.2.50以降のツールソフトを使用した場合に
のみ、設定可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver. 2.50より前 、ツールソフトが Ver. 2.50以降
のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフトでは設定可能ですが、もし
設定した場合、そのデータをループコントロールユニットにダウンロードすると、
その ITEMデータのみ、ダウンロードされません。（他の ITEMは、正常にダウ
ンロードされます。） 

・ループコントロールユニットが Ver. 2.50以降、ツールソフトが Ver. 2.50より前
のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフトでは設定できません。した
がって、ループコントロールユニットにダウンロードすることもできません。 
大項目単位（ループコントロールユニット単位）のダウンロード、または初期設
定データを含む計器ブロック単位のダウンロードをしたとき、ループコントロー
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ルユニット内の以下の ITEMには、各々の初期値が設定されます。 
すでにループコントロールユニット内に以下の ITEMが設定されている場合、そ
れをアップロードすると、以下の ITEMのみ、アップロードされません。 

 
システム共通（形式 000）の「ブロック登録フラグ」（ITEM039）、「ツールバージョン」（ITEM110）、
・基本 PID（形式 011）／高度 PID（形式 012）／2位置オンオフ（形式 001）／3位置オンオフ
（形式 002）／指示設定（形式 031）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）／指示（形
式 034）、4点警報指示（形式 110）の、「警報制限」（ITEM020）、 
・高度 PID（形式 012）の SP変化率リミット時間単位（ITEM030） 
・流量バッチ仕込み（形式 014）の、「ローカル SP設定値（上位側）」（ITEM024）、「リモ
ート SP設定値（上位側）」（ITEM028）、カレント SP値（上位側）（ITEM030）、「定量
設定値（ITEM061）、「バッチ積算値（上位側）」（ITEM065） 
・変化率リミッタ（等速応答）（形式 143）の「時間単位」（ITEM013） 
・折れ線プログラム 2（形式 157）の「参照入力無効 SW」（ITEM020） 
・接点接続（形式 201）の「出力タイプ」（ITEM006） 
・CPU間 Ai端子（形式 453）、CPU間 Ao端子（形式 454）／Ai4端子（形式 561）／Pi4端子
（形式 562）／Ai8端子（形式 564）の各点ごとの個別レンジ設定、 
・拡張 CPU間 Di端子（形式 455）／拡張 CPU間 Ai端子（形式 457）の「受信停止スイッチ」
（ITEM225）、拡張 CPU間 Do端子（形式 456）／拡張 CPU間 Ao端子（形式 458）の「送信
停止スイッチ」（ITEM225） 
注 1： 具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ

ロックの ITEM一覧を参照してください。 
注 2： ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実

行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が
以下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認く
ださい。 

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V2.50 

 
V2.50以降のバージョンが表示されていること 
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●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.1.20以降、およびツールソフト Ver.1.20以降のツールソフ
トを使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.1.0□、ツールソフトが Ver.1.20以降のバージ
ョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録可能ですが、もし登
録した場合、そのデータを大項目単位（ループコントロールユニット単位）でル
ープコントロールユニットにダウンロードすると、エラーとなり、ダウンロード
が中止されます（他の計器ブロックもダウンロードされません）。 

・ループコントロールユニットが Ver.1.20以降、ツールソフトが Ver.1.00のバージ
ョンの場合、以下の計器ブロックは、ツールソフトでは登録できません。したが
って、ループコントロールユニットにダウンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードをすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません
（新規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

2位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002）、ブレンド PID（形式 013）、 
3回路 3入力切換（形式 163）、3回路 3出力切換（形式 164）、バッチデータ収集（形式 174）、
拡張 CPU間 Di端子（形式 455）、拡張 CPU間 Do端子（形式 456）、拡張 CPU間 Ai端子（形
式 457）、拡張 CPU間 Ao端子（形式 458） 

注：ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実
行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が以
下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認くださ
い。 

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V1.20 

 
V1.20以降のバージョンが表示されていること 
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●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.1.50以降、およびツールソフト Ver.1.50以降のツールソフ
トを使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50より前（Ver.1.0□または Ver.1.20）、ツ
ールソフトが Ver.1.50以降のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツール
ソフトでは登録可能ですが、もし登録した場合、そのデータを大項目単位（ルー
プコントロールユニット単位）でループコントロールユニットにダウンロードす
ると、その計器ブロックのみ、ダウンロードされません（他の計器ブロックは、
正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールユニットが Ver.1.50以降、ツールソフトが Ver.1.50より前
（Ver.1.00または Ver.1.20）のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツー
ルソフトでは登録できません。したがって、ループコントロールユニットにダウ
ンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません（新
規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

折れ線プログラム 2（形式 157）、積算値入力加算（形式 182）、積算値アナログ乗算（形式 183）、
定数比較（形式 202）、変数比較（形式 203）、クロックパルス（形式 207）、オンオフ弁操作
（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形式
224） 

 
また、以下の ITEMも、同様に、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001の
Ver.1.50以降、およびツールソフト Ver.1.50以降のツールソフトを使用した場合に
のみ、設定可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50より前（Ver.1.0□または Ver.1.20）、ツ
ールソフトが Ver.1.50以降のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフト
では設定可能ですが、もし設定した場合、そのデータをループコントロールユニ
ットにダウンロードすると、その ITEMデータのみ、ダウンロードされません。
（他の ITEMは、正常にダウンロードされます。） 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50以降、ツールソフトが Ver.1.50より前
（Ver.1.00または Ver.1.20）のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフ
トでは設定できません。したがって、ループコントロールユニットにダウンロー
ドすることもできません。 
大項目単位（ループコントロールユニット単位）のダウンロード、または初期設
定データを含む計器ブロック単位のダウンロードをしたとき、ループコントロー
ルユニット内の以下の ITEMには、各々の初期値が設定されます。 

すでにループコントロールユニット内に以下の ITEMが設定されている場合、それ
をアップロードすると、以下の ITEMのみ、アップロードされません。 

基本 PID（形式 011）および高度 PID（形式 012）の PID定数の AT（オートチューニング）機
能、台形プログラム（形式 155）のウェイト機能およびステップ数追加（8～15ステップまで）
注 1： 具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ

ロックの ITEM一覧を参照してください。 
注 2： ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実

行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が
以下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認く
ださい。 

  

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V1.50 

 
V1.50以降のバージョンが表示されていること  
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●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.2.00以降、およびツールソフト Ver2.00以降のツールソフ
トを使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00より前（Ver.1.0□、Ver.1.20または

Ver.1.50）、ツールソフトが Ver.2.00以降のバージョンの場合、以下の計器ブロ
ックは、ツールソフトでは登録可能ですが、もし登録した場合、そのデータを大
項目単位（ループコントロールユニット単位）でループコントロールユニットに
ダウンロードすると、その計器ブロックのみ、ダウンロードされません（他の計
器ブロックは、正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールユニットが Ver.2.00以降、ツールソフトが Ver.2.00より前
（Ver.1.0□、Ver.1.20または Ver.1.50）のバージョンの場合、以下の計器ブロッ
クは、ツールソフトでは登録できません、したがって、ループコントロールユニ
ットにダウンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードをすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません
（新規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

ES100X調節計端子（形式 045）、4点警報指示（形式 110）、算術演算（形式 126）、時系列
データ統計（形式 153）、全ブロック受信（形式 461）、全ブロック送信（形式 462） 

また、以下の ITEMも、同様に、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001の
Ver.2.00以降、およびツールソフト Ver.2.00以降のツールソフトを使用した場合に
のみ、設定可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00より前（Ver.1.0□、Ver.1.20または

Ver.1.50）、ツールソフトが Ver.2.00以降のバージョンの場合、以下の ITEMは、
ツールソフトでは設定可能ですが、もし設定した場合、そのデータをループコン
トロールユニットにダウンロードすると、その ITEMデータのみ、ダウンロード
されません。（他の ITEMは、正常にダウンロードされます。） 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00以降、ツールソフトが Ver.2.00より前
（Ver.1.0□、Ver.1.20または Ver.1.50）のバージョンの場合、以下の ITEMは、
ツールソフトでは設定できません、したがって、ループコントロールユニットに
ダウンロードすることもできません。 
大項目単位（ループコントロールユニット単位）のダウンロード、または初期設
定データを含む計器ブロック単位のダウンロードをしたとき、ループコントロー
ルユニット内の以下の ITEMには、各々の初期値が設定されます。 
すでにループコントロールユニット内に以下の ITEMが設定されている場合、そ
れをアップロードすると、以下の ITEMのみ、アップロードされません。 

2位置オンオフ（形式 001）／3位置オンオフ（形式 002）／基本 PID（形式 011）／高度 PID
（形式 012）の、「PV異常検知時MV出力値遡及時間」、 
基本 PIDブロック（形式 011）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）の、「MVリ
ミット上限到達出力値、MVリミット下限到達出力値」、 
流量バッチ仕込み（形式 014）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）の、「MV異
常接点入力／表示」、 
指示設定（形式 031）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）／指示（形式 034）の、
「PV異常接点入力／表示」 
定数比較（形式 202）の、入力値 X1～X8、変数比較（形式 203）の入力値 X1～X8、比較入力
値 R1～R8、内部スイッチ（形式 209）の接点入力 S33～S224 
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注 1：具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ
ロックの ITEM一覧を参照してください。 

注 2：ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実
行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が
以下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認く
ださい。 

  

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V2.00 

 
V2.00以降のバージョンが表示されていること

 

 
●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.1.50以降、およびツールソフト Ver.1.50以降のツールソフ
トを使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50より前（Ver.1.0□または Ver.1.20）、ツ
ールソフトが Ver.1.50以降のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツール
ソフトでは登録可能ですが、もし登録した場合、そのデータを大項目単位（ルー
プコントロールユニット単位）でループコントロールユニットにダウンロードす
ると、その計器ブロックのみ、ダウンロードされません（他の計器ブロックは、
正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールユニットが Ver.1.50以降、ツールソフトが Ver.1.50より前
（Ver.1.00または Ver.1.20）のバージョンの場合、以下の計器ブロックは、ツー
ルソフトでは登録できません。したがって、ループコントロールユニットにダウ
ンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードをすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません
（新規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

折れ線プログラム 2（形式 157）、積算値入力加算（形式 182）、積算値アナログ乗算（形式 183）、
定数比較（形式 202）、変数比較（形式 203）、クロックパルス（形式 207）、オンオフ弁操作
（形式 221）、モータ操作（形式 222）、可逆モータ操作（形式 223）、モータ開度操作（形式
224） 

また、以下の ITEMも、同様に、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001の
Ver.1.50以降、およびツールソフト Ver.1.50以降のツールソフトを使用した場合に
のみ、設定可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50より前（Ver.1.0□または Ver.1.20）、ツ
ールソフトが Ver.1.50以降のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフト
では設定可能ですが、もし設定した場合、そのデータをループコントロールユニ
ットにダウンロードすると、その ITEMデータのみ、ダウンロードされません。
（他の ITEMは、正常にダウンロードされます。） 
・ループコントロールユニットが Ver.1.50以降、ツールソフトが Ver.1.50より前
（Ver.1.00または Ver.1.20）のバージョンの場合、以下の ITEMは、ツールソフ
トでは設定できません。したがって、ループコントロールユニットにダウンロー
ドすることもできません。 
大項目単位（ループコントロールユニット単位）のダウンロード、または初期設
定データを含む計器ブロック単位のダウンロードをしたとき、ループコントロー
ルユニット内の以下の ITEMには、各々の初期値が設定されます。 

すでにループコントロールユニット内に以下の ITEMが設定されている場合、それ
をアップロードすると、以下の ITEMのみ、アップロードされません。 
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基本 PID（形式 011）および高度 PID（形式 012）の PID定数の AT（オートチューニング）機
能、台形プログラム（形式 155）のウェイト機能およびステップ数追加（8～15ステップまで）
注 1： 具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ

ロックの ITEM一覧を参照してください。 
注 2： ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実

行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が
以下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認く
ださい。 

  

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V1.50 

 
V1.50以降のバージョンが表示されていること  

 
●ループコントロールユニットの以下の計器ブロックは、ループコントロールユニッ
ト形 CS1W-LC001の Ver.2.00以降、およびツールソフト Ver2.00以降のツールソフ
トを使用した場合にのみ、使用可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00より前（Ver.1.0□、Ver.1.20または

Ver.1.50）、ツールソフトが Ver.2.00以降のバージョンの場合、以下の計器ブロ
ックは、ツールソフトでは登録可能ですが、もし登録した場合、そのデータを大
項目単位（ループコントロールユニット単位）でループコントロールユニットに
ダウンロードすると、その計器ブロックのみ、ダウンロードされません（他の計
器ブロックは、正常にダウンロードされます）。 

・ループコントロールユニットが Ver.2.00以降、ツールソフトが Ver.2.00より前
（Ver.1.0□、Ver.1.20または Ver.1.50）のバージョンの場合、以下の計器ブロッ
クは、ツールソフトでは登録できません、したがって、ループコントロールユニ
ットにダウンロードすることもできません。 
すでにループコントロールユニット内に以下の計器ブロックが存在する場合、そ
れをアップロードをすると、以下の計器ブロックのみ、アップロードされません
（新規アップロード操作をすると、空のブロックとなります）。 

ES100X調節計端子（形式 045）、4点警報指示（形式 110）、算術演算（形式 126）、時系列
データ統計（形式 153）、全ブロック受信（形式 461）、全ブロック送信（形式 462） 

 
また、以下の ITEMも、同様に、ループコントロールユニット形 CS1W-LC001の
Ver.2.00以降、およびツールソフト Ver.2.00以降のツールソフトを使用した場合に
のみ、設定可能です。 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00より前（Ver.1.0□、Ver.1.20または

Ver.1.50）、ツールソフトが Ver.2.00以降のバージョンの場合、以下の ITEMは、
ツールソフトでは設定可能ですが、もし設定した場合、そのデータをループコン
トロールユニットにダウンロードすると、その ITEMデータのみ、ダウンロード
されません。（他の ITEMは、正常にダウンロードされます。） 
・ループコントロールユニットが Ver.2.00以降、ツールソフトが Ver.2.00より前
（Ver.1.0□、Ver.1.20または Ver.1.50）のバージョンの場合、以下の ITEMは、
ツールソフトでは設定できません、したがって、ループコントロールユニットに
ダウンロードすることもできません。 
大項目単位（ループコントロールユニット単位）のダウンロード、または初期設
定データを含む計器ブロック単位のダウンロードをしたとき、ループコントロー
ルユニット内の以下の ITEMには、各々の初期値が設定されます。 
すでにループコントロールユニット内に以下の ITEMが設定されている場合、そ
れをアップロードすると、以下の ITEMのみ、アップロードされません。 
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2位置オンオフ（形式 001）／3位置オンオフ（形式 002）／基本 PID（形式 011）／高度 PID
（形式 012）の、「PV異常検知時MV出力値遡及時間」、 
基本 PIDブロック（形式 011）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）の、「MVリ
ミット上限到達出力値、MVリミット下限到達出力値」、 
流量バッチ仕込み（形式 014）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）の、「MV異
常接点入力／表示」、 
指示設定（形式 031）／指示操作（形式 032）／比率設定（形式 033）／指示（形式 034）の、
「PV異常接点入力／表示」 
定数比較（形式 202）の、入力値 X1～X8、変数比較（形式 203）の入力値 X1～X8、比較入力
値 R1～R8、内部スイッチ（形式 209）の接点入力 S33～S224 

 
注 1：具体的にどの ITEMが該当するかは、計器ブロックリファレンスマニュアルの該当計器ブ

ロックの ITEM一覧を参照してください。 
注 2：ループコントロールユニットのバージョンは、ツールソフトのシステム運転確認画面（［実

行］｜［運転］｜［運転確認］）にて確認することが可能です。 
上記計器ブロックを使用する場合は、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM099が
以下の内容であることをあらかじめツールソフトのシステム運転確認画面にてご確認く
ださい。 

  

 ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V2.00 

 
V2.00以降のバージョンが表示されていること
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1 
は
じ
め
に 

1－1 ツールソフトとは 
1－1－1 概要 

ツールソフトとは、ループコントローラ関連の以下の機能を実現するサポートツール
です。 
本マニュアルでは、本製品をツールソフト もしくは CX-Process Toolと表記します。 
 
1） 計器ブロックデータの作成 

a） システム共通ブロック（形式 000）の設定 
・システム共通演算周期の設定 
・ループコントロールユニットの役割番号の設定*1 
・電源投入時スタートモードの設定 
・ノード端子用データメモリの先頭番地の設定*1 
 *1：ループコントロールユニットのみ 

b） 計器ブロックの登録（ブロック番地への割付け） 
c） 計器ブロック間のソフト結線（アナログ信号/積算信号のみ） 
d） 各計器ブロック内の ITEMデータの設定 
e） シーケンステーブル（形式 302）*1、またはステップラダーブロック（形式 301）

のラダー編集 
 *1：LCB05/05D（大項目 00-LCB05、00-LCB05D）のみ可 

f） モニタソフト用タグ*1、モニタ Plus用タグ、SCADAソフト用 CSVタグの設定
（タグ名設定、アナログ信号のスケーリング） 
モニタタグファイルの作成*1 （モニタソフトを同一パソコンにインストール
していることが必要）、CSVタグファイルの作成 

 *1：ループコントロールユニットのみ 
2） a）計器ブロックデータのループコントローラへのダウンロード 

b）ループコントローラからのアップロード 
c）ループコントローラまたは他のノード用計器ファイルとの照合 

3） ループコントローラの運転開始／停止指令 
4） システム運転確認（システム共通ブロックの設定／モニタ：演算周期グループご
との負荷率のモニタ、実行エラーのモニタを含む） 

5） ループコントローラの動作確認（計器ブロック結線動作確認、ラダー図動作確認） 
6） 計器ブロック（調節ブロック）の PID定数などのチューニング 
7） ループコントローラ内の RAM上の計器ブロックデータをフラッシュメモリへバ
ックアップ、逆にフラッシュメモリ上の計器ブロックデータを RAMへリカバリ 

8） ループコントローラ内の計器ブロックデータの初期化（オールクリア） 
 

お願い 
 

ツールソフトとモニタソフトまたはモニタ Plusを使用する場合、モニタタグファイル
を作成するには、ツールソフトとモニタソフトまたはモニタ Plusを同一パソコンにイ
ンストールしていることが必要です。 
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1－1－2 プロジェクトワークスペースとは 
プロジェクトワークスペースとは、ツールソフトで作成する最大 32台の CPU装置（ル
ープコントロールユニット最大 3×32＝96台、LCB□□最大 1×32＝32台）分のデー
タ、および作成されるフォルダやそれらのフォルダに含まれるファイル全体を指しま
す。構成は、以下のとおりです。 

プロジェクトワークスペース 

（プロジェクトファイル（.mul））

ノード用計器 
ファイル 
（.ist） 

Node01.ist

Node02.ist

Node32.ist

00-LCB03 
00-LCB01 
00-LCB05 
00-LCB05D
01-LC001 
02-LC001 
03-LC001 

ループコントローラ単位
（大項目） 

システム共通 

フィールド端子

ブロック結線図

計器ブロック種
別単位 
（中項目） 

基本 PIDなど 

計器ブロック単位 
（小項目） 

 
プロジェクトワークスペースの情報は、一つのフォルダに集約され保存されます。こ
のフォルダをプロジェクトフォルダと呼びます。プロジェクトフォルダは以下を実行
したときに作成されます。 
・［ファイル］｜［新規作成］で新たにプロジェクトを作成するとき、プロジェクト
名称がフォルダ名称となります。 
・［ファイル］｜［名前を付けて保存］で名前を付けて既存のプロジェクトを保存す
るとき、そのプロジェクト名称がフォルダ名称となります。 

  

1－1－3 ツールソフトで作成するファイル 
ツールソフトでは、初期状態でインストールフォルダにある dataフォルダにプロジェ
クト名のフォルダを作成し、さらにそのフォルダ内に以下のファイルを作成します。 

1）プロジェクトファイル (拡張子.mul） 
・プロジェクトワークスペースの管理ファイルです。 
ツールソフトが作成する以下のファイルを管理するファイルです。 
ファイル種類 ファイル形式（拡張子） 備考 
ノード用計器ファイル .ist  
ブロック結線図情報ファイル .mtbd  
ニモニック／ラダー図情報ファイル .mtld  
コメントファイル .cmt  
CSVタグ設定ファイル プロジェクト名.csv  
CX-Serverファイル .cdm 通信ドライバに CX-Server選

択時のみ） 
ジョブ情報登録ファイル .sjb  
ループコントローラ関連情報ファイル .lcb  
ユーザリンクテーブルファイル LnkTable.csv  
シーケンステーブルファイル .stbl  

・ファイルを開くとき、このプロジェクトファイル（.mul）を指定することで、上記
関連ファイルをすべて同時に読み出します。 
・［ファイル］メニューから［新規作成］を選択し、プロジェクト名を指定する操作
によって自動的に作成されます。 
・ファイル名は、プロジェクト名と自動的に同一になります。 
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2）ノード用計器ファイル（拡張子.ist） 
・1台の CPU装置（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）分の計器
ブロックのデータです。 

・［設定］｜［挿入］｜［ISTファイル挿入］を選択する操作によって自動的に新規作
成されます。 

・ファイル名は、自動的に、Node□□（□□には 01～32が自動付番される）となりま
す。以下の内容から成ります。 

 項目 単位 内容 
1台のループコント
ローラの計器ブロッ
クのデータ 

初期設定データ（S） 計器ブロックの登録情報（ブロッ
ク番地への割付情報）、アナログ
信号／積算信号のソフト結線情
報、各計器ブロックの初期設定用
データ 

ノード用計器
ファイル（拡
張子.ist） 

 運転データ（O） 各計器ブロックの運転用データ 

・このノード用計器ファイル（拡張子.ist）の内容は、ダウンロード／アップロード／
照合の対象です。初期設定データ（S）、運転データ（O）、初期設定＋運転データ
（S＋O）のいずれかの単位で可能です。 
注：このノード用計器ファイル内には、ステップラダーブロックのニモニックデータ
は含まれません。ニモニックデータは、後述 3）のニモニック／ラダー図情報ファ
イルに格納されます。 

参 考 
 

ツールソフト Ver.1.20以降では、作成した計器ファイル（.ist）を編集中のプロジェク
トワークスペースにインポートすることができます（［ファイル］｜［ISTファイル挿
入］操作による）。 

 

3）ブロック結線図情報ファイル（拡張子.mtbd） 
・ブロック間のアナログ信号/積算信号のソフト結線の状態を、グラフィックで表示し
たデータです。 
・ブロック図編集操作によって、ノード用計器ファイル（拡張子.ist）の保存先と同じ
フォルダに、ノード用計器ファイルの保存と同時にシステムによって自動的に格納
されます。通常このブロック結線図情報ファイルは、ユーザが意識する必要はあり
ません。 
注：・ただし、データのバックアップや保存先の変更時には、ノード用計器ファイル
（拡張子.ist）が存在するフォルダ位置と同じフォルダに、このブロック結線図情報
ファイルを移動させることが必要です。ファイル名は、システム固定で以下のよう
に決まります。 

   

 
 
ファイル名.拡張子：ノード用計器ファイル名 ○○ ○○ .mtbd 

大項目番号（ループコ

ントロールボードの場

合は 04） 

中項目 

 
・このブロック結線図情報ファイル（拡張子.mtbd）は、ダウンロード／アップロード
／照合の対象とはなりません。なお、ループコントロールユニットが Ver.2.00以降
および LCB□□の場合、計器ブロック間の（ITEMデータをもとにした）結線情報
自体は、ダウンロード／アップロードの対象となります。そのため、新規アップロ
ード時に計器ブロック間の結線図が表示されます（ただし、結線図情報ではないた
め、結線自体は正しく復元できますが、回り込んだ結線などは正規化されて表示さ
れます）。 
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4）ニモニック／ラダー図情報ファイル（拡張子.mtld） 
・ステップラダーのシーケンスコマンドのニモニックデータ、およびそれをラダー図
で表示したデータです。 
・ステップラダーブロックの登録操作によって、ノード用計器ファイル（拡張子.ist）
の保存先と同じフォルダに、ノード用計器ファイルの保存と同時にシステムによっ
て自動的に格納されます。通常このファイルをユーザが意識する必要はありません。 
注：ただし、データのバックアップや保存先の変更時には、ノード用計器ファイル（拡
張子.ist）が存在するフォルダ位置と同じフォルダに、このラダー図情報ファイル
を移動させることが必要です。ファイル名は、システムで固定で以下のように決
まります。 

   

 
ファイル名.拡張子：ノード用計器ファイル名 ○○ ○○○ .mt ld 

大項目番号（ループコ

ントロールボードの場

合は 04） 

ブロック番地 

 
・このニモニック／ラダー図情報ファイル（拡張子.mtld）内のニモニックデータは、
ダウンロード／アップロード／照合の対象です。ラダー図情報は、ダウンロード／
アップロード／照合の対象ではありません。 

 

5）モニタタグファイル（ファイル名固定/拡張子なし） 
・1台の CPU装置（ループコントロールユニット最大 3台分）のモニタタグデータ（バ
イナリデータ）です。 
・タグ名、タグコメント、対応 ITEM番号またはブロック番地、アナログ信号のスケ
ーリング情報から成ります。 
・モニタソフト側で、このモニタタグファイルを読み出すことにより、各画面に貼ら
れたモニタタグ名に対応した、計器ブロックデータ内のブロック番地または ITEM
番号を指定することができます。 
・［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタータグ］を選択する操作によって、作
成されます。 
注：ただし、このモニタタグファイルの作成は、モニタソフトを同一パソコンにイン
ストールしていることが必要です。 

・モニタタグファイルは、デフォルトでは以下のフォルダ位置に、ファイル名固定で
格納されます。 
フォルダ位置：Omron¥CX-Process Monitor ¥db 

   （下線部は、モニタソフトのインストール先フォルダです） 
ファイル名：mtagmst、および mtagsubmst  
なお、モニタソフトからモニタタグファイルの保存先を変更することも可能です（セ
ットアップダイアログボックスからの操作による）。 
・このモニタタグファイル（拡張子なし）は、ダウンロード／アップロード／照合の
対象ではありません。 
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6）モニタ Plus用タグファイル（monitor.csv）（ツールソフト Ver.3.2以降） 
・1台の CPU装置（ループコントロールユニット最大 3台分）の、モニタ Plus用タグ
データです。 
・タグ名、タグコメント、対応 ITEM番号またはブロック番地、アナログ信号のスケ
ーリング情報から成ります。 
・［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタ Plusタグ］を選択する操作によって、
作成されます。 

・その上で、モニタ Plusを起動し、［Start］ボタンをクリックすると、モニタタグ（mtagmst、
および mtagsubmst）が自動生成されます。モニタ Plus側で、このモニタタグを読み
出すことにより、各画面に貼られたモニタタグ名に対応した、計器ブロックデータ
内のブロック番地または ITEM番号を指定することができます。 
注：・ただし、このモニタ Plusタグ用ファイルの作成は、モニタ Plusを同一パソコン
にインストールしていることが必要です。 
・モニタ Plus用タグファイル（monitor.csv）は、デフォルトでは以下のフォルダ位置
に格納されます。 
フォルダ位置：Omron¥CX-Process Monitor Plus¥db 
・このモニタ Plusタグ用ファイル（monitor.csv）は、ダウンロード／アップロード／
照合の対象ではありません。 

 

7）CSV設定ファイル（プロジェクト名.csv） 
SCADA用タグファイル出力を行うために、あらかじめシステムが自動生成する CSV
タグ設定（登録）データです。ユーザが Excelなどで編集することもできます。 
タグ名、タグコメント、スケーリング上限値、スケーリング下限値、スケーリング小
数点位置、単位などから成る、計器ブロックごとのデータです（カンマ区切りのテキ
ストデータです）。 
注：計器ブロック内の各 ITEMのタグ、CPUユニット I/Oメモリへの割付アドレスは
含まれません（CSVタグコンパイルを実行後、SCADAソフト用 CSVタグファイ
ルに格納されます）。 

・［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］で CSVタグを設定した後、または（ツール
ソフト Ver.3.1以降の場合）計器ブロック登録時に［CSV Tag自動登録］チェックボ
ックスをチェックして登録した後、ノード用計器ファイル保存時に、自動生成され
ます。 

・CX-Processがインストールされたフォルダ｜data｜プロジェクトフォルダの下に、プ
ロジェクト名.csvで格納されます。 

・ツールソフト Ver.3.1以降の場合、計器ブロック登録時に、タグ名＝Tag+ブロック番
地、スケーリング上限値＝1000、スケーリング下限値＝0で、CSVタグ設定をこの
ファイルに自動登録することができます（CSVタグ自動設定機能）。 

・Excel等で編集し、上書き保存すると、プロジェクトを開いたときに、読み込まれま
す。 
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8）SCADAソフト用 CSVタグファイル（初期ファイル名、TagList.csv） 
・最大 32台の CPU装置（ループコントロールユニット最大 96台、LCB□□最大 32
台）分の CSVタグデータです。 

・タグ No.、タグコメント、ブロック番地、タグ ITEM、割り付けられる CPU ユニット

I/O メモリアドレスなどから成ります（カンマ区切りのテキストデータです）。 
・SCADAソフト側で、オムロン製 OPCサーバを介して、この CSVタグファイルを読
み出すことにより、ループコントローラの計器ブロックデータ内のブロック番地ま
たは ITEM番号を指定することができます。 

・［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］で、各計器ブロックごとに CSVタグを設定
し、［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］で、CPUユニット I/Oメモリ
アドレスを割り付けて、CSVタグファイルを作成します。 
注：・この CSVタグファイルは、ダウンロード／アップロード／照合の対象ではあり
ません。 

・CSVタグファイルは、基本的に、オムロン製 OPCサーバを介して、SCADAソフト
にインポートして、使用します。 

 

9）RS View用タグファイル（任意ファイル名、拡張子.csv） 
・最大 32台の CPU装置（ループコントロールユニット最大 96台、LCB□□最大 32
台）分の、RS View32直接インポート用の、CSV形式のタグファイルです。任意の
ファイル名を付けることができます。 

・RS View32のインポートユーティリティで直接インポートすることができる CSVフ
ァイルです。RS View用 CSVタグコンパイル操作（［実行］｜［タグファイル出力］
｜［RS Viewタグ］を選択）によって、SCADA用 CSVタグファイルをもとに作成
されます。 
RS View32のタグインポートユーティリティにて、本ファイルをインポートするこ
とで、RS View32のプロジェクト内のタグデータベースに、CSVタグ設定で指定し
た ITEMをタグとして登録することができます。  
注：・この CSVタグファイルは、ダウンロード／アップロード／照合の対象ではあり
ません。 

・ツールソフトから本 RS View用タグファイルを生成するには、SYSMAC OPC Server 
Ver.2.40以降が必要です。 

 

10）コメントファイル（拡張子.cmt） 
計器ブロックの結線図、およびステップラダーのラダー図に貼られた付箋データで
す。 
ファイル名は、プロジェクト名と自動的に同一となります。 

11）CX-Server設定ファイル（拡張子.cdm） 
通信ドライバとして CX-Server使用時に、対象 PLCの通信設定を保存したファイル。 
ファイル名は、プロジェクト名と自動的に同一となります。 
 

12）ジョブ情報登録ファイル（拡張子.sjb） 
・プロジェクトワークスペースに対応するジョブ情報登録のデータです。 
・ファイル名は、プロジェクト名と自動的に同一になります。 
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13）ループコントローラ関連情報ファイル（拡張子.lcb） 
・プロジェクト内でのループコントローラの有無データなどを含む、システム用ファ
イルです。 

14）CSV形式のユーザリンクテーブルファイル（LnkTable.csv）（ループコン

トロールボードのみ） 
・ユーザが編集できるユーザリンクテーブルのデータです。このファイルを Excelな
どによって編集すると、編集結果が、プロジェクトを開いたときまたはアクティブ
ノードを切り替えたときに、ユーザリンクテーブルに反映されます。 

15）シーケンステーブルファイル（拡張子.stbl） 
・シーケンステーブルのデータです。 

 

1－1－4 タグ関連のファイルの関係 
ツールソフトで作成するタグ関連のファイルと、それを利用する HMI（NSシリーズ
PT、SCADAソフト、モニタソフト、モニタ Plus）との関係は、以下のとおりです。 

 
ツールソフト 

インポート 

SCADAソフト用 
CSVタグファイル 
（Taglist.csv） 

SYSMAC OPC 
Server 

OPCタグ設定 
ファイル 
（.sdb：バイナリ） 

CSVタグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[CSVタグ]） 

RS View32 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View用タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜
[RS Viewタグ]） 

NSフェースプレート自
動生成ツール 

NSプロジェクト
ファイル 
（.ipp：バイナリ） 

NSシリーズ PT 

インポート 

モニタ Plus用 
タグファイル 
（monitor.csv） 

モニタ Plus用タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜
[モニタープラスタグ]） 

モニタ Plus 

[Start]ボタン]で、モニタ
タグファイル（バイナリ）
を自動生成 

（ ツ ー ル ソ フ ト
Ver.3.2以降） 

（ツールソフト
Ver.3.2以降） 

自動生成 

自動生成 

手動エクスポート 

RS View用 
タグファイル 
（***.csv） 

SCADAソフト用 
CSVタグファイル
（Taglist.csv） 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View用 
タグファイル 
（***.csv） 

モニタタグファイル 
（mtagmst、mtagsubmst） 

モニタソフト 

モニタ Plus用タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[モ
ニタータグ]） 

SYSMAC OPC 
Server Ver.2.4以

降 

自動生成 
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1－1－5 ツールソフト使用の条件 
ツールソフトは、以下のように、通信ドライバ FinsGateway、または CX-Serverを使用
して、ループコントローラが装着された PLC（プログラマブルコントローラ）と通信
を行います。 
したがって、同一パソコン上に、必ず、FinsGateway、または CX-Serverをインストー
ルして使用することが必要です。 
注：通信ドライバとして、FinsGatewayを使用するか、CX-Serverを使用するかは、ツ
ールソフト起動時のダイアログボックスにて選択します。 

■ FinsGatewayを使用する場合 
FinsGatewayは、以下のいずれかを使用できます。 
SerialUnitドライバ 
CLK（PCI）ドライバ 
Controller Linkドライバ 
ETN_UNITドライバ 
ソフトウェアの構成は、以下のとおりです。 

 
ツールソフト モニタソフト 

FinsGateway 

Controller Linkサポートボード（PCIバスまたは ISAバス） RS-232Cポート

 
ソフト 

ウェア 

ハードウェア Ethernetボード 

 
 

お願い 
 

・FinsGatewayをインストールしていない場合、通信ドライバを FinsGatewayにし
て、ツールソフトを立ち上げることができません。また、CX-Serverをインストー
ルしていない場合、通信ドライバを CX-Serverにして、ツールソフトを立ち上げる
ことができません。 

・CX-Processは、通信ドライバとして FinsGateway Version 1を使用することはで
きません。必ず Version3以降を使用してください。 

・FinsGatewayを使用する場合、CX-Programmer／CX-Protocol／CX-Motionなど
の他のツールソフト（CX-Serverによって通信）または専用シリアルドライバ利用
のアプリケーションが、オンライン接続中の場合、それらと同一の COMポートを
使用して、本 CX-Processを上位リンク（SYSWAY）によってオンライン接続（シ
リアル通信初期化）することはできません。他のツールソフトまたは専用シリアルド
ライバ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、CX-Processを再度オン
ライン接続（シリアル通信初期化）してください。 
逆に、 CX-Processを FinsGatewayを使用してオンライン接続（シリアル通信初期
化）中には、 CX-Serverによって通信をする他のツールソフトをオンライン接続す
ることはできません。 

・本 CX-Processを FinsGateway Version 1と同一のパソコンにインストールして使
用することはできません。 
・OSがWindowsNT4.0の場合、Service Pack6a以上であることが必要です。 
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■ CX-Serverを使用する場合 
CX-Serverは、CX-Programmerなどの以下のオムロン製ソフトウェアとの共通通信ド
ライバです。 
CX-Programmer 
CX-Protocol 
CX-Motion 
以下のメリットがあります。 
・CX-Serverを使用すれば、上記ソフトウェアと同時にツールソフトを立ち上げて、パ
ソコンの同一 COMポートを使用して、同一の PLCに対して、同時にオンライン接
続することが可能となります。したがって、通信ドライバを切り替える手間、およ
びオンライン/オフラインを互いに切り替える手間が不要です。 

・CX-Serverを使用すれば、シリアル通信モードとして、「ツールバス」を使用するこ
とが可能となります。これにより、「上位リンク」よりも高速な通信をすることが
できます。 
注：CX-Processのモニタソフトは、CX-Serverには対応していません（FinsGatewayの
み可能です）。 

ソフトウェアの構成は、以下のとおりです。 

 
CX-Programmer CX-Protocol CX-Motion など CX-Process Tool 

CX-Server 

Controller Link、Ethernet RS-232Cポート 

 
 

ソフトウェア 

ハードウェア 

FinsGateway  
NSBドライバ（*1） 

*1：CX-Server から、FinsGateway NSB ドライバを介して、Controller Link、Ethernet などのネットワークに接

続することもできます。  
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1－2 モニタソフトおよびモニタ Plus との関係 
 

1－2－1 モニタソフト、モニタ Plusとは 
モニタソフトおよびモニタ Plusは、ループコントローラ内の計器ブロックのデータの
モニタ用ソフトウェアです。 
なお、モニタソフトは LCB□□には対応していません。LCB□□を使用する場合、モ
ニタ Plusを使用してください。 
上位リンク（SYSWAY）、Controller Link、または Ethernetを経由して、取り込み、制
御画面（現場計器イメージ）、トレンド画面、グラフィック画面、アナンシエータ画
面等で、モニタ可能です。ツールソフトとセットで使用します。 
大別して、以下の 3つの機能を実現します。 
1. ループコントローラ内の計器ブロックの運転状態の監視 
・調節ブロックの PV、SP、MVなどのモニタ、アナログ信号のモニタ、接点信号
のモニタを行います。 

・ループコントローラの運転開始/停止指示を行います。 
・CPUユニットの動作モードなどのステータスを表示します。 

2. ループコントローラ内の計器ブロックの運転操作 
調節ブロックの、設定変更、オート／マニュアルの切替、マニュアル操作、PID定
数等のチューニングを行います。 
調節ブロックごとの演算停止指示が可能です（チューニング画面のみ）。 

3. ループコントローラ内の計器ブロックの警報状態の監視 
調節ブロック、警報ブロックの警報の発生時の表示、および発生履歴の保存を行い
ます。 

 

お願い 
 

モニタソフトおよびモニタ Plusは、PLCとの接続用通信ドライバに FinsGatewayを
使用します。そのため、モニタソフトおよびモニタ Plusを使用する場合は、ツールソ
フトの通信ドライバには、必ず「FinsGateway」を選択してください。「CX-Server」
を選択した場合、モニタ Plusを、PLCにオンライン接続することはできません。 
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1－2－2 ツールソフトによる設定 
モニタソフトおよびモニタ Plusは、ツールソフトによって設定したタグ名、モニタソ
フトとのデータ交換用計器ブロックを介して、ループコントロールユニット内のデー
タを読み書きします。 
したがって、モニタソフトおよびモニタ Plusを使用する場合、あらかじめツールソフ
トによって、以下の設定をすることが必要です。 

 

■ モニタソフトの場合 

1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
モニタソフトが、PLC（プログラマブルコントローラ）と通信するための、ネットワ
ークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定は、ツールソフトのアドレス設
定（［設定］｜［アドレス設定］）または［設定］｜［PLC変更］）によります。 
このため、モニタソフトの通信設定はツールソフトで行います。 

 
2）モニタソフトとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
ツールソフトによって、パソコン宛送信端子ブロック（ブロック形式 401～404）によ
って、計器ブロックまたはアナログ信号（パラメータを含む）、接点信号（パラメー
タを含む）を発信元として指定します。またはパソコン設定 Aoまたはパソコン設定
Do端子ブロックによって、パソコンからのアナログ信号または接点信号の受信準備
をします。 

 
3）モニタタグの設定 
ツールソフトによって、その発信元とした計器ブロックまたはアナログ信号（パラメ
ータを含む）、接点信号（パラメータを含む）に対して、タグ名を設定します。また
はパソコン設定Aoまたはパソコン設定Do端子ブロックのアナログ出力または接点出
力に対して、タグ名を設定します。 
同時に、アナログ信号（パラメータを含む）に対しては、ゼロ点、スパン点、小数点
位置、および工業単位のスケーリング設定をすることが必要です。 

 
4）モニタタグファイルの作成（コンパイル） 
作成したタグデータをモニタソフトに渡すために、タグファイルを作成（コンパイル）
します。ただし、このタグファイル作成操作は、モニタソフトを同一パソコンにイン
ストールしていることが必要です。 

 
5）計器ブロックデータのループコントロールユニットへのダウンロード 
計器ブロックをダウンロードします。 
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■ モニタ Plusの場合 

1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
モニタ Plusが、PLC（プログラマブルコントローラ）と通信するための、ネットワー
クアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定は、ツールソフトのアドレス設定
（［設定］｜［アドレス設定］）または［設定］｜［PLC変更］）によります。 
このため、モニタ Plusの通信設定はツールソフトで行います。 

 
2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
モニタ Plusとのデータ交換に使用する計器ブロックを登録し、結線します。 
モニタする項目によって、以下の計器ブロックを登録/結線します。 
モニタ項目 登録/結線 ループコントロールユニット ループコントロールボード 
計器ブロック
データ 

計器ブロック
の登録のみ 

全ブロック送信（形式 462）、
全ブロック受信（形式 461） 

システム共通ブロック（形式
000）の HMI I/F関連機能の設定

接点信号 計器ブロック
の登録と結線 

接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209） 

アナログ信号 計器ブロック
の登録と結線 

入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

 
 

モニタ Plusから、接点を操作（設定）
／表示するためのブロック 

モニタ Plus から、アナログ信号を
入力するためのブロック 

モニタ Plusに、アナログ信号を
出力するためのブロック 

メインの計器ブロック 

モニタPlusから、計器ブロックの ITEM
タグをモニタするためのブロック 
（ループコントロールユニットのみ）

 
 

3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 

・ループコントロールユニットの場合 
1. 全ブロック送信（形式 462）、全ブロック受信（形式 461）の登録 
2. タグの設定 
・計器ブロックデータ： 

CSVタグの設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグの設定 

・個々のアナログ信号（LCU→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 
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・個々のアナログ信号（パソコン→LCU）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 

・ループコントロールボードの場合 
1. システム共通ブロック（形式 000）の HMI I/F機能関連の設定 
2. タグの設定 
・計器ブロックデータ： 

CSVタグの設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグの設定 

・個々のアナログ信号（LCB→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 
・個々のアナログ信号（パソコン→LCB）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 

注：ループコントロールユニット、ループコントロールボードのいずれの場合も、計器ブロ
ックデータ以外の、個々の接点信号、アナログ信号をモニタ/設定するには、以下の計器ブロ
ックをモニタ Plus用に別途、貼り付けて結線することが必要です。 
・個々の接点信号をモニタ Plusでモニタ/設定する場合、接点信号を接点接続（形
式 201）＋内部スイッチ（形式 209）に入出力することが必要です。 

・個々のアナログ信号をモニタ Plusでモニタする場合、アナログ信号を入力選択（形
式 162）に出力することが必要です。 

・個々のアナログ信号をモニタ Plusから設定する場合、定数出力（形式 166）から
アナログ信号を入力することが必要です。 

4）モニタ Plus用タグファイルの生成 
ツールソフトにてモニタ Plus用タグファイルを生成します（［実行］｜［タグファイ
ル出力］｜［モニタ Plusタグ］）。 
 

5）計器ブロックデータのループコントローラへのダウンロード 
計器ブロックをダウンロードします。 

 

6）モニタタグファイルのコンパイル 
モニタ Plusを起動し、［起動］または［Setup］ボタンをクリック 
モニタ Plus用タグファイル（monitor.csv）をもとに、モニタタグファイル（ファイル
名：mtagmstおよび mtagsubmst）が自動生成されます。 
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1－2－3 ツールソフトによる初期設定データ ITEMの設定 
基本的に、ツールソフトによって初期設定データ（S）を設定し、モニタソフトによっ
て運転データ（O）を設定します。 
○：基本的に設定、△：可能だが、例外、×：設定不可能 
ツールソフト 
分類 

記号 
（Type）

ITEM 例：PIDブロック 
ツール 
ソフト 

モニタ 
ソフト 

初期設定データ S 各計器ブロックの初
期設定用パラメータ

正逆動作方向、SP設定方
式、補償方式など 

○ × 

運転データ O 各計器ブロックの運
転用パラメータ 

例：PIDブロックの SP、
警報設定、PID定数など 

△ ○ 

注：初期設定データ（S）、運転データ（O）の分類は、ツールソフトの各 ITEMデータ設定画
面に表示されます。 
各計器ブロックの ITEM詳細については、計器ブロックリファレンスマニュアルの以下の内
容で確認してください。 

例） 
読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、－：
読み書き不可、注：r、r/w：ツール動作確認
／運転確認の読出、読み書き。（S)：初期設
定データ、(O)：運転データ 

ITEM種類 
ITE
M 

データ内容 

ツールソフトによる モニタソフトによる
*1 

パラメー
タ 

004 演算周期(秒） R/W(S) － 

パラメー
タ 

008 上上限警報設定値 R/W(O) R/W 

 012 ヒステリシス設定値 R/W(S) － 
パラメー
タ 

023 ローカル SP設定値 R/W(O) R/W 

 024 SP設定方式（初期設定） 
0：ローカルのみ、1：リモート／ローカ
ル可能 

R/W(S) R 

 

参 考 
 

アナログ値の場合、基本的にモニタソフトで設定します。ツールソフトで設定すると
きは、工業単位のスケーリングした値で設定することはできず、0～100%の%単位の
値で設定しなければなりません。 
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1－3 ツールソフトの仕様 
 
項目 仕様 

品名 CX-Process Tool 
適用 PLC機種 CS/CJシリーズ 
適用ユニット ループコントロールユニット／ボード、プロセス CPUユニット、ループ CPUユニット

オペレーティングシス
テム（OS）*1 

CX-Oneがサポートする OS 

CPU Microsoft社が推奨するプロセッサ 
メモリ Microsoft社が推奨するメモリ 
ハードディスク CX-Oneをすべてインストールする場合は、約 2.8GB以上の空き容量が必要。 
ディスプレイ XGA（1,024×768）、High Color16ビット以上 

使用可能
なパソコ
ン 

ディスク装置 DVD-ROMドライブ 
同時インストールが必要なソフト CX-Server または FinsGateway 
接続方法 CPUユニット（または

シリアルコミュニケー
ションボード／ユニッ
ト）との接続 

（FinsGateway SerialUnitドライバを使用時） 
PLCとの通信プロトコル：上位リンクまたはツールバス 
・CPUユニットのペリフェラルポートまたは内蔵 RS-232Cポート、シリアルコミュニケ
ーションボード／ユニットの RS-232Cポートにパソコンを接続 

・接続ケーブル：CPUユニットのペリフェラルポートへ接続：形 CS1W-CN□□□（2m、
6m）、CPUユニットの RS-232Cポートへ接続時：形 XW2Z-□□□-□（2m、5m） 
（形式の詳細は、1-4-3項「上位リンクまたはツールバスでの接続ケーブル一覧」参照）

  （CX-Serverを使用時） 
PLCとの通信プロトコル：上位リンクまたはツールバス 
（接続ケーブルは、上記と同じ） 

 Controller Link経由で
の接続 

（FinsGateway CLK（PCI）ドライバを使用） 
Controller Linkサポートボード（PCIバス）装着のパソコンに搭載し、Controller Linkユ
ニット装着の PLCに対して通信 

  （FinsGateway Controller Linkドライバまたは CX-Server を使用） 
Controller Linkサポートボード（ISAバス）装着のパソコンに搭載し、Controller Linkユ
ニット装着の PLCに対して通信 

 Ethernet経由での接続 （FinsGateway ETN_UNITドライバまたは CX-Server を使用） 
Ethernetボード装着のパソコンに搭載し、Ethernetまたは EtherNet/IP *2 ユニット装着の
PLCに対して通信 

＊1．CX-One対応オペレーティングシステムのご注意： 
1) 必要システム、ハードディスク容量は、システム環境によって異なる場合がありますの
で、ご注意ください。 

＊2．通信プロトコルに EtherNet/IPを利用する場合、CX-Process Tool Ver.5.23以降、および
CX-Server Ver.4.3以降が必要 
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項目 仕様 

作成するファイル 以下のファイルを、プロジェクト（マルチノード）・フォルダに作成する。 
・マルチノードファイル（拡張子.mul）：プロジェクトワークスペースのデータファイ
ル）：ユーザが作成 

・ノード用計器ファイル（初期設定データおよび運転データから成る。拡張子.ist）：た
だし、システムが作成 

・ブロック結線図情報ファイル（拡張子.mtbd）：ただし、システムが作成 
・ニモニック/ラダー図情報ファイル（拡張子.mtld）：ただし、システムが作成 
・モニタタグファイル（ファイル名固定/拡張子なし）：ユーザが作成 
・ジョブ情報登録ファイル（拡張子.sjb）：ただし、システムが作成 
・コメントファイル（拡張子.cmf）：ただし、システムが作成 
・CX-Server設定ファイル（拡張子.cdm）：ただし、システムが作成 
・CSVタグ設定ファイル（プロジェクト名.csv）：システムが作成。ユーザが編集可能。
・SCADAソフト用 CSVタグファイル（拡張子.csv）：ユーザが作成 
・ループコントローラ関連情報ファイル(拡張子.lcb)：ただし、システムが作成 
・CSV形式のユーザリンクテーブルファイル（Link Table .csv）：ユーザが作成 
・シーケンステーブルファイル（拡張子.stbl）：ただし、システムが作成 
・ユーザ定義ブロックファイル（ユーザ定義ブロック名.ucb）：ユーザが作成 
・シーケンステーブルの動作確認およびオンラインエディット/エレメント（タイマ・カ
ウンタ）設定値変更・現在値表示 

オフライン操作機能 ・計器ブロックの各 ITEMのデータの設定（システム共通ブロックの設定を含む） 
・アナログ／積算値信号のソフト結線 
・ブロック結線図・ラダー図への任意の文字列（付箋）の貼り付け表示／印刷 
・コネクションマップ（1つの計器ブロックの入出力関係）の表示 
・ユーザリンクテーブルの編纂 
・シーケンステーブルの作成 
・ステップラダーブロックのコマンド記述 
・モニタソフト用のタグの設定（パソコン宛送信ブロックの発信元ブロック、接点、ア
ナログ信号に対して） 

・ノード用計器ファイル（ニモニック含む）－ノード用計器ファイル（ニモニック含む）
間の照合 

・大項目データのループコントロールユニット／ボード機種の変換 
オンライン操作機能 計器ブロックデータの転送（ループコントローラへのダウンロード、アップロード） 

・ノード用計器ファイル（ニモニック含む）－ループコントローラ間の照合 
・ループコントローラ（全計器ブロック）の運転／停止指令 
・システム運転確認：システム共通ブロック（形式 000）のモニタ/操作（演算周期グル
ープごとの計器ブロックの負荷率のモニタを含む） 

・ループコントローラの動作確認：計器ブロック結線動作確認（計器ブロックごとの演
算停止／停止解除を含む）、ラダー図動作確認 

・計器ブロック（調節ブロック）の PID定数などのチューニング操作、SP変更など 
・ループコントローラの RAMの初期化 
・ループコントローラ内の RAMからフラッシュメモリへの計器ブロックデータのバッ
クアップ指示、フラッシュメモリから RAMへの計器ブロックデータのリカバリ指示

・I/Oテーブル作成（オンラインのみ） 
・PLCシステム設定 
・CPUユニットの動作モード変換 
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1－4 PLCとの接続 
 
PLC（プログラマブルコントローラ）との接続には、通信ドライバとして、以下のい
ずれかを選択できます。 
・FinsGateway 
・CX-Server 
ツールソフトを、スタートメニューから起動、または CX-Oneからインストールした
CX-Programmerの I/Oテーブルから［起動のみ］を選択して起動した場合のみ、選択
可能です。 
 
通信ドライバとして、どちらを使用するかは、ツールソフト起動時のダイアログボッ
クスにて選択します。 
ただし、デフォルトではツールソフト起動時に通信ドライバを選択するダイアログボ
ックスは表示されません。 
注：ツールソフトを、CX-Oneからインストールした CX-Programmerの I/Oテーブルか
ら［設定を引き継いで起動］を選択して起動した場合は、通信ドライバは、自動
的に CX-Serverとなります。 

 

1－4－1 FinsGatewayと CX-Serverの特長 
各々、以下の特長があります。 
通信ドライバ シリアル接続時

のシリアル通信
モード 

シリアル
接続経由
ネットワ
ーク接続

ネットワ
ーク直接
接続 

設定可能
なノード
アドレス

特長 

FinsGateway 上位リンク
（SYSWAY-CV
）または 
ツールバス 

可能 可能 1以上（0
は不可） 

・FinsGatewayを使用したアプリケ
ーション（代官山、SYSMAC OPC 
Serverなど）と、同一 COMポー
トを使用した同時オンライン接
続が可能 

CX-Server 上位リンク 
または 
ツールバス 

可能 可能 PLCとの
直接接続
時は 0であ
ることが
必要です。

・CX-Programmer、CX-Protocol、
CX-Motionなどと、同一 COMポ
ートを使用した同時オンライン
接続が可能。 

 

*1：CX-Serverで PLCと 1：1または 1：N（1：Nは上位リンクのみ）で直接接続する場合、PLC
のノードアドレスは 0に設定することが必要です。これに対して、FinsGatewayで PLCと接
続する場合、ノードアドレスは、0を設定することはできません（1以上のみ設定可能です）。 
そのため、通信ドライバとして CX-Serverを選択して作成したプロジェクト内にノードアド
レス 0（ファイル名「Node00」）のノード用計器ファイル（.ist）が存在する場合、このプ
ロジェクト（マルチノードファイル）は、FinsGatewayを選択して、開くことはできません。 
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1－4－2 通信ドライバ種類を選択するには 
［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表示する］を選択して、
ツールソフトをスタートメニューから、または I/Oテーブルから［起動のみ］を選択
して起動します。ツールソフト起動時に、以下のダイアログボックスが表示されま
す。 

 
注 1：このダイアログボックスは、［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表

示する］がチェックされていると、ツールソフト起動時に表示されます。 
 ［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表示しない］がチェックされ

ていると、ツールソフト起動時に表示されません。 
 なお、デフォルトではツールソフト起動時、このダイアログボックスは表示されず（［フ

ァイル］｜［起動時通信ドライバ選択］｜［表示しない］が自動的にチェックされていま
す）、通信ドライバは自動的に CX-Serverとなります。もし通信ドライバを FinsGateway
に変更したいときは、［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表示す
る］を選択して、FinsGatewayをチェックしてください。 

 

● FinsGatewayを使用する場合： 
「通信ドライバ」として、「FinsGateway」を選択します。 

● CX-Serverを使用する場合： 
「通信ドライバ」として、「CX-Server」を選択します。 

 

■ FinsGatewayを使用する場合 
以下の 3つの方法があります。 
いすれの場合も、通信ドライバとして、FinsGatewayを使用します。 
通信ネットワーク 使用する FinsGateway 内  容 

上位リンク
（SYSWAY） ＊1

シリアル
通信 

ツールバス *2 

SerialUnitドライバ PLCのペリフェラルまたはRS-232Cポ
ートとの接続（上位リンク（SYSWAY）
接続のみ可能） 

CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は
使用不可） 

Controller Linkネットワーク 

Controller Linkドライバ 

Controller Linkサポートボードを介し
て、Controller Linkユニット装着の PLC
との接続 

Ethernetネットワーク ETN_UNITドライバ Ethernetボードを介して、Ethernetユニ
ット装着の PLCとの接続 

*1：ここでの上位リンク（SYSWAY）は、上位リンクのヘッダやターミネータで包んで FINSコ
マンドを発行する方式です（FinsGatewayで言う「SYSWAY-CV」です）。PLC側のシリア
ル通信モードは、上位リンク（SYSWAY）とします。 

*2：FinsGateway Version2003以降のみ。 
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● シリアル通信で接続する場合 

・ 上位リンク（SYSWAY） 
FinsGateway SerialUnitを使用して、上位リンク（SYSWAY）によって、PLCのペリフ
ェラルポートまたは RS-232Cポートと接続します。 

・ ツールバス 
FinsGateway Version 2003の場合、SerialUnitを使用して、ツールバスよって、PLCのペ
リフェラルポートまたは RS-232Cポートと接続します。 

 
CPUユニットのペリフェラルポートへの接続
時 

CPUユニットまたはシリアルコミュニケーションボ
ード／ユニットの、RS-232Cポートへの接続時 

 
 

ペリフェラルポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

ツールソフト 
ループコントロールユニット 

 

RS-232Cポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット 

推奨ケーブル 形 XW2Z-200S-CV 

ループコントロールユニット 
ツールソフト 

 

お願い 
 

FinsGateway SerialUnitがインストールされていない場合、上位リンク
（SYSWAY）で接続することはできませんので、ご注意ください。 

 
● Controller Linkサポートボード経由で接続する場合 

FinsGatewayのCLK（PCI）ドライバ、または FinsGateway Version2以降のController Link
ドライバを使用して、Controller Linkネットワークで PLCと接続します。 

 

Controller Linkネットワーク

ツールソフト 
（DOS/Vパソコン） 

ループコントロール
ユニット 

Controller Link
ユニット 

Controller Link 
サポートボード 

ループコントロール
ユニット 

Controller Link
ユニット 

 
 

お願い 
 

FinsGatewayの CLK（PCI）ドライバ、または FinsGateway Version 2以降の
Controller Linkドライバがインストールされていない場合、Controller Linkで接続す
ることはできませんので、ご注意ください。 
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・ Controller Linkユニット形式 
形式 装着可能 PLC ユニット種類 タイプ 伝送路 
形 CS1W-CLK21-V1 
形 CS1W-CLK23 

CSシリーズ CPU高機能ユニ
ット 

ワイヤタイプ ツイストペア線 

形 CS1W-CLK12-V1 
形 CS1W-CLK13 

  光リングタイプ 光ファイバ H-PLCFケーブル

形 CS1W-CLK52-V1 
形 CS1W-CLK53 

  光リングタイプ 光ファイバ GIケーブル 

形 CJ1W-CLK21-V1 
形 CJ1W-CLK23 

CJシリーズ CPU高機能ユニ
ット 

ワイヤタイプ ツイストペア線 

・ Controller Linkサポートボード形式 
形式 伝送媒体 対応パソコン機種 FinsGateway通信ドライバ 
形 3G8F7-CLK12-V1 
形 3G8F7-CLK13 
形 3G8F7-CLK52-V1 
形 3G8F7-CLK53 

光リングタイプ

形 3G8F7-CLK21-V1 
形 3G8F7-CLK23 

ワイヤタイプ 

DOS/Vパソコン（PCIバス） CLK（PCI）ドライバ 
（FinsGateway Version2は使
用不可） 

形 3G8F5-CLK21-V1 ワイヤタイプ 
形 3G8F5-CLK11-V1 光タイプ 

DOS/Vパソコン（ISAバス） Controller Linkドライバ 

 

● Ethernet経由で接続する場合 
FinsGateway ETN_UNITドライバを使用して、Ethernetネットワークで PLCと接続しま
す。 

 

Ethernetネットワーク

ツールソフト 
（DOS/Vパソコン） 

ループコントロール
ユニット 

Ethernetユニット

Ethernetボード 

ループコントロール
ユニット 

Ethernetユニット

 
 

お願い 
 

FinsGateway ETN_UNITドライバがインストールされていない場合、Ethernetで接
続することはできませんので、ご注意ください。 

・ Ethernetユニット形式 
形式 装着可能

PLC 
ユニット種類 タイプ 

形 CS1W-ETN01 10BASE-5タイプ 
形 CS1W-ETN11 10BASE-Tタイプ 
形 CS1W-ETN21 

CSシリーズ CPU高機能ユニット

100BASE-Tタイプ 
形 CJ1W-ETN11 10BASE-Tタイプ 
形 CJ1W-ETN21 

CJシリーズ CPU高機能ユニット
100BASE-Tタイプ 
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■ CX-Serverを使用する場合 
以下の 2つの方法があります。 
なお、上記で接続したPLCをゲートウェイとして、ネットワーク上のPLCとオンライ
ン接続することも可能です。 
通信ネットワーク ［PLC機種変更］ダイ

アログボックスの「ネッ
トワーク種別」指定 

内容 

ツールバス（Toolbus） Toolbusを選択 周辺ツール専用プロトコ
ル、高速通信用 

上位リンク（SYSWAY） SYSMAC WAYを選択 一般的な上位パソコン用プ
ロトコル 

PLCのペリフ
ェラルまたは
RS-232Cポート
との接続 

いずれの場合でも、以下の接続が可能です。 
 

CPUユニットのペリフェラルポートへの接続
時 

CPUユニットまたはシリアルコミュニケーション
ボード／ユニットの、RS-232Cポートへの接続時

 
 

ペリフェラルポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット

接続ケーブル 
形 CS1W-CN226／626 

ツールソフト 
ループコントローラ 

 

RS-232Cポート

DOS/Vパソコン 
（9pinオス） 

CS1 CPUユニット 

推奨ケーブル 形XW2Z-200S-CV 

ループコントローラ 
ツールソフト 

 
注：シリアルコミュニケーションボード／ユニッ
トの場合、ツールバスは不可。 
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1－4－3 上位リンクまたはツールバスでの接続ケーブル一覧 
ユニット 

ユニット側の 
ポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
ケーブル
備考 

形 CS1W-CN226 2.0m 内蔵ペリフェ
ラルポート 

DOS/V D-SUB 9 
ピンオス 

上位リンク
（SYSWAY） 
またはツールバ
ス（Toolbus） 

形 CS1W-CN626 6.0m 
－ 

形 XW2Z-200S-CV 2m 

CPUユニット 

内蔵 RS-232C 
ポート 
D-SUB 9ピン 
メス 

   
形 XW2Z-500S-CV 5m 

ESD（静電
気）対策コネ
クタを使用

上位リンク
（SYSWAY） 

形 XW2Z-200S-CV 2m ESD（静電
気）対策コネ
クタを使用

シリアルコミ
ュニケーショ
ンボード／ユ
ニット 

RS-232Cポート 
D-SUB 9ピン 
メス 

  

 形 XW2Z-500S-CV 5m  

 

お願い 
 

PLCのRS-232Cポートに、上記ケーブルのコネクタを接続するときは、接地された金
属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてから、ケーブルのコネクタに触れて
ください。 

 

参 考 
 

ペリフェラルポートにRS-232Cケーブルを接続する場合は、以下の接続方式が可能で
す。 

 

ユニット 
ユニット側の 
ポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
 ケーブル

 備考 
CPUユニット 内蔵ペリフェラ

ルポート 
DOS/V D-SUB 9 

ピンオス 
上位リンク
（SYSWAY） 
またはツールバ
ス（Toolbus） 

形 CS1W-CN118 ＋ 
形 XW2Z-200S-CV
／500S-CV 

0.1m＋ 
（2mま
たは
5m） 

形 XW2Z- 
□□□S-CV
は ESD（静
電気）対策コ
ネクタを使
用 

     形 CS1W-CN118 ＋ 
形 XW2Z-200S-V／
500S-V 

 － 

従来のケーブル形CQM1-CIF01/02を使用してペリフェラルポートに接続する場合は、
以下の接続方式が可能です。 

ユニット 
ユニット側 
のポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
ケーブル
備考 

CPUユニット 内蔵ペリフェラ
ルポート 

DOS/V D-SUB 9ピ
ンオス 

上位リンク
（SYSWAY） 

形 CS1W-CN114 ＋ 
形 CQM1-CIF02 

0.5m＋
3.3m 

－ 

DOS/Vパソコンを RS-232Cケーブルで接続する場合、以下の接続方式も可能です。 

ユニット 
ユニット側 
のポート 

パソコン
パソコン側
ポート 

シリアル通信
モード 

形式 長さ 
ケーブル
備考 

形 XW2Z-200S-V 2m － CPUユニット 内蔵 RS-232Cポ
ート 
D-SUB 9ピンメ
ス 

DOS/V D-SUB 9ピ
ンオス 

上位リンク
（SYSWAY） 形 XW2Z-500S-V 5m  

シリアルコミ
ュニケーショ
ンボード／ユ
ニット 

RS-232Cポート 
D-SUB 9ピンメ
ス 

   形 XW2Z-200S-V 2m  

     形 XW2Z-500S-V 5m  
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1－5 基本的な使用手順 
 
ループコントローラを使用する手順は、以下のとおりです。 
 

手順 1：設計 
1. 計装図の作成 
2. PLCのシステム構成の決定 
3. 計器ブロックの選定 
4. 計器ブロックのシステム構成の決定 
5. モニタソフトでモニタ／操作するデータの決定 
6. ツールソフト、モニタソフト、および通信ドライバのインストール 
 

手順 2：ツールソフトでの計器ブロックデータの作成 
● スタートメニューから起動した場合、または I/Oテーブルから［起動のみ］を選択

して起動する場合 
1. ツールソフトの立ち上げ 

 

参 考 
 

・ツールソフトの立ち上げに関する詳細は、3－1－2項を参照してください。 

 

   
2. プロジェクトワークスペース／プロジェクトの新規作成 
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● I/Oテーブルから［設定を引き継いで起動］を選択して起動する場合 
1. I/Oテーブル上の「ループコントロールボード」または「ループコントロールユニ
ット」を右クリックして、［専用ツール起動］｜［設定を引き継いで起動］を選択
します。 

 

［専用ツール起動］を選択し 

例）ループコントロールボード（例：CS1W-LCB05）を右クリックして

［設定を引き継いで起動］を選択します

 
 
2. ツールソフトが起動し、プロジェクトの新規作成が行われます。I/Oテーブル上の
ループコントロールボード/ユニットの形式をもとに、「番号－機種」（例：00-LCB05）
が自動選択されます。 

 

［LCB/LC001 挿入］ダイアログボックスが表示されます。 

自動的にノード挿入されます。 

I/O テーブル上のユニット/ボード形式を受けて、番号-機種が自動的に選択されます。例）00-LCB05

 
 
3. システム共通ブロックを設定する 
4. 計器ブロックを登録する 
 

参 考 
 

・システム共通ブロックの設定に関する詳細は、3－1－5項を参照してください。 
・計器ブロックの登録に関する詳細は、3－1－6項を参照してください。 
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5. ブロック間のアナログ信号/積算信号のソフト結線（［設定］｜［編集］｜［ブロッ
ク図編集］） 

   
 
6. 各ブロックの ITEMの設定（必要に応じ、ユーザリンクテーブルの設定*1、シーケ
ンステーブル*2、またはステップラダーブロックのラダーコマンド作成） 
*1：LCB□□のみ可 
*2：LCB05/05Dのみ可（大項目「00-LCB05」、「00-LCB05D」のみ可） 

   
 

参 考 
 

・ブロック結線図の編集に関する詳細は、3－1－8項を参照してください。 
・計器ブロックの ITEMの編集に関する詳細は、3－1－9項を参照してください。 
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■ モニタソフトを使用する場合（ループコントロールユニットのみ可） 
7. モニタソフトとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
・モニタソフト用パソコン宛送信端子の設定 

8. モニタタグの設定（［設定］｜［タグ設定］｜［モニタータグ］） 
9. モニタタグファイルの作成（［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタータグ］） 
注：ただし、モニタタグファイルの作成は、モニタソフトを同一のパソコンにインストール
していることが必要。 

 

■ モニタ Plusを使用する場合 

● ループコントロールユニットの場合 
7. モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 

モニタ項目 登録/結線 ループコントロールユニット 
計器ブロックデータ 計器ブロックの登録のみ 全ブロック送信（形式 462）、全ブロック受信（形式 461）
接点信号 計器ブロックの登録と結線 接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）
アナログ信号 計器ブロックの登録と結線 入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

8. CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
・計器ブロックデータ：CSVタグ設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグ設定 

・個々のアナログ信号（LCU→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 
・個々のアナログ信号（パソコン→LCU）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 

9. モニタ Plus用タグファイルの生成 
（［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタ Plusタグ］） 

10. モニタ Plusを起動し、［起動］ボタンをクリック 
 

● ループコントロールボードの場合 
7. モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 

モニタ項目 登録/結線 ループコントロールボード 
計器ブロックデータ 計器ブロックの登録のみ システム共通ブロック（形式 000）の HMI I/F関連機能の

設定 
接点信号 計器ブロックの登録と結線 接点信号を接点接続（形式 201）＋内部スイッチ（形式 209）
アナログ信号 計器ブロックの登録と結線 入力選択（形式 162）、定数出力（形式 166） 

8. CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
・計器ブロックデータ：CSVタグ設定 
・個々の接点信号： 
内部スイッチ内の個々の接点に対して、モニタ Plus用タグ設定 

・個々のアナログ信号（LCB→パソコン）： 
入力選択（形式 162）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 
・個々のアナログ信号（パソコン→LCB）： 
定数出力（形式 166）内の個々のアナログ信号に対して、モニタ Plus用タグ設定 

9. モニタ Plus用タグファイルの生成 
（［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタ Plusタグ］） 

10. モニタ Plusを起動し、［起動］ボタンをクリック 
注：ループコントロールユニット、ループコントロールボードのいずれの場合も、計器ブロック
データ以外の、個々の接点信号、アナログ信号をモニタ/設定するには、以下の計器ブロッ
クをモニタ Plus用に別途、貼り付けて結線することが必要です。 
・個々の接点信号をモニタ Plusでモニタ/設定する場合、接点信号を接点接続（形式 201）
＋内部スイッチ（形式 209）に入出力することが必要です。 
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・個々のアナログ信号をモニタ Plusでモニタする場合、アナログ信号を変数用 ITEM書込
（形式 172）に出力することが必要です。 
・個々のアナログ信号をモニタ Plusから設定する場合、定数出力（形式 166）からアナログ
信号を入力することが必要です。 

 

参 考 
 

・モニタソフトに関する詳細は、3－2項を参照してください。 
・モニタ Plusに関する詳細は、3－3項を参照してください。 

 

■ SCADAソフトを使用する場合 
7. 全ブロック送信、全ブロック受信の登録（必要に応じ、拡張 CPU端子、CPU端子
の登録）（ループコントロールユニットのみ必要。LCB□□では不要） 

8. CSVタグの設定（［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］、またはツールソフト
Ver. 3.1以降の場合、CSVタグ設定自動登録の後、CSVタグ設定ファイルを Excel
で編集） 

9. CSVタグファイルの作成（［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］） 
10. SCADAソフト用 CSVタグファイルを SYSMAC OPC Serverにインポート 
11. SYSMAC OPC Serverから RS View用タグファイルを手動エクスポート 
12. RS View用タグファイルを RS View32のインポートユーティリティでインポート 
 

■ RS View32を使用する場合 
7. 全ブロック送信、全ブロック受信の登録（ループコントロールユニットのみ。LCB
□□は不要） 

8. CSVタグの設定（［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］） 
9. RS View用タグファイルの作成（［実行］｜［タグファイル出力］｜［RS Viewタ
グ］） 

10. RS View用タグファイルをRS View32のインポートユーティリティで直接インポー
ト 

 

参 考 
 

・SCADAソフトおよび RS Viewに関する詳細は、3－4項を参照してください。 
 

 

手順 3：プロジェクトワークスペースの保存 
（［ファイル］｜［上書き保存］） 
 

手順 4：ユニットのセットアップ 
1. ユニットの装着・アナログ入出力ユニットの配線 
 ループコントローラ自体の配線はありません。 
2. ユニット前面のユニット番号の設定 
3. 周辺ツールの接続 
注：CS1D CPUユニットの場合（形 CS1D-CPU□□P使用時）、アクティブ側 CPUユニット

へ接続。 
4. PLC本体の電源の投入 
5. 周辺ツールによる I/Oテーブルの作成 
6. （必要に応じて）周辺ツールによる PLCシステム設定のシリアル通信ポートの通信
条件の設定 

7. 周辺ツールによるアナログ入出力ユニットの割付 DMエリアの設定 
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手順 5：作成した計器ブロックデータのループコントローラへの転送 
上位リンクによる PLCへの直接接続の場合の手順は、以下のとおりです。 
1. PLC本体の電源 OFF 
2. CPUユニットの前面ディップスイッチの設定（SW4：ペリフェラルポート使用時

ON、SW5：RS-232Cポート使用時 OFF） 
または、CS1Dデュプレックスシステムの場合、DPLユニットの前面ディップスイ
ッチの設定（PRPHL：ペリフェラルポート使用時 ON、COMM：RS-232Cポート使
用時 OFF） 

3. CPUユニットとパソコン（ツールソフト）との接続 
4. PLC本体の電源 ON 
5. （FinsGatewayの場合）ツールソフトでのネットワークアドレス（0～127設定）、
ノードアドレス（01設定）、号機アドレス設定（ユニット番号＋10Hexを 10進で
入力）（［設定］｜［アドレス設定］）（4－2－2項参照） 

6. （FinsGatewayの場合）ツールソフトでの上位リンク接続操作（［ファイル］｜［シ
リアルドライバ起動］）（4－2－2項参照） 

7. ツールソフトでの転送操作（［実行］｜［転送［パソコン→LC］］｜［選択項目］）
（4－3－1項参照） 

8. ツールソフトでの運転指令（［実行］｜［運転］｜［運転指令］）、または PLC
本体電源の OFF→ON（4－4項参照） 

 

お願い 
 

ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認してください。 
①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着されていること。 
②アナログ入出力ユニットの前面の号機No.がフィールド端子で設定した号機No.と一
致していること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端子で設定した
号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤って入出力（読み書き）してしま
いますので、十分ご注意ください。 

③ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が正しく設定されている
こと。とくに、ループコントローラが使用するCPUユニット内のノード端子用デー
タメモリ（DM、EM）が、PLCの他の用途と重複していないことを確認してくださ
い。 

④ループコントローラからCPUユニット I/Oメモリへのデータ書込を行う計器ブロッ
ク（例：全ブロック送信、拡張 CPU間 Do/Ao、CPU間端子 Do/Aoなど）を使用す
る場合、その I/Oメモリへの割付エリアが PLCの他の用途と重複していないことを
確認してください。 

 
9. ループコントローラの前面 LED（ループコントロールユニット：RUN LED点灯、

ERC LED消灯、LCB□□：EXEC LED点灯）の確認 
注：形 CS1D-CPU□□Pの場合、電源投入後スタンバイ側のループコントローラが運転開始

するまでに（二重化イニシャル処理に）約 2分かかります（前面の EXEC LEDおよび
DPLユニットのDPL STATUS LEDが 40秒間点滅し、その後ともに点灯に変わります）。 
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手順 6：試運転 
1. ツールソフトによる運転指令（［実行］｜［運転］｜［運転指令］）、または PLC
本体電源の OFF→ON（4－4項参照） 

   
 
2. ツールソフトによるシステム運転確認（［実行］｜［運転］｜［運転確認］） 
 負荷率のチェックなどを実行（4－5項参照） 

   
 
3. ツールソフトによる結線確認（［動作確認］｜［開始］）（4－6－3項参照） 

   
 
4. ツールソフトからの SP値設定、PID定数のチューニングなど 
 

手順 7：本運転 
1. ツールソフト、SCADAソフト、モニタソフト*1、モニタ Plusによる設定変更／PID
等のチューニング 

2. SCADAソフト、モニタソフト*1、モニタ Plusによる PV監視、アラーム監視 
*1：モニタソフトはループコントロールユニットのみ可（ループコントロールボードは不可） 
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1－6 目的別操作一覧 
1－6－1 計器ブロックの作成 

こんなとき 選択すべきメニュー 参照先 
プロジェクトワークスペースを
新規作成する 

［ファイル］｜［新規作成］ 3-1-3項 

計器ブロックの登録をする 中項目のフォルダを選択して、 
1. ［設定］｜［挿入］｜［［小項目］計器ブロック挿入］ 
またはブロック結線図にて、右クリックして、［登録］｜［フィールド端子］
を選択 

3-1-6項 

計器ブロック間のソフト結線を
する 

ブロック結線図（中項目）のフォルダを選択して、 
1. ［設定］｜［編集］｜［ブロック結線図編集］ 
2. .貼り付けたい計器ブロックを選択 
3. 貼り付けたい位置で、右クリックして、［ブロック貼り付け］を選択 
4. ブロックをつまんで位置変更 
5. 結線の始点をクリックし、終点をダブルクリック 

3-1-8項 

ITEMデータの設定をする 1. プロジェクトワークスペース画面に登録された計器ブロックをダブルクリ
ック 
2. 各 ITEMをダブルクリック 
3. 設定ダイアログボックスで設定 

3-1-9項 

個々に登録
する 

1. ［設定］｜［編集］｜［ユーザリンクテーブル編集］ 
2. 右クリックして、［登録］を選択 

ユーザリ
ンクテー
ブル編集
画面から
の登録 

同一タグ名
+連番で一
括登録する
（ツールソ
フト Ver.3.2
以降のみ） 

1. ［設定］｜［編集］｜［ユーザリンクテーブル編集］ 
2. 右クリックして、［一括登録］を選択 

3-5-2項 ユーザ
リンク
テーブ
ルへの
登録 

ブロック結線図にユー
ザリンクテーブルタグ
を貼り付けて、ソフト
結線 

1. ブロック結線図にて、右クリックして、ポップアップメニューから［登録］
｜［リンクテーブル］｜［リンク入力（メモリ→LCB）］または［リンク出力
（LCB→メモリ）］を選択 
2. 右クリックし、［登録］｜［リンクテーブル］｜［リンクブロックのセル
登録］を選択し、タグを選択または新規入力 
3. ソフト結線 

3-5-2項 

ユーザ定義のコメントを計器ブ
ロックやステップラダーに付け
て、表示／印刷する 

計器ブロックの結線図にて、右クリックして、ポップアップメニューから［付
箋］｜［挿入］を選択 
ラダー図編集モードにて、アイコンの をクリック 

3-7-1項 

モニタソフト用のタグを設定す
る 
（ループコントロールユニット
のみ） 

パソコン宛送信ブロック（形式 401～404）または全ノード送信端子ブロック
（形式 407～410）を選択して、 
1. ［設定］｜［タグ設定］｜［モニタータグ］ 

3-2-1項 

モニタソフト用タグをコンパイ
ルする 
（ループコントロールユニット
のみ） 

1. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタータグ］ 3-2-1項 

設定したモニタソフト用タグを
確認する 
（ループコントロールユニット
のみ） 

1. ［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタータグ］ 3-2-2項 
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こんなとき 選択すべきメニュー 参照先 

モニタ Plus用のタグを設定する
（ツールソフト Ver.3.2以降） 

1. 計器ブロックを選択し、［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］で、CSV
タグを設定、またはモニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックを選択し、［設
定］｜［タグ設定］｜［モニタ Plusタグ］ 
または、計器ブロック登録時に［CSV Tag自動登録］チェックボックスをチェ
ックして登録し、CSVタグ設定ファイルを Excelなどで編集 

3-3項 

モニタ Plus用タグをコンパイル
する（ツールソフト Ver.3.2以降）

1. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタ Plusタグ］ 
2. モニタ Plusのメインウィンドウで、［起動］ボタンをクリック 

3-3項 

設定したモニタ Plus用タグを確
認する 
（ツールソフト Ver.3.2以降） 

1. ［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタ Plusタグ］ 3-3項 

SCADAソフト用 CSVタグファ
イルを作成（コンパイル）する

1. 計器ブロックを選択し、［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］で、CSV
タグを設定 
または、ツールソフト Ver.3.1以降の場合、計器ブロック登録時に［CSV Tag
自動登録］チェックボックスをチェックして登録し、CSVタグ設定ファイルを
Excelなどで編集 
2. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］で、CSVタグファイルを
作成 

3-4-1項 

RS View用タグファイル（.csv）
を自動生成する 
（ツールソフト Ver.3.2以降） 

1. 計器ブロックを選択し、［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］で、CSV
タグを設定 
または、ツールソフト Ver.3.1以降の場合、計器ブロック登録時に［CSV Tag
自動登録］チェックボックスをチェックして登録し、CSVタグ設定ファイルを
Excelなどで編集 
2. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［RS Viewタグ］で、RS View用タグフ
ァイルを自動生成 

3-4-1項 

シーケンステーブルを作成する
（LCB05/05Dのみ可能） 

シーケンステーブルブロックを選択して、 
1. ［設定］｜［編集］｜［シーケンステーブル編集］ 
2.シーケンステーブル上で右クリックして、［編集モード］｜［ON］を選択 
3.シーケンステーブルをダブルクリックして、Signalダイアログボックスで、
データを入力 

3-8-1項 
 

ステップラダーコマンド（ラダ
ー図）を作成する 

ステップラダーブロックを選択して、 
1. ［設定］｜［編集］｜［ラダー図編集］ 
2. アイコンを選択し、ラダー図上の位置まで移動して、クリック 
3. ラダーシンボルの上でダブルクリックして、データ設定ダイアログボック
スで、データを入力 

3-7-1項 

ステップラダーコマンド（ニモ
ニック）を作成する 

ステップラダーブロックを選択して、 
1. ［設定］｜［編集］｜［ラダー図編集］ 
2. ［操作］｜［ニモニックコード］ 
3.行の挿入ボタンをクリック 
4.コマンド、オペランドを入力 

3-7-2項 

作成した計器ブロック、結線図
などを印刷する 

1.［ファイル］｜［印刷］の下の、各データ種類を選択 3-11項 
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こんなとき 選択すべきメニュー 参照先 

シリアル通信でのオンライン接続をする 対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにした上
でそれを選択して、 
1. ［設定］｜［アドレス設定］ 
2.ネットワークアドレスを入力 
3.ノードアドレス＝01を入力 
大項目（デフォルト LC001-1）を選択して、 
4. ［設定］｜［アドレス設定］ 
5.号機アドレス（ユニット番号+16）を設定 
6. ［ファイル］｜［シリアルドライバ起動］ 
7. ［OK］ 

4-2-2項 

計器ブロックデータのダウンロード 対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにし、大項
目（デフォルト LC001-1）を選択して、 
1. ［実行］｜［ダウンロード］｜［選択項目］ 
（ループコントロールユニットとのバージョンに相違があるとき
は、確認のダイアログボックスを表示し、［OK］で次へ） 
2. ［OK］ 
3. ステップラダーがある場合、ラダー図の一括アセンブルを［OK］ 
4. ［OK］ 
5. 対象アイテムを設定し、開始 

4-3-1項 

ITEMごとのデータのダウンロード 
（パソコンからループコントローラへの
転送） 

1. ［実行］｜［モニタ］｜［ITEMリスト］で動作確認 ITEMリス
トを表示、またはプロジェクトワークスペース画面に登録された計
器ブロックをダブルクリック 
2. 各 ITEMをダブルクリック 
3. 値を設定し、［転送［パソコン→LC］］ボタンをクリック 

4-3-1項 

計器ブロックデータのアップロード 
（ループコントローラからパソコンへの
転送） 

対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにし、大項
目（デフォルト LC001-1）を選択して、 
1.［実行］｜［転送［LC→パソコン］｜［新規］または［更新］ 
2. ［OK］または［開始］ 
3. 確認を［OK］ 
4. ［開始］または［OK］ 

4-3-2項 

他の計器ファイル
との照合 

対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにした上
でそれを選択して、 
1. ［実行］｜［照合］ 
2. ［照合対象］フィールドを選択、［照合レベル］を選択 
3. ［実行］ 

4-3-3項 計器ファイルの照合 

ループコントロー
ラ内の計器ブロッ
クデータとの照合 

対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにし、大項
目（デフォルト LC001-1）（または計器ブロック）を選択して、 
1. ［実行］｜［照合］ 
2. ［照合対象］フィールドを選択、［照合レベル］を選択 
3. ［実行］ 

4-3-3項 

ループコントローラの運転開始 対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにし、大項
目（デフォルト LC001-1）を選択して、 
1. ［実行］｜［運転］｜［運転指令］ 
2.HOTスタートまたは COLDスタートを選択 
3. ［送信］ 

4-4項 

負荷率のチェック ループコントローラ
のシステム運転確認 実行エラー発生の

ブロック番地など 

対象とするノード用計器ファイルフォルダをアクティブにし、大項
目（デフォルト LC001-1）を選択して、 
1. ［実行］｜［運転］｜［運転確認］ 

4-5項 

ワイヤレスデバッグ 擬似入力を行う計器ブロックをブロック結線図より選択し、右クリ
ックメニューからワイヤレスデバッグ設定を選択 

4-6-4項 
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2－1 インストールとアンインストール 
 

■ インストールが必要なソフト 

ツールソフトを使用するには、以下のソフトを同一パソコンにインストールすること
が必要です。 
1) ツールソフト 
2) 通信ドライバ： CX-Server、または FinsGateway Version3以降 
 
ツールソフトを FA統合ツールパッケージ CX-Oneからインストール/アンインストー
ルする手順については、「CX-Oneセットアップマニュアル」（No. SBCA-346）を参
照してください（FA統合ツールパッケージ CX-Oneに同梱されています）。 

Man No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Oneセットアップ
マニュアル 

FA統合ツールパッケージCX-Oneの
概要、CX-Oneのインストール方法を
記載しています。 
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2－2 ユーザインタフェースの概要 
 

ツールソフトは、次の画面を基本画面としており、1),2),3)の 3画面に分割されます。 
1）「プロジェクトワークスペース」 
データの階層がツリー形式で表示されます。 

2）「アウトプットウィンドウ」 
照合、タグエラーチェック,プログラム転送などの実行結果、エラー情報を表示しま
す。 

3）「内容画面」 
以下の内容が表示されます。 
・ブロック Item編集モードでは、左のプロジェクトワークスペースで選択された
計器ブロックの内容（ITEM一覧）が、表示されます。 

・ブロック図編集モードでは、左のプロジェクトワークスペースで選択されたブロ
ック結線図の計器ブロック結線図が表示されます。 

・ラダー図編集モードでは、左のプロジェクトワークスペースで選択されたステッ
プラダーブロックのラダー図が表示されます。 

・シーケンステーブル編集モードでは、左のプロジェクトワークスペースで選択さ
れたシーケンステーブルブロックのシーケンステーブルが表示されます。 

注：選択された状態とは、フォルダの場合はフォルダが開かれた状態、計器ブロックの場合
は反転表示された状態を指します。 

 
メニューバーおよびツールバーには、ファイルなどの、おもにWindowsの基本操作機
能、および計器ブロック作成、転送機能などが割付けられています。 

 
 

ツールバー 

メニューバー 

ノード計器ファイル

プロジェクトフォルダ名／アクティブなノード用計器ファイル名

●計器ブロックの ITEM一覧、ブロック結線図、
ステップラダー図など、各種画面を表示 

(2)アウトプットウィンドウ 
●実行機能名、プロジェクト情報、 
実行結果を表示。 

プロジェクトフォルダ

大項目名 

付箋 
（自由なコメント）

(1)プロジェクトワークスペース（階層画面） 
●計器ブロックの種別フォルダを表示 
ここで開いているフォルダが、現在選択されてい
るフォルダ。 
●フォルダの下位階層に、登録されている計器ブ
ロックのブロック番地と計器ブロック名を表示。 

(3)内容画面 
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2－2－1 プロジェクトワークスペースのツリー 
プロジェクトワークスペースのフォルダの下に、以下のように、ノード用計器ファイ
ル－大項目－中項目－小項目が、ツリー上に表示されます。 
 
 
 

●大項目（ループコントローラ単位）： 
・黄色のフォルダ 
・デフォルトで、LCB01、LCB05、LCB05D、LC001-1（名称変更可能）
・ 号機アドレスを未設定時は、その後[未設定]と表示。 
・ 号機アドレスを設定後は、[ネットワークアドレス、ノードアドレス、
号機アドレス]を表示。 

●中項目（ツールソフトによる計器ブロック分類単位）： 
・空色のフォルダ 
・ブロック結線図のみ新規作成可能 
・中項目としての番号の後、名称を表示 
（ブロック結線図は、名称変更可能） 

●小項目（計器ブロックの単位）： 
・データを示すアイコン（選択時：赤、非選択時：青） 
・ブロック番地の後、計器ブロック名を表示 

●プロジェクトワークスペース：
・ピンク色のフォルダ 
・ マルチノード・ディレクトリ 
名を表示。 

●ノード用計器ファイル（ノード単位）： 
・アクティブの場合：赤色のフォルダ 
アクティブでない場合：白色のフォルダ 

・ Node□□（□□は 01～32）（名称変更不可） 
1台の CPU装置に相当（この下に最大 3台の大項目を作成可能） 

・1プロジェクトワークスペースに最大 32個作成可能。 
・通信ドライバに FinsGatewayを使用し、かつループ CPUユニットを挿
入した場合、CPU形式が表示されます。 

 
 
項目の内容 

ツリー 内容 例 
プロジェクトワークス
ペース 

最大 32台のノード用計器ファイルから成るデータ。 
プロジェクトフォルダに相当する。 

装置 A 

ノード用計器ファイル 1台の PLC（CPU装置）のデータ。 
ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□最大 1台
の大項目から成る。 

Node01 

大項目 1台のループコントローラのデータ LC001-1 
中項目 ブロック結線図などのツールソフト独自の分類 ブロック結線図 1
小項目 1つの計器ブロック 基本 PID 

注：プロジェクトワークスペース表示を初期状態（ノード用計器ファイルまでの表示
状態）に戻すときは、プロジェクトワークスペース上で右クリックして、ポップ
アップメニューから［プロジェクトワークスペース表示初期化］を選択します。 
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2－2－2 アウトプットウィンドウ 
各機能の実行結果がアウトプットウィンドウに表示されます。 
 

●プロジェクト情報表示部 

実行機能名、プロジェクト情報が表示

されます。 

●結果リスト表示部 

アウトプットウィンドウ 

対象機能の実行結果が表示されます。

 
 

項目の内容 
アウトプットウィンド
ウ 

内容 例 

プロジェクト情報表示
部 

実行した機能と、関連したプロジェクト情報が表示されま
す。 

形式変換実行結
果： 
LCB05GTC V3.0 
===> LCB05 V3.0

結果リスト表示部 実行結果が表示されます。対象機能は以下の通りです。 
・照合 
・モニタ/CSV/モニタ Plusタグエラーチェック 
・ステップラダーアセンブル/逆アセンブル 
・シーケンステーブルエラーチェック 
・ユーザ定義ブロックエクスポート/インポート 
・プログラム転送(エラー発生時のみ表示) 

形式 021は変換出
来ません。(ブロッ
ク番地 001) 

 
 

● ジャンプ 
・メッセージをダブルクリックすることで、エラーメッセージ該当箇所にジャンプし
ます。 

・[F4]キーにて現在選択されている、次のエラーメッセージ該当箇所へジャンプします。 
 
注：以下の場合、表示メッセージ該当箇所にジャンプしません。 
・ジャンプ指定先の Nodeファイル, 大項目,中項目,小項目が存在しない場合 
・ジャンプ指定先が、アクティブノード状態でない場合 

 

●  コピー 
1. アウトプットウィンドウ上でポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニ
ュー）の［オールコピー］を選択します。 

2. Excelなどの表計算ソフトにて”貼り付け”を実行すると、以下のようにアウトプッ
トウィンドウ表示の内容が貼り付けられます。 
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参 考 ポップアップメニュー［クリア］を選択すると、表示がクリアされます。 
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2－2－3 メニュー一覧 
■ ブロック Item編集モードでのメニュー 

メインメニュー 
メイン 
メニュー 

サブメニュー 内容 選択可能条件

ファイル 新規作成 プロジェクトワークスペースおよびプロジェクトを新規
作成します。 

－ 

 開く 既存のプロジェクトフォルダ内のマルチノードファイル
（.mul）を開きます。同時に、関連するすべてのファイ
ルが、自動的に開かれます。 

 

 閉じる 作業中のプロジェクトワークスペースを閉じます。  
 上書き保存 作業中のプロジェクトワークスペースを現在のプロジェ

クトフォルダに上書き保存します。 
 

 名前を付けて保存 作業中のプロジェクトワークスペースを別のプロジェク
トフォルダに保存します。 

 

 ISTファイル挿入 V1.00で作成したノード用計器ファイル（.ist）を、作業
中のプロジェクトワークスペースにインポートします。 
注：現在アクティブなノード用計器ファイルを更新した
後には、本操作の前に、上書き保存をすることが必要で
す。 

 

 ソート マニュアルソ
ート 

ノード用計器ファイルを Node以下の番号の昇順に並べ
替えます。 

 

  自動ソート チェックありの状態の場合、［ISTファイル挿入］操作、
または［開く］操作において、ノード用計器ファイルを
Node以下の番号の昇順で読み出します。 

 

 ページ設定 ブロック結線
図 

選択しているブロック結線図を印刷するときの描画領域
を以下から選択します。 
A4横、A4縦、A3横、A3縦 
（ただし、プリントのサイズも、これに合わせることが
必要です。） 

 

 印刷 計器ブロック 目次（登録計器ブロックリスト）、および全 ITEMリス
トを印刷します。 

 

  結線図 ブロック結線図を印刷します。  
  クロスリファ

レンス 
クロスリファレンスを印刷します。  

  シーケンス シーケンステーブルを印刷します。  
  一式 上記一式を印刷します。  
  モニタ Tagリ

スト 
モニタ Tagリストを印刷します。  

  CSV Tagリス
ト 

CSV Tagリストを印刷します。  

  CSVモニタ
Tagリスト 

CSVモニタ Tagリストを印刷します。  

  ユーザリンク
テーブル 

ユーザリンクテーブルを印刷します。  

  コネクション
マップ 

コネクションマップを印刷します。  

 (最新のファイル) 最近使用したファイルを 4つまで表示します。  
 シリアルドライバ起動 上位リンクでのオンライン接続をします。  
 アドレス自動設定（通信ドラ

イバに「FinsGateway」を選択
したときのみ可能） 

ツールソフトに、シリアル（上位リンク）、Controller Link、
または Ethernetで実際に接続されている PLCのネットワ
ークシステム全体を表示し、ループコントローラを検索
します。そのネットワークアドレス、ノードアドレス、
号機アドレスを取得し、その値を現在アクティブなノー
ド用計器ファイルのアドレス設定として設定します。 

大項目選択時 

 表示する 通信ドライバ選択（FinsGatewayまたは CX-Server）のダ
イアログボックスを、ツールソフト起動時に表示します。 

－ 

 

起動時通信ド
ライバ選択 

表示しない 通信ドライバ選択（FinsGatewayまたは CX-Server）のダ
イアログボックスを、ツールソフト起動時に表示しませ
ん。 

 

 終了 ツールソフトを終了します。  
表示 ツールバー ツールバーを表示／非表示させます。 － 
 プロジェクトワークスペース プロジェクトワークスペースを表示／非表示させます。 
 アウトプットウィンドウ アウトプットウィンドウを表示／非表示させます。 
 表示 工業量モード設定／%モード設定を切り替えます。 
 

工業量モード 
変換誤差警告 工業量変換誤差警告ダイアログの表示／非表示設定を切

り替えます。 
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メイン 
メニュー

サブメニュー 内容 選択可能条件

設定 アクティブノード設定 ノード用計器ファイルをアクティブ（編集/オンライン操
作可能状態）にします。ノード用計器ファイルを選択し
た状態で、この［アクティブノード設定］を選択するこ
とによってアクティブになると、ツリー上のノード用計
器ファイルフォルダが赤色になります。 
注：現在アクティブなノード用計器ファイルを更新した後には、 
  本操作の前に、上書き保存をすることが必要です。 

ノード用計器ファ
イルフォルダを選
択時 

 アドレス設定 ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレス
を設定します。 

ノード用計器ファ
イルまたは大項目
を選択時 

 PLC変更 CX-Serverでオンライン接続する場合、PLC機種設定、ネ
ットワーク種別設定などのオンライン接続のための初期
設定をします。 

ノード用計器ファ
イルフォルダを選
択時 

 タグ設定 モニタタグ（ル
ープコントロ
ールユニット
のみ） 

モニタソフト用モニタタグを設定します（タグ名、タグ
コメント、スケーリング、単位）。 

パソコン宛送信端
子ブロック、全ノー
ド宛送信端子ブロ
ックを選択時 

  CSVタグ SCADAソフト用に出力する CSVタグを、計器ブロック
（小項目）ごとに設定します（タグ名、タグコメント、
スケーリング、単位など）。 
注：上記で設定したタグ名を代表タグとします。その下
の各 ITEMのタグは、あらかじめ計器ブロックごとに決
まっているタグ ITEMとなります。それらを、CSVタグ
ファイルとして CSV形式で保存可能です。 

小項目を選択時 

  モニタ Plusタ
グ 

モニタ Plus用タグを設定します（タグ名、タグコメント、
スケーリング、単位）。 

全ブロック送信、全
ブロック受信、接点
接続、内部スイッ
チ、入力選択、定数
出力を選択時 

 挿入 ノード挿入 ノード用計器ファイル（.ist）を新規に作成し、プロジェ
クトワークスペース上に挿入します。 
注：現在アクティブなノード用計器ファイルを更新した
後には、本操作の前に、上書き保存をすることが必要で
す。 

プロジェクトワー
クスペースを選択
時 

  ［大項目］
LCB/LC001挿
入 

ノード用計器ファイルに、ループコントローラ（大項目）
を追加作成します。 
大項目番号と形式の対応は以下のとおり。 
00-LCB01：LCB01 Ver.1.0以降 
00-LCB03：LCB03 Ver.2.0以降 
00-LCB05： LCB05 Ver.1.0以降 
00-LCB05D：LCB05D Ver.1.0以降 
01-LC001：形 CS1W-LC001 
02-LC002：形 CS1W-LC001 
03-LC003：形 CS1W-LC001 

ノード用計器ファ
イルを選択時 

  ［中項目］ブロ
ック結線図挿
入 

ブロック結線図を追加作成します。 大項目を選択時 

  ［小項目］計器
ブロック挿入 

計器ブロックを追加作成します。 中項目を選択時 

 削除 ・アクティブなノード用計器ファイルまたは大項目を選 
 択時：ノード用計器ファイルの削除 
・小項目を選択時：選択した計器ブロックを削除 

ノード用計器ファ
イル、大項目、ブロ
ック結線図、または
小項目を選択時 

 編集 ブロック ITEM
編集 

各計器ブロックの ITEMを編集します。 小項目を選択時 

  ブロック結線
図編集 

ブロック図編集モードに移行して、計器ブロックのソフ
ト結線を行います。 
ブロック図編集モードでのメニューは、後述のブロック
図編集モードのメニューを参照。 

ブロック結線図を
選択時 

  ラダー図編集 ラダー図編集モードに移行し、ステップラダーブロック
（形式 301）のコマンド編集を行います。ラダーまたはニ
モニックで入力可能です。 
ラダー図編集モードでのメニューは、後述のラダー図編
集モードのメニューを参照 

ステップラダーを
選択時 

  シーケンステ
ーブル編集 
（ LCB05/05D
のみ可能） 

シーケンステーブル（形式 302）を編集します。ただし、
編集をするためには編集画面を右クリックして、編集モ
ードを ONにすることが必要です。 

シーケンステーブ
ルを選択時 
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メイン 
メニュー 

サブメニュー 内容 選択可能条件

編集 ユーザリンク
テーブル編集 

ユーザリンクテーブルを編集します。 ノード用計器ファ 
イル、大項目、中項
目、または小項目を
選択時 

切り取り プロジェクトワークスペース上で、計器ブロック（小項
目）を切り取ります。 

コピー プロジェクトワークスペース上で、計器ブロック（小項
目）をコピーします。 

貼り付け プロジェクトワークスペース上で、計器ブロック（小項
目）を貼り付けます。 

設定 

ブロック 

移動 選択して計器ブロックのブロック番地を+1します。+1し
たブロック番地が使用中の場合は、それも+1します。 
注：現在アクティブなノード用計器ファイルを更新した
後は、本操作の前に、上書き保存することが必要です。 

小項目を選択時 

 ブロック結
線図 

コピー ブロック結線図（中項目）全体をコピーします。 ブロック結線図（中
項目）を選択時 

  貼り付け コピーしたブロック結線図を、新規のブロック結線図と
して、選択した大項目に登録します。 

大項目を選択時 

 ユーザ定義
ブロック 

作成 選択した中項目をユーザ定義ブロックにします。入力イ
ンタフェース、出力インタフェースが自動的に貼り付け
られます。 

ブロック結線図（中
項目）を選択時 

  解除 選択した中項目をユーザ定義ブロックでなくします。入
力インタフェース、出力インタフェースが自動的に削除
されます。 

ユーザ定義ブロッ
ク（中項目）を選択
時 

  インポート ユーザ定義ブロックをファイル（.ucb）から読み出して、
選択した大項目に、中項目として、挿入します。 

大項目を選択時 

  エクスポート 作成した中項目のユーザ定義ブロックをファイル（.ucb）
として書き出します。 

ブロック結線図（中
項目）を選択時 

 演算順序一括設定 各計器ブロックの演算実行順序を一括で自動設定しま
す。 

大項目を選択時 

 CX-Programmer変換インポー
ト 

起動中の CX-Programmerのプロジェクトから、変換情報
をユーザリンクテーブルにインポートします。 

CX-Programmer起
動時 

 プロテクト パスワード入
力 

パスワードを入力します。 
［プロテクト］｜［LCBパスワード設定・変更］にて設
定したパスワードと同一のパスワードを入力すること
で、ループコントローラ内の計器ブロックデータのアッ
プロードが可能となります。 

大項目を選択時 

  パスワード入
力クリア 

［プロテクト］｜［パスワード入力］にて入力したパス
ワードをクリアします。 
注：パスワード設定の解除ではありません。 

大項目を選択時 

  LCBパスワー
ド設定・変更

オンライン接続しているループコントローラへ、パスワ
ードを転送（設定／変更）します。 
［プロテクト］｜［パスワード入力］にてこの値を入力
しないと、ループコントローラ内の計器ブロックデータ
のアップロードができません。 

大項目を選択時 

 オプション プロジェクトワークスペース（プロジェクト）共通の環
境設定を行います。 

－ 

 I/Oテーブル作
成（通信ドライ
バに
「CX-Server」
を選択したと
きのみ可能）

CPUユニット I/Oテーブルを、ツールソフトから作成し
ます。 

 

PLC情報 

PLCシステム
設定（通信ドラ
イバに
「CX-Server」
を選択したと
きのみ可能）

CPUユニットの PLCシステム設定を、ツールソフトから
設定します。 

大項目選択時 
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メイン
メニュー

サブメニュー 内容 選択可能条件 

実行 タグファイ
ル出力 

モニタータグ
（ループコン
トロールユニ
ットのみ） 

（モニタソフトをインストールしていることが条件） 
モニタソフト用のモニタタグファイルを作成します。 

－ 

  CSVタグ CSVタグ設定と、全ブロック送信／受信（形式
462/461）の設定データ（CPUユニットへの割付エリ
ア情報）をもとに、CSVタグファイルを作成します。 

－ 

  RS Viewタグ RS View用タグファイルを自動生成します。 － 

  モニタPlusタ
グ 

モニタ Plus用タグファイルを作成します。 － 

  HMI I/Fメモ
リマップ出力

HMI I/Fのメモリ割付状況（どのタグ/タグ ITEMが
EMエリアのどのアドレスに割り付いているか）を
CSVファイルに出力します。 

－ 

  NSFP起動 CSVタグコンパイル実行後、NSフェースプレート自
動生成ツールを起動します。 

－ 

 タグリスト
表示 

モニタータグ
（ループコン
トロールユニ
ットのみ） 

設定されたモニタソフト用タグの情報（タグ名、デー
タ交換用計器ブロックなど）を表示します。 

大項目、ノード用計器フ
ァイル、またはプロジェ
クトワークスペースを
選択時 

  CSVタグ 設定された SCADAソフト用タグの情報（タグ名、ブ
ロック番地、計器ブロック名、スケーリング、単位な
ど）を表示します。 

大項目、ノード用計器フ
ァイル、またはプロジェ
クトワークスペースを
選択時 

  モニタPlusタ
グ 

設定されたモニタ Plus用タグの情報を表示します。 大項目、ノード用計器フ
ァイル、またはプロジェ
クトワークスペースを
選択時 

 タグエラー
チェック 

CSVタグ 設定した CSVタグファイルのエラーをチェックしま
す。 

－ 

  モニタPlusタ
グ 

設定したモニタ Plus用タグのエラーをチェックしま
す。 

－ 

 転送［パソ
コン→LC］ 

選択項目 現在アクティブなノード用計器ファイル内の指定し
た大項目または計器ブロックのデータを、オンライン
接続先のループコントローラに転送します。 

大項目または小項目を
選択時 

  ブロック結線
図情報 

計器ブロックの結線図上の配置情報をループコント
ローラへダウンロードします。 

大項目、中項目、または
小項目を選択時 

 メモリカード
へのデータ転
送 

ブロック結線図情報、タグ、コメント、付箋をメモリ
カードへ転送します。 

大項目を選択時 

 

 

タグ情報の転
送 

ブロック結線図情報、タグ、コメント、付箋をメモリ
カードへ転送します。（LCB01/05/05-GTC Ver.3.0以
降） 

大項目を選択時 

 転送［LC→
パソコン］ 

更新 元ファイルありで、オンライン接続先のループコント
ローラ内の計器ブロックデータを、現在アクティブな
ノード用計器ファイル内の指定した大項目または計
器ブロックのデータに、読み出します。 

大項目、中項目、または
小項目を選択時 

  新規 元ファイルなしで、オンライン接続先のループコント
ローラ内の計器ブロックデータを、現在アクティブな
ノード用計器ファイル内の指定した大項目のデータ
に、読み出します。 

大項目を選択時 

 運転 運転指令 ループコントローラの運転停止、HOTスタート、
COLDスタートを実行します。  

プロジェクトワークス
ペース以外およびノー
ド用計器ファイル以外
を選択時 

  運転確認 システム共通ブロックのモニタ、および操作を実行し
ます。 

 

  オールクリア ループコントローラ内の計器ブロックデータをクリ
アします。 

 

 照合［パソコンーLC］ 現在アクティブなノード用計器ファイル内のデータ
と、オンライン接続先のループコントローラ内のデー
タとの照合、および現在アクティブなノード用計器フ
ァイル内のデータと他のファイル内のデータ間の照
合をします。 

プロジェクトワークス
ペース以外を選択時 
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メイン
メニュー 

サブメニュー 内容 選択可能条件 

実行 モニタ ITEMリスト 選択した計器ブロックの全 ITEMデータを一覧でモニタ
（読出）します。ITEM単位のデータのダウンロードも
可能です。 

貼付済み計器ブロック
にカーソルがあるとき

  チューニング
画面 

調節ブロックの PID定数、SPなどをオンライン変更し
ます。 

 

  一括停止 動作確認中のすべてのウィンドウの動作確認、および操
作確認 ITEMリスト、チューニング画面を停止します。 

プロジェクトワークス
ペース以外を選択時 

 バックア
ップデー
タ 

バックアップ ループコントロールユニット／ボード内の RAM上の計
器ブロックデータをループコントロールユニット／ボ
ード内のフラッシュメモリへバックアップします。 

大項目を選択時 

  リカバリ ループコントロールユニット／ボード内のフラッシュ
メモリ上の計器ブロックデータをループコントロール
ユニット／ボード内の RAMへリカバリします。 

 

 バージョンチェック オンライン接続をしたループコントロールユニット／
ボードのバージョンと、ツールソフトのバージョンが一
致しているか否かをチェックし、結果を表示します。 

大項目を選択時 

 登録ブロ
ック削除 

実行 オンラインで（ループコントロールユニット／ボード内
の）登録した計器ブロックを削除します。 

小項目を選択時 

 ブロック番地 指定したブロック番地の登録計器ブロックを検索しま
す。プロジェクトワークスペース上の、一致したブロッ
ク番地の計器ブロックに、カーソルが移動します。 

大項目を選択時 

 モニタ－タグ 指定したモニタソフト用タグ名を検索します。プロジェ
クトワークスペース上の、一致したモニタタグの計器ブ
ロックに、カーソルが移動します。 

大項目を選択時 

 CSV タグ 指定した SCADAソフト用タグ名を検索します。プロジ
ェクトワークスペース上の一致した CAVタグ（SCADA
ソフト用タグ）の計器ブロックに、カーソルが移動しま
す。 

大項目、ノード用計器
ファイル、またはプロ
ジェクトワークスペー
スを選択時 

 

検索 

ユーザリンク
テーブル 

選択しているフィールド端子に関連付けられたユーザ
リンクテーブルのタグ名を検索します。 

フィールド端子を選択
時 

 一括アセンブル 大項目（ループコントロールユニット／ボード）単位の
ラダー図を、一括でニモニックコードに変換します。 

大項目を選択時 

 クロスリファレンス ステップラダーのクロスリファレンス（どの接点 ITEM
がどのコマンドで使用されているか）を表示します。 

大項目を選択時 

 コネクションマップ 選択した計器ブロックの入力および出力関係を表示し
ます。 

ノード用計器ファイル
選択時 

 メモリマップ ループコントローラが使用している CPUユニットのメ
モリ使用状況を一覧で表示します。 

大項目を選択時 

 CPU動作モード 
（通信ドライバに
「CX-Server」を選択したと
きのみ可能） 

CPUユニットの動作モードを、ツールソフトから変更し
ます。 

ノード用計器ファイ
ル、大項目、中項目、
または小項目を選択時

 形式変換 大項目挿入操作時に選択した、LCタイプ、番号-機種、
ユニット Ver.を、他に変換します。 

大項目を選択時 

ウィンドウ 重ねて表示 ウィンドウを重ねて表示します。 － 
 上下に並べて表示 ウィンドウを並べて表示します。  
 アイコンの整列 アイコンを整列します。  
 閉じる 全て 開いているすべてのウィンドウを閉じます。  
  ブロック結線

図 
開いているすべてのブロック結線図ウィンドウを閉じ
ます。 

 

  ラダー図 開いているすべてのラダー図ウィンドウを閉じます。  
  シーケンステ

ーブル 
開いているすべてのシーケンステーブルウィンドウを
閉じます。 

 

  クロスリファ
レンス 

開いているすべてのクロスリファレンスウィンドウを
閉じます。 

 

  コネクション
マップ 

開いているすべてのコネクションマップウィンドウを
閉じます。 

 

  ユーザリンク
テーブル 

開いているすべてのユーザリンクテーブルウィンドウ
を閉じます。 

 

 全て閉じる 全てのウィンドウを閉じます。  

目次 PDFファイルを表示します。  ヘルプ 
PLC計装Web オムロンの PLC計装Webサイトにアクセスします（た

だし、ブラウザのプラグインが必要です）。 
 

 計器ブロックリファレンス 選択したブロック形式のリファレンスヘルプを表示します  
 バージョン情報 ツールソフトのバージョンを表示します。  
 オンライン登録 オンラインユーザ登録を行います。  
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ポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

タグ設定 モニタータグ（ル
ープコントロール
ユニットのみ） 

［設定］｜［タグ設定］｜［モニタータグ］と同じ 
パソコン宛送信端子ブロック、全ノ
ード宛送信端子ブロックを選択時 

 CSVタグ ［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］と同じ 小項目を選択時 
 モニタ Plusタグ ［設定］｜［タグ設定］｜［モニタ Plusタグ］と同じ  

アドレス設定 ［設定］｜［アドレス設定］と同じ 
ノード用計器ファイルまたは大項目
を選択時 

PLC変更 ［設定］｜［PLC変更］と同じ ノード用計器ファイルを選択時 

挿入 ［設定］｜［挿入］｜［ノード挿入］と同じ 
プロジェクトワークスペースを選択
時 

 ［設定］｜［挿入］｜［［大項目］LC001挿入］と同じ ノード用計器ファイルを選択時 

 
［設定］｜［挿入］｜［中項目］ブロック結線図挿入］と
同じ 

大項目を選択時 

 
［設定］｜［挿入］｜［［小項目］計器ブロック挿入］と
同じ 

中項目を選択時 

削除 ［設定］｜［削除］と同じ 
ノード用計器ファイル、大項目、ブ
ロック結線図、または小項目を選択
時 

ブロック 切り取り ［設定］｜［ブロック］｜［切り取り］と同じ 小項目を選択時 
 コピー ［設定］｜［ブロック］｜［コピー］と同じ 小項目を選択時 
 貼り付け ［設定］｜［ブロック］｜［貼り付け］と同じ 小項目を選択時 
 移動 ［設定］｜［ブロック］｜［移動］と同じ 小項目を選択時 
ブロック結線図 コピー ［設定］｜［ブロック結線図］｜［コピー］と同じ ブロック結線図を選択時 
 貼り付け ［設定］｜［ブロック結線図］｜［貼り付け］と同じ 大項目を選択時 
ユーザ定義ブロ
ック 

作成 ［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［作成］と同じ ブロック結線図（中項目）を選択時

 解除 ［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［解除］と同じ  
 インポート ［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［インポート］と同

じ 
大項目を選択時 

 エクスポート ［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［エクスポート］と
同じ 

ブロック結線図（中項目）を選択時

モニタ ITEMリスト ［実行］｜［モニタ］｜［ITEMリスト］と同じ 貼付済み計器ブロック位置にカーソ
ルがあるとき 

 チューニング画面 ［実行］｜［モニタ］｜［チューニング画面］と同じ  

転送［パソコン→LC］ 
［実行］｜［転送［パソコン→LC］｜［選択項目］と同
じ 

大項目または小項目を選択時 

転送［LC→パソ
コン］ 

更新 ［実行］｜［転送［LC→パソコン］］｜［更新］と同じ

 新規 ［実行］｜［転送［LC→パソコン］］｜［新規］と同じ

更新：大項目または小項目を選択時
新規：大項目を選択時 

運転 運転指令 ［実行］｜［運転］｜［運転指令］と同じ 
 運転確認 ［実行］｜［運転］｜［運転確認］と同じ 
 オールクリア ［実行］｜［運転］｜［オールクリア］と同じ 

大項目、中項目、または小項目を選
択時 

検索 ブロック番地 ［実行］｜［検索］｜［ブロック番地］と同じ 大項目を選択時 
 モニタ－タグ ［実行］｜［検索］｜［モニタ－Tag］と同じ 大項目を選択時 

CSVタグ ［実行］｜［検索］｜［CSVタグ］と同じ 
大項目、ノード用計器ファイル、または
プロジェクトワークスペースを選択時 

 

ユーザリンクテー
ブル 

選択しているフィールド端子に関連付けられたユーザリ
ンクテーブルのタグ名を検索します。 

フィールド端子を選択時 

編集 ブロック ITEM ［設定］｜［編集］｜［ブロック ITEM］と同じ 小項目を選択時 
 ブロック結線図 ［設定］｜［編集］｜［ブロック図］と同じ ブロック結線図を選択時 
 ラダー図 ［設定］｜［編集］｜［ラダー図］と同じ ステップラダーを選択時 
 シーケンステーブ

ル 
［設定］｜［編集］｜［シーケンステーブル編集］と同じ シーケンステーブル選択時 

リスト モニタータグ ［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタータグ］と同じ
 CSVタグ ［実行］｜［タグリスト表示］｜［CSVタグ］と同じ 

大項目、ノード用計器ファイル、ま
たはプロジェクトワークスペースを
選択時 

 モニタ Plusタグ ［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタ Plusタグ］と
同じ 

 

 ユーザリンクテー
ブル 

［設定］｜［編集］｜［ユーザリンクテーブル編集］と同
じ 

 

 クロスリファレン
ス 

［実行］｜［クロスリファレンス］と同じ 大項目を選択時 

 コネクションマッ
プ 

［実行］｜［コネクションマップ］と同じ ノード用計器ファイルフォルダ、ま
たは小項目を選択時 

 メモリマップ ［実行］｜［メモリマップ］と同じ 大項目を選択時 
アクティブノード設定 ［設定］｜［アクティブノード設定］と同じ ノード用計器ファイルフォルダを選択時

コメントの変更 ［設定］｜［コメントの変更］と同じ 
大項目または中項目またはステップ
ラダーを選択時 
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ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

システムジョブ情報 
プロジェクトワークスペースレベルのシステムジョブ情
報ダイアログボックスを表示します。 

大項目、中項目、または小項目を選
択時 

計器ブロックリファレンス 
選択したブロック形式のリファレンスヘルプを表示しま
す。 

小項目を選択時 

 

■ ブロック図編集モードでのメニュー 
ブロック結線図を選択した上で、［設定］メニューから［ブロック図編集］を選択し、
ブロック図編集モードに移行すると、以下のメニューが追加表示されます。 

メインメニュー 
メインメニュー サブメニュー 内容 

表示 計器ブロック登録バー 計器ブロック登録バーを表示/非表示します。 
倍率 ＊1 結線図を等倍（デフォルトサイズで）表示します。 
 ＊2 結線図をデフォルトサイズの 2倍に拡大表示します。 
 ＊1/2 結線図をデフォルトサイズの 1/2で表示します。 
 拡大 Alt+→ 結線図を拡大表示します。 
 縮小 Alt+← 結線図を縮小表示します。 

グリッド
OFF 

グリッド表示を解除します。 

グリッド大 グリッド幅を大に変更します。 
グリッド中 グリッド幅を中に変更します。 

モード切替 グリッドモ
ード 

グリッド小 グリッド幅を小に変更します。 
 CSV Tag表示モード ブロック結線図上に貼り付けられた計器ブロックの計器ブロック名の部

分を、CSVタグ名で表示します（CSVタグ設定がされている場合のみ）。
操作 演算周

期一括
設定 

共通 結線図上の全計器ブロックの演算周期を一括で設定します。 

  0.01sec  
  0.02sec  
  0.05sec  
  0.1sec  
  0.2sec  
  0.5sec  
  1.0sec  
  2.0sec  
  ダウンロード 上記で一括設定した演算周期データのみを実際にループコントローラへ

ダウンロードします。 
 ブロック結線図のコピ

ー作成 
ブロック結線図のコピーを作成します。コピーしたブロック結線図の使用
方法は、以下のとおりです。 
1 大項目を選択して、右クリックしてポップアップメニューから［ブロッ
ク結線図］｜［貼り付け］を選択するとブロック結線図ダイアログボック
スが表示されます。 
2 中項目番号とタイトルを入力して［OK］ボタンをクリックすると、コ
ピーしたブロック結線図を新規に中項目として追加します。 

 選択付箋 編集 選択した付箋の編集をします。 
  削除 選択した付箋を削除します。 
  最前面 選択した付箋を他の付箋より最前面に表示します。 
  最後面 選択した付箋を他の付箋より最後面に表示します。 
  透過モード 選択した付箋を半透明に表示します。 
  フォントサ

イズ 
選択した付箋のフォントサイズを変更します。 

 操作取り消し 直前に実行した操作を取り消し（Undo）します 
動作確認 開始 ブロック結線図の動作確認を開始します。 
 終了 ブロック結線図の動作確認を終了します。 
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ポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

ブロック貼り付け 
プロジェクトワークスペース画面で選択した計器ブ
ロックをその位置に貼付けます。 

計器ブロックを貼り付ける位置
にカーソルがあるとき 

ブロック削除 貼り付けた計器ブロックを削除します。 
削除する貼付計器ブロック位置
にカーソルがあるとき 

登録 調節・演算 
ブロック結線図上で調節・演算ブロックを直接登録し
ます。 

－ 

 フィールド端子 
ブロック結線図上でフィールド端子ブロックを直接
登録します。 

 

 シーケンス制御 
ブロック結線図上でシーケンス制御ブロックを直接
登録します。 

 

 
リンク
テーブ
ル 

リンク入力
（メモリ→
LCB） 

ブロック結線図上に、CPUユニットからの読出用ユー
ザリンクテーブルブロックを貼り付けます。 

 

  
リンク出力
（LCB→メ
モリ ） 

ブロック結線図上に、CPUユニットへの書込用ユーザ
リンクテーブルブロックを貼り付けます。 

 

  
リンクブロ
ックのセル
登録 

貼り付けたユーザリンクテーブルブロックに、セルを
登録します。 

貼り付けたユーザリンクテーブ
ルの位置にカーソルがあるとき 

  
リンクブロ
ックのセル
削除 

貼り付けたユーザリンクテーブルブロックのセルを
削除します。 

登録したセルが存在するユーザ
リンクテーブルの位置に、カーソ
ルがあるとき 

 
ユーザ
定義ブ
ロック 

アナログ入
出力セル編
集 

ユーザ定義ブロックの入力 I/Fまたは出力 I/Fのセル
を編集します。 

ユーザ定義ブロックの入力 I/Fま
たは出力 I/Fのセルを選択時 

  
アナログ入
出力セル削
除 

ユーザ定義ブロックの入力 I/Fまたは出力 I/Fのセル
を削除します。 

 

  
ユーザ定義
ブロック挿
入 

ブロック結線図上に作成したユーザ定義ブロックを
貼り付けます。 

ユーザ定義ブロックを貼り付け
る位置にカーソルがあるとき 

モニタ ITEMリスト ［実行］｜［モニタ］｜［ITEMリスト］と同じ 貼付済み計器ブロック位置にカ
ーソルがあるとき 

 チューニング画面 ［実行］｜［モニタ］｜［チューニング画面］と同じ 貼付済み計器ブロック位置にカ
ーソルがあるとき 

動作確
認 

開始 開いているブロック結線図の動作確認を開始します。 － 

 終了 開いているブロック結線図の動作確認を終了します。 － 
ワイヤレスデバッグ設定 ワイヤレスデバッグを実行します。  

ライン削除 
ライン自体を右クリックして、選択した（赤色表示の）
ラインを削除します。 

ライン位置にカーソルがあると
き 

選択解除 
計器ブロック上部または各 ITEMを左クリックして、
ラインを選択した状態（ピンク色の状態）を解除しま
す。 

－ 

選択ライン削除 
計器ブロック上部または各 ITEMを左クリックして、
選択したピンク色表示のラインすべてを削除します。

貼り付けた計器ブロック上部ま
たは各 ITEMを選択した後（ライ
ンがピンク色のとき） 

付箋 挿入 付箋を挿入します。 － 
 選択付箋 編集 選択した付箋の編集をします。 付箋を選択しているとき 
  削除 選択した付箋を削除します。  
  最前面 選択した付箋を他の付箋より前に表示します。  
  最後面 選択した付箋を他の付箋より後ろに表示します。  
  透過モード 選択した付箋を透過モードにします。  
  フォントサ

イズ 
選択した付箋のフォントを変更します。  

編集 ブロック ITEM編集 ITEM一覧ウィンドウを表示します。 
貼付済み計器ブロック位置にカ
ーソルがあるとき 

 
ユーザリンクテーブル
編集 

ユーザリンクテーブルを編集します。 
貼り付けたユーザリンクテーブ
ルの位置にカーソルがあるとき 

 アドレス入力 
ブロック図編集モードにおいて、青色で表示される
ITEMのデータを直接入力します。 

青色で表示される ITEM位置に
カーソルがあるとき 
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ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

ブロック検索 
結線図上のブロック図を指定して実行すると、プロジ
ェクトワークスペース上の該当ブロックにカーソル
が移動します。 

貼付済み計器ブロック位置にカ
ーソルがあるとき 

演算周期
一括設定 

共通 
結線図上の全計器ブロックの演算周期を一括で設定
します。 

－ 

 0.01sec   
 0.02sec   
 0.05sec   
 0.1sec   
 0.2sec   
 0.5sec   
 1.0sec   
 2.0sec   

 ダウンロード 
上記で一括設定した演算周期データのみを実際にル
ープコントローラへダウンロードします。 

 

倍率変更 1倍／2倍／1/2倍 ［倍率］｜［*1］｜［*2］｜［*1/2］と同じ － 
表示モー
ド 

グリッドモード ［モード切替］｜［グリッドモード］と同じ － 

 CSV Tag表示モード ［モード切替］｜［CSV Tag表示モード］と同じ  
操作取り消し 直前に実行した操作を取り消し（Undo）します。 － 

コネクションマップ 
選択した1つの計器ブロックの入出力関係図を表示し
ます。 

結線がされている貼り付け済み
計器ブロック位置にカーソルが
あるとき 

メモリマップ 
ループコントローラが使用している CPUユニットの
メモリ使用状況を一覧で表示します。 

大項目を選択時 

結線図印刷 開いているブロック結線図を印刷します。 － 
計器ブロックリファレンス 計器ブロックリファレンスを表示します。 貼付済み計器ブロック位置にカ

ーソルがあるとき 
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■ ユーザリンクテーブル編集モードでのメニュー 

ポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

登録 
ユーザリンクテーブルにエントリを追加します。［ユ
ーザリンクテーブル編集］ダイアログボックスが表示
されます。 

－ 

一括登録 
ユーザリンクテーブルに複数のエントリを(ファイル
名に連番をつけて)一括登録します。 

－ 

移動 
指定したエントリ以下すべてのエントリのエントリ
番号をインクリメント（+1）します。 

エントリを選択時 

整列 
すべてのエントリ番号を昇順に割り付け直します。
（並び替えではありません）関連する計器ブロックの
参照先もこの操作により自動的に変更されます。 

エントリを選択時 

基本データ ユーザリンクテーブルの基本データを編集します。 
エントリを選択時 
 

編集 
拡張データ 
 

ユーザリンクテーブルの拡張データを編集します。 エントリを選択時 

削除 選択エントリ ユーザリンクテーブルの選択したタグを削除します。 
エントリを選択時 
 

 一括削除：リンク数 0 リンクされていないエントリすべてを削除します。 － 

 
登録削除（LCB, ツール） ツールソフト上のエントリと、LCBに格納されている

エントリの同時削除を行います。 
エントリを選択時 

選択エントリ 
ユーザリンクテーブルの選択したエントリのスキャ
ン周期を設定します。 

エントリを選択時 リフレッ
シュ周期
更新 一括編集 

ユーザリンクテーブルの選択したエントリのスキャ
ン周期を一括で設定します。 

－ 

検索 指定文字と一致または指定文字を含むタグを検索し
ます。完全に一致、大文字と小文字を区別のチェック
を設定し、検索方法を選択します。 

－ 

選択エントリ ユーザリンクテーブルの選択したエントリを、ループ
コントローラにダウンロードします。 

エントリを選択時 転送［パ
ソコン→
LC］ 全エントリ ユーザリンクテーブルのすべてのエントリを、ループ

コントローラにダウンロードします。 
－ 

フィルタ
表示 

アナロ
グ・接点 

アナログ アナログ信号のエントリを表示します。 － 

  接点 接点信号のエントリを表示します。  
  アナログ・接点 アナログおよび接点信号のエントリをともに表示し

ます。 
 

 R/W 読込み［→LCB］
CPUユニットからループコントローラへの読出属性
のエントリを表示します。 

－ 

  書込み［LCB→］
ループコントローラから CPUユニットへの書込属性
のエントリを表示します。 

 

  読込み・書込み 読出および書込エントリをともに表示します。  

 
メモリ種
別 

CIO 
CPUユニットの CIOエリアに割付けられたエントリ
を表示します。 

－ 

  W 
CPUユニットのWエリアに割付けられたエントリを
表示します。 

 

  H 
CPUユニットの Hエリアに割付けられたエントリを
表示します。 

 

  DM 
CPUユニットのDMエリアに割付けられたエントリを
表示します。 

 

  EM 
CPUユニットのEMエリアに割付けられたエントリを
表示します。 

 

  全メモリ種別 
CIO、W、H、DM、EMエリアに割付けられたすべて
のエントリを表示します。 

 

 フィールド端子 フィールド端子に対応するエントリを表示します。 － 

 
フィールド端子指定ブロッ
ク 

拡張設定を行っているユーザリンクテーブルをフィ
ルタ表示している場合、チェックが入ります。 

－ 

 CSV タグ モニタ Plus用エントリを表示します。 － 

 リンク数 0 
リンクしていないすべてのエントリを非表示にしま
す。 

－ 

 全エントリ すべてのエントリを表示します。 － 
コネクションマップ エントリの接続先の詳細を表示します。 エントリを選択時 
印刷 ユーザリンクテーブルの一覧を印刷します。 － 
切り取り エントリをコピーバッファに切り取ります。 エントリを選択時 
コピー エントリをコピーバッファにコピーします。 エントリを選択時 
貼り付け コピーバッファに存在するエントリを挿入します。 エントリを選択時 
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■ シーケンステーブル編集モードでのメニュー 
シーケンステーブルの小項目をダブルクリックして、シーケンステーブルモードに移
行すると、以下のメニューが［実行］メニューの右から［ウィンドウ］メニューまで
の間に追加表示されます。 

メインメニュー 
メインメニュー サブメニュー 内容 
倍率 ＊1 シーケンステーブルを等倍（デフォルトサイズで）表示します。 
 ＊2 シーケンステーブルをデフォルトサイズの 2倍に拡大表示します。 
 ＊1/2 シーケンステーブルをデフォルトサイズの 1/2で表示します。 
 拡大 Alt+→ シーケンステーブルを拡大表示します。 
 縮小 Alt+← シーケンステーブルを縮小表示します。 
データ編集 信号名 Signalを編集します。 編集モードで Signalを選択

時 
 コメント Commentを編集します。 編集モードで Commentを

選択時 
 論理データ Yes Yesに設定します。 
  No Noに設定します。 

編集モードで値を選択時 

  一括設
定 

Yes 一括で行または列に Yesを設定します。 

   No 一括で行または列に Noを設定します。 

編集モードで行または列
を選択時 

 エレメント エレメント表示の状態で、エレメントを編集します。 エレメント表示の状態で
行を選択時 

行挿入 Signalを 1行挿入します。 編集モードで行（Signal + 
値）を選択時 

行削除 Signalを 1行削除します。 編集モードで行（Signal + 
値）を選択時 

列挿入 ルールを 1列挿入します。 編集モードで列（ルール）
を選択時 

操作 行、列単位の挿
入・削除 

列削除 ルールを 1列削除します。 編集モードで行（Signal + 
値）を選択時 

 ブロック ITEM編
集 

選択している Signalの、発信元または宛先となっている計器
ブロックの ITEM一覧を表示・編集します。 

Signalを選択時 

 ユーザリンクテ
ーブル 

選択している Signalの、発信元または宛先となっているユー
ザリンクテーブルを表示・編集します。 

Signalを選択時 

 コネクションマ
ップ 

選択している Signalの入力元と出力先を視覚的に示したコネ
クションマップを表示します 

 

 対応シーケンス
テーブル ブロッ
ク検索 

プロジェクトワークスペース上で、現在開いているシーケン
ステーブルに該当するブロックの位置にカーソルを移動し
ます。 

－ 

 編集モード ON シーケンステーブル編集可能となります。 － 
  OFF シーケンステーブル編集不可です。  

 
ポイントナビゲ
ーション表示 

行う 交差表示をします。 － 

 縦ライン表示 行う 縦線を表示します。 － 
 表示モード テーブル シーケンステーブルを表示します。 － 
  エレメント エレメント表示をします。エレメント編集

時に選択します。 
 

  エレメント全体 エレメント全体をページごとに表示しま
す。 

 

 条件操作数（縦）シーケンステーブルの条件操作数を拡張し
ます。 

編集モード シーケンステー
ブル拡張 

ルール数（横） シーケンステーブルのテーブル数を拡張し
ます。 

上位テーブル 選択されたシーケンステーブルを上位テー
ブルとします。 

 

参照設定 

参照テーブル 選択されたシーケンステーブルを参照テー
ブルとします。 

 
 
 
 
 
 
 

 毎周期 シーケンステーブル実行方式を「毎周期」
に設定します。 

 

 

シーケンステー
ブル実行方式 

S1により起動 シーケンステーブル実行方式を「 S1により
起動」に設定します。 

 

  初回のみ起動 シーケンステーブル実行方式を「初回のみ
起動」に設定します。 

 

  起動なし シーケンステーブル実行方式を「起動なし」
に設定します。 

 

 操作取り消し 直前に実行した操作を取り消し（Undo）します。 － 
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メインメニュー サブメニュー 内容 
操作 エラーチェック 記述したシーケンステーブルのエラーをチェッ

クします。 
－ 

 印刷 通常印刷 シーケンステーブルを通常印刷します。 － 
  分割印刷 シーケンステーブルを分割印刷します。 － 
動作確認 開始 シーケンステーブルの動作確認を開始します。 －（ただしオンライン

時のみ可） 
 終了 シーケンステーブルの動作確認を終了します。 動作確認中 
 編集 開始 シーケンステーブルの編集を開始します。 －（ただし動作確認時

のみ可） 
  終了 シーケンステーブルの編集を終了します。 編集中 
  転送［パソコン→LC］ シーケンステーブルの編集結果をダウンロード

します。 
－（ただし動作確認時
のみ可） 

 
ポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

編集モ
ード 

ON シーケンステーブル編集可能となります。 － 

 OFF シーケンステーブル編集不可です。  
表示モ
ード 

テーブル シーケンステーブルを表示します。 － 

 エレメント エレメント表示をします。エレメント編集時に選
択します。 

 

 エレメン
ト全体 

1ページ No.000
～099 

エレメント全体をページごとに表示します。  

  2ページ No.100
～199 

  

  10ページ
No.900～999 

  

切り取り Signalを 1行または複数行単位で切り取ります。 編集モードで行（Signal + 値）を
選択時 

コピー Signalを 1行または複数行単位でコピーします。 編集モードで行（Signal + 値）を
選択時 

貼り付け Signalを 1行または複数行単位で貼り付けます。 切り取りまたはコピー操作後 
行挿入 Signalを 1行挿入します。 編集モードで行（Signal + 値）を

選択時 
行削除 Signalを 1行削除します。 編集モードで行（Signal + 値）を

選択時 
列挿入 ルールを 1列挿入します。 編集モードで列（ルール）を選択

時 

行、列単位
の挿入・削
除 

列削除 ルールを 1列削除します。 編集モードで行（Signal + 値）を
選択時 

信号名 Signalを編集します。 編集モードで Signalを選択時 
コメント Commentを編集します。 編集モードで Commentを選択時

Yes Yesに設定します。 
No Noに設定します。 

編集モードで値を選択時 

Yes 一括で行または列に Yesを設定します。 

データ編
集 

論理デー
タ 

一括設
定 No 一括で行または列に Noを設定します。 

編集モードで行または列を選択時

 エレメント エレメント表示の状態で、エレメントを編集しま
す。 

エレメント表示の状態で行を選択
時 

削除 設定した数値、Tag名を削除します。 － 
開始 シーケンステーブルの動作確認を開始します。 －（ただしオンライン時のみ可）
終了 シーケンステーブルの動作確認を終了します。 動作確認中 

開始 シーケンステーブルの編集を開始します。 －（ただし動作確認時のみ可） 
終了 シーケンステーブルの編集を終了します。 編集中 

動作確認 

編集 

転送［パソコン→
LC］ 

シーケンステーブルの編集結果をダウンロードし
ます。 

－（ただし動作確認時のみ可） 
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ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

テーブル拡張 条件操作数（縦） シーケンステーブルの条件操作数を拡張します。編集モード 
 ルール数（横） シーケンステーブルのテーブル数を拡張します。

上位テーブル 選択されたシーケンステーブルを上位テーブル
とします。 

参照設定 

参照テーブル 選択されたシーケンステーブルを参照テーブル
とします。 

 
 
 

実行方式 毎周期 シーケンステーブル実行方式を「毎周期」に設定
します。 

 

 S1により起動 シーケンステーブル実行方式を「 S1により起動」
に設定します。 

 

 初回のみ起動 シーケンステーブル実行方式を「初回のみ起動」
に設定します。 

 

 起動なし シーケンステーブル実行方式を「起動なし」に設
定します。 

 

表示オプ
ション 

ポイント
ナビゲー
ション表
示 

行う 交差表示をします。 － 

 
縦ライン
表示 

行う 縦線を表示します。 － 

編集 ブロック ITEM編集 選択している Signalの、発信元または宛先となっ
ている計器ブロックの ITEM一覧を表示・編集し
ます。 

Signalを選択時 

 ユーザリンクテーブル 選択している Signalの、発信元または宛先となっ
ているユーザリンクテーブルを表示・編集しま
す。 

 

ブロック検索 プロジェクトワークスペース上で、現在開いてい
るシーケンステーブルに該当するブロックの位
置にカーソルを移動します。 

－ 

倍率変更 *1 デフォルトサイズで表示します。 － 
 *2 デフォルトサイズの 2倍で表示します。  
 *1/2 デフォルトサイズの 1/2で表示します。  
 拡大 拡大表示します。  
 縮小 縮小表示します。  
エラーチェック 記述したシーケンステーブルのエラーをチェッ

クします。 
－ 

操作取り消し 直前に実行した操作を取り消し（Undo）します。－ 
コネクションマップ 選択している Signalの入力元と出力先を視覚的

に示したコネクションマップを表示します 
－ 

メモリマップ 
ループコントローラが使用している CPUユニッ
トのメモリ使用状況を一覧で表示します。 

大項目を選択時 

印刷 通常印刷 シーケンステーブルを通常印刷します。 － 
 分割印刷 シーケンステーブルを分割印刷します。 － 
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■ ラダー図編集モードのメニュー 
ステップラダーブロック（形式 301）を選択した上で、［設定］メニューから［ラダ
ー図編集］を選択し、ラダー図編集モードに移行すると、以下のメニューが［実行］
メニューの右から［ウィンドウ］メニューの間に追加表示されます。 

メインメニュー 
メインメニュー サブメニュー 内容 
倍率 ＊1 ラダー図を等倍（デフォルトサイズで）表示します。 
 ＊2 ラダー図をデフォルトサイズの 2倍に拡大表示します。 
 ＊1/2 ラダー図をデフォルトサイズの 1/2で表示します。 
 拡大 Alt+→ ラダー図を拡大表示します。 
 縮小 Alt+← ラダー図を縮小表示します。 
モード切替 選択 カーソルを通常の選択状態に戻します。 
 ライン描画 ラインを接続します。 
 ライン消去 ラインを削除します。 
 LOAD LDコマンドを入力します。 
 LOAD NOT LD NOTコマンドを入力します。 
 OUT OUTコマンドを入力します。 
 OUT NOT OUT NOTコマンドを入力します。 
 SET SETコマンドを入力します。 
 RESET RSETコマンドを入力します。 
 TIM TIMコマンドを入力します。 
 立上り微分 立上り微分コマンドを入力します。 
 立下り微分 立下り微分コマンドを入力します。 
 STEP宣言 STEP宣言コマンドを入力します。 
 BLOCK SET BLOCK SET コマンドを入力します。 
 BLOCK RESET BLOCK RESET コマンドを入力します。 
 JUMP JUMP コマンドを入力します。 
 STEP TIMER STEP TIMER コマンドを入力します。 
 ALARM TIMER ALARM TIMER コマンドを入力します。 
 付箋 付箋を挿入します。 
 データ名称表示 選択している ITEMの情報を表示します。 
操作 ニモニックコード ニモニック入力画面に変更します。 
 アセンブル ラダー図で作成したステップラダーをニモニックコードに変換します。 
 逆アセンブル ニモニックで作成したステップラダー、またはアップロードしたニモニッ

クコードを、ラダー図に変換します。 
 行挿入 カーソルのある行の前に 1行挿入します。 
 行削除 カーソルのある行を削除します。 
 反転 a接点←→b接点、SET←→RESET、OUT←→OUT NOT、BSET←→BRSET、

立上り微分←→立下り微分の、反転をします。 
 選択付箋 編集 選択した付箋の編集をします。 
  最前面 選択した付箋を他の付箋より前に表示します。 
  最後面 選択した付箋を他の付箋より後ろに表示します。 
  透過モード 選択した付箋を透過モードにします。 
  フォント 

サイズ 
選択した付箋のフォントを変更します。 

 操作取り消し 直前に実行した操作を取り消し（Undo）します。 
動作確認 開始 ラダー図の動作確認を開始します。 
 終了 ラダー図の動作確認を終了します。 
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ポップアップメニュー（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件

接点編集 オペランドを入力します。 
コマンドのシンボ
ル選択時 

モード切り替え 選択 カーソルを通常の選択状態にします。 － 
 ライン描画 ラインを接続するモードです。 － 
 ライン消去 ラインを削除するモードです。 － 
 シンボル LOAD 「条件」を入力します。 － 
  LOAD NOT 「否定条件」を入力します。  
  OUT 「アウト」を入力します。  
  OUT NOT 「アウトノット」を入力します。  
  SET 「セット」を入力します。  
  RESET 「リセット」を入力します。  
  TIM 「タイマ」を入力します。  
  立上り微分 「立上り微分」を入力します。  
  立下り微分 「立下り微分」を入力します。  
  STEP宣言 「ステップ宣言」を入力します。  

  
BLOCK 
SET 

「ブロックセット」を入力します。  

  
BLOCK 
RESET 

「ブロックリセット」を入力します。  

  JUMP 「ジャンプ」を入力します。  

  
STEP 
TIMER 

「ステップ移行タイマ」を入力します。  

  
ALARM 
TIMER 

「ステップ監視タイマ」を入力します。  

  付箋 「付箋」を入力します。  
選択付箋 編集 ［操作］｜［選択付箋］｜［編集］と同じ 付箋を選択してい

るとき 
 最前面 選択した付箋を他の付箋より前に表示します。  
 最後面 選択した付箋を他の付箋より後ろに表示します。  
 透過モード 選択した付箋を透過モードにします。  

 
フォント 
サイズ 

選択した付箋のフォントを変更します。  

切り取り 
シンボル、エリア、行のいずれかの単位で切り取りを
します。クリップボードではなく、本ソフト独自のコ
ピーバッファに入ります。 

シンボル、エリア、
行を選択時 

コピー 
シンボル、エリア、行のいずれかの単位でコピーをし
ます。クリップボードではなく、本ソフト独自のコピ
ーバッファに入ります。 

シンボル、エリア、
行を選択時 

貼り付け 
シンボル、エリア、行のいずれかの単位で貼り付けを
します。 

貼り付け可能なエ
リア選択時、 

削除 コマンドを削除します。 
コマンドのシンボ
ル選択時 

反転 ［操作］｜［反転］と同じ 
反転可能なシンボ
ルを選択時 

行挿入 ［操作］｜［行挿入］と同じ － 
行削除 ［操作］｜［行削除］と同じ － 
動作確認 開始 開いているラダー図の動作確認を開始します。 － 
 終了 開いているラダー図の動作確認を終了します。 － 

編集 ブロック ITEM編集 
開いているステップラダーブロックの ITEM一覧ウ
ィンドウを表示します。 

－ 

 ユーザリンクテーブル ［設定］｜［ユーザリンクテーブル編集］と同じ － 

ブロック検索 
ラダー図を指定して実行すると、プロジェクトワーク
スペース上の該当ステップラダーブロックにカーソ
ルが移動します。 

－ 

倍率変更 ［倍率］｜［*1］｜［*2］｜［*1/2］｜［拡大 Alt+→］
｜［縮小 Alt+←］と同じ 

－ 

操作取り消し ［操作］｜［操作取り消し］と同じ 操作を実行した後 

コネクションマップ 
選択しているシンボルの入力元と出力先を視覚的に
示したコネクションマップを表示します。 

シンボル選択時 

メモリマップ 
ループコントローラが使用している CPUユニットの
メモリ使用状況を一覧で表示します。 

大項目を選択時 

ラダー図印刷 開いているラダー図を印刷します。 － 
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■ プロジェクトワークスペース上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

プロジェクトワークスペース
表示初期化 

プロジェクトワークスペース表示を初期状態（ノー
ド用計器ファイルまでの表示状態）に戻します。 

プロジェクトワ
ークスペースを
選択時 

 

■ アウトプットウィンドウ上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

オールコピー Ctrl+C アウトプットウィンドウに表示されている内容を、クリップ
ボードにコピーします。 

クリア アウトプットウィンドウに表示されている内容を,クリアしま
す。 

アウトプットウィン
ドウを選択時 

 

■ モニタタグリスト上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

モニタ Tag設定 モニタ Tag設定ダイアログボックスを表示します。 
モニタ TagITEMリスト 該当するパソコン宛（全ノード宛）送信ブロックの ITEMリス

トを表示します（プロジェクトワークスペース検索） 

モニタタグリスト表
示状態 

登録ブロック ITEMリスト 該当する発信元計器ブロックの ITEMリストを表示します（プ
ロジェクトワークスペース検索） 

 

モニタ Tagリスト印刷 モニタ Tagリストを印刷します。  

 

■ モニタ Plusタグリスト上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件

登録 モニタ Plus用タグを登録します。  
編集 モニタ Plus用タグ設定ダイアログボックスを表示します。 モニタ Plusタグリス

ト表示状態 
削除 モニタ Plus用タグを削除します。  
ITEMリスト 該当する計器ブロックの ITEMリストを表示します（プロジェ

クトワークスペース検索） 
 

ユーザリンクテーブル ユーザリンクテーブル編集ウィンドウを表示します。  
コネクションマップ 選択している Signalの入力元と出力先を視覚的に示したコネ

クションマップを表示します 
 

Tag名重複チェック モニタ Plus用タグ名の重複チェックをします。  
Tag名検索 指定したモニターPlus用タグ名を検索します。  
フィルタ
表示 

種別 計器ブロッ
ク 

計器ブロックに設定されたタグのみを表示します。  

  ユーザリン
クテーブル 

ユーザリンクテーブルに設定されたタグのみを表示します。  

  両方 計器ブロック、ユーザリンクテーブルに設定されたタグを両
方とも表示します。 

 

 アナロ
グ・接点 

アナログ アナログ信号のタグを表示します。  

  接点 接点信号のタグを表示します。  

  アナログ・接
点 

アナログおよび接点信号のタグをともに表示します。  

 R/W 
読込み［→
LCB］ 

CPUユニットからループコントローラへの読出タグを表示し
ます。 

 

  
書込み［LCB
→］ 

ループコントローラから CPUユニットへの書込タグを表示し
ます。 

 

  
読込み・書込
み 

読出タグおよび書込タグをともに表示します。  

 Alarm接点 アラームタグに設定されたタグのみを表示します  
 全エントリ モニタ Plus用タグすべてを表示します。  
印刷 モニタ Plus用タグリストを印刷します。  
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■ CSVタグリスト上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

編集 CSVタグリストを編集します（CSVタグの再設定をします）。 CSVタグリスト表示
状態 

削除 CSVタグ設定を削除します。  
検索 指定した CSVタグ名を検索します。  
ITEMリスト 指定した CSVタグが設定されている計器ブロックの ITEMリ

ストを表示します。 
 

コネクションマップ 指定した CSVタグが設定されている計器ブロックのコネクシ
ョンマップを表示します。 

 

タグ名重複チェック CSVタグ名の重複チェックをします。  
印刷 CSVタグリストを印刷します。  

 

■ クロスリファレンス上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

クロスリファレンス印刷 開いているクロスリファレンスを印刷します。 クロスリファレンス
表示状態 

 

■ コネクションマップ上でのポップアップメニュー 

（右クリックで表示されるメニュー） 
ポップアップメニュー 内容 選択可能条件 

前に戻る 直前に表示した計器ブロックのコネクションマップに戻りま
す。 

－ 

先に進む ポップアップメニューの［前に戻る］を選択する前に表示し
ていた計器ブロックのコネクションマップを再び表示しま
す。 

 

ジャンプ 選択項目 コネクションテーブルの ITEM番号を選択します。 コネクションマップ
表示対象の計器ブロ
ックを選択時 

 メモリ 指定メ
モリ 

CPUユニットの I/Oメモリの種別（CIO、W、H、DM、EM0）
および、アドレスを指定して、そのアドレスを使用している
I/Oメモリのコネクションマップを表示します。 

－ 

  Inc 指定アドレスを＋1chします。 
  Dec 指定アドレスを－1chします。 

コネクションマップ
対象の I/Oメモリを
選択時 

ブロック ITEM編集 計器ブロックの ITEM一覧ウィンドウを表示します。 － 
ブロック図編集 計器ブロック結線図ウィンドウを表示します。 コネクションマップ

表示対象の計器ブロ
ックの ITEM選択時

ラダー図編集 ステップラダーのコネクションマップを表示します。 ステップラダーのコ
マンド選択時 

ユーザリンクテーブル編集 ユーザリンクテーブル編集ウィンドウを表示します。 ユーザリンクテーブ
ルのタグ選択時 

シーケンステーブル編集 シーケンステーブル編集ウィンドウを表示します。 シーケンステーブル
のシンボル（信号）
選択時 

タグ設定 コネクションマップの表示対象である計器ブロックの CSV 
Tag設定ダイアログボックスを表示します。 

CSV Tag設定選択時

表示更新 コネクションマップの表示を更新します。 － 
倍率変更 ＊1 デフォルトサイズで表示します。 － 
 ＊2 デフォルトサイズの 2倍で表示します。  
 ＊1/2 デフォルトサイズの 1/2で表示します。  
 拡大 Alt+→ 拡大表示します。  
 縮小 Alt+← 縮小表示します。  
印刷 コネクションマップを印刷します。 － 
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第 3章 
計器ブロックの作成 
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3－1 計器ブロックデータの作成 
3－1－1 作成する計器ブロックデータのしくみ 

ツールソフトで作成する計器ブロックデータのしくみは、以下のとおりです。 
 
 

ハードディスク 

マルチノードファイル 
（.mul） 

ノード用計器ファイル 
（.ist） 

  プロジェクトフォルダ  プロジェクトフォルダ 

CX-Process¥data¥

パソコンメモリ 

プロジェクトワークスペース 

ノード用計器ファイル ノード用計器ファイル 

[設定]｜[挿入]｜[ノード挿入] 

（ノード用計器ファイ
ルの新規作成） 

[ファイル]｜[新規作成] 

[ファイル]｜[開く] [ファイル]｜[上書き保存] 
[ファイル]｜[名前を付けて保存] 

計器ファイル（.ist） 

[ファイル]｜[ISTファイル挿入] 

（ノード用計器ファイルのインポート） 

（現在のプロジェクトワークスペースを
別のフォルダに保存） 

（プロジェクトワーク
スペースおよびプロジ
ェクトフォルダの新規
作成） 

（マルチノードファイルを指定し
て関連ファイルを同時に読出） 

（現在のプロジェクトワーク
スペースを上書き保存） 

その他 

 
・プロジェクトワークスペースの新規作成時に、保存先フォルダ位置（プロジェクト
フォルダ）を指定します（［ファイル］｜［新規作成］）。 
・パソコンメモリ上のプロジェクトワークスペースのデータすべてを、そのプロジェ
クトフォルダに保存します（［ファイル］｜［上書き保存］）。 
・プロジェクトワークスペース上に、ノード用計器ファイル（.ist）を作成するには、
ノードを挿入します（［設定］｜［挿入］｜［ノード挿入］）。 
・既存のプロジェクトワークスペースのデータすべてを開く場合、プロジェクトフォ
ルダ内のマルチノードファイル（.mul）のみを指定します。それにより、関連する
すべてのファイルが読み出されます（［ファイル］｜［開く］）。 
・新規作成時とは異なるプロジェクトフォルダにプロジェクトワークスペースのデー
タを保存する場合、名前を付けて保存を選択します（［ファイル］｜［名前を付け
て保存］）。 
・計器ファイル（.ist）をプロジェクトワークスペース上にインポートする時は、ノー
ド用ファイル追加を選択します（［ファイル］｜［ISTファイル挿入］）。 
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3－1－2 ツールソフトの起動 
ツールソフトを起動する方法は以下の通りです。 
・スタートメニューからの起動 
・CX-Programmer I/Oテーブルから起動 

■ スタートメニューから起動する 
1 ［スタート］メニューから［OMRON］｜［CX-One］｜［CX-Process Tool］｜［CX-Process 

Tool］を選択します。 
2 使用する通信ドライバとして、FinsGatewayまたは CX-Serverのいずれかを選択し
て、［OK］ボタンをクリックします。 

 

 
 

参 考 
 

・通信ドライバ選択の詳細については 1－4－2項を参照してください。 
・プロジェクトの作成途中で通信ドライバを変更する方法については、3－1－12項を
参照してください。 
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■ I/Oテーブルから起動する 
CX-Oneで CX-Programmerと共にツールソフトをインストールしている場合、I/Oテー
ブルからツールソフトを起動することが可能です。I/Oテーブルから起動する利点は次
の通りです。 
・I/Oテーブルを 1つの PLCシステムとして管理することができる 
・CX-Programmerで設定した通信設定をそのまま引き継いで起動できるため、ツール
ソフト側の通信設定が省略できる 
注：この起動方法の場合、通信ドライバは自動的に CX-Serverとなります。 

 
1. I/Oテーブル上の以下のループコントロールボードまたはループコントロールユニ
ットを右クリックして、［専用ツール起動］｜［設定を引き継いで起動］を選択し
ます。 

CX-Programmerの PLC機種設定 
PLC機種 CPU形式 

I/O テーブルウィ
ンドウの［ユニッ
トの選択］ダイア
ログボックスで
の名称 

ループコントロールボード 
またはループコントロールユニット 

CPU42 CJ1W-LCB01（ループコントロールボード）CJ1G-H 
CPU43/44/45 CJ1W-LCB03（ループコントロールボード）

CS1G-H 
CS1H-H 

CPU□□ CS1W-LCB01（ループコントロールボード）

CS1D-H CPU65/67 CS1W-LCB05（ループコントロールボード）
CPU□□ CS1D-LCB05D（ループコントロールボード）CS1G-H 

CS1H-H 
CS1G，CS1H 

 

ループコントロ
ーラ 

CS1W-LC001（ループコントロールユニット）

 

 

［専用ツール起動］を選択し 

例）ループコントロールボード（例：CS1W-LCB05）を右クリックして 

［設定を引き継いで起動］を選択します

 
2. ツールソフトが起動し、同時にノード用計器ファイルの挿入操作（［設定］|［挿入］
｜[ノード挿入]）が行われ、以下のダイアログボックスが表示されます。 
このとき、元の I/Oテーブル上のループコントロールボード/ユニットの形式をもと
に、「番号－機種」（例：00-LCB05）が自動選択されます。 
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［LCB/LC001挿入］ダイアログボックスが表示されます。 

自動的にノード挿入されます。 

I/Oテーブル上のユニット/ボード形式を受けて、 
番号-機種が自動的に選択されます。例）00-LCB05 

 
 
［設定を引き継いで起動］を選択して起動した場合は、ノード用計器ファイルの新規
作成（挿入）までが自動実行されます。 
また、プロジェクト名が以下の規則によって自動生成されます。 
自動作成のプロジェクト名：”CXPrc”＋起動時の年月日時分秒 
（例：2005年 2月 7日 14時 20分 30秒の場合、CXPrc050207142030） 

自動生成時のプロジェクト保存先フォルダは、CX-Programmerのプロジェクト保存フ
ォルダと同一フォルダとなります。CX-Programmerのプロジェクトを保存していない
場合、「デスクトップ」が選択されます。 
 

参 考 
 

I/Oテーブルからの起動では、通信設定を引き継がない「起動のみ」も選択可能です。
この場合は、「スタートメニューから起動する」の起動方法と同一の処理となります。
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3－1－3 プロジェクトを新規作成する 
 
1. ［ファイル］メニューから［新規作成］を選択します。 
 ［フォルダの参照］ダイアログボックスが、以下のように表示されますので、プロ
ジェクトフォルダを保存する位置を選択してください。 

 
 
2. 以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
 
プロジェクト名を入力して、［OK］ボタンをクリックしてください。 
この操作によって、プロジェクトワークスペース、プロジェクト名のフォルダが作成
されます。 
［プロジェクト新規作成］ダイアログボックスで設定したフォルダ名は、プロジェク
トワークスペース名としてプロジェクトワークスペース画面の最上段のフォルダの右、
およびタイトルバーに表示されます。 
 

お願い 
 

［ファイル］｜［新規作成］操作は、単にプロジェクトワークスペースを新規作成する
操作ではなく、同時にフォルダを新規作成する操作である点にご注意ください。 

 

参 考 
 

入力したプロジェクト名が既存のプロジェクト名と重複している場合、「指定フォルダ
は既に存在します。処理を終了します」という［確認］ダイアログボックスが表示され
ます。 
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3. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
大項目番号を選択し、タイトル（大項目名）を入力し、［OK］ボタンをクリック
します。この大項目が、1台のループコントローラのプロジェクトデータとなりま
す。初期値は、以下のように LCタイプ：LCB/LCU、番号-機種：00LCB05、タイト
ルに最大半角 26文字まで入力可能です。 

 
 

お願い 
 

LCBユニット Ver.に「V3.0」以降を選択した場合は、後述の形式変換機能によっては
LCBユニット Ver.を｢V2.0｣以前のバージョンに逆変換することはできません。 
ご使用になる LCBのバージョンをご確認の上、大項目挿入を実行してください。 

 
番号－機種とループコントローラの対応は、以下のとおりです。 

ループコントローラの種類 
（LCタイプ） 

番号－機種 LCB ユニット Ver. 形式 

00-LCB01 Ver.1.00～ 形 CS1W-LCB01  
00-LCB05 Ver.1.00～ 形 CS1W-LCB05  

ループコントロールボード 
（LCB） 

00-LCB05-GTC Ver.3.00 形 CS1W-LCB05-GTC�
01-LC001 － 形 CS1W-LC001 
02-LC001   

ループコントロールユニット
（LCU） 

03-LC001   
プロセス CPUユニット 00-LCB05D Ver.1.00 形 CS1D-CPU□□P 

CJ1G-CPU42P Ver.2.00～ 形 CJ1G-CPU42P 
CJ1G-CPU43P Ver.2.00～ 形 CJ1G-CPU43P 
CJ1G-CPU44P Ver.2.00～ 形 CJ1G-CPU44P 
CJ1G-CPU45P Ver.2.00～ 形 CJ1G-CPU45P 

ループ CPUユニット 

CJ1G-CPU45P -GTC Ver.3.00 形 CJ1G-CPU45P-GTC�

 

参 考 
 

・1つのノードに対して、ループコントロールボードおよびループ CPUユニットは 1
ユニット、ループコントロールユニットは 3ユニット、登録することが可能です。

・ループコントロールボードとループコントロールユニットは同時に登録し、併用する
ことが可能です。 

・1つのノードに対して、ループ CPUユニットとループコントロールボードの同時登
録はできません。 

 

お願い 
 

必ず使用するループコントローラに応じたバージョンを選択してください。もし、誤っ
て、違うバージョンを選択した場合は、［実行］メニューから［形式変換」を実行して
ください。 
ループコントローラのバージョン確認方法は、「バージョンの表記方法について（P.7）」
を参照してください。 
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4. プロジェクトワークスペースに、プロジェクトツリーが表示されます。 
・ノードの名称は“Node”+ノード番号（0～32）注 1が自動で登録されます 
・プロジェクトツリー上の中項目「ブロック結線図 1」が選択状態になります 
・中項目「ブロック結線図 1」が開いた状態になります 
※注 1：通信ドライバに FinsGateway使用時は 01～32、CX-Server使用時は 00～31。ノ
ードは 32個まで登録可能。 
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3－1－4 計器ブロックの種類 
使用する計器ブロックをプロジェクトワークスペースに登録し、ブロック番地を割り
付けます。 
計器ブロックはその種類ごとにワークスペースツリー上に中項目（フォルダ）として
まとめられています。目的に応じた中項目を選択して、計器ブロック（小項目）を登
録します。計器ブロックの種類は、以下の通りです。 
 

■ システム共通ブロック 
ループコントローラの共通設定を行う計器ブロックです。1ユニットにつき、1つのシ
ステム共通ブロックが登録されています。ワークスペースツリー上から削除すること
はできません。 
 

■ 調節・演算ブロック 
調節・演算ブロックとは、ループコントローラ内で調節演算を実行する計器ブロック
です。中項目「ブロック結線図□□」に登録することが可能です。 
 

■ フィールド端子ブロック 
フィールド端子とは、PLCに装着されている I/Oユニットとのデータ交換を行う計器
ブロックです。中項目「フィールド端子」に登録することが可能です。 
注：CX-Programmerの I/Oテーブルとのデータ交換はありません。設定を引き継いで
起動を実施しても、フィールド端子ブロックの ITEMには I/Oテーブルで設定したパ
ラメータの情報は引き継がれませんのでご注意ください。 
 

■ シーケンスブロック 
ループコントローラ内で、シーケンス制御を行う計器ブロックです。ステップラダー、
およびシーケンステーブルが該当します。中項目「フィールド端子」に登録すること
が可能です。詳細は 3－8章を参照してください。 
 

■ ユーザリンクテーブル 
ユーザリンクテーブルはループコントローラと PLCのメモリのリンクを行います。ブ
ロック結線図上でのみ、計器ブロックとして登録が可能です。詳細は 3－5章を参照し
てください。 
 

■ ユーザ定義ブロック 
任意の計器ブロックを組み合わせ、グループ化したものをユーザ定義ブロックと呼び
ます。ブロック結線図上でのみ登録が可能です。詳細は 3－6章を参照ください。 
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参 考 
 

ループコントロールボード、およびループコントロールユニットの、フォルダ項目（中
項目）は、以下のとおりです。 

 
プロジェクトワークスペース画面のフォルダ

項目（中項目） 
ブロック種別 ブロック形式 

01.システム システム共通 000 
02.フィールド端子 フィールド端子 501～587 

シーケンステーブル 302 03.シーケンス制御 
ステップラダー 301 
調節・演算ブロック 001～230 

ループコントロ
ールボード 

04.ブロック結線図 1～3 
外部調節計ブロック 045 

01.システム システム共通 000 
02.フィールド端子 フィールド端子 501～587 
03.全ノード送信端子 全ノード送信端子 407～410 
04.全ノード受信端子 全ノード受信端子 414～415 
05.パソコン宛送信端子 パソコン宛送信端子 401～404 
06.CPU端子 CPU端子 451～454 
07.シーケンス制御 ステップラダー 301 
08.SCADA I/F 拡張 CPU端子、全ブロック送受信 455～462 
10.一時記憶 内部スイッチ（初期値 ブロック番地 349で登録） 209 
11.ブロック結線図 調節ブロック 001～040 
 外部調節計ブロック 045 

ループコントロ
ールユニット 

 警報・信号制御・記憶、数値演算、関数、時間関数、信
号選択・切換、ITEM書き込み、パルス列演算、その他、
接点形操作端、シーケンス演算 

041～230 
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3－1－5 システム共通ブロックを設定する 
各計器ブロック共通の仕様を、システム共通ブロック（形式 000）で設定します。 

 

参 考 
 

ループコントローラを使用する場合、初期設定として、この計器ブロックの内容を必ず
設定することが必要です。 

 
ITEM データ内容 データ範囲 初期値

004 システム共通演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：2 

1～5 4 

018 電源投入時スタートモード 
0：指定時間内 HOTスタート、1：HOTスタート、2：COLDスタート、 
3：CPU指定 

0～3 1 

042 ループコントロールユニットの役割番号（ループコントロールユニットのみ） 
0：基本、1：増設 1、2：増設 2 

0～2 0 

043 ノード端子用データメモリ（DM）の先頭番地（ループコントロールユニット
のみ） 
(役割 0～2で、同一番地であることが必要です。) 

0～32767 
（CH単位） 

16020 

1. ［システム共通］フォルダの下位の［000.システム共通］を選択してダブルクリッ
クすると、右枠に以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
2. システム共通ブロックの初期設定を入力します。 
例）システム共通演算周期を設定します。 
ITEM004の行をダブルクリックします。以下のようなダイアログボックスが表示さ
れます。 

   
3. 値を入力して、［終了］をクリックします。続けて次の ITEMを設定する場合は、
［次へ］をクリックします。1つ前の ITEMを設定する場合は、［戻る］をクリ
ックします。 
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3－1－6 計器ブロックを登録する 
利用する計器ブロックを登録します。 
 
1. ブロック結線図が表示されている状態で、「計器ブロック登録バー」に表示されて
いる計器ブロックのカテゴリを選択し、左クリックします。 
マウスカーソルが十字に変化しますので、ブロック結線図上で登録を行う位置にマ
ウスカーソルを移動し、左クリックします。 

 
 
2. 選択した計器ブロックの種類別に、下記のダイアログが表示されます。 
①調節・演算 

 
計器ブロック種別、計器ブロック名、および登録するブロック番地を選択します。 
CSVタグを自動登録する場合、チェックボックスを有効にします。 
詳細は、3－4項「SCADAソフトを使用する」を参照してください。 
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②フィールド端子 

 
フィールド端子ブロック名、および登録するブロック番地を選択します。 

 
③シーケンス制御 

 
シーケンスブロック名、および登録するブロック番地を選択します。 
 
④リンク入力・出力 
ダイアログは表示されません。 
 
⑤ユーザ定義ブロック 

 
ユーザ定義ブロックを選択します。 
 

3. ［設定］ボタンをクリックします。ブロック番地が自動的に加算されます。 
・その他の計器ブロック種別または同一計器ブロック種別内の他の計器ブロックを
割り付ける場合は、上記の計器ブロックを登録する手順 2）から同様の操作を行
います。 

・割付け可能な最大登録数に達した場合は、［キャンセル］をクリックします。 
注：中項目へ登録できる計器ブロックの数には以下の制限があります。 
バージョン １中項目あたりの登録計器ブロックの最大値 
LCB□□Ver.3.0以降 64個 
LCB□□Ver.2.0以前 
または LC001 

16個 
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参 考 
 

計器ブロックの登録は、上記の手順以外にも以下の方法があります。 
・プロジェクトワークスペースツリーで登録する 
ブロック結線図フォルダを選択し、［設定］｜［挿入］｜［［小項目］計器ブロック
挿入］を選択します。 

・ブロック結線図上で右クリックメニューから登録する 
ブロック結線図上で右クリックして、ポップアップメニューの［登録］から、任意の
計器ブロックを選択します。 

 

■ その他の計器ブロックの登録（ループコントロールユニットの場合のみ） 
ループコントロールユニットでは、全ノード送信端子、全ノード受信端子、パソコン
宛送信端子、CPU端子、SCADA I/Fが登録可能です。 
これらの計器ブロックの機能に関しては、計器ブロックリファレンスマニュアル
（SBCC-822）を参照してください。 
 

■ 計器ブロックの登録結果の表示 
1. 設定したブロック番地が、プロジェクトワークスペース画面内にツリー状で表示さ
れます。 

   
以下のように、登録された計器ブロックが、ブロック番地、計器ブロック名称の順
で表示されます。 

  

 
 
001．基本 PID 

計器ブロック名 

ブロック番地 
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3－1－7 計器ブロックを編集する 
計器ブロック登録後、以下の機能により編集が可能です。 
 

■ 計器ブロックを削除する 
削除したい計器ブロックをプロジェクトツリー上で選択し、［設定］メニューから［削
除］、または右クリックして、ポップアップメニューから［削除］を選択します。 
 

■ 計器ブロックをコピーする 
プロジェクトワークスペース上で、計器ブロックを選択して、右クリックでポップア
ップメニューから、または［設定］メニューから、［ブロック］｜［切り取り］／［コ
ピー］／［貼り付け］を選択しすることよります。 
注：同一ノード内でのみ、コピーや貼り付けが可能です。異なる大項目への貼り付け
はできません。 
 

■ ブロック番地を変更する 
プロジェクトワークスペース上で、計器ブロックを選択して、右クリックでポップア
ップメニューから、または［設定］メニューから、［ブロック］｜［移動］を選択し
ます。選択した計器ブロックのブロック番地がインクリメントされます。 
 

お願い 
 

ブロック番地を変更すると、変更を行う計器ブロックの HMI I/F割付のアドレスが変わ
ります。HMI I/Fを SCADAやラダープログラムでご利用の場合は、PLCメモリの割付
変更を行ってください。 
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3－1－8 ブロック結線図を編集する 
登録した計器ブロック間のアナログ信号と積算信号を、グラフィックで表示しながら、
結線します。 
ブロック結線図には以下の 2種類があり、使用するループコントローラ（LCB□□）
のバージョンにより表記方法が定められます。 
バージョン 計器ブロックの配置方法 
LCB□□ 
Ver.3.0以降 

ブロック結線図上で自由に配置 
（以下フリーロケーションモード） 

LCB□□Ver.2.0以前 
または LC001 

18個の固定台座の上に配置 
（以下台座モード） 

注：LCB□□Ver.3.0未満ではフリーロケーションモードは使用できません。 
また、LCB□□Ver.3.0以上では台座モードは使用できません。 

 
以下の例で、実際の結線方法を説明します。ここでの編集機能は、ブロックの貼り付
け、ITEM間の結線、およびマウス操作によるブロックの移動を説明します。 
例） 

PV1 Ai4端子 
（AD041） 
形 586 

基本 PID 
形 011 

基本 PID 
形 011 

PV2 

RSP 

MV2 Ao4端子 
（DA041） 
形 587 

開平 
形 131 

MV1 

 
 

■ フリーロケーションモードでの編集方法 
1. ［ブロック結線図 1］のフォルダを選択して、［設定］｜［編集］｜［ブロック図
編集］を選択、または［ブロック結線図 1］のフォルダをダブルクリックします。 
以下のようなウィンドウが表示されます。 

 
・縮小表示したい場合、［倍率］｜［縮小］メニューをクリックします。または Alt
キーを押しながら［→］キーを押します。 

・拡大表示したい場合は、［倍率］｜［拡大］メニューをクリックします。または Alt
キーを押しながら［←］キーを押します。 
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2. ブロック結線図の広さを設定します。 
［ファイル]｜［ページ設定］｜［ブロック結線図］を選択します。以下の描画領
域設定ダイアログが表示されます。 

 
描画領域を選択し、［OK］を押下します。 

・1つのブロック結線図には、最大 64個の計器ブロックを配置できます。ダイアログ
の（）内の数値は、見易さを考慮した場合の目安値です。 

 
3. グリッド幅を変更します。 
［モード切替］｜［グリッドモード］またはブロック結線図上で右クリックを行い、
［表示モード］｜［グリッドモード］を選択します。 
さらにサブメニューに［グリッド大］、［グリッド中］、［グリッド小］および［グ
リッド OFF］が選択可能ですので、適切なクリッド幅を設定してください。計器ブ
ロックおよび結線されたラインはグリッドに沿って移動します。初期状態は［グリ
ッド中］に設定されています。 
 

4. 左枠（プロジェクトワークスペース）内で、貼り付けたいブロックを選択（反転）
させます。 

 
5. 右枠内で、そのブロックを貼り付けたいエリアを右クリックし、ポップアップメニ
ューから［ブロック貼り付け］を選択します。 
以下のように、計器ブロックの図が、貼り付けられます。 
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計器ブロックの位置を変更する場合は、ブロックを左クリックし、手のマークのア
イコン（マウスカーソル）が握った形になります。そのまま、目標位置までドラッ
グします。 
 
目標位置にすでに他の計器ブロックが存在する場合は、次のような表示となります。 

 
この場合、目標位置をずらして配置してください。 
 

6. 結線の始点となる箇所にカーソルを移動すると、自動的にカーソルがエンピツのア
イコンになります。 

 
7. 結線の始点となる ITEM位置をクリックし、終点となる ITEM位置をポイントして
ダブルクリックします。これにより、結線のラインが表示されます。迂回して結線
したい場合は、直角に曲がる結線が可能のため、曲がりの頂点でクリックして、結
線します。 

 
・終点となる ITEMをポイントしたとき、以下のように、ITEM名が表示されます。 

ITEM名を確認することができます。 
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・ラインの削除 
ラインを削除する場合は、対象のライン上の右クリックを行います。対象ラインが
赤くハイライトされますので、右クリックメニューからライン削除を選択してくだ
さい。 
・ブロック結線図上での結線先確認 
ブロック結線図上である ITEMに結線されているすべてのライン情報を表示するこ
とができます。対象の ITEMを左クリックすると、ITEMに接続されている全てのラ
インがピンク色にハイライトされます。 
 

参 考 
 

フリーロケーションモードでは、1つのブロック結線図に 64個の計器ブロックを貼り
付けることが可能です。 
ブロック結線図間のソフト結線を行う場合は、各ブロック結線図に同一のブロック番地
の計器ブロックを貼り付けることで実現できます。 

 
8. 結線した結果のデータは、自動的に、各ブロックの ITEMに登録されます。例えば、
上記の例では、開平ブロックの ITEM007には、以下のように、結線先のブロック
番地と ITEM番号が格納されます。 

   
例えば、基本 PIDブロックでは、以下のように、 PVの結線元のブロック番地と
ITEMが格納されます。 
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■ 台座モードでの編集方法 
1. ブロック図の編集（アナログ信号/積算信号のソフト結線）をする場合、［ブロック
結線図 1］のフォルダを選択して、［設定］｜［編集］｜［ブロック図編集］を選
択します。 
以下のようなブロックが右枠に表示されます。 
・1つのブロック結線図には、タテ 3個×ヨコ 6個の計器ブロックを配置できます。 
・縮小表示したい場合、［倍率］｜［縮小］メニューをクリックします。または

Altキーを押しながら→キーを押します。 
・拡大表示したい場合は、［倍率］｜［拡大］メニューをクリックします。または

Altキーを押しながら←キーを押します。 

 
 

2. 左枠（プロジェクトワークスペース画面）内で貼り付けたいブロックを選択（反転）
させます。 

3. 右枠内で、そのブロックを貼り付けたいエリアを右クリックし、ポップアップメニ
ューから［ブロック貼り付け］を選択します。 
以下のように、計器ブロックの図が、貼り付けられます。 

 



3－1 計器ブロックデータの作成 
3－1－8 ブロック結線図を編集する 

3-21 

3 
計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
成 

位置を変更したい場合は、ブロックをつまんで位置を変更します。手のマークのア
イコン（マウスカーソル）が、握った形になります。そのまま、目標位置までドラ
ッグします。 
 

4. 結線の始点となる箇所にカーソルを移動すると、自動的にカーソルがエンピツのア
イコンになります。 

 
5. 結線の始点となる ITEM位置をクリックし、終点となる ITEM位置をポイントして
ダブルクリックします。これにより、結線のラインが表示されます。迂回して結線
したい場合は、直角に曲がる結線が可能のため、曲がりの頂点でクリックして、結
線します。 

 
・終点となる ITEMをポイントしたとき、以下のように、ITEM名が表示されます。

ITEM名を確認することができます。 

 
・グリッドの表示 
グリッドを表示すると、結線されたラインはグリッドに沿って移動します。 
［モード切替］｜［グリッドモード］により選択可能です。台座モードでは［グ
リッドモード小］のみ選択可能です。 
 

・ラインの削除 
ラインを削除する場合は、対象のライン上の右クリックを行います。対象ライン
が赤くハイライトされますので、右クリックメニューからライン削除を選択して
ください。 
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・ITEMに接続されている全ラインを選択 
ブロック結線図上である ITEMに結線されているすべてのライン情報を表示する
ことができます。対象の ITEMを左クリックすると、ITEMに接続されている全
てのラインがピンク色にハイライトされます。 
  

・計器ブロックに接続されている全ラインを選択 
ブロック結線図上である計器ブロックに結線されているすべてのライン情報を
選択表示することができます。対象の計器ブロックの上部を左クリックすると、
接続されている全てのラインがピンク色にハイライトされます。 

 

参 考 
 

台座モードでは 1つのブロック結線図には、タテ 3個×ヨコ 6個の計 18個の計器ブロ
ックしか貼り付けることができません。これ以上の計器ブロックを結線する場合は、大
項目のフォルダ（ループコントローラ）を選択の上、［設定］｜［挿入］｜［［中項目］
ブロック結線図挿入］を選択して、ブロック結線図を新規に追加することが必要です。
ブロック結線図間のソフト結線をする場合は、各ブロック結線図に同一のブロック番地
の計器ブロックを貼り付けることで実現できます。 

 
6. 結線した結果のデータは、自動的に、各ブロックの ITEMに登録されます。例えば、
上記の例では、開平ブロックの ITEM007には、以下のように、結線先のブロック
番地と ITEM番号が格納されます。 

   
例えば、基本 PIDブロックでは、以下のように、 PVの結線元のブロック番地と
ITEMが格納されます。 

  

 

 
 

■ その他の編集機能 

● ラインの選択 

・ ラインを１つ選択 
選択対象のラインを右クリックすると、ラインが赤色にハイライトされます。おもに、
ラインを削除するときに使用します。 
 

・ ITEMに接続されている全ラインを選択 
ブロック結線図上である ITEMに結線されているすべてのライン情報を表示すること
ができます。対象の ITEMを左クリックすると、ITEMに接続されている全てのライン
がピンク色にハイライトされます。 
ラインの選択解除を行うには、右クリックメニュー［選択解除］を選択します。 
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・ 計器ブロックに接続されている全ラインを選択 
ブロック結線図上である計器ブロックに結線されているすべてのライン情報を選択表
示することができます。対象の計器ブロックの上部を左クリックすると、接続されて
いる全てのラインがピンク色にハイライトされます。 
ラインの選択解除を行うには、右クリックメニュー［選択解除］を選択します。 

 
● ラインの削除 
ラインを選択した状態で、ライン削除、または選択ライン削除を選択します。 
・1つのラインを選択している場合 
右クリックメニュー［ライン削除］を選択します。 
・複数ラインを選択している場合 
右クリックメニュー［選択ライン削除］を選択します。 

 

● ブロック結線図のコピー 
作成されたブロック結線図の複製を、新規ブロック結線図として登録可能です。 
この機能では、ブロック結線図に登録されている計器ブロックごと新しい中項目へコ
ピーします。以下の手順で行います。 
 
1. コピー元のブロック結線図である中項目をワークスペースウィンドウから選択し、
右クリックメニュー［ブロック結線図］｜［コピー］を選択します。 

2. 大項目（LCUまたは LCB）を選択し、［設定］メニューから［ブロック結線図］
｜［貼り付け］を選択、または右クリックしてポップアップメニューから［ブロッ
ク結線図］｜［貼り付け］を選択します。 

3. 「ブロック結線図挿入」ダイアログが表示されますので、中項目番号、および中項
目名を設定します。 

4. CSVタグを自動設定する選択ダイアログが表示されます。コピーによって新規登録
される計器ブロックに自動設定を行う場合は、「はい」を選択します。 

 
ブロック結線図コピー時の制限事項は以下の通りです。 
・パラメータも含めてコピーされます。 
・コピーされるのはブロック結線図に貼り付けられているブロックのみです。中項目
のツリーに登録されていて、ブロック結線図に貼り付けられていない計器ブロック
はコピーされません。 
・異なるノードへの貼り付けはできません。アクティブノード切り替えを行うと、コ
ピーバッファがクリアされます。 

・異なる大項目への貼り付けはできません。（LCBのブロック結線図を LCUのブロッ
ク結線図に貼り付ける、など） 
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● ユーザリンクテーブルブロックの登録 

（CPUユニットとのデータ交換の設定。ループコントロールユニットは不可） 
ループコントロールボード、プロセス CPUユニット、ループ CPUユニットの場合、
ユーザリンクテーブルをブロック結線図上に貼り付けて登録することができます。 
これにより、 CPUユニットの I/Oメモリとのデータ交換を、ソフト結線によって容易
に設定することができます。（ユーザリンクテーブルの詳細については 3－5項を参照） 
1. 以下の方法で、ユーザリンクテーブルをブロック結線図上に貼り付けます（入力用
ユーザリンクテーブルと、出力用ユーザリンクテーブルに分けて貼り付けます）。 
・入力用ユーザリンクテーブル（CPUユニット→ループコントローラへの読み出し）
の場合 
ブロック結線図にて右クリックしてポップアップメニューから［登録］｜［リン
クテーブル］｜［リンク入力（メモリ→LCB）］を選択します。 

・出力用ユーザリンクテーブル（ループコントローラ→CPUユニットへの書き込み）
の場合 
ブロック結線図にて、右クリックしてポップアップメニューから［登録］｜［リ
ンクテーブル］｜［リンク出力（LCB→メモリ）］を選択します。 
以下の計器ブロックが、ブロック結線図に貼り付けられます。 
（例：入力用ユーザリンクテーブル） 

 
 
2. 設定したい ITEM位置で右クリックしてポップアップメニューから［登録］｜［リ
ンクテーブル］｜［リンクブロックのセル登録］を選択すると、ITEM位置が赤枠
で表示され、同時に以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
 
3. 登録済みのユーザリンクテーブルタグ名を選択、または新規にユーザリンクテーブ
ルにタグを登録します。 
以下のように、選択したタグの、対応する CPUユニットの I/Oメモリアドレスが表
示されます（例：DM00000）。 
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なお、この表示をタグ表示に切り替えるには、右クリックして［表示モード］｜［CSV
タグ表示モード］を選択して、その前にチェックを表示させます。以下のようにア
ドレスの位置に、タグ名が表示されます（例：host01） 

 
 
4. 他の計器ブロックと同様に、ソフト結線をします。 
（例：ユーザリンクテーブルのタグ名 host01（CPUユニットの DM00000）を基本
PIDの RSPに設定） 

 
 
 

● 付箋 
ブロック図編集モードにて、「付箋紙」（ユーザ定義のテキスト）を、ブロック結線
図上に自由に貼ることができます（Ver.2.50以降）。 
ブロック結線図 1枚あたり、最大 16個の付箋紙を貼り付けることができます（1ノー
ド計器ファイルあたりでは、最大 3000個）。1付箋紙あたり、半角で最大 200文字を
入力できます。 
これにより、計器ブロックや入出力配線などに、ユーザ定義のラベル（例：「温度タ
ンク 1制御」、「タンク現在温度」など）を付けて、表示することができます。また、
これを印刷することで、システム構成を示す完成図面を作成することができます。 
（ただし、付箋データは、ループコントローラにはダウンロードされませんので、ご
注意ください。付箋データをダウンロードするには、4-9項「タグ・コメントデータな
どの転送」を参照してください。） 
方法は、以下のとおりです。 
1. 右クリックして、ポップアップメニューから［付箋］｜［挿入］を選択します。以
下のような「Comment Data」が入力されている付箋が、デフォルトで表示されます。 



3－1 計器ブロックデータの作成 
3－1－8 ブロック結線図を編集する 

3-26 

3 
計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
成 

 
2. 付箋をダブルクリックします。または付箋を選択して、右クリックして［付箋］｜
［選択付箋］｜［編集］を選択します。以下のような、付箋内容の編集状態となり
ます。 

 
3. 文字を入力します。例：タンク温度（PV1） 
注：2行にするときは、リターンを入力します。 

 
4. 付箋以外をクリックします。以下のように、付箋となります。 

 
注：・付箋のフォントサイズを変更する場合は、付箋を選択して、右クリックして［付箋］

｜［選択付箋］｜［フォントサイズ］を選択し、フォンサイズを変更します（ポイン
ト単位。デフォルトは 12ポイント）。 

  ・付箋サイズは、デフォルト以上にすることは可能です（デフォルトより小さくするこ
とはできません）。付箋を再度選択し、右端の■を選択して（両端矢印が表示されま
す）付箋サイズを大きくします。 

 

  
5. 付箋をつまんで、配置したい位置に移動させます。 
注：・付箋が計器ブロックや結線の上に表示され、計器ブロックや結線を隠してしまう場合

は、付箋を選択して、右クリックして［付箋］｜［選択付箋］｜［透過モード］を選
択します。 

  ・付箋どうしが重なる場合は、［付箋］｜［選択付箋］｜［最前面］または［最後面］
で、前後を変更します。 
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■ 演算順序 
ループコントローラ内の演算は、各計器ブロックに設定された演算周期ごとに実施し
ます。8種類の演算周期ごとに以下①～④の順で演算します。各計器ブロックに設定
可能な演算周期については、計器ブロックリファレンスマニュアル（SBCC-835）を参
照してください。 
①ユーザリンクテーブル：Read属性 ツールソフト上の表記 Rd（→LCB） 
②システム共通ブロック 
③調節・演算／外部調節計／シーケンスブロック 
以下の優先順位で実行されます。 

1)演算順序（ITEM005）順 
2)計器ブロックのブロック番地順 
④ユーザリンクテーブル：Write属性 ツールソフト上の表記Wr（LCB→） 
 
ツールソフトでは、計器ブロックの演算順序（ITEM005）を、以下の方法で登録可能
です。 

● ITEMリストから登録する 
各計器ブロックの ITEM005を直接編集し、演算順序（1～2000）を設定します。 
初期値は 2000です。 
 

● ブロック結線図から一括登録する 
メニュー［設定］｜［演算順序一括設定］を選択すると、次のような順で演算順序が
自動設定されます。 

フリーロケーションモードの場合： 
演算順序の優先順位付けを、以下のルールのもとで行います。 
1. 計器ブロックの位置の X座標の小さいもの 
2. 計器ブロックの位置の Y座標の小さいもの 
例）以下の図は、9つの計器ブロックが貼り付けられたブロック結線図を表
しています。演算周期一括設定を実施すると、①→②→③→‥‥‥→⑨の順
に演算順序が自動設定されます。（点線部は X座標が同じなので Y座標の小
さい順に付けられます。） 

① 

②

③

④

⑥

⑤
⑦

⑧

⑨

ブロック結線図 
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台座モードの場合： 
演算周期一括設定を実施すると、左上から①→②→③→‥‥‥→⑱の順に演
算順序が自動設定されます。 

①

②

③

④

⑥

⑤

⑦ ⑩ ⑬ ⑯

⑧

⑨

⑪

⑫

⑭

⑮

⑰

⑱

ブロック結線図

 
注：同一の計器ブロックを複数の結線図に貼り付けている場合、 
中項目番号の小さいほうのブロック結線図上の演算順序が有効となります。 

 

■ コネクションマップの表示 
ある 1つの計器ブロックの入出力関係を確認したいとき、プロジェクトワークスペー
ス上でその計器ブロックを選択し、［実行］メニューから［コネクションマップ］を
選択します。 
以下のように、その計器ブロックを中心とした、入力元 ITEM、出力先 ITEMの関係図
（「コネクションマップ」と呼びます）が表示されます。 

 
これにより、ITEM単位での入出力関係を確認することができます。 
さらに、この入出力関係の図（コネクションマップ）を印刷することもできます（右
クリックしてポップアップメニューから［印刷］を選択することによります）。 

 

参 考 
 

CPUユニットの I/Oメモリアドレスを指定して、そのアドレスを使用している計器ブ
ロックのコネクションマップを表示することが可能です。コネクションマップ上で右ク
リックして［ジャンプ］｜［メモリ］｜［指定］を選択して、CPUユニットの I/Oメ
モリアドレスを指定することによります。 
なお、指定 I/Oメモリの+1CHを指定するときは、［ジャンプ］｜［メモリ］｜［Inc］
を選択、指定 I/Oメモリの-1CHを指定するときは、［ジャンプ］｜［メモリ］｜［Dec］
を選択します。 
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3－1－9 計器ブロックの ITEMを編集する 
計器ブロックの ITEMの設定方法は、以下のとおりです。 
 
1. プロジェクトワークスペース画面内の計器ブロック名（ブロック番地が左に示され
ている）をダブルクリックします。右枠内に、その設定 ITEM一覧が表示されます。 

 
Typeの欄には、S（初期設定データ）と O（運転データ）が表示されます。 
ツールソフトで設定することが必ず必要な ITEMは、Type覧が S（初期設定データ）
の ITEMです。Typeが O（運転データ）の ITEMは、モニタソフトでも設定可能で
す。 
 
 

S（初期設定データ）

O（運転データ） 

 
注：デフォルトでは、ITEMの表示順は、上記のように S→Oの順です。これを ITEM

の昇順に変更することが可能です。操作は、［ITEM］をクリックします。以
下のように ITEMの順が ITEMの昇順となります。 
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2. 設定したい項目をダブルクリックすると、対応する設定ダイアログボックスが表示
されます。 
例）ITEM004の演算周期をダブルクリックすると、以下のダイアログボックスが表

示されます。 

 
3. 値を入力し、［OK］をクリックします。または、［ENTER］キーを押します。続
けて次の ITEMを設定する場合は、［次へ］をクリックします。１つ前の ITEMを
設定する場合は、［戻る］をクリックします。 
注：オンラインの場合は、このダイアログボックスにて［転送［パソコン→PLC］］ボタン
をクリックして、設定した値のみをループコントローラにダウンロードすることも可能
です。 
ただし、［転送［パソコン→PLC］］ボタンをクリック後、この設定 ITEM一覧に表示
されている値は、ループコントローラ内の値ではなく、パソコン上のオフラインの値で
すので、ご注意ください。ダウンロードした値のモニタは、［実行］メニューから［モ
ニタ］｜［ITEMリスト］で選択した「動作確認 ITEMリスト」にて可能です。 

4. 同様にして、他の ITEMのデータを設定します。 
 

■ S（初期設定データ）と O（運転データ）の内容 
S（初期設定データ）と O（運転データ）の内容は、以下のとおりです。 

 内容 
初期設定データ（S）： 計器ファイル（拡張子.ist）の中の、1つの大項目データ内の各計器

ブロックの初期設定用データ、およびステップラダー 
注：計器ブロックの登録情報（ブロック番地への割付情報）、アナ
ログ信号／積算信号のソフト結線情報を含む 

運転データ（O）： 計器ファイル（拡張子.ist）の中の、1つの大項目データ内の各計器
ブロックの運転用データ 

初期設定＋運転データ（S＋O）計器ファイル（拡張子.ist）内の 1つの大項目データすべて 

基本的に、ツールソフトで、S（初期設定データ）の ITEMを設定し、モニタソフトで、
O（運転データ）の ITEMを設定します。 

○：基本的に設定、△：可能だが例外、×：設定不可能 
ツールソフト 
分類 

Type ITEM 例：PIDブロック 
ツール 
ソフト 

モニタソ
フト 

初期設定データ S 各計器ブロックの初期
設定用パラメータ、お
よびステップラダー 

正逆動作方向、SP設定方
式、補償方式など 

○ × 

運転データ O 各計器ブロックの運転
用パラメータ 

例：PIDブロックの SP、
警報設定、PID定数など 

△ ○ 
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注： ループコントローラに計器ブロックデータを転送／照合するとき、この分類の単位で
転送／照合します。以下のいずれかを選択します。（4-3項「ダウンロード／アップロ
ード／照合」を参照） 
なお、初期設定データ（S）、運転データ（O）の分類は、計器ブロックリファレンスマ
ニュアルの以下の内容でも確認可能です。 

 
 

ITEM種類 ITEM 
 

… 読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き
可、－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の

読出、読み書き。（S）：初期設定データ、
（O）：運転データ 

データ長
（ﾊﾞｲﾄ）

ツールソ
フトによ
る 

モニタ
ソフト
による*1

ITEM書
込ブロ
ックに
よる

ステップ
ラダーに
よる

 

接点入力 000  － － － R/W 1 

パラメー
タ 

001  R/W（S） － － － 24 

 002  R/W（S） － － － 2 

特殊 003  r － － － 2 

パラメー
タ 

004  R/W（S） － － － 2 

●測定値PV       

アナログ 006  R/W（S） － － － 4 

 
（S）：初期設定データ（ツールソフトのみで設定可能）、
（O）：運転データ（ツールソフト、モニタソフトいずれ 
    でも設定可能） 
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参 考 
 

ブロック図編集モードにおいて、青で表示される ITEMは、その ITEMを選択した
上で、右クリックし、ポップアップメニューから［編集］｜［アドレス入力］を選

択することで接続先 ITEMを指定することができます。直接ブロック番地および
ITEM番号（BBBIII）を入力するか、または［中項目／BLOCK／ITEM］のプルダ
ウンリストから選択して指定することができます。 
例）基本 PIDブロックの PV異常設定発信元指定（PVE）の設定 
1. 青色の ITEMを選択します。 

 
2. 右クリックし、ポップアップメニューから［編集］｜［アドレス入力］を選択しま
す。 

3. 以下のダイアログボックスが表示されます。［BLOCK番地・ITEM番号］ラジオボ
タンをチェックして、値を入力します。または、［Tag名、フィールド端子、シーケ
ンス制御］ラジオボタンをチェックし、［中項目／BLOCK／ITEM］のプルダウンリ
ストから選択します（*1）。 
その後、［OK］ボタンをクリックします。 

  
*1：プルダウンリストからの選択は、LCB□□の場合のみです。宛先指定の ITEMの場合、BLOCK

のプルダウンリストからはフィールド端子を選択することはできません。フィールド端子の
場合、ユーザリンクテーブルを登録して、その後リストから選択してください。 
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3－1－10 プロジェクトワークスペースを保存する 
作成したプロジェクトワークスペースのデータをプロジェクト名のフォルダにプロジ
ェクトファイルとして保存します。拡張子は.mulです。 
このプロジェクトファイルの保存時に、同時に、以下のすべてのファイル（最大 32台
の CPU装置上のループコントローラの計器ブロックデータすべて）が自動的に同じプ
ロジェクト名のフォルダに保存されます。 

ファイル種類 ファイル形式 
（拡張子） 

備考 

ノード用計器ファイル .ist  
ブロック結線図情報ファイル .mtbd  
ニモニック／ラダー図情報ファイル .mtld  
コメントファイル .cmt  
CSVタグ設定ファイル プロジェクト名.csv  
CX-Serverファイル .cdm 通信ドライバに CX-Server選

択時のみ） 
ジョブ情報登録ファイル .sjb  
ループコントローラ関連情報ファイル .lcb  
CSV形式のユーザリンクテーブルファ
イル 

LnkTable.csv  

シーケンステーブルファイル .stbl  
注：モニタソフト用のモニタタグのデータは含みません（別途、モニタタグファイルとして保
存します）。 

 

■ 現在のプロジェクト名のフォルダに保存する場合 
1. ［ファイル］メニューから［上書き保存］を選択します。［ファイル］｜［新規作
成］時に指定したフォルダ位置のプロジェクト名のフォルダに、作成したプロジェ
クトワークスペースのデータが保存されます。 

 

■ プロジェクト名のフォルダを変更して保存する場合 
1. ［ファイル］メニューから［名前を付けて保存］を選択します。 
2. 保存先フォルダを指定して、［OK］をクリックします。 
3. 現在とは別の、指定したプロジェクト名のフォルダに、作成したプロジェクトワー
クスペースデータが保存されます。 
注：保存先の初期値は、［CX-Process Tool］｜［data］フォルダ内となっています。 

 

お願い 
 

システムダウン、あるいは電源断などが起こった場合、CX-Processの計器ファイル（拡
張子.ist）が保存されないことがあります。定期的に、プロジェクトワークスペースの
データを保存することをお勧めします。 
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3－1－11 プロジェクトワークスペースを開く 
保存済みのプロジェクトワークスペースのデータを開く場合は、以下のとおりです。 
1. ［ファイル］メニューから［開く］を選択します。以下のようなダイアログボック
スが表示されます。 

 
2. ［OK］ボタンをクリックします。以下のようなダイアログボックスが表示されま
す。 

 
3. マルチノードファイル（.mul）を選択します。（例：装置 A.mulを選択） 

 
4. ［開く］ボタンをクリックします。プロジェクトフォルダ内の関連するすべてのフ
ァイルが、プロジェクトワークスペース上に読み出されます。 
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3－1－12 プロジェクトを編集する 
■ 形式変換を実行する 

「番号－機種、ユニット Ver.」を異なる「番号－機種、ユニット Ver.」に変更するに
は、［実行］｜［形式変換］を実行します。 
変更可能な組み合わせは、付録「付－1 形式変換表」を参照してください。 

 

お願い 
 

LCBユニット Ver.に「V3.0」以降を選択した場合は、後述の形式変換機能によっては
LCBユニット Ver.を｢V2.0｣以下に逆変換することはできません。 
ご使用になる LCBのバージョンをご確認の上、大項目挿入を実行してください。 

 

参 考 
 

形式変換後は、通信設定が初期値に戻ります。 

 

■ プロジェクトにコメントをつける 
プロジェクトワークスペース（プロジェクト）に対して、ユーザ定義のコメントを作
成しておくことができます。 
プロジェクトワークスペースのフォルダを選択して、右クリックしポップアップメニ
ューから［システムジョブ情報］を選択すると、以下の［システムジョブ情報登録］
ダイアログボックスが表示されます。必要なコメントを入力し、［OK］ボタンをクリ
ックします。 

 
ノード用計器ファイルに対して、ユーザ定義のコメントを作成することもできます。 
ノード用計器ファイルをダブルクリックすると、以下の［ジョブ情報登録］ダイアロ
グボックスが表示されます。必要なコメントを入力し、［OK］ボタンをクリックしま
す。 
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■ 複数ノードを登録する 
ツールソフトでは、1つのプロジェクトに最大 32のノードを登録することができます。 
プロジェクトデータを編集は、1ノードに対してのみ可能であり、編集可能なノード
を「アクティブノード」と呼びます。 
アクティブノードでは、すべての編集、およびオンライン操作が実行可能です。非ア
クティブノードでは、ツリー情報の表示のみで、編集およびオンライン操作はすべて
実行できません。 
 

● アクティブノードの表示 
プロジェクトツリー上で、アクティブノードは赤いフォルダで表示されます。また、
非アクティブノードは、白いフォルダで表示されます。 
 
 

 
 
 

アクティブなノード 
：赤いフォルダ 

アクティブでないノード 
：白いフォルダ  

 

● アクティブノードへ切り替える 
非アクティブノードをアクティブノードに切り替えるには、［設定]｜［アクティブノ
ード設定］、またはプロジェクトツリーより該当ノードを選択し、右クリックメニュ
ーから［アクティブノード設定］を選択します。 

 

お願い 
 

ツールソフトで扱えるノード番号の最大値は 32です。通信ユニットの設定が 32を超
える場合、ツールソフトからオンラインすることができません。 
通信ユニットのノード番号は、32以下を設定してください。 

 

■ 通信ドライバを変更する 
以下の手順により、作成したプロジェクトの通信ドライバを変更することができます。 
 

● ドライバ選択画面を有効にする 
1. ツールソフトを起動します。 
2. メニューの［ファイル］｜［起動時ドライバ選択］｜［表示する］を選択します。 
 

● CX-Serverから FinsGatewayに変更する 
1. 通信ドライバを変更するプロジェクトを開き、プロジェクトツリーからノードを選
択します。 

2. メニューの［設定］｜［PLC変更］または、右クリックメニュー［PLC変更］を選
択します。 

3. PLC機種変更ダイアログが表示されます。ネットワーク種別の「設定」ボタンを押
下します。 

4. ネットワークの設定画面が表示されます。ノード番号が「０」の場合、「０」以外
の値を入力し、OKを押下します。 
※FinsGatewayではノード番号０が扱えないため、1以上の値を入力してください。 
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5. プロジェクトを保存します。 
6. ツールソフトを再起動し、通信ドライバに FinsGatewayを選択します。 
7. 保存したプロジェクトを開きます。 
 

● FinsGatewayから CX-Serverに変更する 
1. 通信ドライバに CX-Serverを選択し、ツールソフトを起動します。 
2. 通信ドライバを変更したいプロジェクトを開きます。 
3. 「CX-Serverのプロジェクトファイルが存在しないか壊れています。＊＊.cdmを新
規作成しますか？」と表示されますので、［OK］を押下します。 

4. プロジェクトを保存します。 
 
以上で変換は完了です。 
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3－2 モニタソフトを使用する 
3－2－1 モニタソフト用モニタタグの設定/モニタタグファイルの作成 

モニタソフトにタグデータを渡すために、以下の 3つの操作が必要です。 
①モニタソフトとのデータ交換用計器ブロック*1の登録 
＊1：パソコン宛送信ブロック（形式 401～404）、全ノード宛送信ブロック（形式 407/408）、

パソコン設定 Do/Ao端子（形式 409/410）を指します。 
②タグ No.の設定 
③モニタタグファイルの作成（モニタタグコンパイル） 
 

1）モニタソフトとのデータ交換用計器ブロックの登録 
・作成した計器ブロックの内、モニタソフトでモニタ対象とする計器ブロック（調節
ブロック）、接点信号、アナログ信号（パラメータを含む）に関しては、パソコン
宛送信ブロック（形式 401～404）または全ノード宛送信ブロック（形式 407/408）
を登録し、その計器ブロックにおいて、それらを発信元として指定します。 
・モニタソフトから接点信号またはアナログ信号（パラメータを含む）を設定する場
合は、パソコン設定 Do/Ao端子（形式 409/410）を登録します。 
例） 

PV1 Ai4 端子 
（AD041） 

形 586 

基本 PID 
形 011 

基本 PID 
形 011 

MV1 

PV2 

RSP 

MV2 Ao4 端子 
（DA041） 

形 587 

パソコン宛 1 ブロック送信端子

形 403 

パソコン宛 1 ブロック送信端子

形 403 

ノード端子用

DM エリアの 
パソコン宛送信

領域 

CPUユニット I/Oメモリ 
DM エリア 

送信指定 

送信指定 

送信 

送信 

開平 
形 131 

 
 
例）パソコン宛 1ブロック送信端子を登録し、その発信元に、ブロック番地 001を指
定した場合 

  

 
発信元として指定 
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2）モニタ用タグの設定 
モニタソフトとのデータ交換用計器ブロックごとに、モニタタグを設定します。 

 
● パソコン宛 1ブロック/4ブロック送信ブロック（形式 403/404）の場合 
パソコン宛 1ブロック/4ブロック送信ブロックを選択した状態で、［設定］｜［タグ
設定］｜［モニタータグ］を選択します。以下のような、［モニタ Tag設定］ダイア
ログボックスが表示されます。ここで、計器ブロックに対してタグ名、タグコメント、
スケーリング（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位置、単位を入力します。入力後、
［設定］ボタンをクリックします。 
注： スケーリング（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位置、および単位は、計器ブロックの

SP、PVに対して共通の設定です。 

   
注 1：パソコン宛 4ブロック送信端子の場合、1～4エリアにて、4つの計器ブロックを選択しま

す。 
注 2：パソコン宛 Ao/Doまたは全ノード宛 Ao/Do送信端子を使用した場合、モニタソフトにお

いてチューニング画面に登録できませんので、ご注意ください。 
 

● パソコン宛 Ao/Doまたは全ノード宛 Ao/Do送信端子（形式 401/402、407/408）

の場合 
パソコン宛 Ao/Doまたは全ノード宛 Ao/Do送信端子を選択した状態で、［設定］｜［タ
グ設定］｜［モニタータグ］を選択します。以下のような、［モニタ Tag設定］ダイ
アログボックスが表示されます。ここで、アナログ入力 ITEMまたは接点入力 ITEM
に対して、タグ名、タグコメントを設定します。アナログ入力の場合、スケーリング
（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位置、単位も同時に入力します。入力後、［設
定］ボタンをクリックします。 
注：フィールド上の記号は、RH：レンジ上限、RL：レンジ下限、DP：小数点位置、UNIT：単

位です。 

 

・ アナログ入力の場合の例 
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・ パソコン設定 Do/Ao端子（形式 409/410）の場合 
パソコン設定 Do/Ao端子を選択して、同様に［設定］｜［タグ設定］｜［モニタータ
グ］を選択します。以下のような、［モニタ Tag設定］ダイアログボックスが表示さ
れます。接点入力またはアナログ入力 ITEMに対して、タグ名、タグコメントを設定
します。アナログ入力の場合、スケーリング（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位
置、単位も、同時に入力します。入力後、［設定］ボタンをクリックします。 
注：フィールド上の記号は、RH：レンジ上限、RL：レンジ下限、DP：小数点位置、UNIT：単

位です。 
 

・ 接点入力の場合 

 
1 No.（ITEM）を選択し、Tag No.フィールドをダブルクリックします。以下の［デー
タ入力］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2 Tag名を入力し（必要に応じて Tagコメントを入力し）、OKをクリックします。 

 

参 考 
 

Tag名（タグ名）は、必ず入力してください。モニタソフトは、Tag名（タグ名）で、
データを識別します。 

 
 最大文字数 使用できない文字 
タグ名 半角 8文字 なし 
タグコメント 半角 16文字 なし 
注： システムによって自動で Tag名を入力することも可能です。その場合、［一括入力］ボタ
ンをクリックします。 

 

お願い 
 

モニタソフト上でのスケーリングを示す、レンジ上限（RH）およびレンジ下限（RL）
の値は、必ず以下の値の範囲内に設定してください。 

 
桁数 最大 5桁（－符号および小数点以下の桁を含む） 
数値範囲 -5000～99999 

例）小数点以下 1桁の場合：-550.0～9999.9 
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3）モニタタグファイルの作成（コンパイル） 
 

お願い 
 

CX-Serverを選択した場合、CSVタグファイルを作成（コンパイル）する前に、［設
定］メニューから［PLC変更］を選択し、［PLC機種変更］ダイアログボックスにて、
ノードアドレスを 0以外に設定してください（ただし、オンライン接続時には、ノー
ドアドレスを 0に戻してください）。 
 
モニタソフトをインストールしている場合、以下の操作によって、モニタソフト用の
モニタタグファイルを作成（コンパイル）します。 
 
1. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタータグ］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［OK］ボタンをクリックします。 
3. 以下の［マルチノードコンパイル］ダイアログボックスが表示されます。 

   
4. ［コンパイル］ボタンをクリックします。以下のようにアウトプットウィンドウに
が表示されます。 

  
5. 数ノード用計器ファイルを作成している場合、［マルチノードコンパイル］ダイア
ログボックスにて、［次のノード］をクリックします。同様に上記 3の操作をしま
す。 

6. 作成終了後、［マルチノードコンパイル］ダイアログボックスにて、［終了］をク
リックします。 
注：モニタタグが重複しているか否かをチェックしたい場合は、［マルチノードコンパイル］
ダイアログボックスにて、［モニタ Tag重複チェック］ボタンをクリックします。以下のよ
うにアウトプットウィンドウに結果が表示されます。 
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お願い 
 

モニタタグファイルを作成する場合、モニタソフトを同一パソコンにインストールして
いることが必要です。 
ツールソフトと同一のパソコンにモニタソフトをインストールしていない場合、モニタ
タグファイルを作成することはできませんので、ご注意ください。 
 
注： このコンパイル操作によって、以下のフォルダ位置に、自動的に、ファイル名固定でモニ
タタグファイル（CPU装置 1台分のモニタタグデータ）が作成されます。 
フォルダ位置：Omron¥CX-Process Monitor ¥db 
（下線部は、モニタソフトのインストール先フォルダです。） 
ファイル名：mtagmst、および mtagsubmst 
このモニタタグファイルを複数作成して、モニタソフトから運用パスを切り替えて使用す
ることも可能です。 

 

参 考 
 

モニタタグファイルは、以下のいずれかの場合に、再作成（コンパイル）をしてくださ
い。 
・モニタソフトとのデータ交換用計器ブロックを変更（パソコン宛送信端子の発信元を
変更）した場合 

・モニタ用タグを変更した場合 
・アドレス設定（ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスのいずれか）
を変更した場合 
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3－2－2 モニタタグリストの確認 
大項目（ループコントロールユニット）、ノード用計器ファイル、またはプロジェク
トワークスペース単位でのモニタタグを一覧表示することができます。 
注：設定後のデータを一覧表示します。コンパイルの前でも後でも表示可能です。 
 
1. 大項目（デフォルトで LCU001-1）、ノード用計器ファイル、またはプロジェクト
ワークスペースを選択します。 

2. ［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタータグ］を選択します（または右クリッ
クして、ポップアップメニューから［リスト］｜［モニタータグ］を選択します）。
以下の［モニターtagリスト］ダイアログボックスが表示されます。 

 現在、どのノードアドレスの、どのループコントロールユニットのブロック番地何
番のデータ交換用計器ブロックによって、どんなタグ名が設定されているかが、一
覧で表示されます。 

  

 

連番 

ネットワークアドレス 

ノードアドレス（どのノード用計器ファイルか） 

号機アドレス（どのループコントロールユニットか） 

ブロック番地 

ブロック形式： ブロック名 タグ名 
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3－3 モニタ Plusを使用する 
 

モニタ Plusにタグデータを渡すために、ツールソフトにて以下の 6つの操作が必要で
す。 

1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
4）モニタ Plus用タグファイルの生成 
5）計器ブロックデータのループコントローラへのダウンロード 
6）モニタタグファイルのコンパイル 
 

1）ネットワークアドレス／ノードアドレス／号機アドレスの設定 
PLC（プログラマブルコントローラ）と通信するための、ネットワークアドレス／ノ
ードアドレス／号機アドレスの設定は、ツールソフトのアドレス設定（［設定］｜［ア
ドレス設定］）または［設定］｜［PLC変更］）によります。 
このため、モニタ Plusの通信設定はツールソフトで行います。 

 

お願い 
 

モニタソフトおよびモニタ Plusは、PLCとの接続用通信ドライバに FinsGatewayを
使用します。そのため、モニタソフトおよびモニタ Plusを使用する場合は、ツールソ
フトの通信ドライバには、必ず「FinsGateway」を選択してください。「CX-Server」
を選択した場合、モニタ Plusを、PLCにオンライン接続することはできません。 

 

2）モニタ Plusとのデータ交換用計器ブロックの登録/結線 
桁数 最大 5桁（－符号および小数点以下の桁を含む） 

数値範囲 -5000～99999 
例）小数点以下 1桁の場合：-550.0～9999.9 

 
 

モニタ Plusから、接点を操作（設定）
／表示するためのブロック 

モニタ Plus から、アナログ信号を
入力するためのブロック 

モニタ Plusに、アナログ信号を
出力するためのブロック 

メインの計器ブロック 

モニタPlusから、計器ブロックの ITEM
タグをモニタするためのブロック 
（ループコントロールユニットのみ）
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3）CSVタグおよびモニタ Plus用タグの設定 
CSVタグおよびモニタ Plus用タグを、必ず設定してください。モニタ Plusは、CSV
タグおよびモニタ Plus用タグのタグ名でデータを識別します。 
例）内部スイッチブロック（形式 209）の場合 

 
 

項目 最大文字数 使用できない文字
タグ名 半角 16文字 なし 
タグコメント 半角 16文字 なし 

 

お願い 
 

モニタ Plus上でのスケーリングを示す、レンジ上限（RH）およびレンジ下限（RL）
の値は、必ず以下の値の範囲内に設定してください。 

 
桁数 最大 5桁（－符号および小数点以下の桁を含む） 

数値範囲 -5000～99999 
例）小数点以下 1桁の場合：-550.0～9999.9 

 

4）モニタ Plus用タグファイルの生成 
以下の操作によって、モニタ Plus用タグファイルを生成します。 
1. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［モニタ Plusタグ］を選択します。 
 以下の画面が表示されます。エラーチェックを実施する場合は、「エラーチェック
実施」にチェックを入れます。 
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2. ［OK］ボタンをクリックします。CSVタグおよびモニタ Plus用タグのコンパイル
が開始されます。 

 正常終了すると、以下の画面が表示されます。 

 
 

お願い 
 

モニタ Plus を起動中に、モニタ Plus 用タグファイルを出力すると、以下のダイアロ
グが表示されます。 

 
モニタ Plus 起動中にモニタ Plus 用タグファイルを出力しても、タグ情報は更新され
ません。更新するには、モニタ Plusを再起動してください。 

 

5）計器ブロックデータのループコントローラへのダウンロード 
計器ブロックをダウンロードします。 

 

6）モニタタグファイルのコンパイル 
生成したモニタ Plus用タグファイルからモニタタグファイルを生成（コンパイル）し
ます。 
このコンパイル操作によって、以下のフォルダ位置に、自動的にファイル名固定でモ
ニタタグファイルが作成されます。 
フォルダ位置：Omron¥CX-Process Monitor Plus¥db 
       （下線部は、モニタ Plusのインストール先フォルダです） 
ファイル名：mtagmst、および mtagsubmst 
 
1. モニタ Plusを起動します。 
［スタート］｜［プログラム］｜［OMRON］｜［CX-Process Monitor Plus］｜［CX-Process 
Monitor Plus］を選びます。 

 
2 ［起動］ボタンをクリックします。 
このとき、モニタタグファイルが生成（コンパイル）されます。 
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3－4 SCADAソフトを使用する 
3－4－1 SCADAソフト用タグファイル/RS View用タグファイルの作

成 
SCADAソフト用タグファイル／RS View用タグファイルを作成するためには、以下の
操作が必要です。 
①SCADAソフトとのデータ交換用計器ブロックの登録 
・ループコントロールユニット： 
全ブロック送信（形式 462）、全ブロック受信（形式 461）を登録（必要に応じ
て、拡張 CPU端子、CPU端子を登録） 

・LCB□□： 
システム共通ブロック（形式 000）の HMI I/F機能関連の ITEMを設定（必要に
応じて、ユーザリンクテーブルにタグを登録） 

②各計器ブロックごとの CSVタグの設定（タグ名の設定など） 
注：ツールソフト Ver.3.1以降では、計器ブロック登録時に、CSVタグの設定を自動登録可

能（CSV タグ自動設定機能）。それを Excelなどで編集した後、プロジェクトに読み込
むことも可能。 

③SCADAソフト用タグファイルの作成 
 
SCADAソフト用タグファイル（デフォルト：Taglist.csv）と RS View用タグファイル
（任意ファイル名.csv）は、以下のように使い分けてください。 

● NSシリーズ PTを使用する場合 
1. SCADAソフト用タグファイルを作成（［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSV
タグ］）してください。 
2. NSフェースプレート自動生成ツールによってインポートしてください。 
注：ツールソフト Ver.4.0以降は、本 SCADAソフト用タグファイル作成（CSVタグコンパイル
実行）と NSフェースプレート自動生成ツール起動を一連の操作で実行できます（［実行］
｜［タグファイル出力］｜［NSFP起動］）。 

● RS View32を使用する場合： 
SCADAソフト用タグファイルをもとに、RS View用タグファイルを作成（［実行］｜
［タグファイル出力］｜［RS Viewタグ］）し、その RS View用タグファイルを RS View32
のインポートユーティリティにて直接インポートします。 
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ツールソフト 

インポート 

SCADA ソフト用 
CSV タグファイル

（Taglist.csv） 

SYSMAC OPC 
Server 

OPC タグ設定 
ファイル 
（.sdb：バイナリ）

CSV タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[CSV タグ]） 
または[実行]｜[タグファイル出力]｜[NSFP 起動]）

RS View32 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View 用タグファイル出力 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜
[RS View タグ]） 

NS フェースプレート 
自動生成ツール 

NS プロジェクト

ファイル 
（.ipp：バイナリ） 

NS シリーズ PT 

インポート 

（ ツ ー ル ソ フ ト

Ver.3.2 以降） 

自動生成 

自動生成 

手動エクスポート 

RS View 用 
タグファイル 
（***.csv） 

SCADA ソフト用 
CSV タグファイル 
（Taglist.csv） 

インポートユーティリ 
ティによりインポート 

RS View 用 
タグファイル 
（***.csv） 

SYSMAC OPC 
Server Ver.2.4

以降 

 
 

参 考 
 

CSV設定ファイル（プロジェクト名.csv）は、SCADAソフト用タグファイルまたは
RS View用タグファイル（デフォルト：Taglist.csv）を作成（コンパイル）するため
に、システムによって自動生成されるデータファイルです。 
これに対して、SCADAソフト用タグファイルまたはRS View用タグファイルは、CSV
設定ファイル（プロジェクト名.csv）をもとに、CSVタグファイル出力または RS View
用タグファイル出力によって作成される、CPUユニットの I/Oメモリがタグ ITEMご
とに割り付けられた後のファイルです。 
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■ SYSMAC OPC Server V2.6の拡張スケーリング情報について 

（ツールソフト Ver.4.0以降のみ） 
SYSMAC OPC Server V2.6からスケーリング機能が拡張されました。 
拡張スケーリング情報を使用すると、OPCサーバで、工業量単位でスケーリングが可
能になります。このため、SCADAソフト側でスケーリングを設定する必要がなくなり
ます。 
ツールソフトから SYSMAC OPC Server V2.6に、CSVタグを拡張スケーリング情報付
きでエクスポートするには、ツールソフト Ver.4.0以降が必要です。 
以前のツールソフトの場合、拡張スケーリング情報をエクスポートできません。 
 

● 拡張スケーリング情報のエクスポート方法 
CSVタグを拡張スケーリング情報付きでエクスポートするには、以下のようにします。 

・ 手順 1：オプション設定 
［設定］－［オプション］にて、［CSVタグ設定］タブをクリックします。 
以下のダイアログが表示されます。 

 
「拡張プロパティを表示」チェックボックスをオンにします。 
他の項目の意味は、以下のとおりです。 
・OPCサーバ工業量タグを常に有効にする 
デフォルトで OPC工業量タグ出力を有効とする場合、チェックします。 
・ユーザリンクテーブルを OPCサーバ工業量タグとする。 
ユーザリンクテーブルの CSVタグに対して、工業量タグ出力を行う場合、チェック
します。チェックした場合、ユーザリンクテーブルの CSVタグエントリに対しても
OPCサーバ工業量タグ出力が可能になります。 
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・MV関連 ITEMのデータ範囲を 0－100%とする  
OPCサーバ上での、MV（上位表示MV出力値、またはMAN時マニュアル操作量）、
MH_LMT（MVリミット上限値）、ML_LMT（MVリミット下限値）の 3つの ITEM
のデータ範囲を、下限値＝0.00%、上限値＝100.00%とするときにのみ、チェックし
ます。 
 

・ 手順 2：CSVタグ設定時に「OPC工業量タグ出力」チェックボックスをチェックす
る 

CSVタグ設定時に「OPC工業量タグ出力」チェックボックスをチェックします。 

 
 

・ 手順 3：タグファイル出力 
［実行］－［タグファイル出力］にて、［CSVタグ］または［RSViewタグ］を実行
します。 
 

■ OPCサーバダイレクトアクセスについて 
SYSMAC OPC Server Ver.2.5以降を使用している場合、HMI I/Fエリアを使用せずに、
直接 SYSMAC OPC Serverから以下の計器ブロックの全 ITEMを SCADAソフトから設
定/モニタできます。 

・ OPCサーバダイレクトアクセスが可能な計器ブロック 
・台形プログラム（形式 155） 
・折れ線プログラム（形式 156） 
・折れ線プログラム 2（形式 157） 
 

・ OPCサーバダイレクトアクセスの使用方法 
OPCサーバダイレクトアクセスを使用するには、SCADAソフト用タグファイル、ま
たは RS View用タグファイルに OPCサーバダイレクトアクセスタグを、出力すること
が必要です。 
OPCサーバダイレクトアクセスタグを出力するには、以下のようにします。 
1. ［設定］｜［オプション］を選択します。 
2. ［一般］タブの「OPCサーバダイレクトアクセスタグを有効にする」をチェックし
ます。 
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3. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］または［実行］｜［タグファイル
出力］｜［RS Viewタグ］を選択して、SCADAソフト用タグファイルまたは RS View
用タグファイルを出力します。 
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■ SCADAソフト用タグファイル／RS View用タグファイルの作成手順 

手順 1）SCADAソフトとのデータ交換用計器ブロックの登録 
・ループコントロールユニット： 
全ブロック送信、全ブロック受信の登録（必要に応じ、拡張 CPU端子、CPU端子の
登録） 
・LCB□□： 
システム共通ブロック（形式 000）の HMI I/F機能関連 ITEMの設定（必要に応じ、
ユーザリンクテーブルにタグを設定） 

 

● ループコントロールユニットの場合 
全ブロック送信（形式 462）および全ブロック受信（形式 461）をともに必ず登録しま
す。CSVタグ設定で設定不可能な ITEMに対して CSVタグを設定したい場合は、拡張
CPU端子または CPU端子を登録し、その ITEMを入出力します。 
 

お願い 
 

ループコントロールユニットの場合、SCADAソフト用タグファイルを作成すると
き、全ブロック送信（形式 462）および全ブロック受信（形式 461）はともに必
ず登録してください。この 2つの計器ブロックが登録されていない場合、ループ
コントロールユニットでは、SCADAソフト用タグファイルを作成することができ
ません。 
 

● LCB□□の場合 
システム共通ブロック（形式 000）の ITEM059（HMI I/F機能不使用 SW）、ITEM050
（HMI I/F用メモリ割付先 EMエリアバンク No.）、ITEM051（HMI I/F機能演算周期）
を設定します。それ以外の ITEMに対して CSVタグを設定したい場合は、ユーザリン
クテーブルにタグを登録し、その ITEMを入出力します。 
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手順 2）CSVタグの設定 
計器ブロックごとに、CSVタグを設定します。 
CSVタグを設定できる計器ブロックは、以下のとおりです。 
・ループコントロールユニットの場合： 
調節ブロック、演算ブロック（接点接続＜形式 201＞、デフォルト登録の「一時記
憶」内部スイッチを除く）、外部調節計ブロック、拡張 CPU端子ブロック、CPU端
子ブロックです。 
・LCB□□の場合： 
システム共通ブロック、調節、演算ブロック（接点接続＜形式 201＞、デフォルト
登録の「一時記憶」内部スイッチを除く）、外部調節計ブロック（形 CS1D-LCB05D
の場合、外部調節計ブロックは使用不可） 

 
ツールソフト Ver.3.1以降では、CSVタグの設定方法に、以下の a）b）の 2つの方法
があります（ツールソフト Ver.3.0以前では、b）のみ可能）。 
a）［CSV Tag設定］ダイアログボックスで個々に設定する方法 
b）自動登録後、Excelで編集して設定する方法（CSVタグ自動設定機能による） 
 
上記のいずれかの方法で CSVタグを設定した後、SCADAソフト用タグファイルを作
成（コンパイル）して、SCADAソフト用タグファイルを、SCADAソフトや PTなど
で使用します。 
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a）［CSV Tag設定］ダイアログボックスで個々に設定するとき 
手順の流れは以下のとおりです。 

 

 
1.CSV タグを設定 
（調節/演算ブロックなどを選択して、 
[設定]｜[タグ設定]｜[CSV タグ]） 

3. CSV タグファイルを作成（コンパイル）

（[実行]｜[タグファイル出力]｜[CSVタグ]）

CSV タグ設定ファイル（.csv）の自動生成 

CSV タグファイル（.csv）の作成 

2. ノード用計器ファイル保存し、 
（[ファイル]｜[上書き保存]） 
CSV タグ設定ファイル（.csv）自動生成 

 
 

以下の方法によります。 
1. 調節ブロック、演算ブロックなどのCSVタグが設定可能な計器ブロックを選択し、
［設定］｜［タグ設定］｜［CSVタグ］を選択します。以下の画面が表示されます。 

  
2. ここで各計器ブロックに対して、Tag名（タグ名）、スケーリング上限／下限、、
単位などを設定します。 
注：スケーリング上限、下限、小数点位置、および単位は、計器ブロックの SP、

PVなどに対して共通の設定です。 
3. ［設定］ボタンをクリックします。 
CSVタグの設定内容は、以下のとおりです。 

設定内容 データ範囲 
Tag名（代表タグ） 最大半角 16文字（使用できない文字：なし） 
Tagコメント 最大半角 16文字（使用できない文字：なし） 
スケーリング上限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-550.0～

9999.9） 
スケーリング下限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-550.0～

9999.9） 
DP位置（スケーリング小数点位置） 0～9 
単位 最大半角 8文字（使用できない文字：なし） 
注：ノード用計器ファイル保存時に、上記のユーザ設定データに以下のデータが付加された、

CSV設定ファイル（プロジェクト名.CSV）が、自動的に作成されます。 
設定内容 データ範囲 

ネットワークアドレス 0～127 
ノードアドレス（*1） 0～32 
号機アドレス 16～31、225 
ブロック形式 0～1000 
ブロック番地 0～1000 
ブロック形式名  

*1：CX-Serverを選択した場合、SCADAソフト用タグファイルを作成（コンパイル）する前
に、ノードアドレスを 0以外に設定することが必要です。 

 

参 考 
 

Tag名（タグ名）は、必ず入力してください。SCADAソフトは、Tag名（タグ名）
で、データを識別します。 
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b）自動登録後、Excelで編集して設定するとき（ツールソフト Ver.3.1以降のみ） 
手順の流れは以下のとおりです。 
1.計器ブロック登録時に、「CSV Tag自動登録」
チェックボックスをチェックして、登録 

2. ノード用計器ファイル保存し、 
（[ファイル]｜[上書き保存]） 
CSVタグ設定ファイル（.csv）自動生成 

CSVタグを設定 
（調節/演算ブロックなどを選択して、 
[設定]｜[タグ設定]｜[CSVタグ]） 

5.SCADAソフト用タグファイルを作成（コンパ
イル） 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[CSVタグ]）

3. Excel等で、プロジェクトのフォルダの下の
CSVタグ設定ファイル（.csv）を編集（タグ
名、スケーリングなど） 

4. プロジェクトを開く 
（[ファイル]｜[開く]） 

さらに編集する時のみ 

CSVタグ設定ファイル（.csv）の自動生成 

SCADAソフト用タグファイル（.csv）の作成 

CSVタグ設定ファイル（.csv）の編集 

CSVタグ設定ファイル（.csv）の読み込み 

 
 

以下の方法によります。 
1. 調節ブロック、演算ブロックなどの CSVタグが設定可能な計器ブロックを登録す
るとき、以下のような「CSV Tag自動登録」チェックボックスをチェックして登録
します。（登録しない計器ブロックの場合、「CSV Tag自動登録」チェックボック
スをオフにして登録します。） 

 
 
注：上記 CSVタグ設定の自動登録は、計器ブロック挿入、計器ブロック貼り付け（中項目

選択時の小項目貼り付け）、ブロック結線図貼り付けのいずれかの時に登録されます。 
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2. 以下の内容の CSV設定ファイル（プロジェクト名.csv）が、ノード用計器ファイル
保存時に、CX-Process Tool｜dataの下のプロジェクト名のフォルダの下に、自動的
に作成されます。 

 
 CSV設定ファイル（プロジェクト名.csv）の内容： 

設定内容 CSV Tag自動登録に設定されるデータ 
Tag名（代表タグ） Tag□□□ 

（□□□は、計器ブロック番地） 
Tagコメント 空欄 
スケーリング上限値 10000 

注：内部スイッチの場合 0。 
スケーリング下限値 0 
DP位置（スケーリング小
数点位置） 

2 
注：上下限警報、偏差警報以外の演算ブロック、および内部スイッチ
の場合、0。 

単位 空欄 
ネットワークアドレス 0～127 
ノードアドレス 0～32 
号機アドレス、 16～31、225 
ブロック形式 0～1000 
ブロック番地 0～1000 
ブロック形式名 名称 

登録される計器ブロックの内容が自動的に反映され
ます。 

 
3. この CSV設定ファイル（プロジェクト名.csv）を、Excelなどの表計算ソフトで開
いて、編集します。 

 
 
 以下のようにタグ名（代表タグ）、スケーリング上限値、スケーリング下限値、DP
位置、単位を編集します。 
 

スケーリング下限値を 100
に設定 
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CSVタグの設定可能な内容は、以下のとおりです。 
設定内容 データ範囲 
Tag名（代表タグ） 最大半角 16文字（使用できない文字：なし） 
Tagコメント 最大半角 16文字（使用できない文字：なし） 
スケーリング上限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～

9999.9） 
スケーリング下限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～

9999.9） 
DP位置（スケーリング小数点位置） 0～9 
単位 最大半角 8文字（使用できない文字：なし） 
ネットワークアドレス 0～127 
ノードアドレス（*1） 0～32 
号機アドレス 16～31、225 
ブロック形式 0～1000 
ブロック番地 0～1000 
ブロック形式名 自動入力されます 

*1：CX-Serverを選択した場合、SCADAソフト用 CSVタグファイルを作成（コンパイル）
する前に、ノードアドレスを 0以外に設定することが必要です。  

 

参 考 
 

Tag名（タグ名）は、必ず入力してください。SCADAソフトは、Tag名（タグ名）
で、データを識別します。 

 
4. ファイル名／拡張子／フォルダ位置をそのままにして、上書き保存します。 
5. プロジェクトを再び開きます。CSVタグリストにその編集結果が、自動的に反映さ
れます。なお、CSVタグリストは、［実行］｜［タグリスト表示］｜［CSVタグ］
を選択することにより表示されます。 

6. 必要に応じて、前述の a)［CSV Tag設定］ダイアログボックスで個々に設定する方
法によって、個々の計器ブロックの CSVタグを編集します。 
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手順 3）作成した CSVタグ設定の確認 
以下の操作によって、作成した CSVタグ設定を確認可能です。 
1. ［実行］｜［タグリスト表示］｜［CSVタグ］を選択します。以下のウィンドウが
表示されます。 

 
 

手順 4）SCADAソフト用タグファイルまたは RS View用タグファイルの作成 

（コンパイル） 
 

お願い 
 

CX-Serverを選択した場合、CSVタグファイルを作成（コンパイル）する前に、［設
定］メニューから［PLC変更］を選択し、［PLC機種変更］ダイアログボックスにて、
ノードアドレスを 0以外に設定してください（ただし、オンライン接続時には、ノー
ドアドレスを 0に戻してください）。 

 
CSVタグ設定終了後、以下の操作によって、SCADAソフト用タグファイルまたは RS 
View用タグファイルを作成します。 
ただし、条件として、以下のいずれかが必要です。 
①調節、演算（内部スイッチを除く）、外部調節計の各計器ブロックに CSVタグが設
定さていて、かつ全ブロック送信（形式 462）または全ブロック受信（形式 461）が
登録されていること（ループコントロールユニットのみ） 
②拡張 CPU端子ブロックに CSVタグが設定されていること（ループコントロールユ
ニットのみ）。 

 

● SCADAソフト用タグファイルを作成する場合 
1. ［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］を選択します。以下のダイアログ
ボックスが表示されます。 

 
・「エラーチェック実施」のチェックボックスをつけたままとした場合、［OK］
ボタンを押すとコンパイル時のエラーチェックの結果が、表示されます。 

・ループコントロールボードの場合、もしこの CSVタグファイルにユーザリンク
テーブルのタグを追加したい場合、「ユーザリンクテーブル情報の追加」チェッ
クをつけてください。 
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2. ［OK］ボタンをクリックすると、アウトプットウィンドウに実行結果が表示されま
す。 

 ［エラーがある場合］ 

 
 以下の［確認］ダイアログボックスが表示されます。 

 
 ［キャンセル］ボタンをクリックして、エラー要因を修正します。 
 （例：「ブロック番地○○で、CSV Tagが未登録です」と表示されていた計器ブロ
ックに対して、CSVタグ設定を行います。） 

 なお、エラーがあってもここで［OK］ボタンをクリックした場合、［エラーがな
い場合］と同様なダイアログボックスが表示されます。 

  
［エラーがない場合］ 

 
3. ファイル保存場所、ファイル名を入力して、［保存］ボタンをクリックします。 
4. 正常に終了すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
5. ［OK］ボタンをクリックします。 
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● RS View用タグファイルを作成する場合 
1. ［実行］メニューから［タグファイル出力］｜［RS Viewタグ］を選択します。以
下のダイアログボックスが表示されます。 

 
・「エラーチェック実施」のチェックボックスをつけたままとした場合、［OK］
ボタンを押すとコンパイル時のエラーチェックの結果が、表示されます。 

 

参 考 
 

・RS View用タグファイルにユーザリンクテーブルのタグを追加する場合（各ユーザ
リンクテーブル登録時に、［ユーザリンクテーブル編集］ダイアログボックスまたは
［ユーザリンクテーブル一括登録］ダイアログボックスにて、「CSV Tag情報とし
て出力する」を有効にした上で）、「ユーザリンクテーブル情報の追加」を有効にし
てコンパイルを実行します。 

・ユーザリンクテーブルの作成（登録）時に、「CSV Tag情報として出力する」を有
効にしていない場合、この［CSV Tagコンパイル］ダイアログボックスにて「ユー
ザリンクテーブル情報の追加」を有効にしても、そのユーザリンクテーブルのタブは
追加されません。 

 
2. ［OK］ボタンをクリックすると、アウトプットウィンドウに実行結果が表示され
ます。 

 ［エラーがある場合］ 

 
 ［エラーがない場合］ 
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3. ファイル保存場所、ファイル名を入力して、［OK］ボタンをクリックします。以
下の［RS View用 Tagコンパイル］ダイアログボックスが表示されます。 

「代表 Tagをグループとする」をチェックあり時： 
・OPC Serverのグループ名＝CSVタグファイルのタグ名（代表タグ）。
・OPC Serverのタグ名＝CSVタグファイルの ITEMタグ。 
 

「代表 Tagをグループとする」をチェックなし時： 
・OPC Serverのタグ名＝CSVタグファイルのタグ名（代表タグ）と ITEM
タグ間を＿で連結したもの。 

OPCタグ設定ファイル（.sdb）（OPC Serverのバイナリファイル）の自
動生成場所を指定します。 

RS View用タグファイルのファイル名および出力先フォルダを指定しま
す。 
ここで指定したファイルを使用して、ツールソフトのタグを RS View32の
タグデータベースにインポートします。インポートには RS Viewの
Database Import & Export Wizardを使用します。 

ネットワーク上に存在する OPCサーバ（リモートサーバ）に保存されている RS 
View用タグファイルをリモートサーバ上でコンパイルするとき、チェックします。
リモートサーバのコンピュータ名または IPアドレスを入力します。 
自パソコンに OPCサーバがインストールされていない場合や、ひとつの OPCサ
ーバで情報管理を行いたい場合に使用します。 
ただし、自パソコンで出力した RS View用タグファイルをリモートサーバに転送
しておく必要があります。クライアント上のタグファイルをリモートサーバにてコ
ンパイルすることはできません。リモートサーバ設定についての詳細は、SYSMAC 
OPC Server オペレーションマニュアルを参照してください。 
注：Tagコンパイル用データ指定、OPC Tagファイル名、RS View用 CSVファイ
ル作成で指定するファイル名は、リモートサーバ上の絶対パスで指定してくだ
さい。 

同一パソコンで起動中の CX-Programmerの、現在の CXPプロジェクト内
の全ローカル変数テーブルの変数情報を追加するとき、チェックします。

SCADAソフト用タグファイル（Taglist.csv）をコンパイル対象として指定
するとき、チェックをして、そのファイルを指定します。 

RS View32のプロジェクトの中で、OPC Serverに対して設定してノード名
を指定します。 

OPC Server の整数型のデータを RS View32のデフォルトの型（実数型）
に変換する場合、チェックします。 

出力するファイル種類を選択します。 
・Tag：タグデータのみを出力します。 
・Tag ＋ Min/Max ＋ 単位：タグデータに付加情報*1を出力します。 
 *1：付加情報とは、スケーリング情報（スケーリング上限値/下限値、小数

点位置）、単位、データ範囲上限値・下限値（スケーリング情報で換

出力するデータ型が配列の場合の処理を指定します。 

グループ階層の指定を行います。 
グループ階層を指定しない場合、すべてのタグを出力します。 
グループ階層を越えたグループにあるタグは出力されません。 

OPC Serverにて+100～+115％と-15～0%の間のデータを無効にする場合
チェックします。これにより、OPCサーバでは、+100～+115％は+100%、
-15～0%は 0％として扱います。 
例えば、PIDの HHはデータ範囲は-15.00～+115.00ですが、+100～+115％
と-15～0%の間のデータは無視され、0～100のデータのみ使用します。 

 
4. ［OK］ボタンをクリックします。正常に終了すると、以下のダイアログボックス
が表示されます。 

 
5. ［OK］ボタンをクリックします。 
注：RS View用タグファイルに OPCサーバダイレクトアクセスタグを追加するこ

ともできます。SCADAソフト用タグファイル出力に OPCサーバダイレクトア
クセスタグを追加する場合と同様です。 
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参 考 
 

RS View32からループコントローラ内の ITEMを指定する方法の全体フローは、以下
のとおりです。 
 

 

1.計器ブロック登録時に、「CSV Tag 自
動登録」チェックボックスをチェック
して、登録 

①HMI I/F用のタグ（調節・演算ブロ
ック＋外部調節計ブロックのタグ）

2. ノード用計器ファイル保存し、 
（[ファイル]｜[上書き保存]） 
CSVタグ設定ファイル（.csv）を作成 

SYSMC OPCサーバ Ver.2.4以降で、RS View用タグファイル
を自動生成 

2 ユーザリンクテーブルに登録時に、
「CSV Tag 情報として出力する」の
チェックボックスをチェック 

②ユーザリンクテーブルのタグ 

1.ユーザリンクテーブルにタグを登録
（[設定]｜[編集]｜[ユーザリンクテ
ーブル編集]） 

1.CSVタグを設定 
（調節/演算ブロックなどを選択して、
[設定]｜[タグ設定]｜[CSVタグ]） 

RS View32用タグファイルを作成（コンパイル） 
（[実行]｜[タグファイル出力]｜[RS Viewタグ]） 

a）自動登録後、Excel で編集して設
定するとき 

b）［CSV Tag設定］ダイアログボッ
クスで個々に設定するとき 

3. Excel等で、プロジェクトのフォルダの
下の CSV タグ設定ファイル（.csv）を
編集（タグ名、スケーリングなど） 

4. プロジェクトを開く 
（[ファイル]｜[開く]） 

さらに編集す
る時のみ 

システム共通ブロックの HMI I/F 関連
ITEMの設定 

RS View32にて RSView32用タグファイルをインポート 
（RS Viewの Database Import & Export Wizard） 

RS View32から、タグ名を指定して、ループコントローラの
データまたは CPUユニット I/Oメモリを読み書き 

3. CSVタグファイル作成時に「ユーザ
リンクテーブル情報の追加」チェッ
クボックスをチェック 
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■ SCADAソフト用タグファイルの内容 

（OPCサーバダイレクトアクセスタグを含む） 
コンパイル操作によって、作成される SCADAソフト用タグファイルの内容は、以下
のとおりです。下表における上から下の順でカンマ区切りのテキストファイルで保存
されます。表計算ソフトで読み出し可能です。 
このタグファイルを OPCサーバで入力します。その上で RS Viewなどの SCADAソフ
トから、タグ名およびタグ ITEMを指定して、（OPCサーバを介して）ループコント
ローラのデータを読み書き可能です。 

各 ITEMのデータ範囲   設定内容 
HMI I/F用のタグの場合 ユーザリンクテーブルのタグの場合 OPCサーバダイレクト

アクセスタグ 
レコード番号 1～65535 HMI I/F用タグと同じ  
ノード名 最大半角 6文字 HMI I/F用タグと同じ FDAC+ノード番号 
大項目（LCUまたは
LCB）名 

LCB 01、LCB03、LCB05、LCB05D、
LC0011、LC0012、LC0013 

LCB01、LCB03、LCB05、LCB05D HMI I/F用タグと同じ 

タグ名（代表タグ） 最大半角 16文字（使用できない文
字：なし） 

LNK（固定）  

タグ ITEM 計器ブロックの各 ITEMごとに固定 ユーザリンクテーブルのタグ名  
タグコメント 最大半角 16文字（使用できない文

字：なし） 
ユーザリンクテーブルのタグのコメ
ント（最大半角 23文字）（使用でき
ない文字：なし） 

 

タグタイプ 0：アナログ、1：接点 HMI I/F用タグと同じ  
データ属性 ＊1 I：INT、U：UNIT、0：接点 HMI I/F用タグと同じ 0:接点 

B:１バイトデータ 
U:UINT I:INT 

接点アラームタグ ＊1 0：通常、1：アラーム対象 0 0 
スケーリング上限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～9999.9） HMI I/F用タグと同じ 
スケーリング下限値 -5000～99999（例：小数点以下 1桁の場合：-500.0～9999.9）  
DP位置（スケーリング
小数点位置） 

0～9  

単位 最大半角 8文字（使用できない文字：なし）  
データ範囲上限値 -340680～330779 

（±320%のデータを上限 99999、下
限-5000でスケーリングした場合） 

65535（固定）  

データ範囲下限値 -340680～330779 
（±320%のデータを上限 99999、下
限-5000でスケーリングした場合） 

-32768（固定）  

ネットワークアドレス 0～127 HMI I/F用タグと同じ  
ノードアドレス 1～32 HMI I/F用タグと同じ  
号機アドレス 16～31, 225 225  
I/Oメモリエリア種別 0：CIO、1：W、2：H、3：D、4：E0、

5：E1、6：E2、…、15：EB、16：EC
HMI I/F用タグと同じ 99（固定） 

アドレス 0～65535 HMI I/F用タグと同じ 0 
接点位置 0～15 HMI I/F用タグと同じ 0 
ブロック形式 0～999 -1 HMI I/F用タグと同じ 
ブロック番地 0～999 -1  
ITEM番号 0～999 -1  
オフセット（書込デー
タ） ＊2 

±32767 
0：読出と書込が同一アドレス、0以
外：読出アドレス＋オフセット 

0 0 

RW種別 R：読出、RW：読出／書込、W：書
込 

R：読出、W：書込 
注：SCADAソフトから見た読み書き
です。タグが CPUユニットから R（→
LCB）の場合、SCADAソフトからは
W：書込、CPUユニットへW（LCB
→）の場合、SCADAソフトからは
R：読出となります。 

HMI I/F用タグと同じ 

レンジ変換上限値 0 -32000～32000 0 
レンジ変換下限値 0 -32000～32000 0 
拡張スケーリング設定 
＊3 

0：無効 
1：有効 

HMI I/F用タグと同じ  

＊1：「データ属性」および「接点アラームタグ」は、おもに OPCサーバで使用するデータです。 
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＊2：「オフセット」は、ループコントローラの ITEM番号に読出用と書込用があるときに格納さ

れます。 
読出用と書込用の CPUユニットの I/Oメモリアドレスが同一の場合、オフセットに 0が
格納されます。 
読出用と書込用の CPUユニットの I/Oメモリアドレスが異なる場合、書込のアドレスが
読出のアドレス＋nCHのとき、その nの値が格納されます。 

＊3：ツールソフト Ver.4.0以降で、拡張スケーリング情報をエクスポートしたときのみ。 
 

● SYSMAC OPCサーバの「LCU用プロパティ」と「CSVタグファイル」のデータ

の対応関係 
SYSMAC OPCサーバの「LCU用プロパティ」と「CSVタグファイル」のデータの対
応関係は、以下のとおりです。 

LCU用プロパティ CSVタグファイル CSVタグファイル列番号 
接点アラームタグ 接点アラームタグ 9 
スケーリング上限 スケーリング上限値 10 
スケーリング下限 スケーリング下限値 11 
DP位置 DP位置 12 
単位 単位 13 
データ範囲上限 データ範囲上限値 14 
データ範囲下限 データ範囲下限値 15 
計器 FP番号 ブロック形式 22 
ブロック番地 ブロック番地 23 
ITEM番号 ITEM番号 24 
スケーリング元上限値 レンジ変換上限値*1 27 
スケーリング元下限値 レンジ変換下限値*1 28 

*1：ユーザリンクテーブルの登録時に「CSVタグ情報として出力」を選択したときにのみ変更
可能。 
ユーザリンクテーブル以外のタグにはデフォルト値としてレンジ変換上限値 10000、レンジ
変換下限値 0が設定されます。 

 



3－4 SCADAソフトを使用する 
3－4－2 HMI I/F用データの割付状況の CSV出力機能（ツールソフト Ver.3.2以降） 

3-65 

3 
計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
成 

3－4－2 HMI I/F用データの割付状況の CSV出力機能（ツールソフト
Ver.3.2以降） 
ツールソフト Ver.3.2以降では、HMI I/F用データの割付状況（どのタグ/タグ ITEMが、
EMエリアのどのアドレスに割り付いているか）を CSV形式で出力することができま
す。 
注 1：ユーザリンクテーブルのタグは含まれません。 
注 2：最大 65,535行です。 
 

■ 方法 
［実行］｜［タグファイル出力］｜［HMI I/Fメモリマップ出力］を選択し、CSVタ
グコンパイルを実行し、ファイル名（デフォルト：HMI_IFMap.csv）を指定して、CSV
ファイルを保存します。 
 

■ データのフォーマット 

● アナログデータ 
<タグ名>_<ITEMタグ名>,< INTまたは UNIT >,<割付 EMバンク No>_<アドレス>,<コ
メント> 
例） 

 Tag010_P,UINT,E5_89,基本 PIDタグ 
Tag010_I,UINT,E5_90,基本 PIDタグ 
Tag010_D,UINT,E5_91,基本 PIDタグ 

 
● 接点データ（通常） 

<タグ名>_<ITEM タグ名>_<Bit 位置>,<BOOL>,<EM バンクNo>_<アドレス>,<コメント> 
例） 

 Tag010_R/L_SW_Bit00,BOOL,E5_98,基本 PIDタグ 
Tag010_A/M_SW_Bit01,BOOL,E5_98,基本 PIDタグ 
Tag010_AOF_Bit02,BOOL,E5_98,基本 PIDタグ 

 
注：保存するときに、「CX-Programmer変数テーブル形式」のチェックボックスをチェックする

と、CX-Programmerの変数テーブルに貼り付けることができる形式で CSVファイルに保存
されます。 

● 接点データ（CX-Programmer変数テーブルフォーマット） 
<タグ名>_<ITEM タグ名>_<Bit 位置>,<BOOL>,<EM バンクNo>_<アドレス>,<コメント> 
例） 

 Tag010_RL_SW_Bit00,INT,E5_98,基本 PID タグ 
Tag010_AM_SW_Bit01,INT,E5_98,基本 PID タグ 
Tag010_AOF_Bit02,INT,E5_98,基本 PID タグ 

 
・ITEMタグ名に「/」が含まれる場合、削除されます。 
・「BOOL」はすべて「INT」に変換されます。 
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3－4－3 その他 HMIとのインタフェース 
■ NSフェースプレート自動生成ツール起動機能 

● 概要 
ツールソフト Ver.4.0の場合、ツールソフトから、①CSVタグコンパイル実行と、②
NSフェースプレート自動生成ツール（以下、NSFPと呼びます）起動を、一連の操作
で実行することができます。 

・ 従来 
ツールソフトにて、あらかじめ CSVタグコンパイル実行をしておいて、NSFPを起動
後、その条件設定画面にて、その保存しておいた CSVタグファイルをパス指定するこ
とが必要でした。 

・ ツールソフト Ver.4.0から NSFPを起動した場合 
［実行］メニューから［タグファイル出力］－［NSFP起動］を選択することで、CSV
タグコンパイル実行後、NSFPの自動起動が可能です。 
その場合、NSFP起動後の条件設定画面にて、作成した CSVタグファイルのパスが、
自動的に指定されます。 
注：NSFPの詳細については、「NSフェースプレート自動生成ツール オペレーションマニュア

ル」（SBCC－836）を参照してください。 
 

● NSFP起動の手順 
1. あらかじめパソコンに、NSFP Ver.2.0以降をインストールしておきます。 
2. ツールソフトにて、計器ブロックごとに、CSVタグを設定します。 
3. ［実行］メニューから［タグファイル出力］－［NSFP起動］を選択、またはツー

ルバー上の アイコンをクリックします。 

4. CSVタグコンパイルが実行されます。 
5. タグコンパイルが正常終了すると、NSFPが自動的に起動されます。 
6. 4で生成された CSVタグファイルのパスが、NSFP条件設定画面の［CSVタグファ
イル］フィールドに自動的に設定されます。 

注：本機能を実行するためには NSFP Ver.2.0以降が必要です。 
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3－5 ユーザリンクテーブルの設定 
3－5－1 ユーザリンクテーブルとは 

ユーザリンクテーブルとは、CPUユニットとのデータ交換用の（ループコントローラ
内の）テーブルです。 
なお、ループコントロールユニットでは使用できません。 
1行ごとに、ユーザ任意のタグ名、および CPUユニットとのデータ交換用の各種条件
を設定します。 
各タグが、CPUユニットの指定 I/Oメモリを、指定条件で、読み書きできます。最大
2400個のタグを作成することができます。 
ツールソフトを使用して、ユーザリンクテーブルにタグを登録します。 
いったんユーザリンクテーブルに登録した後は、CPUユニットの I/Oメモリアドレス
を意識せず、タグ名によって、結線、シーケンステーブル作成などの、ループコント
ローラ内のプログラミングができます。 

 

 

CPUユニット ループコントローラ 

シーケンステーブル

タグごとに、以下の読み
書きタイミングを指定可
能 
①常時読み書き 
または 
②CPU ユニット I/O メモ
リ変化時読み書き 
または 
③外部同期接点入力 ON
時読み書き 計器ブロックデータ 

 

 

 

ユーザリンク 
テーブル 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

I/Oメモリ 
 
 
 
 

計器ブロックの
ITEM との読み
書きも可能 

ITEM に よ る
CPU ユニット
I/O メモリの読
み書きタイミン
グの同期も可能
（タイミングが
③の場合） 

 
なお、ユーザリンクテーブルは、ブロック結線図上に仮想計器ブロックとして貼り付
けることもできます。 
また逆に、フィールド端子ブロックを貼り付けてソフト結線したときに、自動的にユ
ーザリンクテーブル上にタグを登録させることもできます（［設定］｜［オプション］
を選択し、［プロジェクト情報の設定］ダイアログボックスにて、［ユーザリンクテ
ーブル］タブで、［フィールド端子結線時に Tag名を自動登録する］のチェックボッ
クスをチェックすることによる）。 

 

 
 

CPUユニット ループコントローラ 

計器ブロックデータ 

 

 

 

ユーザリンク 
テーブル 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

I/Oメモリ 
 
 
 
 

対応
仮想リンクテー

ブルブロック 

タグ A 
タグ C

 
 

 
 

参 考 
 

このユーザリンクテーブルのタグを CSV形式で保存することも可能です。 
これによって、SCADAソフトからユーザリンクテーブルのタグを指定することで、
CPUユニットの I/Oメモリを読み書きすることも可能です（ツールソフトにて、［CSV 
Tagコンパイル］ダイアログボックスにて、「ユーザリンクテーブル情報の追加」チェ
ックをつけることで、ユーザリンクテーブルのタグが、通常の HMI I/F用 CSVタグの
後に追加されます）。 
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ユーザリンクテーブルにて、CPUユニットの I/Oメモリアドレス
を設定するとき、必ず、以下の点を確認してください。 
ユーザリンクテーブルデータの書き込み先エリアが、CPUユニッ
トや他のユニットが使用するエリアと重複していないこと。 
万一、重複していた場合、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、
けがをする恐れがあります。 
 
とくに、ユーザリンクテーブルが、接点（ビット）データを CPU
ユニットの I/Oメモリへ書き込む場合は、CPUユニットのラダー
プログラム上の命令または通信処理によって、同一 CHの他のビッ
トに対しても、書込処理をしないでください。 
もし、同一 CHの他のビットに対して書込処理をした場合、CPU
ユニットのラダープログラム上の命令または通信処理による書込

処理が、命令実行タイミングによっては、無視される場合がありま

す。 
例：ユーザリンクテーブルのタグ Aが、R/W方向がWr（LCB→）
で、割付先がW000CHビット 00の場合、CPUユニットのラダー
プログラム上の、例えば OUT命令でW000CHビット 01に対して
書込処理をすると、CPUユニットのラダープログラムからのその
書込処理が、無視される場合があります。 

 

 

MVタイトシャット機能および MV出力反転機能の設定をループ
コントローラに転送する前に、接続先の機器の状態を確認してか

ら転送を行ってください。転送先を間違えると機械や装置が想定

外の動きをする恐れがあります。 
 

3－5－2 ユーザリンクテーブルの作成方法 
ユーザリンクテーブルの作成方法には、以下のいずれかの方法があります。 
 
・方法 1：ユーザリンクテーブル編集画面からの登録 
・方法 2：ブロック結線図からの登録 
・方法 3：ユーザリンクテーブル編集画面からの一括登録 
・方法 4：フィールド端子ブロックを貼り付けてソフト結線したときに、自動登録 
 

■ 方法 1：ユーザリンクテーブル編集画面からの登録 
1. ［設定］｜［編集］｜［ユーザリンクテーブル編集］を選択します。 
2. ユーザリンクテーブル編集画面にて、右クリックしてポップアップメニューから
［登録］を選択します。 
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■ 方法 2：ブロック結線図からの登録 
1. ブロック結線図にて、右クリックしてポップアップメニューから［登録］｜［リン
クテーブル］｜［リンク入力（メモリ→LCB）］、または［登録］｜［リンクテー
ブル］｜［リンク出力（LCB→メモリ）］を選択します。これにより、ユーザリン
クテーブル計器ブロックが貼り付けられます。 

2. その計器ブロックを選択し、右クリックしてポップアップメニューから［登録］｜
［リンクテーブル］｜［リンクブロックのセル登録］を選択します。 

 
上記方法 1.、2.のいずれの方法の場合も、以下のダイアログボックスが表示されます。 
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● 設定内容一覧 
設定項目 設定内容 

番号 エントリ番号（詳細は、3-4ページ参照） 
リフレッシュ周期 CPUユニットとのリフレッシュ周期 

システム共通演算周期、0.01sec、0.02sec、0.05sec、0.10sec、0.20sec、0.50sec、
1.00sec、2.00sec 
注：ユーザリンクテーブルを結線図上に貼り付けてソフト結線した場合は、
ツールソフトから、「ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期更新」チェ
ックボックスをチェックにして計器ブロックデータをダウロードすると、本
設定は無効となり、ソフト結線先の計器ブロックの演算周期にて CPUユニッ
トとリフレッシュされます。 

タグ名  最大半角 16文字の任意の文字列を入力可能 
コメント  最大半角 23文字の任意の文字列を入力可能 

リンクモード 常時、変化時、外部同期のいずれかを設定 
メモリ種別 CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別の設定。 

CIO、W、H、DM、EM0～EM12のいずれかを選択※２ 
メモリ番地 割り付ける I/Oメモリのアドレス 
A/D アナログ、接点のいずれかを設定 
Bit位置 接点の場合、ビット位置 00～15を設定 

Rd（→LCB）CPUメモリからの読み込み属性を設定 

リンクメモリ指定 

R/W 
Wr（LCB→）CPUメモリへの書き込み属性を設定 

レンジ変換  する、しないの設定 
0%の値、100%の値 

外部接点同期 同期信号 ITEM指定（計器ブロック番地、ITEM番号） 
ITEMからの読み込み／ITEMへの書き込み する、しないの設定 

読み込みまたは書き込み ITEMの指定（計器ブロック番地、ITEM番号） 
パルス出力※1 チェックをしていると、OFF→ONとなったとき、ワンショットパルス出力の

動作となります。（ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期の間のみ１度
だけ ONとなり、CPUユニット I/Oメモリへ書き込みます。） 
A/D：接点、R/W：Wr（LCB→）のときのみ有効 

CSVタグ情報として出力する ユーザリンクテーブルタグを SCADAソフト用タグファイルまたは RS View
用タグファイルに追加する場合 
注：ここでチェックがされていないと、タグコンパイル（タグファイル出力）
時に、［CSV Tagコンパイル］ダイアログボックスにて、「ユーザリンクテ
ーブル情報の追加」チェックボックスをチェックしてタグコンパイル（タグ
ファイル出力）を実行しても、ユーザリンクテーブルのこのタグは、SCADA
ソフト用タグファイルおよび RS View用タグファイルに追加されません。 

モニタ Plusタグ設定 モニタ Plus用タグに設定します。ユーザリンクテーブルをモニタ Plusにてモ
ニタ設定する場合します。 

Alarm設定 アラームタグに設定します。アラームタグに設定すると、モニタ Plusのアラ
ームサマリー画面に表示させることができます。 

※1 EM1～EM12は LCB□□ Ver.3.0以降のプロジェクトにて設定可能 
※2 LCB□□ Ver.3.0以降のプロジェクトにて設定可能 

 
 

参 考 EMバンクは、CPUユニットの機種に依存せず指定可能ですが、本体 CPUに存在しな
い EMバンクをユーザリンクテーブルで指定した場合、ループコントローラの実行エラ
ーとなります。実行エラーの確認方法は、「4-5 システム運転確認」を参照ください。
以下の運転確認画面にて、ITEM095にエラー状態が表示されます。 
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■ 方法 3：ユーザリンクテーブル編集画面からの一括登録 
ツールソフト Ver.3.2以降の場合、同一属性の複数のタグを、連番付きのタグ名で、一
括登録することもできます。 
複数のタグが、CPUユニットの連続した I/Oメモリアドレスに自動的に割り付きます。 
一括登録できる数は、最大 2400個まで可能です（デフォルトでは 16個です）。 
タグ名の後の連番は、0001を先頭に、一括登録数分、自動的に付加されます。 
 
例）入力タグ名を「温度設定」とし、DM00100を先頭に、16個一括で登録します。 
1. ［設定］｜［編集］｜［ユーザリンクテーブル編集］を選択します。 
2. ユーザリンクテーブル編集画面にて、右クリックしてポップアップメニューから
［一括登録］を選択します。 

3. 以下の［ユーザリンクテーブル一括登録］ダイアログボックスが表示されます。 
一括登録数を「16」、タグ名を「温度設定」、メモリ種別「DM」、メモリ番地「100」
と入力します。タグコンパイル（タグファイル出力）の対象とするときは、「CSV
タグ情報として出力する」のチェックボックスをチェックします。 

 
4. ［OK］ボタンをクリックします。 
5. 以下のように、同一属性の「温度設定 0001」～「温度設定 0016」が、一括で登録
されます。このとき、「温度設定 0001」～「温度設定 0016」は、DM00100～00115
に、アドレス順に割り付けられます。 

タグ名「温度設定

0001～0016」が、
自動的に作成され
ます。

「温度設定 0001～
0016」が、DM00100～
00115 に、自動的に割り
付けられます。

 
注：この後、個々に、タグ名、属性などを変更することもできます（方法 1と同様の方法で
す）。 
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■ 方法 4：フィールド端子ブロックを貼り付けてソフト結線したときに、自動

登録 
1. ［設定］｜［オプション］を選択します。 
2. ［プロジェクト情報の設定］ダイアログボックスの［ユーザリンクテーブル］タグ
にて 「フィールド端子結線時に Tag名を自動登録する」チェックボックスをチェ
ックします。 

3. この状態で、計器ブロックを結線図に貼り付けます。 
4. ソフト結線をすると、その時点で、ユーザリンクテーブルに、フィールド端子ブロ
ックの結線した ITEMが自動的にタグとして登録されます。 
 

参 考 
 

ブロック結線図上でフィールド端子ブロックを削除しても、登録済みのユーザリンク
テーブルは削除されません。 
また、フィールド端子の結線を削除すると、対応したユーザリンクテーブルのリンク
数が 0になりますが、この場合でも、CPUユニットの指定 I/Oメモリに対して、指定
条件で読み書きします。 
CPUユニットの指定 I/Oメモリに対して、読み書きを実行しないようにするには、該
当するユーザリンクテーブルを削除してください。 
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3－5－3 CX-Programmerの変数のユーザリンクテーブルへのインポー
ト 
同一パソコンで起動中の CX-Programmerの現在の CXPプロジェクト内の、全ローカル
変数テーブルの変数情報を、ユーザリンクテーブルに、インポートすることも可能で
す。 
注：CX-Programmerのバージョンは、Ver.2.0以降であることが必要です。 

CX-Programmer 

プロジェクト PLC プログラム 1 

プログラム 2 

ローカル変数テーブル

ローカル変数テーブル

CX-ProcessTool 

ユーザリンクテーブル 

プログラム 3 
ローカル変数テーブル

インポート 

 
以下の方法によります。 
1. CX-Programmerを起動します。 
2. ［設定］メニューから［CX-Programmer変数インポート］を選択します。以下のダ
イアログボックスが表示されます。 

 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
以下の例のように、CX-Programmerのローカル変数テーブルがツールソフトのユー
ザリンクテーブルへインポートされます。 
例） 
・CX-Programmer変数テーブル 

  
・インポート後のユーザリンクテーブル 
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● CX-Programmer変数テーブルからのインポート内容 
CX-Programmerの 
ローカル変数テーブル 

 CX-Process Toolの 
ユーザリンクテーブル 

変数名 → タグ名 
タイプ → BOOLは「接点」に。

CHANNELは「アナログ」に。
アドレス → メモリ種別、メモリ番地、

（Bit位置） 
R/W → Rd固定 
リフレッシュ周期 → 2秒固定 

 
 

参 考 
 

ユーザリンクテーブルの設定内容は、プロジェクトを保存したときに、自動的に CSV
形式のファイル（ファイル名：LnkTable.csv）として（プロジェト名のフォルダ内に）
保存されます。なお、このファイルを編集することもできます。編集結果は、プロジ
ェクトを開いたときまたはアクティブノードを切り替えたときに、ユーザリンクテー
ブルに反映されます。 
以下の内容から成ります。 
・LnkTable.csvの内容 
下表における上から下の順でカンマ区切りのテキストファイルで保存されます。 

 
 

LnkTable項目 内容 
ﾉｰﾄﾞ番号 0~32 
*LNK番号 リンク番号 
Tag名 ユーザリンクテーブルのタグ名（17文字以上は切り捨てられます） 
Comment ユーザリンクテーブルのコメント（24文字以上は切り捨てられます） 
ﾘﾝｸ数 システムによる自動設定（このタグを参照している数） 
周期 リフレッシュ周期（0～8） 

（0 ：システム共通、1 ：0.01 秒、2 ：0.02 秒、3 ：0.05 秒、4 ：0.1 
秒、5 ：0.2 秒、6 ：0.5 秒、7 ：1 秒、8 ：2 秒） 

ﾒﾓﾘ種別 0：CIO、1：W、2：H、3：DM、4～16：EM0～12 
ﾒﾓﾘ番地 0~（CHアドレス） 
Mode リンクモード 

常時：0、変化時：1、外部同期：2 
*R/W R（→LCB）：1、W（LCB→）：0 
*A/D A：1、D：0 
Bit位置 00~15 
0% レンジ変換の 0%値 
100% レンジ変換の 100%値 
ITEM R/W ITEMから読み込みする：BBBIII（計器ブロック番地および ITEM番号）、

しない：0 
外部接点同期 なし：0、あり：BBBIII（計器ブロック番地および ITEM番号） 
*ﾌｨｰﾙﾄﾞ端子 フィールド端子からの生成リンクテーブルでない：0、 

フィールド端子からの生成リンクテーブル：BBBIII（計器ブロック番地
および ITEM番号） 

CSVタグ CSVタグファイルへユーザリンクテーブルのエントリを出力する：１ 
CSVタグファイルへユーザリンクテーブルのエントリを出力しない：０

スケーリング
上限値 

スケーリング上限値 

スケーリング
下限値 

スケーリング下限値 

DP位置 スケーリング小数点位置 
単位 スケーリング単位 
Alarm設定 モニタ Plus上での Alarm設定 
モニタ Plus タグ モニタ Plusタグとして出力 
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LnkTable項目 内容 
MVタイトシ
ャット 

MVタイトシャット設定 

上限値 MVタイトシャットの上限値 
下限値 MVタイトシャットの下限値 
MV反転 MV反転機能設定 
パルス パルス出力設定 

*：編集できません。 
注：Excelなどでこのファイル（LnkTable.csv）を開いている状態で、プロジェクトを開かない
でください。さもないと、ファイルの読み込みができず、ユーザリンクテーブルが初期化
されてしまいます。 
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3－5－4 ユーザリンクテーブルの編集 
■ ユーザリンクテーブルのエントリ番号割付について 

ユーザリンクテーブルには各エントリに番号（以下エントリ番号）が割りついていま
す。ツールソフト Ver.4.0以降では、エントリの登録および削除時のエントリ番号の
割り付け方法が、以前のバージョン(Ver.3.2)から変更となりました。 
リンクの登録／削除時のエントリ番号の割り付け方法は、ツールソフトのバージョン
により、以下のように異なります。 

● ツールソフト Ver.4.0以降 
エントリ番号は、任意の番号を選択可能です。 
任意のエントリ番号へ登録可能で、削除時もエントリ番号の変更は行いません。 
注：ただし、LCBプロジェクトがユニット Ver.1.5以下（LCB01ユニット Ver.1.5以下、LCB05 
ユニット Ver.1.5以下、CS1D-CPU6□Pユニット Ver.1.0）の場合、一括ダウンロード前に
エントリ番号の整列を行わないとダウンロードを行うことができません。必ずダウンロー
ド前に整列操作（右クリックして、［整列］を選択）を行ってください 

● ツールソフト Ver.3.2以前 
エントリ番号は常に昇順です。エントリの削除を行うと、自動的に昇順にエントリ番
号の割り付け直しを行います。 
 

■ ユーザリンクテーブルの転送について 
ツールソフトと、使用するループコントローラ（LCB□□）の組み合わせにより、ユ
ーザリンクテーブルの選択転送において以下の表の制限があります。ツールソフト
Ver.4.0以降と LCB□□Ver.2.0以降の組み合わせでは、ループコントローラの運転中に
追加、削除が可能です。それ以外の組み合わせでは、エントリの追加、削除時には大
項目の転送が必要です。（大項目転送時にはループコントローラの運転が停止します。） 
 

表. ツールソフトとループコントローラのバージョンによる選択転送の可否 

       LCB 

ツールソフト 

Ver.2.0以降 Ver.1.5以前 

Ver.4.0以降 ・選択エントリをループコントロー

ラの運転中に転送、削除可能 

 

 

 

・運転中の選択エントリの転送、削除

は不可能 

・エントリ追加、削除時は大項目の転

送が必要 

・ループコントローラへ大項目の転送

を行う場合、エントリの整列操作が必

要 

Ver.3.2以前 ・運転中の選択エントリの転送、削

除は不可能 

・エントリ追加、削除時は大項目の

転送が必要 

 

・運転中の選択エントリの転送、削除

は不可能 

・エントリ追加、削除時は大項目の転

送が必要 
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■ 拡張機能ついて（ツールソフト Ver.5.0以降） 
LCB□□Ver.3.0以降でサポートされるユーザリンクテーブル拡張機能を利用するとき
に設定します。拡張機能を設定するユーザリンクテーブルのエントリを選択し、右ク
リックメニュー[編集]｜[拡張設定]で編集可能です。各機能の詳細については、ループ
コントロールボードユーザーズマニュアル（SBCC-834）をご参照ください。 
 
●LCB□□Ver.3.0では以下の機能が拡張機能として設定可能です。 
・MVタイトシャット機能 
出力属性のユーザリンクテーブルにＭＶタイトシャット設定を行います。 
1. 出力属性（Wr）のエントリを選択し、右クリック[編集]｜[拡張設定]を選択します。 
2. 拡張設定ダイアログが表示されます。 

 
3. 「MVタイトシャット」のチェックボックスを有効にし、上限値下限値※を入力しま
す。 

※タイトシャットの上限値は 320.00%、および下限値は-320.00%で固定です。 
 
・MV反転機能 
出力属性のユーザリンクテーブルにＭＶ反転設定を行います。 
1. 出力属性のエントリを選択し、右クリック[編集]｜[拡張設定]を選択します。 
2. 拡張設定ダイアログが表示されます。 

 
3. 「MV反転」のチェックボックスを有効にします。 
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なお、MVタイトシャットおよびMV反転機能は、以下のフィールド端子からの設定
が可能です。それぞれのフィールド端子への結線で生成されたユーザリンクテーブル
のエントリに対して自動で拡張設定を設定します。 
 

対象フィールド端子 タイトシャット上限値 タイトシャット下限値 
絶縁型 Ao4端子（PMV01） 115.00% -20.00% 
絶縁型 Ao4端子（PMV02） 115.00% -15.00% 

 
フィールド端子からの設定方法 
1. フィールド端子を登録します。 
2. 計器ブロックとの結線を行います。 
3. フィールド端子の ITEMリストウィンドウを開き、ITEMリストウィンドウ上で右
クリック[拡張設定]を選択します。（計器ブロックとの結線が行われていない場合、
エラーとなります。） 

 
4. 拡張設定ダイアログが表示されます。 

 
5. 設定するチャンネル番号を指定し、設定を行います。 
6. 全てのチャンネルで同じ設定内容とするには、「結線済み全チャンネルに反映」ボ
タンを押下します。 
例えば、チャンネル１，２および４がすでに結線済みの場合、ボタンを押下するこ
とで１，２および４チャンネルに同じ設定が反映されます。結線されていない３チ
ャンネルには反映されません。 

 
フィールド端子から拡張設定を行った場合、以下の方法で該当するユーザリンクテー
ブルのエントリのみを、ユーザリンクテーブルウィンドウに表示することが可能です。 
1. 表示したいフィールド端子をワークスペースツリーより選択します。 
2. 選右クリックメニュー［検索］｜［ユーザリンクテーブル］を選択します。 
3. 選択したフィールド端子に該当するユーザリンクテーブルが表示されます。このと
き、ユーザリンクテーブルウィンドウの右クリックメニュー［フィールド端子指定
ブロック］にチェックが入ります。 
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■ ユーザリンクテーブルの編集メニュー一覧 
ユーザリンクテーブル上で右クリックすることで、操作可能な編集メニューを以下に
示します。 

ポップアップメニュー 内容 
登録  ユーザリンクテーブルに、1つのリンク（タグ）を登録（エ

ントリ）します。 
一括登録  ユーザリンクテーブルに、同一属性の複数のリンク（タ

グ）を連番付きタグ名で一括登録します。 
移動  指定したエントリ以下すべてのエントリのエントリ番号

をインクリメント（+1）します。 
整列 ※1  すべてのエントリ番号を昇順に割り付け直します。（並

び替えではありません）関連する計器ブロックの参照先
もこの操作により自動的に変更されます。 

選択エントリ 選択したエントリを編集します。 
 

編集 ※2 

拡張設定 選択したエントリの拡張設定を行います。 
（注２） 

選択エントリ 選択したエントリを削除します。 
削除後、対象のエントリ番号は空きとなります。 

一括削除：リンク数 0 リンク数 0のエントリを一括削除します。 
削除後、対象のエントリ番号は空きとなります。 

削除 ※3 

登録削除 ツールソフト上のエントリと、LCBに格納されているエ
ントリの同時削除を行います。 

選択エントリ 選択したエントリのリフレッシュ周期を結線先の計器ブ
ロックの演算周期に合わせます。 

リフレッシュ周期
更新 

一括編集 すべてのエントリのリフレッシュ周期を結線先の計器ブ
ロックの演算周期に合わせます。 

検索  すべてのエントリをタグ名で検索します。 
選択エントリ 選択したエントリのみを個別にダウンロードします。 ダウンロード ※4 

全エントリ すべてのエントリをダウンロードします。 
※1： LCBプロジェクトがユニット Ver.1.5以下の場合、一括ダウンロード時に整列を行わない

とダウンロードを行うことができません。必ずダウンロード前に整列操作を行ってくだ
さい。 

※2： 拡張設定は LCBプロジェクト Ver.3.0以降で使用可能です。 
※3： ユーザリンクテーブルはリンク数が 0の場合でも、ユーザリンクテーブルと CPUユニッ

トの指定 I/Oメモリを読み書きします。読み書きを停止したい場合には、『一括削除：リ
ンク数 0』を使い、ユーザリンクテーブルの登録を削除してください。 

※4： LCBプロジェクトがユニット Ver.1.50以下でエントリの個別ダウンロードまたは全エン
トリのダウンロードを行った場合、必ず大項目のダウンロードを行ってください。 
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ポップアップメニュー 内容 

フィルタ表示  エントリを以下の項目でフィルタ表示します。 
・アナログ・接点： アナログデータまたは接点データで
フィルタします。 

・R/W：CPUメモリに対して読込（R）または書込（W）属
性でフィルタします。 
・メモリ種別 ：メモリ種別（CIO，W，H，DM，EM）でフ
ィルタします。 

・フィールド端子：フィールド端子属性のエントリをフィ
ルタ表示します。 
・フィールド端子指定：拡張設定を行っているユーザリン
クテーブルをフィルタ表示しているとき、チェックが入
ります。 
・リンク数０：リンク数が０のエントリをフィルタ表示し
ます。 

コネクションマップ 選択したエントリのコネクションマップを表示します。 
印刷  ユーザリンクテーブルの印刷を行います。 
切り取り  エントリをコピーバッファに切り取ります。 
コピー  エントリをコピーバッファにコピーします。 
貼り付け  コピーバッファに存在するエントリを挿入します。 
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3－6 ユーザ定義ブロックの作成 
3－6－1 概要 

アナログ入出力結線をした計器ブロックの組み合わせを、1つのユーザ定義の計器ブ
ロックとして登録し、ファイルとして保存・再利用することができます（必要時のみ。
ツールソフト Ver.3.2以降のみ）。 

ユーザ定義ブロック挿入または
インポート

同一または他のプロジェクト

この計器ブロックの組み合わせを、1 つの計器ブロックとして登録可能

ユーザ定義の計器ブロック（ファイル化可能）

 
 

たとえば、しばしば使用する制御方式（カスケード制御、フィードフォワード制御な
ど、各種計器ブロックの組み合わせ）、およびその前後のアナログ入出力の補正・切
替処理などを、1つのグループとして登録することができます。 
これにより、制御方式や演算処理ごとに、計器ブロックを結線・作成する必要があり
ません。あらかじめ作成しておいたユーザ定義ブロックファイルを読み出して、シス
テムに応じたアナログ入力端子・アナログ出力端子などと組み合わせるだけで、簡単
に計器ブロックデータを作成することができます。 
なお、ユーザ定義ブロックは、拡張子.ucbのファイルとして保存し、他のプロジェク
トで読み出して再利用することができます。 
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3－6－2 ユーザ定義ブロックのしくみ 
■ ユーザ定義ブロックの構成 

ユーザ定義ブロックは、 
1) ある計器ブロックの組み合わせ（点線で囲んだアルゴリズム部分）と、 
2) それに対して外部からの入力データを割り付ける仮想ブロック（入力インタフェー
ス用ブロック） 

3) 外部へ出力するデータを割り付ける仮想ブロック（出力インタフェース用ブロック） 
から成ります。 

1）このアルゴリズムを 1 つのグループとして登録

2）入力インタフェース用ブロック 3）出力インタフェース用ブロック

外部からの入力 外部への出力

ユーザ定義

ブロックとしての

ユーザ定義

ブロックとしての

入力
I/F

出力

I/F

 
注：ユーザ定義ブロックとしての外部入出力は、入出力インタフェースに結線をしたアナロ
グ入出力のみです。その他のユーザ定義ブロック内部の計器ブロックの各 ITEMに対し
て読み書きする場合は、通常の計器ブロックに対して読み書きする方法と同様です。 

■ ユーザ定義ブロックの対象外の、計器ブロック種類 
・以下の計器ブロックは、ユーザ定義ブロックの対象とすることはできません。 
・フィールド端子 
 ・ユーザリンクテーブル 
 ・シーケンステーブル 
 ・ステップラダー 
したがって、フィールド端子、ユーザリンクテーブル、シーケンステーブル、ステ
ップラダーは、ユーザ定義ブロックの外部に貼り付けてください。 
 
・これら以外の計器ブロックはすべて、ユーザ定義ブロックの対象とすることができ
ます。 

 

■ ユーザ定義ブロックの数の制限 
・ユーザ定義ブロックは、1ノード用計器ファイル（.ist）あたり、最大 96個まで作成
可能です。 
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■ ユーザ定義ブロックの表示 
計器ブロックは、以下のように、入力インタフェース、出力インタフェースで割り付
けた入力名、出力名のみが表示された 1つの計器ブロックとして表示されます。 

ユーザ定義の計器ブロック A
（例：入力 a、b、出力 c のユーザ定義ブロック）

IN

a
b

OUT

c

ユーザ定義の計器ブロック A

a

b

c
A

 
■ 計器ブロックとして貼り付けたユーザ定義ブロック 

作成したユーザ定義ブロックを、計器ブロックとしてブロック結線図に挿入して貼り
付けることができます。 

ユーザ定義ブロック挿入

他のプロジェクト

ユーザ定義の計器ブロック（）

a

b

c
A

a

b

c
A
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3－6－3 ツールソフトでの、ユーザ定義ブロック実際の作成方法 
以下の例で、ユーザ定義ブロックの作成方法を示します。 
例）フィードフォワード制御（以下の点線で囲んだ部分）を 1つのユーザ定義ブロッ
クとします。 

アナログ出力

アナログ入力

007

進み遅れ演算

＜形式 147＞
番地 100

013

高度 PID
＜形式 012＞
番地 001

087
MV

PV

MV 補償

外乱

074

006

例）これをユーザ定義ブロックとします。

 
1. 中項目（ブロック結線図）を新規作成（大項目を選択し右クリックして［挿入］を
選択）または、既存の中項目（ブロック結線図）を選択します。 

 
2. 中項目名に、ユーザ定義ブロック名を入力します。 
 例えば、ユーザ定義ブロック名を Feed_forwardと入力します。 

 
 
3. ［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［作成］を選択します。 
以下のように、ブロック結線図の背景が、紫色になります。 
同時に、［入力 I/F］ブロックと［出力 I/F］ブロックが自動的に挿入されます。こ
の 2つは、ユーザ定義ブロックとしての外部入出力を割り付けるための仮想計器ブ
ロックです。 
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4. 計器ブロックの位置を移動させて、まず、高度 PID（形式 012）と進み遅れ演算（形
式 147）を貼り付けます（各々右クリックしてー［登録］｜［調節・演算］から選
択することによる）。 
 

出力インタフェース用の仮想計器ブロック 入力インタフェース用の仮想計器ブロック

 
 
5. 入出力インタフェースを設定します。 
・入力インタフェース（入力 I/F）の設定 
ユーザ定義ブロックとして外部から入力したいアナログ入力を、［入力 I/F］ブロ
ックに結線します。 
この例では、［入力 I/F］ブロックの右列のいずれかを、高度 PID（形式 012）の
PV入力（PV）へ接続します。 
結線をすると、以下の［UCB入出力設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 
「ラベル」欄に、例えば、「PV」と入力します。 
同様に、［入力 I/F］ブロックの右列のいずれかを、進み遅れ演算（形式 147）への
外乱アナログ入力（X1）へ接続します。「ラベル」欄に、例えば、「DIST」と入
力します。 

・出力インタフェース（出力 I/F）の設定 
ユーザ定義ブロックとして外部へ出力したいアナログ出力を、［出力 I/F］ブロッ
クに結線します。 
この例では、高度 PIDブロック（形式 012）のMV（MV_C）を［出力 I/F］ブロッ
クの左列のいずれかに結線します。［コメント］欄には、例えば、「MV」と入力
します。 
 

6. 以下のようになります。 
 

出力インタフェース：MV

入力インタフェース：PV、DIST
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3－6－4 作成したユーザ定義ブロックの挿入（貼り付け） 
1. 他のブロック結線図において作成したユーザ定義ブロックを挿入したい位置にカ
ーソルを置いて、右クリックして、［登録］｜［ユーザ定義ブロック］｜［ユーザ
定義ブロック挿入］を選択します。 
以下のように、入力インタフェースとして設定したコメント、出力インタフェース
として設定したコメントが表示された、1つのユーザ定義の計器ブロックが表示さ
れます。 
 ユーザ定義の計器ブロック

出力インタフェース：MV
入力インタフェース： 
PV、DIST 

 
2. アナログ入力端子、およびアナログ出力端子を貼り付け、その間を以下のように結
線します。 

 
 

参 考 

 

作成したユーザ定義ブロックのユーザ定義名を変更するときは、プロジェクトワーク
スペースツリー上に作成したユーザ定義ブロックを右クリックして、［コメント変更］
を選択して、コメントを変更します。 
 

3－6－5 ユーザ定義ブロックのファイルへの保存（エクスポート） 
ファイル（.ucb）に保存したいユーザ定義ブロックを選択して、［設定］｜［ユーザ定
義ブロック］｜［エクスポート］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。ファイル名を付けて保存します。 

 
ファイルの種類は、ucbファイル（拡張子.ucb）です。 
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3－6－6 ユーザ定義ブロックのファイルからの読出（インポート） 
ユーザ定義ブロックを挿入したいプロジェクトを開いて、大項目（LCB）を選択し、
［設定］｜［ユーザ定義ブロック］｜［インポート］を選択します。 
ファイル（.ucb）を指定し、中項目名に新たにユーザ定義ブロック名を入力し、［設定］
ボタンをクリックします。 
以下のように、ユーザ定義ブロックがインポートされます。 

 ユーザ定義ブロックがインポートされます

 
 
注：エクスポートされたユーザ定義ブロックファイルは、プロジェクトバージョンの
上位互換性のみ保障されます。 

例） 
・ LCB□□ Ver.3.0で作成したユーザ定義ブロックは LCB□□ Ver.2.0のプロジェクトへはイ

ンポートできません。 
・ LCB□□ Ver.1.5で作成したユーザ定義ブロックを LCB□□ Ver.3.0のプロジェクトへイン

ポート可能です。 
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3－7  ステップラダーのコマンド作成 
 
ステップラダーブロック（形式 301）の各コマンドを作成する方法は、以下のとおり
です。 
ラダー図で作成する方法と、ニモニックで作成する方法を選択可能です。 
ITEM200（ニモニックフラグ）を 0に設定していると、ツールソフト Ver.2.50以降の
機能によって、ダウンロード時はアセンブル（ラダー図→ニモニックへの変換）、ア
ップロード時は逆アセンブル（ニモニック→ラダー図への変換）が自動的に行われま
す（自動アセンブルおよび自動逆アセンブル機能）。また、手動によるアセンブル／
逆アセンブルも実行可能です。 
ステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）を 1に設定していると、
上記の自動アセンブルおよび自動逆アセンブル、手動によるアセンブルおよび逆アセ
ンブルを行うことはできません。 
したがって、作成したラダー図をループコントローラにダウンロードすることはでき
ませんのでご注意ください。ただし、ニモニックでのダウンロード、アップロードは
可能です。 

3－7－1 ラダー図で作成する場合 
ステップラダーをラダー図で作成することができます。 
 

お願い 
 

・ラダー図で作成する場合、ステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフ
ラグ）を必ず 0に設定してください。 
ITEM200（ニモニックフラグ）を 0に設定していると、ツールソフト Ver.2.50以降
の機能によって、ダウンロード時はアセンブル（ラダー図→ニモニックへの変換）、
アップロード時は逆アセンブル（ニモニック→ラダー図への変換）が自動的に行われ
ます（自動アセンブルおよび自動逆アセンブル機能）。また、手動によるアセンブル
／逆アセンブルも実行可能です。 
ステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）を 1に設定している
と、上記の自動アセンブルおよび自動逆アセンブル、手動によるアセンブルおよび逆
アセンブルを行うことはできません。 
したがって、作成したラダー図をループコントローラにダウンロードすることはでき
ませんのでご注意ください。ただし、ニモニックでのダウンロード、アップロードは
可能です。 

・ITEM200（ニモニックフラグ）が 0のとき、ラダー図で作成したステップラダーは、
ループコントローラにダウンロードする前に、必ずニモニックコードに変換してくだ
さい。ニモニックコードに変換していない場合、前回のアセンブル操作によって作成
されたニモニックコード（デフォルトの場合、STEP00のみ）がダウンロードされま
す。 

 

お願い 
 

・タイマ命令の設定値を変更するときは、設備に影響がないことを確認してから行って
ください。設定値を誤って転送すると、機械や装置が想定外の動作をする恐れがあり
ます。 

 

参 考 
 

ラダー図の場合、1回路あたり、行数：最大 22、列数：最大 10の制限があります。 
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あらかじめ、ステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）を 0に設
定してください。これにより、作成したラダー図は、ループコントローラへダウンロ
ードされるとき、自動的にニモニックコードに変換（アセンブル）されます（ループ
コントロールユニット Ver.2.50以降、または LCB□□の場合）。 
 
1. ［シーケンス制御］フォルダをクリックし、［設定］｜［挿入］｜［［小項目］計
器ブロック挿入］を選択して、ステップラダーブロックをブロック番地に割付けま
す。 

2. ステップラダーブロックを選択して、［設定］｜［編集］｜［ラダー図編集］を選
択します。 

3. 以下のような画面が表示されます。 

   
4. 右列のツールバーから、アイコンをクリックすると、コマンドのラダー図形がカー
ソル（矢印）の下に表示されます。そのまま、ラダー図上の必要な位置まで移動し
て、クリックします。 

 LOADなどの入力系コマンドの場合、右端以外の命令位置（「条件」の位置）でク
リックします。 

 カーソルに割付けられたシンボルをキャンセルする場合、 を押します。 
 上書きしたい位置にカーソルを移動させ、［モード切替］メニューから、コマンド
を選択して指定することもできます。 
例：LOADコマンドの場合、アイコンの をクリックすると、カーソルが に変
りますので、そのまま移動して、クリックします。以下のような LOADコマン
ド（a接点）が表示されます。 

 
削除する場合は、［Delete］キーを押します。 
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5. オペランドを入力する場合、 を押して、カーソルを通常の状態に戻した上で、
ラダー図形の上で、ダブルクリックします。以下のようなダイアログボックスが
表示されます。すでに作成済みのブロック番地と ITEM番号を選択します。 

 
例えば、ブロック番地 001の ITEM026を選択して、［OKボタン］をクリックしま
す。以下のように、オペランドがラダー図の上に表示されます。 
注：ラダー図でのオペランドは、ブロック番地と ITEM番号の間に、－が表示されます。 

 
6. OUTなどの出力系コマンドの場合、右端の命令位置（「操作」の位置）でクリック
します。上記入力系コマンドと同様に、以下のように入力します。 
注：OUTなどの出力系のコマンドのオペランドに「一時記憶」を使用することはできません。 
 

7. 「条件」の位置に書いた入力系コマンドの右端と、「操作」の位置に書いた出力系
コマンドを、接続します。 
縦線または横線を引くときは、 をクリックして、始点まで移動します。始点でク
リックの上、ドラッグして終点ではなします。 
引いた線を消去するときは、 をクリックして、上記と同様に、始点まで移動しま
す。始点でクリックの上、ドラッグして終点ではなします。 
ラダー作成例： 
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参 考 
 

・ラダー図を縮小表示するとき、［Alt］+［←］キーを押します（押すごとに縮小表示
されます）。逆に拡大表示するとき、［Alt］+［→］キーを押します（押すごとに拡
大表示されます）。 

・入力したシンボル、エリア、行のいずれかの単位で切り取りまたはコピーし、ラダー
図を編集することが可能です。 

1 シンボル、エリアまたは行を選択し、右クリックして、ポップアップメニューから［切
り取り］または［コピー］を選択します。 

2 貼り付け先のシンボル、エリアまたは行を選択し、ポップアップメニューから［貼り
付け］を選択します。 

例）あるエリアのコピー＆貼り付けをする場合 
1．コピー元のエリアを選択します。 
 
 

このエリアを選択して、
反転させます 

 
2．右クリックして、ポップアップメニューから［コピー］を選択します。 
 
 

 

 
3．貼付け先のエリアの左上を選択します（黒い枠となります）。 
 
 

貼り付け先の左上を選択 

 
4．右クリックし、ポップアップメニューから［貼り付け］を選択します。 
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■ 付箋の挿入 
ラダー図編集モードにて、ラダー図上に「付箋」（ユーザ定義のテキスト）を、コマ
ンドに対するコメントとして、貼ることができます（ループコントロールユニット ユ
ニット Ver.2.50以降、および LCB□□）。この付箋紙は、シンボルの 1種です。 
ラダー図 1枚あたり、最大 16個の付箋を貼り付けることができます（1ノード計器フ
ァイルあたりでは、最大 3000個）。1付箋紙あたり、半角で最大 200文字を入力でき
ます。 
これにより、LDや OUTなどに、ユーザ定義のラベル（例：「A/M切替」、「RSP/LSP
切替」など）を付けて、表示することができます。また、これを印刷することで、シ
ーケンス内容を示す完成図面を作成することができます（付箋データをダウンロード
するには、4-9項「タグ・コメントデータなどの転送」を参照してください）。 
設定方法は、以下のとおりです。 
 
1. アイコンの をクリックして、そのまま配置したい位置に移動させます。 
ただし、配置可能な位置は、シンボル位置ごとです。以下のような「Comment Data」
が入力されている付箋が、デフォルトで表示されます。 

 
 
2. をクリックします。 
注：これをクリックしないと、クリックするごとに、付箋が挿入されてしまいますので、ご
注意ください。 

 
3. 付箋をダブルクリックします。以下のような付箋内容の編集状態となります。 

 
 
4. 文字を入力します。例：A/M切替 

 
5. 付箋以外をクリックします。以下のように、付箋となります。 

 
注：付箋のフォントサイズを変更する場合は、付箋を選択して、右クリックして［選択付箋］
｜［フォントサイズ］を選択し、フォンサイズを変更します（ポイント単位。デフォル
トは 12ポイント）。 
フォントサイズを変更してもすべての文字が表示できない場合は、付箋を再度選択し、
右端の■を選択して（両端矢印が表示されます）付箋サイズを大きくします。 
付箋が計器ブロックや結線の上に表示され、シンボルを隠してしまう場合は、付箋を選
択して、右クリックして［選択付箋］｜［透過モード］を選択します。 
付箋どうしが重なる場合は、［選択付箋］｜［最前面］または［最後面］で、前後を変
更します。 
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■ ニモニックコードへの変換（アセンブル）およびニモニック表示 
ラダー図で作成したステップラダーを、ニモニックコードに変換、およびニモニック
で表示する場合の操作は、以下のとおりです。 
ただし、以下の操作はステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）
が 0のときのみ可能です。ITEM200が 1のときは実行できません。 
1. ［操作］メニューから［ニモニックコード］を選択、またはアイコン  をクリッ
クすると、以下の画面が表示されます。 

 
2. ［更新］ボタンをクリックします。以下のように、ラダー図がニモニックコードに
変換（アセンブル）されて表示されます。 

 
注：［ニモニックコード］ダイアログボックス以外を表示しているときに、ラダー図をニモ
ニックコードに変換する場合、［操作］メニューから［アセンブル］を選択、またはア
イコンをクリックします。この操作は、上記［ニモニックコード］ダイアログボックス
での［更新］ボタンのクリックと同等です。 

 

お願い 
 

このアセンブル（更新）操作を実行していない場合、クロスリファレンス機能は実行で
きませんので、ご注意ください。 
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参 考 
 

一時記憶リレーが発生するようなラダー図を作成した場合、アセンブル（更新）操作を
実行すると、その一時記憶リレーの引き出し部は、以下のようになります。 
［一時記憶］フォルダ内の内部スイッチ（デフォルトで用意されているブロック番地
349）の ITEMをオペランドにした、OUTコマンドと LOADコマンドが、ニモニック
として自動的に作成されます。 
例：一時記憶（内部スイッチ）349011をオペランドした OUTコマンドと LOAD 
 コマンドが、自動的に作成されます。 
・アセンブル操作前  ・アセンブル操作後 

  
001-026 

（ ）OT 

 
001-013 

 
001-086 

（ ） OT 

 
002-026 

 

→ 

 

 
なお、この一時記憶リレーは、最大 8個まで自動作成可能です。9個以上の一時記憶リ
レーを使用したラダー図をアセンブル操作した場合、アセンブルエラーが発生します。

 

3－7－2 ニモニックで作成する場合 
ステップラダーをニモニックで作成することも可能です。 
 
ニモニックで作成する場合、ラダー図への変換表示の要／不要およびラダー図での 1
回路あたりの最大行／列数の制限に応じて、ITEM200（ニモニックフラグ）を以下の
ように設定してください。 
ラダー図への変換 1回路あたりの最大行/列数 ITEM200（ニモニックフラグ） 
必要 22行×10列以下 0に設定してください 
不要 － 1に設定してください 
不可 22列×10列を超えることが

ある 
1に設定してニモニックで作成し
てください（ラダー図へは変換でき
ません） 

 

お願い 
 

ラダー図の場合、1回路あたり、行数：最大 22、列数：最大 10の制限があります。一
方、ニモニックの場合、行数、列数の制限はありません。したがって、行数 23以上、
列数 11以上に相当するステップラダーをニモニックで作成した場合、それをラダー図
に変換（逆アセンブル）すると、エラーとなります。 
そのため、ニモニックで作成する場合、ニモニックフラグ（ITEM200）を 1（ON）に
して、ツールソフトからの自動アセンブルおよび自動逆アセンブルを無効にしてくださ
い（ループコントロールユニット ユニット Ver.2.50以降、または LCB□□）。 

 

参 考 
 

ニモニックでステップラダーを作成する場合、作成時には文法チェックは実行されず、
また、そのままループコントローラに転送可能です。 
文法チェックは、ループコントローラの運転開始時に実行され、実行エラーとしてルー
プコントローラに格納されます（エラーコードをシステム運転確認画面で確認可能で
す）。 
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1. ステップラダーブロックを選択して、［設定］｜［編集］｜［ラダー図編集］を選
択します。 

 
2. アイコン  をクリックします。または、［操作］メニューから［ニモニックコ
ード］を選択します。以下の画面が表示されます。 

 
 

3. コマンド、およびオペランドをキー入力します。 
入力方法は、以下のとおりです。 

1）［行の挿入］をクリックします。 

  
2）［コマンド］フィールドをダブルクリックします。 

  
3）コマンドを半角で入力します。例：LOAD 
注 1：半角であれば、大文字でも小文字でもかまいません。 
注 2：ロードは、“LD”でなく、“LOAD”と入力してください。“LD”では認識されませ

ん。 

  
4）［オペランド］フィールドをクリックします。接点 ITEMの場合、オペランド（ブ
ロック番地と ITEM番号）を半角 6桁で連続して入力します。例：001013 
注：ラダー図上では、ブロック番地と ITEM番号の間に－が表示されますが、ニモニックで
は、ブロック番地と ITEM番号の間は－を入れず続けて入力します。 

 
5）空白のエリアをクリック、またはリターンキーを押して、反転を解除します。 
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6)［行の挿入］をクリックします。以下のように、次の行が反転します。手順 2）以降
の方）法でコマンドを追加します。 

 
7) 入力し終わった場合、［OK］ボタンをクリックします。 
入力できなくなった場合は、［Esc］キーを押してください。 
注：行を削除するときは、行を反転させてから、［行の削除］をクリックします。 
 

ニモニック入力例 
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■ ラダー図への変換（逆アセンブル）およびラダー図表示 
ニモニックで作成したステップラダーまたはアップロードしたステップラダーを、ラ
ダー図に変換する場合の操作は、以下のとおりです。 
ただし、以下の操作はステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）
が 0のときのみ可能です。ITEM200が 1のときは実行できません。 
1)［操作］メニューから［逆アセンブル］を選択、またはアイコン をクリックしま
す。これにより、ニモニックコードがラダー図に変換されます。 

 

お願い 
 

・ユニット Ver2.00以前のループコントロールユニットからステップラダー（形式 301）
をアップロードしたときは、自動的に ITEM200（ニモニックフラグ）＝1となりま
す。 
ラダー図へ変換した場合は、ITEM200（ニモニックフラグ）＝0に変更してください。

・ニモニックで作成したステップラダーは、文法チェックがされません。したがって、
そのステップラダーをラダー図へ変換（逆アセンブル）した場合、不正な回路となる
ことがありますので、ご注意ください。 

 

参 考 
 

ステップラダー（形式 301）の ITEM200（ニモニックフラグ）＝0のときは、アップロ
ード操作によってループコントローラから読み出したステップラダーは自動的にラダ
ー図に変換（逆アセンブル）されます。 
 

3－7－3 クロスリファレンス表示 
ステップラダーのクロスリファレンス表示です。 
どのブロック番地のステップラダーで、どの接点アドレスが、どのニモニック行 No.
の、どのコマンドで使用されているかを示します。 
 

お願い 
 

クロスリファレンス表示を実行する前に、必ず、アセンブル（ラダー図のニモニックコ
ードへの変換）操作を実行してください。もしアセンブル（更新）を実行していない場
合、以下の操作を実行しても、クロスリファレンスが表示されません。 
 
1. アセンブル操作を実行（［操作］メニューから［アセンブル］を選択。または、ニ
モニックコードの表示状態で、［更新］ボタンをクリックし、［OK］ボタンをク
リック）。 

2. 大項目を選択し、［実行］メニューから［クロスリファレンス］を選択します。以
下の画面が表示されます。 
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3－7－4 ステップラダーコマンドの一覧 
○：使用可能 
×：使用不可 

コマンド アイコン 
［モード切替］ 
メニュー名 

オペランド 内容 
論理シーケ
ンス内 

ステップシ
ーケンス内

LOAD 

 
LOAD 読み出し元ブロック

番地・ITEM番号 
回路ブロックの論理スタートをして、指
定接点 ITEMの内容を読み出し、次段へ接
続します。 

○ ○ 

LOAD NOT 

 
LOAD NOT 読み出し元ブロック

番地・ITEM番号 
回路ブロックの論理スタートをして、指
定接点 ITEMの内容を反転して読み出し、
次段へ接続します。 

○ ○ 

AND 

 
LOAD 読み出し元ブロック

番地・ITEM番号 
指定接点 ITEMの内容を読み出し、前の入
力条件との AND（論理積）をとります。 

○ ○ 

AND NOT 

 
LOAD NOT 読み出し元ブロック

番地・ITEM番号 
指定接点 ITEMの内容を反転して読み出
し、前の入力条件との AND（論理積）を
とります。 

○ ○ 

OR 

 
ライン描画によ
る 

読み出し元ブロック
番地・ITEM番号 

指定接点 ITEMの内容を読み出し、それ
と、前の入力条件との OR（論理和）をと
ります。 

○ ○ 

OR NOT 

 
ライン描画によ
る 

読み出し元ブロック
番地・ITEM番号 

指定接点 ITEMの内容を反転して読み出
し、それと、前の入力条件との OR（論理
和）をとります。 

○ ○ 

AND LD 
 回路ブロック 回路ブロック 

 

ライン描画によ
る 

なし 回路ブロック間の AND（論理積）をとり
ます。 

○ ○ 

OR LD  
 
回路ブロック 

回路ブロック  

 

ライン描画によ
る 

なし 回路ブロック間の OR（論理和）をとりま
す。 

○ ○ 

OUT 

 
OUT 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 0（OFF）時、出力 0（OFF） 
条件 1（ON）時、出力 1（ON） 

○ ○ 

OUT NOT 

 
OUT NOT 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 0（OFF）時、出力 1（ON） 
条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 

○ ○ 

SET 

 
SET 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 1（ON）時、出力 1（ON） 
条件 0（OFF）時は、何もしない 
いったん SETでONにした場合、再びOFF
にするには、RESETを実行することが必
要。 

○ ○ 

RESET 

 
RESET 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 
条件 0（OFF）時は、何もしない 
いったん RESETで OFFにした場合、再び
ONにするには、SETを実行することが必
要。 

○ ○ 

DIFU 

 
立上り微分 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 0（OFF）→1（ON）時のみ、1演算
周期の間だけ出力 1（ON） 

○ ○ 

DIFD 

 
立上り微分 書き込み先ブロック

番地・ITEM番号 
条件 1（ON）→0（OFF）時のみ、1演算
周期の間だけ出力 1（ON） 

○ ○ 

STEP 

 
STEP宣言 STEP宣言 ステップ番号を宣言します。入力条件を

もちません（母線直接接続です）。 
ステップ番号は、00～99の任意の番号を、
昇順で使用します。 
1)論理シーケンス：ステップ番号は、00
固定。常時動作します 。なお、ステップ
番号 00の宣言は省略可。 
2)ステップシーケンス：ステップ番号が
01～99のとき、いずれか１つのステップ
のみが、動作します。起動時は、ステッ
プ番号 01が動作します。 

○ ○ 
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○：使用可能 
×：使用不可 

コマンド アイコン 
［モード切替］
メニュー名 

オペランド 内容 
論理シーケ
ンス内 

ステップシ
ーケンス内

BLOCK SET 

 

BLOCK SET ブロック番地・ステッ
プ番号 

入力条件が ONで、指定ステップラダー
ブロック番地のステップラダーブロック
の、指定ステップ番号を起動します（自
身のブロックは動作を継続します）。そ
のとき、指定ステップラダーブロックの
S1は自動的に 1（ON）となります。起動
を指示されたブロックがすでに動作中の
場合、現在実行中のステップを中断して、
指定ステップへ移行します。 

× ○ 

BLOCK 
RESET 

 

BLOCK 
RESET 

ブロック番地 入力条件が ONで、指定ブロック番地の
ステップラダーブロックを停止します
（自身のブロックは動作を継続します）。
そのとき、指定ステップラダーブロック
の動作指令 S1は自動的に 0(OFF)となり
ます。 

× ○ 

JUMP 

 

JUMP ブロック番地・ステッ
プ番号 

入力条件が ONで、指定ブロック番地の
ステップラダーブロックの指定ステップ
番号(01～99)へ移行します。 
・自身のステップ番号への移行は、ブロ
ック番地を 000に指定します。 
・他のステップラダーブロックへ移行時
には、自動的に元のブロックの動作指令
S1は 0(OFF)になり、移行先のブロックの
動作指令 S1は 1(ON)となります。 

× ○ 

TIM※ 

 
 

TIM ブロック番地、タイマ
番号、タイマ設定値
（秒） 

入力条件が ONで指定ブロック番地の加
算型タイマ（T01～T10）を起動します。 
1ステップラダーブロックに対しに最大
20個のタイマを保持可能です。 
タイムアップの検知は、タイマが属する
ステップラダーブロックの ITEM010～
020を利用することで可能です。 
タイマの現在値はステップラダーの動作
確認を実行することで確認できます。動
作確認画面上で、タイマ命令の下に［現
在値／設定値］と表記されます。 

○ ○ 

STEP TIMER 

 

STEP TIMER タイマ設定値 ステップ移行用のタイマ(設定値：0～
9999秒)です。入力条件をもちません
（STEPコマンドと同じ行に記述しま
す）。 
その STEPに移行すると、動作を開始し
ます。 
タイムアップで、次ステップﾟへ移行しま
す。 
注：他のステップ移行条件とは‘早い者
勝ち（優先）’となります。 

× ○ 

ALARM 
TIMER 

 

ALARM 
TIMER 

タイマ設定値 ステップ監視用タイマ(設定値:0～9999
秒) です。入力条件をもちません（STEP
宣言コマンドと同じ行に記述します）。 
そのステップに移行すると、動作を開始
します。 
タイムアップで、STEP TIMER完了（ス
テップ渋滞表示）が 1(ON)となります。
そのとき、ステップはそこで保持します。 

× ○ 

END 
 

ED  ステップラダーブロックの終り 
注： END命令は、ツールソフトでステ
ップラダーブロック作成時に、自動的に
付加されます。 STEP00のみの場合は、
STEP00の最後に付加されます。STEP n
で終わる場合は、STEP nの最後に付加さ
れます。 

○ ○ 

※TIM命令は LCB□□プロジェクト Ver.3.0以降で利用可能です。TIM命令の詳細についてはループコントロールボ
ードオペレーションマニュアル（SBCC-834）を参照ください。 
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3－7－5 その他 
○：使用可能 
×：使用不可 

アイコン 
［モード切替］
メニュー名 

内容 
論理シーケン
ス内 

ステップシー
ケンス内 

 
ライン描画 縦線または横線を接続します。 ○ ○ 

 
ライン消去 縦線または横線を消去します。 ○ ○ 

 
アセンブル ラダー図で作成したステップラダーをニモニックコード

に変換します。 
○ ○ 

 
逆アセンブル ニモニックで作成したステップラダー、またはアップロー

ドしたニモニックコードを、ラダー図に変換します。 
○ ○ 

 
データ名称表
示 

アドレス（ITEM）の説明を表示します。 ○ ○ 

 
付箋 付箋を挿入します。 ○ ○ 
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3－8  シーケンステーブルの作成 
 

シーケンステーブル（形式 302）を作成する方法は以下のとおりです。 
なお、LCB05/05Dのみ可能です。 

お願い 
 

・シーケンステーブルを作成するときは、［設定］｜［挿入］｜［［大項目］LCB/LC001
挿入］ダイアログボックスで、必ず［00-LCB05］、または［00-LCB05D］の番号－
機種を選択してください。 

  
・もし［00-LCB01］を選択した後、［00-LCB05］へ変更したい場合、［実行］メニ
ューから ［LCB形式変換］を実行してください。 

 

3－8－1 シーケンステーブルを作成するには 
1. ［03.シーケンス制御］フォルダをクリックし、［設定］｜［挿入］｜［［小項目］
計器ブロック挿入］を選択すると、［シーケンス制御の計器ブロック挿入］ダイア
ログボックスが表示されます。 

 
2. シーケンスブロック名から［302 シーケンステーブル］を選択すると、［701.シー
ケンステーブル］が［03.シーケンス制御］フォルダに追加されます。 
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3. ［701.シーケンステーブル］をダブルクリックすると、右ウィンドウにシーケンス
テーブルが表示されます。 

 
デフォルトでは、シーケンステーブルは非編集モードです（赤色で、「Sequence Table
（非編集モード）」と表示されます）。必ず、右クリックして、ポップアップメニ
ューから［編集モード］｜［ON］を選択してから、編集してください。 

 

3－8－2 シーケンステーブルの各部の名称 

ルール部

ルール番号

信号

条件部

操作部

ステップ
移行指示

ステップ番号

信号のコメント

実行方式
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3－8－3 シーケンステーブルの実行方式を設定するには 
右クリックして、ポップアップメニューから［実行方式］｜［毎周期］、［S1より起
動］、［初回のみ起動］、［起動なし］のいずれかを選択します。 

 
 

3－8－4 シーケンステーブルを拡大・縮小するには 
右クリックして、ポップアップメニューから［倍率変更］｜［*1］、［*2］、［*1/2］、
［拡大］、［縮小］のいずれかを選択して、表示サイズを変更します。 

 
 

3－8－5 シーケンステーブルを編集するには 
1 右ウィンドウに表示されているシーケンステーブルを右クリックして、［編集モー
ド］｜［ON］を選択すると、シーケンステーブルが編集モードに切り替わります
（黒色で、「Sequnce Table」と表示されます）。 

 
2 条件部または操作部の任意の行を選択して、ダブルクリック、またはメニューから
［データ編集］｜［信号名］を選択すると［Signal］ダイアログボックスが表示さ
れます。 
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3 ［入力］、［関係式］、［出力］、［テーブル指令］、［ITEM書込み］のいずれ
かのタブを選択して、条件部および操作部の信号（「Signal」）欄に、信号を設定
します。設定内容の詳細は、後述の「■条件部および操作部の設定内容一覧」を参
照してください。 

注；タイマ、カウンタを使用するときは、エレメント編集モードにて、あらかじめタイマ、カ
ウンタを設定しておくことが必要です（後述の「■エレメントを編集するには」を参照）。 

4 条件部および操作部のルール欄に、設定した信号の値を設定します。 
信号

ダブルクリックするたびに、

Y→N→（ブランク）→Y→N→…と切

り替わります。または、Y、N を入力

します。

Y：ON、N：OFF を示します。

値

 
 

3－8－6 条件部および操作部の設定内容一覧 
■ 条件部 

シーケンステーブルが「条件」にできる接点信号は、以下のとおりです。 
信号 ツール画面表

記 
種類 ツールソフトでの設定

画面 
指定方法 例 

入力 IN（発信元指
定） 

計器ブロックの、接点入
力 ITEM、または接点出
力 ITEM 

［入力］タブの発信元指
定： 
ブロック・ITEM 

ブロック・ITEMを
選択し、詳細情報か
ら ITEM 番号を選
択 

ブロック番地
001の ITEM番
号 086の場合：
001.086 

  CSVタグおよびタグ
ITEM 
（調節ブロック+演算ブ
ロックの接点入力
ITEM、または接点出力 
ITEM） 

［入力］タブの発信元指
定： 
Tag No. 

ITEM Tagを選択
し、詳細情報からタ
グ ITEMを選択 

CSVタグ：
Master01の
A/M切換スイ
ッチの場合：
Master01.A_M 

  ユーザリンクテーブル
タグ名（CPUユニットの
I/Oメモリ） 

［入力］タブの発信元指
定： 
ユーザリンクテーブル 

エリア種別を選択
し、詳細情報からユ
ーザリンクテーブ
ルタグ名を選択 

ユーザリンク
テーブルタ
グ：SW01の場
合：LNK007：
SW01 

  タイマ／カウンタの、タ
イムアップ／カウント
アップ状態、またはプリ
アラーム発生中などの
ステータス接点 

［入力］タブの発信元指
定： 
エレメント 

タイマ／カウンタ
の番号を指定して、
詳細情報からステ
ータス接点を選択 

 

関係式 （パラメータ 1 
＜などの比較
記号 パラメー
タ 2) 
（パラメータ 1  
＜などの比較
記号 #値) 

関係式で比較した結果 ［関係］タブのコマンド
種別で比較式種類を指
定 
注：パラメータ 1とパラ
メータ 2には、上記「入
力」と同様な信号を指定
可能（ブロック ITEM、 
Tag No、ユーザリンクテ
ーブル、エレメントのい
ずれか）、および値（定
数）を指定可能 

比較式種類（<、≦、
≠、=、>、≧）と、
パラメータ 1、パラ
メータ 2 
注：エレメントは、
番号を指定して、
PV現在値または残
り時間／カウント
値を選択 

例）ユーザリン
クテーブルタ
グ typeの値＝
100のとき、 
（LNK005：type
＝#200） 
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■ 操作部 
シーケンステーブルが「操作」（出力）できる接点信号は、以下のとおりです。 
信号 ツール画面表

記 
種類 ツールソフトでの設定画面 指定方法 例 

出力 
*1 

OUT_ H (宛先
指定) ：保持形
接点出力動作 
OUT_ L(宛先
指定) ：非保持
形接点出力動
作 
OUT_Ｐ(宛先
指定) ：パルス
形接点出力動
作 
OUT_F(宛先指
定) ：フラッシ
ング形接点出
力動作 

計器ブロックの、
接点出力 ITEM 

［出力］タブの宛先指定：ブロ
ック・ITEM 

ブロック・ITEMを
選択し、詳細情報か
ら ITEM 番号を選
択 

ブロック番地
001の ITEM番
号 086の場合：
001086 

  CSVタグおよびタ
グ ITEM 
（調節ブロック+
演算ブロックの接
点出力 ITEM） 

［出力］タブの宛先指定：Tag 
No. 

ITEM Tagを選択
し、詳細情報からタ
グ ITEMを選択 

CSVタグ：
Master01の
A/M切換スイ
ッチの場合：
Master01.A_M 

  ユーザリンクテー
ブルタグ名（CPU
ユニットの I/Oメ
モリ） 

［出力］タブの宛先指定：ユー
ザリンクテーブル 

エリア種別を選択
し、詳細情報からユ
ーザリンクテーブ
ルタグ名を選択 

ユーザリンク
テーブルタ
グ：Valve01の
場合：
LNK007：
Valve01 

  タイマ／カウンタ
の、リセットスタ
ートまたはカウン
トスタート/スト
ップ、休止指令 

［出力］タブのコマンド種別：
エレメント操作（宛先指定） 

タイマ／カウンタ
の番号を指定して、
詳細情報から操作
接点を選択 

 

テーブ
ル指令

STEP(シーケン
ステーブルの
ブロック番地, 
ステップ番号) 

他のシーケンステ
ーブルの指定ステ
ップの設定 

［テーブル指令］タブのコマン
ド種別： STEP（ブロック番地、
ステップ番号） 

ブロック番地とス
テップ番号 

ブロック番地
702のステップ
番号 03の場
合：70203 

 RUN(シーケン
ステーブルの
ブロック番
地 ) 

他のシーケンステ
ーブルの起動 

［テーブル指令］タブのコマン
ド種別： RUN（ブロック番地）

ブロック番地 ブロック番地
702の場合:702 

 STOP(シーケ
ンステーブル
のブロック番
地 ) 

他のシーケンステ
ーブルの停止 

［テーブル指令］タブのコマン
ド種別： STOP（ブロック番地）

ブロック番地 ブロック番地
702の場合:702 

ITEM
書込み

SET(#値、宛先
指定) 

計器ブロックの
ITEM書込パラメ
ータへの定数書き
込み 

［ITEM書込み］タブの宛先指
定：ブロック ITEM 

ブロック・ITEMを
選択し、詳細情報か
ら ITEM 番号を選
択し、書き込みデー
タ入力（-32000～
+32000） 

 

  CSVタグおよびタ
グ ITEMへの定数
書き込み 
（調節ブロック+
演算ブロックの接
点出力 ITEM） 

［ITEM書込み］タブの宛先指
定：Tag No. 

ITEM Tagを選択
し、詳細情報からタ
グ ITEMを選択、書
き込みデータ入力
（-32000～+32000） 

 

  ユーザリンクテー
ブル（CPUユニッ
トの I/Oメモリ）
への定数書き込み

［ITEM書込み］タブの宛先指
定：ユーザリンクテーブル 

エリア種別を選択
し、詳細情報からユ
ーザリンクテーブ
ルタグ名を選択し、
書き込みデータ入
力（-32000～
+32000：ユーザリン
クテーブルでのス
ケーリング値を入
力） 
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*1：出力の形態には、以下の種類を選択できます。 
シーケンステーブルの「実行方式」
（ITEM006） 

信号 出力の形
態 

ツールソフト
での設定画面

毎周期実行（0）ま
たは S1により起動
（1）のテーブルの
場合 

初回のみ起動（2）
の場合 

ルール内の Y/N
指定 

出力 保持形出
力 

［出力］タブ
のコマンド種
別：OUT_H
（宛先指定）

条件成立でオン、条
件不成立でもオン
のまま 
（他のルールでオ
フとする操作が必
要） 

条件成立時1回の
みオン 

Y（オン）または
N（オフ） 

 非保持形
出力 

［出力］タブ
のコマンド種
別：OUT_L
（宛先指定）

条件成立でオン、条
件不成立でオフ 

使用できません。 Y（オンのまま）
のみ 

 パルス形
出力 

［出力］タブ
のコマンド種
別：OUT_P
（宛先指定）

条件成立で 1度だけ
オン 
（再度出力すると
きは、いったん条件
非成立となり、条件
非成立→成立とな
ることが必要） 

使用できません。 Y（パルス出力）
のみ 

 フラッシ
ング形出
力 

［出力］タブ
のコマンド種
別：OUT_F
（宛先指定）

条件成立している
間、オン→オフを繰
り返します。条件非
成立でオンのまま
保持。 

使用できません。 Y（フラッシング）
または N（フラッ
シング停止して
オンのまま） 

 
3－8－7 エレメントを編集するには 

タイマ・カウンタを使用するときは、以下の手順でエレメントを設定してください。 
なお、［Signal］ダイアログボックスでシーケンステーブル編集時に、「エレメント」
をチェックすると、ここで設定したエレメントが、反映表示され、選択可能となりま
す。 
1 シーケンステーブルを右クリックして、ポップアップメニューから［表示モード］
｜［エレメント］を選択し、エレメント編集モードに切り替えます。 

2 任意の行を選択して、メニューから［データ編集］｜［エレメント］を選択すると、
［エレメント初期データ設定］ダイアログボックスが表示されます。 
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3 タイマおよびカウンタの数値を設定します。設定内容は以下のとおりです。 
エレメン
ト種別 

設定値 プリアラーム値 単位 システムエ
レメント番
号 

登録ブロッ
ク番地 

例 

タイマ 0～32767 0～32767 1：0.01秒、
2：0.1秒、
3：秒、4：
分 

TIM 000 100秒 

カウンタ 0～32767 0～32767 － 

自動採番さ
れます。 

シーケンス
テーブルの
番地 

CNT 001 200回

 

3－8－8 シーケンステーブルを拡張するには 
右クリックして、ポップアップメニューから［テーブル拡張］｜［条件数（縦）］ま
たは［ルール数（横）］を選択して設定します。 
テーブル拡張を行うと、拡張用テーブルエリアとして、ブロック番地 900番から降順
に拡張したテーブルの数だけ拡張用テーブルを自動登録します。 
注１：拡張用テーブルを直接編集することはできません。シーケンステーブルの編集

を行う場合、拡張元のシーケンステーブルを編集してください。 
注 2：テーブル拡張を解除すると、自動的に拡張用テーブルは削除されます。 
 
例：ブロック番地 701番のシーケンステーブルを縦横拡張した場合、拡張用テーブル

3つを自動登録します。 
 

ブロック番地：701番 
（シーケンステーブル本体）

ブロック番地：900番 
（ルール数拡張エリア） 

ブロック番地：899番 
（条件操作数拡張エリア） 

ブロック番地：898番 
（条件操作・ルール数拡張エ
リア） 

ルール数 

条
件
操
作
数 

32 64 

(32,32) 

(64,64)  
 

3つ自動登録されます
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3－8－9 テーブル参照機能（LCB05 Ver.3.0以降） 
テーブル参照機能とは、メインとなるシーケンステーブル（以後、上位テーブル）か
ら、参照先シーケンステーブル（以後参照テーブル）の条件ルールの評価結果を参照
する機能です。 
この機能により、共通的な処理を参照テーブル側にまとめることが可能です。 
条件部に、入力信号として TBL命令（参照先ブロック番地を指定）を記述し、ルール
に Y（そのまま入力）または N（反転して入力）を記述します。 

 上位ﾃｰﾌﾞﾙ 実行方式 Rule No. 01 02 03
毎周期

No. Signal Comment Step No. 00
001 TBL( 702 ) ｼｰｹﾝｽ ﾃｰﾌﾞﾙ参照 Y Y Y
002
003

参照ﾃｰﾌﾞﾙ 実行方式 Rule No. 01 02 03
（702番地）

No. Signal Comment Step No. 00
001 IN( 001.013 ) 上上限 警報出力値 Y
002 IN( 001.013 ) 上限 警報出力値 Y
003 IN( 001.014 ) 下限 警報出力値 Y

↓ ↓ ↓

内部的に保存しているルール評価結果⇒ Y N Y

Sequence Table

Sequence Table

同じルール列
の評価結果を
参照

②

この Y は、参照先テーブルの同一
No.の条件ルールの評価結果をそ

のまま入力する意味。 
N は、参照先テーブルの同一 No.
の条件ルールの評価結果を反転し
て入力する意味です。 
 
しがって、この例では、 
ルール 1 は、評価結果 Y をそのま

ま入力するため、参照結果は ON
（成立） 
ルール 2 は、N をそのまま入力す
るため、参照結果は OFF（不成立）

参照先テーブルの条件ルールの
評価結果 

①テーブル参照 

成
立 

不
成
立 

成
立 

TBL 

 
上図は上位テーブルと参照テーブルの関係を表しています。参照テーブルで設定され
た条件の評価結果を上位テーブルの条件信号として扱います。 
テーブル参照機能の詳細については、ループコントロールボード ユーザーズマニュア
ル（SBCC-834）を参照ください。 
 
■参照テーブルを作成する 
参照テーブルは以下の手順で作成します。 
1 シーケンステーブルを登録します。 
2 参照テーブルとするシーケンステーブルをワークスペースツリーで選択し、ダブル
クリックします。シーケンステーブルウィンドウが開きます。 

3 シーケンステーブルウィンドウで右クリックメニュー［参照設定］｜「参照テーブ
ル」または、［操作］｜［参照設定］｜［参照テーブル］を選択します。 

 
■参照テーブルを上位テーブルで使用する 
以下の手順で参照テーブルを設定する上位テーブルの入力信号に参照テーブルを設定
します。 
1 信号設定ダイアログを表示します。 
2 「入力」タブを選択し、コマンド種別に「TBL」を選択します。 
3 発信元指定に、参照テーブルを設定します。 
 
■参照テーブルを解除する 
参照テーブル設定を解除し、上位テーブルとするには以下の手順を実行します。 
1 参照テーブルをワークスペースツリーより選択し、ダブルクリックします。参照テ
ーブルが開きます。 

2 シーケンステーブルウィンドウで右クリックメニュー［参照設定］｜「上位テーブ
ル」または、［操作］｜［参照設定］｜［上位テーブル］を選択します。 
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3－8－10 シーケンステーブルのエラーをチェックするには 
右クリックして、ポップアップメニューから［エラーチェック］を選択します。 

 

お願い 
 

エラーチェックを行い、シーケンステーブルに異常が認められた場合でも、異常のある
シーケンステーブルをループコントローラに転送することができます。この場合、エラ
ー項目が制御動作に影響しないことを十分に確認の上、転送を行ってください。 
 
以下の場合、エラーとなり LCBに対して転送できません。 
・条件または操作信号が未定義で YNデータのみ存在する 
・タイマの周期がシーケンステーブルの演算周期より短い 
・THENおよび ELSEで指定したステップ番号が存在しない 
・STEP命令で指定したステップ番号が、指定先のシーケンステーブルに存在しない 
・非保持出力、パルス出力、STEP命令、RUN命令、STOP命令、ITEM書き込みに対
して N指定を行っている 
・STEP命令、RUN命令、STOP命令で自身のシーケンステーブルのブロック番地を指
定している 
・参照テーブルで TBL命令を設定している 
・TBL命令で指定しているブロック番地が、自分自身と同じブロック番地の 
・TBL命令で指定しているブロック番地が存在しない 
 
以下の場合、ダウンロード時にワーニングを表示します。ダウンロードは継続されま
す。 
・上位テーブルの TBL命令で指定しているブロック番地の参照テーブルに入力信号が
登録されていない 
・上位テーブルの TBL命令で指定しているブロック番地の参照テーブルに Y，Nデー
タが登録されていない 
・参照テーブルに出力信号が登録されている 
・TBL命令で指定しているブロック番地が参照テーブルとして設定されていない 
 

3－8－11 シーケンステーブルの動作確認をするには 
［動作確認］｜［開始］、または右クリックして、ポップアップメニューから［動作
確認］｜［開始］を選択します。 
また、動作確認状態から、シーケンステーブルのオンラインエディットに移行可能で
す。 
詳しくは 4－6－7項「シーケンステーブルの動作確認」を参照してください。 
 

3－8－12 シーケンステーブルを印刷するには 
印刷対象のシーケンステーブルを右クリックし、ポップアップメニューから［印刷］
｜［通常印刷］を選択します。 
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3－9 工業量表示・設定機能 
3－9－1 概要 

ツールソフト上で扱うアナログデータを工業量で表示設定する機能です。計器ブロッ
クに設定された CSVタグ情報をもとに、工業量に変換します。 
注：この機能は、ループコントロールボード、ループ CPUユニット、プロセス CPUユニットで

のみ利用可能です。ループコントロールユニットには対応しておりません。 
 

■ 工業量変換の仕組み 

ユーザ�CSVタグ�

ループ�
コントローラ�

 

ダウンロード�
％データ�

アップロード�
％データ�

 

工業量でモニタ�

ツールソフト�

＜図：工業量変換の仕組み＞�

 

工業量で設定�

スケーリング情報を設定�

逆変換�

変換�
％データ� 工業量�

計器ブロックITEM 計器ブロックITEM

 RDY 
EXEC 
COMM 

 
 
上図は、ツールソフトの工業量表示・設定機能を用いて、ループコントローラ内のパ
ラメータを工業量に変換表示する仕組みを表しています。 
工業量とは、ループコントローラが扱う ITEMデータを、スケーリングを行うことで
入出力に用いる実量に変換した値です。温度（℃）や圧力（Pa）などが該当します。 
一方、ループコントローラが扱う主要なアナログデータ（基本 PIDならば PVや SPな
ど）は、－15.00％～+115.00％、－320.00%～+320.00%といった値で表現しており、こ
れを％データと呼びます。 
ツールソフトは、ユーザが設定した CSVタグ設定をもとに、計器ブロックの ITEMの
表示を工業量に変換します。工業量表示・設定機能を有効とした場合、ツールソフト
上で工業量の表示と設定ができるため、直感的に値の確認や入力を行うことが可能と
なります。（工業量表示・設定機能が無効の場合、または CSVタグを設定していない
場合は、％データでのみ編集可能です。） 
また、ツールソフトはループコントローラとのデータ交換時に、％データを転送しま
す。ループコントローラの内部演算はすべて％データにより行われているので、転送
時には工業量から％データへの逆変換が自動的に行われます。 
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■ 変換誤差について 
ループコントローラ内では、主要なアナログデータは％データで処理されています。
これらの％データは分解能が最大でも 64,000であり、スケーリングの設定内容によっ
て、工業量変換を実行する際に変換誤差が発生する場合があります。 
ツールソフトでは、変換誤差が発生する場合、値の入力時に以下の変換誤差警告を表
示します。（変換誤差が発生した場合、スケーリングされた値で入力値にもっとも近
い値が自動計算されます。） 
 

 
＜図：変換誤差警告画面＞ 

 
ツールソフトは、入力された工業量を％データへ変換します。そして、変換した値を
工業量へ再度変換（逆変換）した値と比較し、両者が異なっている場合に警告を表示
します。差が発生する要因は、スケーリング時の除算で丸め誤差が発生することによ
ります。 
 

・ 変換誤差が発生する例 
CSVタグに下記の設定を行った場合： 
スケーリング上限値：8500、スケーリング下限値：-2000、DP位置：1、単位：「℃」 
 
入力値が 32.0℃の場合、％データに変換すると 2209.52となります。小数点１桁で四捨五入
した値 2210を、工業量へ逆変換すると 32.05℃となり、DP位置１で四捨五入すると 32.1℃
となり、入力値と異なるため警告が表示されます。 
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3－9－2 工業量表示・設定が可能である機能一覧 
ツールソフトで工業量表示・設定が可能な機能は以下の表の通りです。 
 
＜表：工業量表示・設定が可能な機能＞ 

機能名称 表示 設定 
計器ブロック ITEM編集 ○ ○ 
計器ブロック ITEM印刷/印刷プ
レビュー 

○ － 

モニタ ITEMリスト ○ ○ 
ブロック結線図の動作確認 ○ ○ 
ワイヤレスデバッグ ○ ○ 
折れ線プログラム 2、 
折れ線プログラム 3 ITEM設定 

○ ○ 

 

3－9－3 計器ブロックに CSVタグを設定する 
工業量での表示・設定を行うためには、計器ブロックに CSVタグを設定する必要があ
ります。 
CSVタグの設定方法については「3－4－1項 SCADA ソフト用タグファイル／RS 
View 用タグファイルの作成」を参照してください。 
 
 

3－9－4 プロジェクトを工業量モードに設定する 
メニュー［表示］｜［工業量モード］｜［表示］を選択します。または、ツールバー
のアイコン  をクリックします。 
工業量モードを解除するには、再度メニューを選択するか、アイコンをクリックしま
す。 
初期状態では、工業量モードが有効となっています。 
工業量モードを設定すると、プロジェクトに登録している全ての計器ブロックが工業
量表示設定の対象となります。 
 

参 考 
 

工業量モードの有効／無効は、ツールソフトの前回起動時の状態を保持します。 
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3－9－5 計器ブロックの ITEMリストを表示する 
工業量モードが有効のとき、ITEMリスト上の変換対象 ITEMを青字で表示します。
ITEMリストの「Data」列に右寄せで単位付きの工業量が表示されます。 
 

 
＜図：工業量モード無効時の ITEMリスト表示（基本 PID）＞ 

 

 
＜図：工業量モード有効時の ITEMリスト表示（基本 PID）＞ 
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3－9－6 計器ブロックの ITEMを編集する 
以下の手順により、工業量でアナログデータを入力します。 
 
1. 3-9-4項の手順により、工業量モードにします。 
 
2. ITEM設定画面を開き、「一般データ」の入力領域をクリックします。 
 
3. 「工業量入力」ダイアログが表示されますので、値を入力します。 
 

 
 
4. 変換誤差が発生した場合、変換誤差警告を表示し、確定後に近似値を設定します。 
 

3－9－7 動作確認でパラメータを工業量表示する 
■ モニタ ITEMリストで表示する 

モニタ ITEMリスト上で、工業量表示・設定が可能です。表記は 3-9-5で記載されてい
る ITEMリストと同等です。 
また、モニタ ITEMリスト実行時の ITEMデータ転送の編集が工業量で可能です。 
 

参 考 
 

ITEMデータ転送の詳細は 4－6－2項に記載されています。 

 
 

■ ブロック結線図で表示する 
ブロック結線図の動作確認時に、表示されている ITEMの値を工業量で表示します。 
整数桁と小数桁、および単位の合計 5文字分まで表示可能です。 

 
＜図：動作確認時の工業量表示＞ 
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また、表示しきれない場合は以下の図のように、マウスカーソルを計器ブロックに合
わせると、ツールチップで表示します。 

 
＜図：ツールチップによる工業量表示＞ 
 
また、ブロック結線図の動作確認中のアナログ出力信号の強制変更に工業量が設定可
能です。 
 

参 考 
 

強制変更の詳細は、4－6－5項に記載されています。 

 

■ ワイヤレスデバッグ機能で工業量を設定する 
ワイヤレスデバッグ機能の数値入力を、工業量で行うことが可能です。 
 

参 考 
 

ワイヤレスデバッグ機能の詳細は、4－6－4項に記載されています。 

 

3－9－8 その他関連機能 
・ 印刷プレビュー／印刷 
工業量モードが有効の場合は、ITEMリスト印刷時に ITEMリストの Data列を工業量
で印刷します。工業量で印刷時、Data列は単位付き工業量の右寄せになります。（ITEM
リストと同じ配置） 
 

・ 折れ線プログラム 2、折れ線プログラム 3 ITEM設定ダイアログ 
折れ線プログラム 2、および折れ線プログラム 3の ITEM設定ダイアログで、工業量表
示と設定が可能です。 
 

参 考 
 

折れ線プログラム 2および折れ線プログラム 3の ITEM設定については、付－3項に記
載されています。 
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3－10 ループコントローラのメモリマップ表示 
3－10－1 概要 

ループコントローラが CPUユニットの I/Oメモリを使用している状況を、エリア種別
/CHアドレス順に、一覧で表示可能です（ツールソフト Ver.4.0以降）。 
表示可能なエリアは以下のとおりです。CHアドレスのセル色で確認できます。 
・HMI I/F用データエリアを割り付けている場合 ： 
送信（ループコントローラ→CPU）：青色 
受信（CPU→ループコントローラ）：ピンク色 

・ユーザリンクテーブルで、その CHアドレスに、アナログまたは接点を割り付けて
いる場合：緑色 
・フィールド端子ブロックで、アナログまたは接点を割り付けている場合：橙色 
・折れ線プログラム 3（形 158）でプログラムパターンデータを割り付けている場合：
深緑色 
注 1：ユーザリンクテーブルの「接点」の場合、それが含まれる I/Oメモリ CHアドレスが
色表示されます。 
注 2：同一 I/Oメモリ CHアドレスを重複して使用しているか否かを、確認することもでき
ます。 
以下の 2種類を確認できます。 
・同一 I/Oメモリ CHアドレスに対してループコントローラから CPUユニットへ書込（送
信）をしている場合： 
「重複」として、警告の意味で、赤色で確認できます。 
・同一 I/Oメモリ CHアドレスからループコントローラへ読み出し（受信）をしている場
合、または同一 I/Oメモリ CHアドレスに対して読み出し（受信）と書込（送信）をして
いる場合： 
「複合」として、空色で確認できます。 

 
 

CPU ユニット ループコントローラ 

＜フィールド端子＞ 

 
タグ A 
タグ B 
タグ C 
 

＜調節・演算ブロックなど＞

調節・演算ブロック 
 

ブロック番地 
001 

  

500 

ブロック番地 
000 

システム共通ブロック 
 

＜ユーザリンクテーブル＞ 

I/O メモリエリア 

オフライン 

メモリマップ 

エリア種別：CIO 

       
       
       
 

00000 

どこを、HMI I/F 用データエリア、ユ

ーザリンクテーブル、フィールド端

子で使用しているかを表示 
どこを重複使用しているかも表示。

00001 
00002 

HMI I/F 使用 

ユーザリンクテーブル使用 

フィールド端子使用 

ツールソフト 

 
これにより、ループコントローラが、CPUユニットの I/Oメモリのどこを使用してい
るかを CPUユニット I/Oメモリ側から見て確認でき、CPUユニットのメモリ管理が容
易となります。 
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3－10－2 操作方法 
ループコントローラが CPUユニットの I/Oメモリを使用している状況を、一覧表示す
るには、以下のように操作します。 
1 オフラインで、［実行］｜［メモリマップ］を選択します。 
2 ［メモリマップ表示］ウィンドウが表示されます。 
 

3－10－3 画面説明 
■ メモリマップ表示 

1. 左上のプルダウンリストから、一覧表示させたいエリア種別（CIO、W、H、DM、
EM0～EM12）を選択します。 

2. ［先頭チャネル］にて、選択したエリア種別の先頭アドレスを入力します。 
3. 該当 CHアドレスのセルが、以下の色で表示されます。ループコントローラがどの
エリアとして使用しているかを確認できます。 

表示色 ループコントローラ使用エリア 
緑色 ユーザリンクテーブル（フィールド端子以外） 
青色 HMI I/F 送信（ループコントローラ→CPU） 
ピンク色 HMI I/F  受信（CPU→ループコントローラ） 
橙色 フィールド端子 
赤色 重複（CPUユニットへの書込を含む重複） 
空色 複合（CPUユニットからの読出の重複） 
深緑色 その他メモリリンク 

 
例 1）ユーザリンクテーブル使用エリアの表示 
 

現在表示されている範囲が緑の

枠で表示されます。 

メモリマップの凡例：使用エリアの色を示します。

表示するエリア種別を以下か

ら、選択します。 
CIO、W、H、DM、 
EM0～EM12 

2 進/16 進：2 進表示と 16 進表示を切り替えます。

再読込：一覧表示を更新しま

重複検索：「重複」しているエリアを検索します。 

全重複検索：検索した「重複」エリアの一覧を「重複

結果ウィンドウ」で表示します。 

詳細：選択しているアドレスの詳細内容

を「詳細表示ウィンドウ」で表示します。

読込属性の重複チェック：「複合」（読出の重複）を

「重複」として扱います。再度クリックすると元の

「複合」に戻ります。 選択したエリア種別の表示先頭チャネルを入力できます。 

最下位桁 0～9 を示します。

W301CH は、ユーザリンクテーブル上で、2 つ以上の書込を含

むリンクが重複（ループコントローラ→CPU が 1 つ以上ある）

しているため、「重複」として、赤色で表示されます。 

最下位桁 0 のチャネルアドレスです。 

W300CH は、ユーザリンクテーブのため、緑色で表示されます。

W302CH は、ユーザリンクテーブル上で、2 つ以上の読出のリ

ンクが重複（CPU→ループコントローラのみ）しているため、

「複合」として、空色で表示されます。 

ここをクリックすることで、表示

エリアを切替えることができま

す。 
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例 2）HMI I/Fエリアの表示 
 

E0_00000～0079 は、HMI I/F 送信エリアのため、

青色で表示されます。 

 
■ メモリマップ詳細表示 

メモリマップ表示で、I/Oメモリ CHアドレスのセルを選択して、 アイコンをクリッ
クすると、以下の［メモリマップ詳細表示］ウィンドウが表示されます。 

 
● 表示項目 

種別記号 色 内容 表示する項目 
UL 緑色 ユーザリンクテーブル 

（フィールド端子以外） 
物理アドレス、タグ名、ITEM名称、R/W、リンクテーブルエント
リ番号 

HS 青色 HMI I/F 送信 物理アドレス、タグ名、ITEM名称 
HR ピンク色 HMI I/F 受信 物理アドレス、タグ名、ITEM名称 
FT 橙色 フィールド端子 物理アドレス、タグ名、ITEM名称、R/W 
OT 深緑色 その他メモリリンク 物理アドレス、R/W 
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■ 重複結果の確認 
CPUユニット I/Oメモリアドレスを、HMI I/F、ユーザリンクテーブル、フィールド端
子間で、「重複」（CPUユニットへの書込を含む重複）している場合、そのアドレス
を確認することができます。以下の 2種類の操作が可能です。 
① 逐次検索 
 現在表示されている I/Oメモリエリア種別において重複しているアドレスを検索し
ます。 アイコンをクリックすると、重複しているアドレスがフォーカスされます。
アイコンをクリックするごとに、順次、重複しているアドレスが検索されます。 

② 全検索 
 すべての I/Oメモリエリアにおいて重複しているアドレスを検索します。 
 （全重複検索）アイコンをクリックすると、以下の［重複結果］ウィンドウが
表示されます。 

 
重複数：そのアドレスが何個分重複使用しているかを示します。

種別：種別記号で示します。UL：ユーザリンクテーブル、HS：HMI 送信、HR：HMI 受信、FT：フィールド端子 

重複アドレス：ループコントローラで重複使用しているアドレス 

 
注：「複合」（CPUユニットからの読出の重複）を「重複」（CPUユニットへの書込
を含む重複）として扱い、重複結果ウィンドウに表示したい場合は、 （読込
属性の重複チェック）アイコンをクリックした後、 アイコンをクリックします。 
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3－11 印刷 
 

作成した計器ブロック、結線図、ラダー図、ステップラダーのクロスリファレンス、
またはモニタタグリストを、A4サイズでプリンタに印刷することができます。 
①プロジェクトワークスペース上で印刷の単位となる項目を選択し、［ファイル］メ
ニューの［印刷］ | ○○（各データ種類）、または②現在データを開いている状態で、
右クリックして、ポップアップメニューから［○○印刷］を選択します。 
 

お願い 
 

印刷は、A4縦印刷のみ可能です。ほかの用紙サイズでは印刷できません。 
ただし、ブロック結線図の印刷のみ A4横印刷が可能です。 

 

3－11－1 印刷可能なデータ 
データ種類 印刷内容 ファイルメニューの 

選択可能条件 
ファイル 
メニュー 

ポップアップ
メニュー 

計器ブロック 大項目単位での目次（ブロック番地、ブロック
形式、ブロック名）、およびその全 ITEMリス
ト 
大項目すべて、指定中項目、指定ブロック番地
を選択可能 

大項目選択、中項目選択、
または小項目選択 

印刷 | 計器ブロッ
ク 

なし 

結線図 ブロック結線図 
（開いている結線図、大項目単位、ノード単位
のいずれか） 
注：付箋付き可能 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | 結線図 ブロック図編
集モードで、結
線図印刷 

ラダー図 ラダーシンボルとオペランド（アドレス） 
（開いているラダー図、大項目単位、ノード単
位のいずれか） 
注：付箋付き可能 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | ラダー図 ラダー図編集
モードで、ラダ
ー図印刷 

（ステップラダーの）ク
ロスリファレンス 

クロスリファレンスの内容（接点アドレス、ブ
ロック番地、ニモニック行 No.、コマンド、出
力コメント） 
（開いているクロスリファレンス、大項目単位、
ノード単位のいずれか） 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | クロスリフ
ァレンス 

クロスリファ
レンス表示状
態で、クロスリ
ファレンス印
刷 

モニタータグリスト（ル
ープコントロールユニ
ットのみ） 
 

モニタタグリスト 
（開いているモニタタグリスト、大項目単位、
ノード単位のいずれか） 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | モニタタグ
リスト 

モニタタグリ
スト表示状態
で、モニタ Tag
リスト印刷 

CSV Tagリスト CSVタグリスト 
（開いている CSVタグリスト、大項目単位、ノ
ード単位のいずれか） 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | CSV Tag リ
スト 

CSV タグリス
ト表示状態で、
CSV Tagリス
ト印刷 

一式 大項目単位、ノード単位の上記全データ（計器
ブロック、結線図、ラダー図、クロスリファレ
ンス、モニタタグリスト） 

大項目選択、またはノード
用計器ファイル選択 

印刷 | 一式 なし 

ITEMリスト 開いている ITEMリスト － なし ITEMリスト表
示状態で、
ITEMリスト印
刷 

シーケンステーブル シーケンステーブル 
注：通常印刷で全体を印刷。拡張時は分割印刷
で拡張分を別ページに印刷。 

大項目選択 印刷 | シーケンス シーケンステ
ーブル表示状
態で、通常印刷
または分割印
刷 

ユーザリンクテーブル ユーザリンクテーブル 大項目選択 印刷 | ユーザリン
クテーブル 

ユーザリンク
テーブル表示
状態で、印刷 

コネクションマップ コネクションマップ 大項目選択、または小項目
選択 

印刷 | コネクショ
ンマップ 

コネクション
マップ表示状
態で、印刷 
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3－11－2 計器ブロック（大項目単位）の印刷 
1 ［ファイル］メニューから［印刷］｜［計器ブロック］を選択します。以下のダイ
アログボックスが表示されます。 

 
2 印刷範囲として、大項目を指定します。 
3 大項目データすべての場合、そのまま［OK］ボタンをクリックします。 
 印刷する中項目を選択する場合は、さらに中項目全部を選択、または印刷するブロ
ック番地を選択します。 

 以下のような印刷プレビュー画面が表示されます。 
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4 ［印刷］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

印刷例： 
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3－11－3 ブロック結線図の印刷 
■ 現在開いている（アクティブな）結線図 1つを印刷するとき 

1. ブロック図編集モードにします（［ブロック結線図］フォルダを選択して、［設定］
｜［編集］｜［ブロック結線図編集］を選択）。 

2. ブロック結線図ウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［結線図
印刷］を選択します。印刷プレビュー画面が表示されます。プレビュー画面で「印
刷」ボタンを押下すると以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 
印刷例： 

 
 

参 考 
 

ブロック結線図がフリーロケーションモードで、印刷可能範囲外に計器ブロックが存在
する場合、ブロックが印刷可能領域外であるメッセージが表示されます。 
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■ 大項目（ループコントローラ）単位で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［結線図］を選択します。以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
2. ループコントローラ内のすべての結線図を印刷するときは、「全て」をチェックし
ます。印刷対象の結線図を選択する場合は、「範囲選択」をチェックして、開始結
線図と終了結線図を指定します（開始／終了は、登録順に昇順となる結線図番号の
開始／終了に対応します）。1ページあたり 1結線図が印刷されます。開始ページ
を指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内の結線図の印刷が、開始
されます。 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［結線図］を選択します。 

2. 1ページあたり 1結線図が印刷されます。開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内の結線図
の印刷が開始されます。 
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3－11－4 ラダー図の印刷 
■ 現在開いている（アクティブな）ラダー図 1つを印刷するとき 

1. ラダー図編集モードにします（ステップラダーブロックを選択して、［設定］｜［編
集］｜［ラダー図編集］を選択）。 

2. ラダー図ウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［ラダー図印刷］
を選択します。 ［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 印刷例： 

 
 

■ 大項目（ループコントローラ）単位で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［ラダー図］を選択します。 

2. ループコントローラ内のすべてのラダー図を印刷するときは、「全て」をチェック
します。印刷対象のラダー図を選択する場合は、「範囲選択」をチェックして、開
始ラダー図と終了ラダー図を指定します（開始／終了は、登録順に昇順となるラダ
ー図番号の開始／終了に対応します）。開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内のラダー図の印刷が開始
されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［ラダー図］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内のラダー
図の印刷が開始されます。 
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3－11－5 クロスリファレンスの印刷 
■ 現在開いている（アクティブな）クロスリファレンス 1つを印刷するとき 

1. クロスリファレンスを表示させます（ニモニックコードの表示状態で、［更新］ボ
タン→［OK］→大項目を選択し、［実行］｜［クロスリファレンス］）。 

2. クロスリファレンスウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［ク
ロスリファレンス印刷］を選択します。［印刷］ダイアログボックスが表示されま
す。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 印刷例： 

 
■ 大項目（ループコントローラ）単位で一括印刷するとき 

1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［クロスリファレンス］を選択します。 

2. 1ページあたり 1クロスリファレンスが印刷されます。開始ページを指定すること
も可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内のクロスリファレンスの
印刷が、開始されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［クロスリファレンス］を選択します。 

2. 1ページあたり 1クロスリファレンスが印刷されます。開始ページを指定すること
も可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内のクロス
リファレンスの印刷が、開始されます。 
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3－11－6 モニタタグリストの印刷（ループコントロールユニットのみ） 
■ 現在開いている（アクティブな）モニタタグリストを印刷するとき 

1. モニタタグリストを表示させます（［実行］｜［タグリスト表示］｜［モニタータ
グ］を選択）。 

2. モニタタグリストウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［モニ
ターTagリスト印刷］を選択します。［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

■ 大項目（ループコントロールユニット）単位で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［モニタ Tagリスト］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントロールユニット内のモニタタグリ
ストの印刷が開始されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台）で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［モニターTagリスト］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内のモニタ
タグリストの印刷が開始されます。 
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3－11－7 CSVタグリストの印刷 
■ 現在開いている（アクティブな）CSVタグリストを印刷するとき 

1. CSVタグリストを表示させます（［実行］｜［タグファイル出力］｜［CSVタグ］
を選択）。 

2. CSVタグリストウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［印刷］
を選択します。［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

■ 大項目（ループコントローラ）単位で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［CSV Tagリスト］を選択します。 

2. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内の CSVタグリストの印刷
が開始されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［CSV Tagリスト］を選択します。 

2. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内の CSVタ
グリストの印刷が開始されます。 

 

3－11－8 一式の印刷 
■ 大項目（ループコントローラ）単位で全データ（計器ブロック、結線図、ラ

ダー図、クロスリファレンス、CSVタグリスト）を印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［一式］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
 全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内の全データの印刷が開始
されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で全デ

ータ（計器ブロック、結線図、ラダー図、クロスリファレンス、CSVタグリ

スト）を印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［一式］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内の全デー
タの印刷が開始されます。 
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3－11－9 ITEMリストの印刷 
■ 現在開いている（アクティブな）ITEMリストを印刷するとき 

1. ITEM一覧（リスト）を表示させます。 
2. ITEM一覧ウィンドウで、右クリックし、ポップアップメニューから［ITEMリス
ト印刷］を選択します。［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

3－11－10 シーケンステーブルの印刷 
■ 現在開いているシーケンステーブルを印刷するとき 

1. シーケンステーブルを表示します。 
2. シーケンステーブル上で、右クリックし、ポップアップメニューから［印刷］｜［通
常印刷］または［分割印刷］を選択します。 ［印刷］ダイアログボックスが表示
されます。 
・通常印刷で全体を印刷します。 
・拡張時は、分割印刷で拡張分を別ページに印刷します。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

■ 大項目（ループコントローラ）単位で一括印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内の大項目を選択し、［ファイル］メニューから［印
刷］｜［シーケンス］を選択します。 

2. ループコントローラ内のすべてのシーケンスて－ブルを印刷するときは、「全て」
をチェックします。印刷対象のシーケンステーブルを選択する場合は、「範囲選択」
をチェックして、開始シーケンステーブルと終了シーケンステーブル指定します
（開始／終了は、登録順に昇順となるラダー図番号の開始／終了に対応します）。
開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラ内のシーケンステーブルの
印刷が開始されます。 

 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［シーケンス］を選択します。 

2. 開始ページを指定することも可能です。 
全体ページの表示／非表示を、表示／非表示ボタンでチェックします。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内のシーケ
ンステーブルの印刷が開始されます。 
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3－11－11 ユーザリンクテーブルの印刷 
■ 現在開いているユーザリンクテーブルを印刷するとき 

1. ユーザリンクテーブルを表示します。 
2. ユーザリンクテーブル上で、右クリックし、ポップアップメニューから［印刷］を
選択します。 ［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
 

■ ノード単位（ループコントロールユニット最大 3台、LCB□□1台）で一括

印刷するとき 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択し、
［ファイル］メニューから［印刷］｜［ユーザリンクテーブル］を選択します。 

2. ［OK］ボタンをクリックします。アクティブなノード用計器ファイル内のユーザ
リンクテーブルの印刷が開始されます。 

 

3－11－12 コネクションマップの印刷 
■ 現在表示しているコネクションマップを印刷するとき 

1. コネクションマップを表示します。 
2. コネクションマップ上で、右クリックし、ポップアップメニューから［印刷］を選
択します。［印刷］ダイアログボックスが表示されます。 

3. 印刷部数を設定し、［OK］ボタンをクリックします。印刷が開始されます。 
注：プロジェクトワークスペース内で選択している計器ブロックのコネクションマップを直
接印刷するときは、［ファイル］メニューから［印刷］ を選択します。 
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3－12 オプション設定 
3－12－1 概要 

ツールソフトの環境設定を行います。 
［設定］メニューから［オプション］を選択します。 
以下の［プロジェクト情報の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 
ここで設定する環境設定は、プロジェクトワークスペース（プロジェクト）共通の設
定です。 

 

■ オプション設定の一覧 
以下の項目を設定します。 

タブ 設定項目 内容 デフォルト
プロジェクトワークスペー
ス：Tag名で表示する 

チェックオンで、プロジェクトツリー上
での小項目表示を CSVタグ名で表示 

オフ 

設定時に Tag名登録をデフ
ォルトとする 

チェックオンで、計器ブロックの発信元
指定時などの ITEM指定をタグ名・タグ
ITEMを選択。 
チェックオフで、連続した数値（BBBIII）
を入力。 

オン 

一般 

OPCサーバダイレクトアク
セスタグを有効にする 

チェックオンで、HMI I/F用データ以外の
ITEMを「OPCサーバダイレクトアクセス
タグ」をタグファイルに追加して出力し
ます。 

オフ 

リトライ回数 PLCとの通信のリトライ回数を設定 3 通信 
タイムアウト値 レスポンスタイムアウト監視時間を設定

します（通信ドライバが FinsGatewayのと
きのみ）。 

5000ms 

CSV Tag設定 拡張プロパティを表示 OPC工業量タグ出力を行う場合、チェッ
クします。 
OPCサーバでスケーリングを行う場合に
使用します。 

オフ 

 OPCサーバ工業量タグを常
に有効にする 

デフォルトで OPC工業量タグ出力を有効
とする場合、チェックします。 

オフ 
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タブ 設定項目 内容 デフォルト

CSV Tag設定 
（続き） 

ユーザリンクテーブルを
OPCサーバ工業量タグとす
る。 

ユーザリンクテーブルの CSVタグに対し
て、工業量タグ出力を行う場合、チェッ
クします。チェックした場合、ユーザリ
ンクテーブルの CSVタグエントリに対し
ても OPCサーバ工業量タグ出力が可能に
なります。 

オフ 

 MV関連 ITEMのデータ範
囲を 0－100%とする。 

OPCサーバ上での、MV、MH_LMT、
ML_LMTの 3つの ITEMのデータ範囲を、
下限値＝0.00%、上限値＝100.00%とする
ときにのみ、チェックします。 

オフ 

 タグ名の先頭の＃を_で置
き換える 

CSVタグファイルのタグ名の先頭の文字
「＃（シャープ）」を「_（アンダーバー）」
に置き換えるときに、チェックをします。 

オフ 

倍率 ブロック結線図の表示倍率 100 
グリッドモード チェックオンで、グリッドを表示 オフ 
Tag表示モード チェックオンで、計器ブロック名部分を

CSVタグ名で表示 
オフ 

ブロック結線
図 

ブロックビットマップの色
付けを行う 

ブロック結線図表示時に、計器ブロック
の色を計器ブロック種類に応じて付ける 

オフ 

倍率 ラダー図の表示倍率 100 ステップラダ
ー データ名称表示 選択している ITEMの情報を表示 オフ 

倍率 シーケンステーブルの表示倍率 100 
ウィンドウオープン時に編
集可能な状態にする 

チェックオンで、シーケンステーブルを
表示させたとき、自動的に編集モード 

オフ 

ポイントナビゲーションを
表示する 

チェックオンで、交差表示 オン 

シーケンステ
ーブル 

縦ラインを表示する チェックオンで、縦線を表示 オフ 
フィールド端子結線時にタ
グ名を自動登録する 

チェックオンで、フィールド端子を貼り
付けてソフト結線したとき、自動的にユ
ーザリンクテーブルにタグを（タグ名自
動設定で）登録 

オン ユーザリンク
テーブル 

大項目 DL時にリフレッシ
ュ周期更新をデフォルト指
定とする 

チェックオンで、ユーザリンクテーブル
内の各タグのリフレッシュ周期が、ソフ
ト結線先の計器ブロックの演算周期に一
致 

オン 

倍率 コネクションマップの表示倍率 100 コネクション
マップ コネクションマップの表示

更新を常に行う 
チェックオンで、コネクションマップの
表示更新を常に行います 

オン 
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3－12－2 ［一般］タブ 

 
● 「プロジェクトワークスペース：タグ名で表示する」 
・チェックをオンにすると 
プロジェクトツリー上での小項目表示を CSVタグ名で表示します（CSVタグ設定が
されている場合のみ）。 
・チェックをオフにすると（デフォルトはオフ） 
通常どおり、プロジェクトツリー上での小項目表示を計器ブロック名で表示します。 

● 「設定時に Tag名登録をデフォルトとする」 
・チェックをオンにすると（デフォルトはオン） 
以下のときに、ITEM指定を、タグ名およびタグ ITEM名のプルダウンリストから選
択します。 
・計器ブロックの発信元指定（結線データ指定）をするとき 
・青表示の ITEMを右クリックして［編集］｜［アドレス入力］をするとき 
・シーケンステーブルの信号編集をするとき 
・ステップラダーのシンボル編集をするとき 

例）計器ブロックの発信元指定（結線データ指定）のとき 

「Tag名、フィールド端子、シー
ケンス制御」がチェックされます。
結線データ（接続先 ITEM）を 
タグ名、タグ ITEM名のプルダウ
ンリストから選択します。 
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・チェックをオフにすると 
以下のときに、ITEM指定を、ブロック番地→ITEM番号の順の、連続した数値
（BBBBIIII）で入力します。 
・計器ブロックの発信元指定（結線データ指定）をするとき 
・青表示の ITEMを右クリックして［編集］｜［アドレス入力］をするとき 
・シーケンステーブルの信号編集をするとき 
・ステップラダーのシンボル編集をするとき 

例）計器ブロックの発信元指定（結線データ指定）のとき 

「BLOCK番地・ITEM番号」がチ
ェックされます。 
結線データ（接続先 ITEM）を、ブ
ロック番地→ITEM番号の順の、連
続した数値（BBBBIIII）で入力し
ます。

 
 

● 「OPCサーバダイレクトアクセスタグを有効にする」 
チェックをオンにすると、HMI I/F用データ以外の ITEMを「OPCサーバダイレクト
アクセスタグ」としてタグファイルに追加して出力します（台形プログラム（形式 155）、
折れ線プログラム（形式 156）、折れ線プログラム 2（形式 157）のみ）。 
HMI I/Fエリアを使用しないで、直接 SYSMAC OPC Serverから以下の計器ブロックの
全 ITEMを SCADAソフトから設定/モニタしたい場合、チェックします。 

・ OPCサーバダイレクトアクセスが可能な計器ブロック 
・台形プログラム（形式 155） 
・折れ線プログラム（形式 156） 
・折れ線プログラム 2（形式 157） 
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3－12－3 ［通信］タブ 

 
● 「リトライ回数」 
ループコントローラとの通信のリトライ回数を設定します。デフォルトは 3回です。
通信タイムアウトが発生する場合、この回数を増やしてください。 
 

● 「タイムアウト値」（通信ドライバが FinsGatewayのときのみ） 
ループコントローラとの通信タイムアウト値を単位 msで設定します。デフォルトは、
5000msです。通信負荷が高く、タイムアウトとなる場合は、この値を大きく設定して
ください（最大 60,000ms） 
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3－12－4 ［CSV Tag設定］タブ 
SYSMAC OPC Server V2.6の拡張スケーリング情報のエクスポートの設定を行います。 
拡張スケーリング情報を使用すると、OPCサーバで、工業量単位でスケーリングが可
能になります。このため、SCADAソフト側でスケーリングを設定する必要がなくなり
ます。詳しくは「SYSMAC OPC Server V2.6の拡張スケーリング情報について 
（ツールソフト Ver.4.0以降のみ）（3-4ページ）」を参照してください。 

 
 

● 拡張プロパティを表示 
OPC工業量タグ出力を行う場合、チェックします。OPCサーバでスケーリングを行う
場合に使用します。 

・ OPCサーバ工業量タグを常に有効にする 
デフォルトで OPC工業量タグ出力を有効とする場合、チェックします。 
 

● ユーザリンクテーブルを OPCサーバ工業量タグとする 
ユーザリンクテーブルの CSVタグに対して、工業量タグ出力を行う場合、チェックし
ます。チェックした場合、ユーザリンクテーブルの CSVタグエントリに対しても OPC
サーバ工業量タグ出力が可能になります。 
 

● MV関連 ITEMのデータ範囲を 0－100%とする 
OPCサーバ上での、MV（上位表示MV出力値、またはMAN時マニュアル操作量）、
MH_LMT（MVリミット上限値）、ML_LMT（MVリミット下限値）の 3つの ITEM
のデータ範囲を、下限値＝0.00%、上限値＝100.00%とするときにのみ、チェックしま
す。 
 

● タグ名の先頭の＃を_で置き換える 
CSVタグファイルのタグ名の先頭の文字「＃（シャープ）」を「_（アンダーバー）」
に置き換えるときに、チェックします。 
一部の SCADAのタグインポート時に＃を許可しない場合があり、アンダーバーに変
更することでインポート可能となります。 
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3－12－5 ［ブロック結線図］タブ 

 
● 「倍率」 
結線図を、設定した倍率で表示します。 
（ブロック結線図表示モードの［倍率］メニューと同一機能です。） 
100（デフォルト）：等倍で表示 
50：デフォルトサイズの 1/2で表示します。 
200：デフォルトサイズの 2倍で表示します。 
 

● 「グリッドモード」 
・新規生成プロジェクトが LCB□□ Ver.3.0以降の場合 
グリッド表示を行う場合、チェックを有効とした上でグリッド幅を設定します。デ
フォルトはグリッド有効で「小」が選択されます。ブロック結線図上でグリッドを
表示し、設定したグリッドの間隔でラインの作成およびラインの移動が可能です。 

 
・新規生成プロジェクトが上記以外の場合 
チェックをオンにし（デフォルトはオフ）、グリッド幅を大中小から選択します。
ブロック結線図上でグリッドを表示し、設定したグリッドの間隔でラインの作成お
よびラインの移動が可能です。 

 
いずれの場合も、ブロック結線図表示モードの［モード切替］メニューの［グリッド
モード］と同一機能となります。 
 

● 「タグ表示モード」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオフ）、ブロック結線図上に貼り付けられた
計器ブロックの計器ブロック名の部分を、CSVタグ名で表示します（CSVタグ設定が
されている場合のみ）。（ブロック結線図表示モードの［モード切替］メニューの［CSV 
Tag表示モード］と同一機能です。） 
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● 「ブロックビットマップの色付けを行う」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオフ）、ブロック結線図に貼り付けられた計
器ブロックの色を種類に応じて色表示します。 
なお、オフの場合、すべての計器ブロックが灰色となります。 
・調節ブロック：緑色 
・演算ブロック：薄茶色 
・フィールド端子：ピンク色 
・ユーザ定義ブロック：青色 
・その他：灰色 
 
注：この設定を有効にした直後は、開いているブロック結線図に反映されません。一度ウィン
ドウを閉じてから再びブロック結線図を開いてください。 
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3－12－6 ［ステップラダー］タブ 

 
● 「倍率」 
ラダー図を、設定した倍率で表示します。 
（ラダー図表示モードの［倍率］メニューと同一機能です。） 
100（デフォルト）：等倍で表示 
50：デフォルトサイズの 1/2で表示します。 
200：デフォルトサイズの 2倍で表示します。 
 

● 「データ名称表示」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオフ）、選択している ITEMの情報を表示し
ます。 
（ラダー図表示モードの［モード切替］メニューの［データ名称表示］と同一機能で
す。） 
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3－12－7 ［シーケンステーブル］タブ 

 
● 「倍率」 
シーケンステーブルを、設定した倍率で表示します。 
（シーケンステーブルモードの［倍率］メニューと同一機能です。） 
100（デフォルト）：等倍で表示 
50：デフォルトサイズの 1/2で表示します。 
200：デフォルトサイズの 2倍で表示します。 

● 「ウィンドウオープン時に編集可能な状態にする」 
・チェックをオンにすると 
シーケンステーブルを表示させたとき、自動的に編集モードとなります。 
・チェックをオフにすると（デフォルトはオフ） 
シーケンステーブルを表示させたとき、非編集モードとなります。シーケンステー
ブルを右クリックしてポップアップメニューから［編集モード］｜［ON］を選択し
てはじめて編集モードとなります。 

● 「ポイントナビゲーションを表示する」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオン）、交差表示となります。（［操作］メ
ニューの［ポイントナビゲーション表示］｜［行う］と同一機能です。） 
 

● 「縦ラインを表示する」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオフ）、縦線を表示します。（［操作］メニ
ューの［縦ライン表示］｜［行う］と同一機能です。） 
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3－12－8 ［ユーザリンクテーブル］タブ 

 
● 「フィールド端子結線時にタグ名を自動登録する」 
チェックをオンにすると（デフォルトはオン）、ブロック結線図上にフィールド端子
ブロックを貼り付けてソフト結線したとき、フィールド端子ブロックの結線した ITEM
が自動的にユーザリンクテーブルにタグとして（タグ名自動設定で）登録されます。 

● 「大項目 DL時にリフレッシュ周期更新をデフォルト指定とする」 
（大項目のダウンロード時に表示される［［大項目］LCBダウンロード］ダイアログ
ボックス上の、「ユーザリンクテーブルのリフレッシュ周期更新」のチェッボックス
と同一機能です。） 
・チェックをオンにすると（デフォルトはオン） 
大項目をダウンロードしたとき、ユーザリンクテーブル内の各タグのリフレッシュ
周期を、ソフト結線先の計器ブロックの演算周期に一致させます。 
・チェックをオフにすると 
ユーザリンクテーブル内の各タグのリフレッシュ周期は、指定リフレッシュ周期の
ままとなります。 
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3－12－9 ［コネクションマップ］タブ 
注：コネクションマップは、［実行］メニューから［コネクションマップ］を選択することに
よって表示されます。 

 
● 「倍率」 
コネクションマップの表示倍率を設定します。（コネクションマップ上で右クリック
してポップアップメニューの［倍率変更］と同一機能。） 

● 「コネクションマップの表示更新を常に行う」 
・チェックをオンにすると（デフォルトはオン） 
コネクションマップの表示更新を常に行います。 
・チェックをオフにすると 
コネクションマップの表示更新を常に行いません。 
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4－1 オンライン機能の概要 
 
ツールソフトのオンライン機能は以下のとおりです。 
オンライン機能 内容 メニュー 
ダウンロード／ア
ップロード 

ループコントローラ内 RAMへのノード用計器ファイル（拡張
子.ist）のダウンロード／アップロード／照合 
 
注 1：照合は、ノード用計器ファイル（ニモニック含む）間の
照合も可能 

［実行］｜［転送［パソコン→LC］］
／［新規アップロード］／［更新ア
ップロード］／［照合］ 

ITEM単位のダウン
ロード 

各 ITEMの設定ダイアログボックスから、 ITEMごとのデータ
をダウンロード 

計器ブロックの各 ITEMの設定ダイ
アログボックスにて、値を設定し、
［転送［パソコン→LC］］ボタン 
または動作確認 ITEMリストにて、
各 ITEMの設定ダイアログボックス
にて、値を設定し、［転送［パソコ
ン→LC］］ボタン 

運転指令 ループコントローラの運転開始／停止指令 ［実行］｜［運転］｜［運転指令］

システム運転確認 ループコントローラのシステム共通ブロック（形式 000）の設
定およびモニタ 

［実行］｜［運転］｜［運転確認］

ループコントローラ内 RAMの計器ブロックデータのデバッグ
用の機能です。 

－ 

1）指定計器ブロックの
全 ITEMデータモニタ 

計器ブロック（シーケンスブロック
を除く）の全 ITEMデータを読み出
し、一覧表示 

ポップアップメニューから［モニタ］
｜［ITEMリスト］、または［実行］
｜［モニタ］｜［ITEMリスト］ 

動作確認 

2）ループコントローラ
の計器ブロック結線動
作確認 
（ブロック結線図動作
確認モード） 

計器ブロック（シーケンスブロック
を除く）の 
・アナログ出力信号の値表示 
・アナログ出力信号の強制変更 
・計器ブロックごとの演算停止／停
止解除指令 
・現在値の擬似入力（ワイヤレスデ
バッグ設定－キャリブレーションモ
ード） 

・ブロック結線図が表示された状態
で、［動作確認］｜［開始］ 
・各計器ブロックをダブルクリック
して［送信］ダイアログボックスで
操作 
 
・動作確認状態で、対象計器ブロッ
クを右クリック［ワイヤレスデバッ
グ設定］ 

 3）ループコントローラ
のラダー図動作確認 
（ラダー図動作確認モ
ード） 

ステップラダー（形式 301）の 
・接点 ITEMの状態表示 
接点 ITEMの強制セット／リセット
接点 ITEMが属する計器ブロックの
演算停止／停止解除 
注：オペランド以外の、登録計器ブ
ロックの接点 ITEMの強制セット／
リセットも可能 

ラダー図が表示された状態で、［動
作確認］｜［開始］ 
コマンドシンボルをダブルクリック
して［送信］ダイアログボックスで
操作 

 4）シーケンステーブル
の動作確認（シーケンス
テーブル動作確認モー
ド） 

シーケンステーブル（形式 302）の
・現在のステップ番号 
・ルールの条件成立／不成立 
・条件部の信号の条件成立／不成立
・操作部の信号の操作実行 

シーケンステーブルが表示された状
態で［動作確認］｜［開始］ 

チューニング 計器ブロック（調節ブロック）の PID定数などのチューニング
を実行可能です。 

［実行］｜［モニタ］｜［チューニ
ング画面］ 

バックアップ／リ
カバリ 

ループコントローラ内 RAMからフラッシュメモリへの計器ブ
ロックデータのバックアップ、フラッシュメモリから RAMへ
の計器ブロックデータのリカバリ 

［実行］｜［バックアップデータ］
｜［バックアップ］または［リカバ
リ］ 

オールクリア ループコントローラ内の RAM上の計器ブロックデータをすべ
て初期化（クリア）します。 

［実行］｜［運転］｜［オールクリ
ア］ 
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4－2 オンライン接続のための初期設定 
 
ツールソフトを PLCにオンライン接続して、前項に記したオンライン機能を実現する
ためには、あらかじめ以下の設定が必要です。 
 PLCとのオンライン接続には、以下の2つの通信ドライバのいずれかを選択します。 
・FinsGateway 
・CX-Server 
注：通信プロトコルに Ethernet/IPを利用する場合は、CX-Serverを選択してください。 
 

4－2－1 通信ドライバ種類を選択するには 
ツールソフトを［スタート］メニューから、または I/Oテーブルから［起動のみ］を
選択して起動した場合、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
 

● FinsGatewayを使用する場合： 
「通信ドライバ」として、「FinsGateway」を選択します。 

● CX-Serverを使用する場合： 
「通信ドライバ」として、「CX-Server」を選択します。 
 
注：このダイアログボックスは、［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表
示する］がチェックされていると、ツールソフト起動時に表示されます。 

 ［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表示しない］がチェックされて
いると、ツールソフト起動時に表示されません。 

 通信ドライバ種類を変更したいときは、［ファイル］メニューから［起動時通信ドライバ選
択］｜［表示する］を選択して、ツールソフトを、スタートメニューからまたは I/Oテーブ
ルから［起動のみ］を選択して、起動してください。 

 なお、ツールソフトを単体でなく CX-Oneからインストールした場合、デフォルトではツー
ルソフト起動時、このダイアログボックスは表示されず（［ファイル］｜［起動時通信ドラ
イバ選択］｜［表示しない］が自動的にチェックされています）、通信ドライバは自動的に
CX-Serverとなります。もし通信ドライバを FinsGatewayに変更したいときは、［ファイル］
メニューから［起動時通信ドライバ選択］｜［表示する］を選択して、FinsGatewayをチェ
ックしてください。 
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お願い 
 

CX-Serverを選択して作成したプロジェクトと FinsGatewayを選択して作成した
プロジェクトの互換性について： 
CX-Serverを選択して作成したプロジェクトと FinsGatewayを選択して作成した
プロジェクト間では、以下の点で互換性がありませんので、ご注意ください。 
・通信ドライバに CX-Serverを選択して、PLCと直接接続した場合（ノードアドレス
を 0に設定した場合）、そのプロジェクトは FinsGatewayを選択して開くことはで
きません（FinsGatewayでは、ノードアドレスが 1以上であることが必要です）。
また、ノードアドレスが 0の CSVタグ設定がされているときも FinsGatewayで開
くことはできません。 
上記の状態のプロジェクトをFinsGatewayで開く場合、CX-Serverを選択して、そ
のプロジェクトを開いた後、ノードアドレスを 1以上（ファイル名「Node00」以外）
に変更して保存してください。その後に、FinsGatewayを選択して開いてくださ
い。 

・通信ドライバとして FinsGatewayを選択して作成したプロジェクトを CX-Server
を選択して開いた場合、ネットワークアドレスは自動的に 0となります。開いた
後、各ノード（ノード用計器ファイル）に対して、ネットワークアドレスを再設定し
てください。 
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4－2－2 FinsGatewayを使用する場合 
■ シリアル接続をする場合 

● ユニットの初期設定 
1）ループコントロールユニットのユニット番号の設定（前面ロータリスイッチによる
設定）（ループコントロールユニットの場合のみ） 

2）I/Oテーブルの作成操作 
注：CX-Programmer（Ver6.1以降）を使用して、I/Oテーブルを作成する場合、以下
の制限がありますので、ご注意ください。 
・ユニットを装着してオンラインで「I/Oテーブル作成」操作をした後、登録 I/O
テーブルを I/Oテーブルウィンドウに読み出す（転送［PLC→パソコン］操作
による）と、本ループコントロールユニットは、「ユニットタイプ不明」と
表示されます。 

・オフラインでの「I/Oテーブル編集」操作によっては、本ループコントロール
ユニットを I/Oテーブルに設定することができません。 

 
3） CPUユニットの（または CS1Dデュプレックスシステムの場合、DPLユニット）
シリアル通信モードの設定（PLCシステム設定） 

4） CPUユニット前面のディップスイッチの設定 
・ペリフェラルポートを使用する場合、SW4（または PRPHL）を ONに設定、かつ

PLCシステム設定を設定（プロコンアドレス 144を 0000Hexに設定）してくださ
い。 

・RS-232Cポートを使用する場合、SW5（または COMM）を OFFに設定、かつ PLC
システム設定を設定（プロコンアドレス 160を 0000Hexに設定、ただしデフォル
トから変更していなければそのまま）してください。 

● ツールソフトでの初期設定 
上記操作を実行した後、ツールソフトを使用して、以下の操作を行います。 
●ネットワークアドレスの設定（シリアル接続での直接接続時は、000～127までどの
値でもかまいません）、ノードアドレスの設定（01に設定） 
●号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのユニット番号に 10Hexを加算
した値を 10進で入力）（ループコントロールユニットのみ） 
●［ファイル］メニューから［シリアルドライバ起動］を選択し、COMポートと通信
速度を設定して、［OK］をクリック 
これらのいずれかを設定していない場合、ツールソフトをループコントローラに接続
することはできせん。 
 
 ツールソフト 

ループコントロールユニット 

オンライン接続 
●ネットワークアドレス(000 など)、ノードアドレス(01)の設定 
●号機アドレスの設定 
●シリアル初期化 

CS1 CPU ユニット 
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● ネットワークアドレス、ノードアドレスの設定 
1. プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択して、
［設定］｜［アドレス設定］を選択すると、以下の確認ダイアログボックスが表示
されます。 

   
2. ［OK］ボタンをクリックします。以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
3. ［ネットワークアドレス］フィールドにネットワークアドレス 000など（どの値で
もかまいません*1）を、［ノードアドレス］フィールドにノードアドレス 01を、
各々半角で入力します。シリアル接続で接続する場合は、これ以外の値を設定しな
いでください。通信接続ができません。 

4. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
＊1：ただし、パソコンの COM1ポートと COM2ポート間では、異なるネットワークアドレ

スを設定してください（COM1、COM2の指定は、後述のシリアル初期化操作時に指
定します）。ネットワークアドレスが重複していている場合、シリアル通信が実行で
きません。 

 

● 号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのみ） 
1. 上記設定の後*1、大項目（LC001-1～3）*2を選択して、［設定］｜［アドレス設
定］を選択すると、以下のダイアログボックスが表示されます。設定済みのネット
ワークアドレス、ノードアドレスが表示されます。 
＊1：ネットワーク／ノードアドレス設定が未の場合は、ネットワーク／ノードアドレスが

設定可能なダイアログボックスが表示されます。ネットワーク／ノードアドレス設定
操作の後に、号機アドレスが設定可能なダイアログボックスが表示されます。 

＊2：号機アドレスの設定は、大項目を選択した状態で設定可能です。プロジェクトワーク
スペースを選択した状態では設定できませんので、ご注意ください。 

   
2. ［号機アドレス］フィールドに、号機アドレス（16～31）を 10進の半角で入力し
ます。号機アドレスには、ループコントロールユニットの前面ロータリスイッチの
（CPU高機能ユニットとしての）ユニット番号 0～15（0～FHex）に、16（10Hex）
を加算した値 16～31（10～1FHex）を設定してください。 
この値が正しくないと、ループコントロールユニットとオンライン接続することが
できません。 
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注：CX-Processでは、号機アドレスを、10進（16～31）で入力します。 
3. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
注：号機アドレスは、シリアル接続の場合でも、設定することが必要です。 
もし、間違った号機アドレスを設定した場合、ダウンロード操作時に、「オールクリア
中に異常が発生しました。ERROR CODE 0401または 0202」のダイアログボックスが表
示されます。 

 

参 考 
 

ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスを設定すると、プロジェクト
ワークスペースの大項目の名称の右に、ネットワークアドレス、ノードアドレス、号
機アドレスの順で、「．」（ドット）で区切られて以下のように表示されます。 
例） 
 
 

Node01の右の表示：ネットワークアドレス 001、ノードアドレス 01 

LC001-1の右の表示：号機アドレス 16  
ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスを上記のように手動で設定す
る方法以外に、ツールソフトに実際に接続されている PLCのネットワークシステムか
らループコントローラを検索し、そのアドレスを取得して設定することも可能です。
（大項目を選択して、［ファイル］メニューから［アドレス自動設定］を選択します。
シリアル通信の初期化の前でも実行可能です。詳細は後述の「■アドレス自動設定」を
参照してください。） 
 

● シリアル通信の初期化 
シリアル接続する場合、以下の操作によって、FinsGatewayの通信サービスを起動す
ることが必要です。 
1. ［ファイル］メニューから［シリアルドライバ起動］を選択します。以下のダイア
ログボックスが表示されます。 

   
2. パソコン側の接続 COMポートと、通信速度を入力します。 
 通信速度は、CS1 CPUユニットのシリアル通信モードと同一の通信速度を設定しま
す（9600/19200/38400/57600/115200ビット/sを選択可能です）。異なる通信速度を
設定すると、通信接続ができませんので、ご注意ください。 

注：通信条件は、データ長：7ビット、ストップビット：2、パリティ：偶数で固定です。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
4. 以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
5. ［OK］ボタンをクリックします。シリアル初期化が実行されます。 
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参 考 
 

シリアル初期化がされていない状態で、ダウンロード／アップロードなどのオンライ
ン操作を実行しようとすると、以下のようなダイアログボックスが表示されます。
（「オールクリア中に異常が発生しました。」の下に、「ERROR CODE：［0503］」
と表示されます。） 

 

エラーコード 
（FINSレスポンスコード）

 
 

お願い 
 

・CX-Programmer／CX-Protocol／CX-Motionなどの他のツールソフト（CX-Server
によって通信）または専用シリアルドライバ利用のアプリケーションが、オンライン
接続中の場合、それらと同一のCOMポートを使用して、本CX-Processを上位リン
クによってオンライン接続することはできません（シリアル通信の初期化操作として
は実行可能ですが、実際のオンライン接続ができません）。 
他のツールソフトまたは専用シリアルドライバ利用のアプリケーションをオフライ
ンにしてから、CX-Processを再度オンライン接続（シリアル初期化）してくださ
い。 
逆に、FinsGatewayをドライバとして CX-Processをオンライン接続（シリアル初
期化）中には、 CX-Serverによって通信をする他のツールソフトを同一 COMポー
トを使用してオンライン接続することはできません。 
CX-Serverを用いて COMポートを共有する場合は、CX-Serverをドライバとして
CX-Processを起動してください。 
・シリアル初期化操作を実行すると、FinsGatewayの通信サービスが起動します。し
たがって、他の FinsGatewayのアプリケーションが起動しているときにこのシリア
ル初期化操作を実行すると、そのアプリケーションのFINS通信に影響を与えること
がありますので、ご注意ください。 

・Windowsのログオンユーザが、administrator権限を持ったユーザでなければ、こ
のシリアル初期化操作を実行することはできません。 

 

参 考 
 

このシリアル初期化の操作は、FinsGatewayで言う「SYSWAY-CV」による通信を起
動します（上位リンクのヘッダやターミネータで包んで FINSコマンドを発行する方式
です）。直接 FinsGateway Version 3 SerialUnitを操作する場合、プロトコルに
「SYSWAY-CV」を選択してください。 
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■ Controller Linkの場合 

● ユニットの初期設定 
1）ループコントロールユニットのユニット番号の設定（前面ロータリスイッチによる
設定）（ループコントロールユニットのみ） 

2）I/Oテーブルの作成操作 
3）Controller Linkサポートボードのスイッチ設定、パソコンへの装着＊1 
4）Controller Linkサポートボード－Controller Linkユニット間のケーブル配線＊1 
＊1：詳細は、Controller Linkサポートボードのユーザーズマニュアル（SCCW-304）を参照して

ください。 

● ツールソフトでの初期設定 

・ ネットワークアドレス、ノードアドレスの設定 
プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択して、
［設定］｜［アドレス設定］を選択すると、以下のダイアログボックスが表示されま
す。 

 
1. ［ネットワークアドレス］フィールドにネットワークアドレス（0～127）、［ノー
ドアドレス］フィールドにノードアドレス（1～32）を、各々半角で入力します。 

2. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
注：ネットワークアドレスは、Controller Link接続で自ネットワーク接続の場合、0を入力し
ます。 

 
お願い 
 

Controller Linkの場合、ここで設定したネットワークアドレス、ノードアドレス
と同じ値を、FinsGatewayの手動設定によって必ず設定してください。もし、手
動設定をしていない場合、または異なる値を設定した場合、オンライン接続ができ

ません。 
 



4－2 オンライン接続のための初期設定 
4－2－2 FinsGatewayを使用する場合 

4-10 

4 
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

● 号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのみ） 
上記設定の後、大項目（LC001-1～3）を選択して、［設定］｜［アドレス設定］を選
択すると、以下のダイアログボックスが表示されます。設定済みのネットワークアド
レス、ノードアドレスが表示されます。 

 
1. ［号機アドレス］フィールドに、号機アドレス（16～31）を半角で入力します。号
機アドレスには、ループコントロールユニットの CPU高機能ユニットとしてのユ
ニット番号 0～15（0～FHex）に、16（10Hex）を加算した値 16～31（10～1FHex）
を設定してください。 

2. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
 

参 考 
 

ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスを上記のように手動で設定す
る方法以外に、ツールソフトに実際に接続されている PLCのネットワークシステムか
らループコントローラを検索し、そのアドレスを取得して設定することも可能です。
（大項目を選択して、［ファイル］メニューから［アドレス自動設定］を選択します。
詳細は後述の「●アドレス自動設定」を参照してください。） 
 

● 通信サービスの起動 
Controller Linkの場合、FinsGateway通信サービスは、手動で起動することが必要です
（［FinsGateway］｜［ FinsGatewayの設定］によります）。 
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■ Ethernetの場合 

● ユニットの初期設定 
1）ループコントロールユニットのユニット番号の設定（前面ロータリスイッチによる
設定）（ループコントロールユニットのみ） 

2）I/Oテーブルの作成操作 
3）IPアドレスとサブネットマスクの設定 
4）Ethernetコネクタと Ethernetユニット間のケーブル配線*1 
＊1：詳細は、Ethernetユニットのユーザーズマニュアル（SBCD-329/330）を参照してください。 

● ツールソフトでの初期設定 

・ネットワークアドレス、ノードアドレスの設定 
プロジェクトワークスペース内のアクティブなノード用計器ファイルを選択して、
［設定］｜［アドレス設定］を選択すると、以下のダイアログボックスが表示されま
す。 

 
1. ［ネットワークアドレス］フィールドにネットワークアドレス（0～127）、［ノー
ドアドレス］フィールドにノードアドレス（1～32）を、各々半角で入力します。 

2. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
注：ネットワークアドレスは、Ethernet接続で自ネットワーク接続の場合、0を入力します。 

 

お願い 
 

Ethernetの場合、ここで設定したネットワークアドレス、ノードアドレスと同じ
値を、FinsGatewayの手動設定によって必ず設定してください。もし、手動設定
をしていない場合、または異なる値を設定した場合、オンライン接続ができません。
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● 号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのみ） 
上記設定の後、大項目（LC001-1～3）を選択して、［設定］｜［アドレス設定］を選
択すると、以下のダイアログボックスが表示されます。設定済みのネットワークアド
レス、ノードアドレスが表示されます。 

 
1. ［号機アドレス］フィールドに、号機アドレス（16～31）を半角で入力します。号
機アドレスには、ループコントロールユニットの CPU高機能ユニットとしてのユ
ニット番号 0～15（0～FHex）に、16（10Hex）を加算した値 16～31（10～1FHex）
を設定してください。 

2. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
 

参 考 
 

ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスを上記のように手動で設定

する方法以外に、ツールソフトに実際に接続されている PLCのネットワークシス
テムからループコントローラを検索し、そのアドレスを取得して設定することも可

能です。（大項目を選択して、［ファイル］メニューから［アドレス自動設定］を

選択します。詳細は後述の「●アドレス自動設定」を参照してください。） 
 

● 通信サービスの起動 

● Ethernetの場合、FinsGateway通信サービスは、手動で起動することが必要です

（［FinsGateway］｜［ FinsGatewayの設定］によります）。
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アドレス自動設定 
ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレス（以下「アドレス」）を手動
で設定する方法以外に、ツールソフトに実際に接続されている PLCのネットワークシ
ステム（3階層までの階層越えも可能）からループコントロールユニットを検索し、そ
のアドレスを取得して設定することが可能です。以下の方法によります。 
1. 大項目を選択して、［ファイル］メニューから［アドレス自動設定］を選択します。 

 
2. ［検索］ボタンをクリックすると、パソコンに接続されている PLCのネットワーク
システム全体からループコントロールユニットを検索し、ループコントロールユニ
ットにカーソルが移動します。 
 
 
  

ネットワークアドレス 

ループコントロールユニットにカ
ーソルが移動します。 

ノード上に存在する 
ユニットを表示 

FINSアドレス 

そのループコントロールユニッ
トのアドレスを取得して、大項目
に設定します。 

上記ツリーを更新して、再構築
します。 

「他ネットワークあり」
を示します。 

ノード PLC 

FinsGatewayサービス 

ループコントロールユニットを
検索します。 

 
［検索］ボタンをクリックするごとに、次のループコントロールユニットにカーソ
ルが移動します。 
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3. そのループコントロールユニットのアドレスを取得する場合、［選択］ボタンをク
リックします。そのループコントロールユニットのアドレスが、選択している大項
目に自動的に設定されます。 

 
注：ループコントロールボードでも検索することはできますが、号機アドレスは 225で固定
のため、本機能の使用対象にはなりません。 

 

参 考 
 

FinsGatewayによって、直接、オンライン接続のための初期化設定をする場合、以
下の操作を実行します。詳細は、FinsGatewayのマニュアルを参照してください。 
1）シリアル設定 
パソコン通信ポート、ノードアドレス、プロトコル（シリアル通信モード）などを
設定します。 
［FinsGateway］｜［FinsGatewayの設定］を選択します。以下のダイアログボッ
クスが表示されます。 

  
 左のツリーの［ネットワーク］｜［ドライバ］の下の SerialUnitを選択し、右の［設
定可能なネットワーク／ドライバ］の中の［SerialUnit］をダブルクリックします。
［SerialUnitのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。［ノード］タブ
を選択すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

  
 シリアル初期化操作によって、上記のように、Node#が"1"（01）、プロトコルが

"SYSWAY-CV"と設定されます。 
変更する場合、［プロパティ］ボタンをクリックして、変更します。 
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2）FinsGatewayの設定 
通信サービスの開始／停止を実行します。 
Controller Link、Ethernetの場合、この FinsGatewayの設定から FinsGateway
通信サービスを起動します。 
［FinsGateway］｜［FinsGatewayの設定］を選択します。 
左のツリーの中の［サービス］の下の［SerialUnit］を選択します。 
シリアル初期化と同様な操作を行う場合、右の［開始］ボタンをクリックします。
以下のように、SerialUnitが開始状態となります （CPU_UNITは常時起動）。 

  
 シリアル初期化操作によって、オンライン状態になっているか否かを、この 

FinsGatewayの設定によって確認できます。 
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4－2－3 CX-Serverを使用する場合 
通信ドライバとして CX-Serverを選択した場合、以下の初期設定操作をした上で、ダ
ウンロードなどのオンライン操作を実行すると、自動的にオンライン接続されます
（FinsGatewayの「シリアル初期化」操作に相当する操作は、必要ありません）。 
 

■ シリアル接続をする場合 

● ユニットの初期設定 
FinsGatewayを使用してシリアル接続をする場合と同じです。 

● ツールソフトでの初期設定 
上記操作を実行した後、ツールソフトを使用して、以下の操作を行います。 
1. ［設定］メニューから［PLC変更］を選択します。 
2. ［PLC機種変更］ダイアログボックスが表示されます。 

  
［ネットワーク種別］選択ボックスで、「SYSMAC WAY」（上位リンク）を選択
します。 

3. 必要に応じて、［ネットワークタイプ］選択ボックスの右の［設定］ボタンをクリ
ックして、［ネットワーク設定］ダイアログボックスを表示させます。 
［ドライバ］タブにて、ポート名（COMポート No.）を選択します。また、通信速
度、データフォーマットを設定します（接続先 PLCの設定と一致させます）。 
［ネットワーク］タブにて、PLCと直接接続する場合は、ノードアドレスをデフォ
ルトの 0のままに設定します（ただし、その場合、作成したプロジェクトを、
FinsGatewayを選択して開くことはできません）。 

 

お願い 
 

CX-Serverを選択した場合、モニタタグファイルまたは CSVタグファイルを作成
（コンパイル）する前に、［設定］メニューから［PLC変更］を選択し、［ネッ
トワーク設定］ダイアログボックスにて、ノードアドレスを 0以外に設定してくだ
さい（ただし、オンライン接続時には、ノードアドレスを 0に戻してください）。
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● 号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのみ） 
1. 上記設定の後、大項目（LC001-1～3）を選択して、［設定］｜［アドレス設定］を
選択すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［号機アドレス］フィールドに、号機アドレス（16～31）を 10進の半角で入力し
ます。号機アドレスには、ループコントロールユニットの前面ロータリスイッチの
（CPU高機能ユニットとしての）ユニット番号 0～15（0～FHex）に、16（10Hex）
を加算した値 16～31（10～1FHex）を設定してください。 
この値が正しくないと、ループコントロールユニットとオンライン接続することが
できません。 
注：CX-Processでは、号機アドレスを、10進（16～31）で入力します。 

3. 入力後、［OK］ボタンをクリックします。 
注：号機アドレスは、上位リンク（SYSWAY）またはツールバス（Toolbus）接続の場合で

も、設定することが必要です。 
もし、間違った号機アドレスを設定した場合、ダウンロード操作時に、「オールクリア
中に異常が発生しました。ERROR CODE 0401または 0202」のダイアログボックスが表
示されます。 

 

参 考 
 

CX-Serverの場合（上位リンク、ツールバスのいずれの場合でも）、［PLC変更］ダ
イアログボックスにて設定した PLC機種および CPU形式が、プロジェクトワークス
ペースの大項目の名称の右に、アドレス設定で設定したループコントローラの号機ア
ドレスが LCU／LCBの右に、それぞれ以下のように表示されます。 
例） 

 Node01の右の表示：PLC機種、CPU形式 

LC001-1の右の表示：号機アドレス 16  
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■ ツールバス接続をする場合 

● ユニットの初期設定 
FinsGatewayを使用する場合と同じ。ただし、CPUユニットとのみ接続可能です。
CPUユニットのシリアル通信モードをツールバスに設定します。 
・ペリフェラルポートを使用する場合、SW4（または CS1Dデュプレックスシステム
の場合、DPLユニットの PRPHL）を OFFに設定してください。 
・RS-232Cポートを使用する場合、SW5（または CS1Dデュプレックスシステムの場
合、DPLユニットの COMM）を ONに設定、かつ PLCシステム設定を設定（プロ
コンアドレス 160）を 0400Hexに設定してください。 

● ツールソフトでの初期設定 
上記操作を実行した後、ツールソフトを使用して、以下の操作を行います。 
1. ［設定］メニューから［PLC変更］を選択します。 
2. ［PLC機種変更］ダイアログボックスが表示されます。 
［ネットワーク種別］選択ボックスで、「Toolbus」（ツールバス）を選択します。 

3. 必要に応じて、［ネットワークタイプ］選択ボックスの右の［設定］ボタンをクリ
ックして、［ネットワーク設定］ダイアログボックスを表示させます。 
［ドライバ］タブにて、ポート名（COMポート No.）を選択します。 

 

お願い 
 

CX-Serverを選択した場合、モニタタグファイルまたは CSVタグファイルを作成
（コンパイル）する前に、［設定］メニューから［PLC変更］を選択し、［ネッ
トワーク設定］ダイアログボックスにて、ノードアドレスを 0以外に設定してくだ
さい（ただし、オンライン接続時には、ノードアドレスを 0に戻してください）。
 

● 号機アドレスの設定（ループコントロールユニットのみ） 
上位リンクの場合と同様です。前述の「■シリアル接続をする場合」の「●号機アド
レスの設定」を参照してください。 
 

■ EtherNet/IPで接続する場合 

● ツールソフトでの初期設定 
通信プロトコルに EtherNet/IPを用いる場合、次の手順で設定します。 
1. ［設定］メニューから［PLC変更］を選択します。 
2. ［PLC機種変更］ダイアログボックスが表示されます。 
3. ［ネットワーク種別］選択ボックスで、「EtherNet/IP」を選択します。 
4. ［ネットワークの設定］ダイアログで、接続先 PLCの IPアドレスを入力します。 
 

参 考 
 

通信プロトコルが EtherNet/IPの場合、以下のように接続先 PLCの IPアドレスが表示
されます。（大項目の表示形式：「ノード番号[CPU形式]/EIP（IPアドレス）」） 

 Node00の IPアドレスを表示 
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4－3 ダウンロード／アップロード／照合 
 

ノード用計器ファイル（拡張子.ist）内の指定した大項目（ループコントローラ）また
は小項目（計器ブロック）のデータを、ループコントローラ内 RAMへダウンロード、
またはループコントローラ内 RAM から指定した大項目または小項目にアップロード、
およびループコントローラ内 RAMまたは他のファイルと照合することができます。 
なお、ループコントローラ内のRAMへダウンロード完了後、そのRAM内の計器ブロ
ックデータをループコントローラ内のフラッシュメモリへ転送（バックアップ）する
ことも可能です。 
以下の説明では「パソコンからループコントローラへの転送」をダウンロード、 
「ループコントローラからパソコンへの転送」をアップロードと呼びます。 
注：LCB□□の場合、ダウンロード時に、［ダウンロード後の LCBバックアップ指示］のチェ

ックボックスをチェックしていると、ダウンロードしたデータは、ループコントローラ内フ
ラッシュメモリにも格納されます。 

 
ダウンロード／アップロード／照合するデータ単位は、大項目（ループコントローラ）、
小項目（計器ブロック）単位以外でも可能です。以下のとおりです。（○：可能、×：
不可） 
 

アップロード操作 ダウンロード
更新 新規 

照合 

複数の大項目 
（ループコントロー
ラ） 

× × × ○ 
（ファイル間のみ） 

大項目 
（ループコントロー
ラ）単位 

○ ○ ○ ○ 

小項目 
（計器ブロック）単位 

○ ○ ○ ○ 

ステップラダー中項目 
（［シーケンス制御］
フォルダ）単位 

× ○ ○ ○ 

ITEM単位 ○（運転デー
タ（O）のみ）

× × × 

ユーザリンクテーブル 
（選択タグまたは全タ
グ）単位 

○ × × × 

 
ダウンロード／アップロード／照合するデータは、以下のとおりです。 

データ 内容 
初期設定データ（S） ノード用計器ファイル（拡張子.ist）の中の 1つの大項目データ内

の各計器ブロックの初期設定用データ、 
およびステップラダーのニモニックデータ 
注：計器ブロックの登録情報（ブロック番地への割付情報）、ア
ナログ信号／積算信号のソフト結線情報を含む 

運転データ（O） ノード用計器ファイル（拡張子.ist）の中の 1つの大項目データ内
の各計器ブロックの運転用データ 

初期設定＋運転データ（S＋O） ノード用計器ファイル（拡張子.ist）内の 1つの大項目データすべ
て、およびステップラダーのニモニックデータ 
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参 考 
 

初期設定データ（S）、運転データ（O）の分類は、各計器ブロックの ITEM一覧の Type
の欄に対応しています。 

 
 
計器ブロックリファレンスマニュアルの以下の内容でも確認可能です。 
 
 
 

ITEM種類 ITEM 
 

…・ 読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、－：
読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読

み書き。（S）：初期設定データ、（O）：運転デ
ータ 

データ長
（ﾊﾞｲﾄ）

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書込
ブロック
による 

ステップ
ラダーに
よる 

 

接点入力 000  － － － R/W 1 

パラメー
タ 

001  R/W － － － 24 

 002  R/W － － － 2 

特殊 003  r － － － 2 

パラメー
タ 

004  R/W（S） － － － 2 

●測定値 PV       

アナログ 006  R/W（S） － － － 4 

 
（S）：初期設定データ（ツールソフトのみで設定可能）、 
（O）：運転データ（ツールソフト、モニタソフトいずれ 
    でも設定可能） 

 
 

参 考 
 

ノード用計器ファイル（拡張子.ist）のループコントローラへのダウンロード、アップ
ロード、照合操作は、CPUユニットの動作モードにかかわりなく実行できます。 
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4－3－1 ダウンロード（パソコンからループコントローラへの転送） 
指定した大項目（LCB01/03/05/05D、LC001～3）または小項目計器ブロックのデータ
を、ループコントローラに転送します。 
 
 
 
 

ツールソフト 

ダウンロード 

ループコントローラ内フラッシュメモリ 

バックアップ可能 

ループコントローラ内 RAM 

初期設定データ 

運転データ 

すべて（ノード用計器ファイル：拡
張子.ist内の 1つの大項目） 
または計器ブロック、およびニモニ
ックデータ 

 
 
ダウンロードでは以下の機能を実行します。 
・計器ブロックデータ（大項目、小項目、ITEM単位）をループコントローラの RAM
へ転送する 
（転送の際に初期設定データ、運転データ、初期設定データ＋運転データのいずれ
かを選択可能） 

・RAMに格納されているデータを内蔵フラッシュメモリへコピーする※ 
・タグ情報、コメント情報、ブロック図情報などをメモリーカードまたは内蔵フラッ
シュメモリへ転送する（4－9項「タグ・コメントデータなどの転送」） 
※LCB□□でのみ実行可能です 
 
いずれの機能も、ダウンロード時に必要なオプションを選択することで、選択実行が
可能です。 
 

参 考 
 

ダウンロード機能一覧 
ツールソフトからループコントローラに、以下のデータをダウンロードすることが可
能です。 
対象データ ダウンロードの方法 ループコントローラ運転中 

大項目（ループコ
ントロー 
ラ）単位 

大項目を選択して、[実行]メニューから
[ダウンロード]を選択 

不可 
注：大項目（ループコントロー

ラ）単位でノード用計器フ

ァイルをダウンロードし

た後には、ループコントロ

ーラは運転停止の状態に

なります。 

小項目（計器ブロ
ック）単位 

計器ブロックを選択して、[実行]メニュ
ーから[ダウンロード]を選択 

計器ブ
ロック 

ITEM単位（運転デ
ータ（O）のみ） 

計器ブロックの各 ITEM の設定ダイア
ログボックスにて、値を設定し、[ダウン
ロード]ボタン 
または動作確認 ITEM リストにて、各
ITEM の設定ダイアログボックスにて、
値を設定し、[ダウンロード]ボタン 

選択タグ（エント
リ） 

ユーザリンクテーブルを右クリックして［ダ

ウンロード］－［選択エントリ］ 
ユーザ
リンク
テーブ
ル 

全タグ（エントリ） ユーザリンクテーブルを右クリックし
て［ダウンロード］－［全エントリ］ 

可能 
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お願い 
 

・小項目のダウンロードを実行するとき、運転データとして各計器ブロックの初期値
が転送されます。ループコントローラが運転中に小項目のダウンロードを行うと
き、出力系 ITEM（MVなど）にも初期値が転送されますので、接続された機器の状
態をご確認の上ダウンロードを実行してください。 

・ダウンロードをする前に、オンライン接続先のループコントローラのバージョン
と、CX-Processのバージョンの一致、不一致をチェックしたいときは、［実行］メ
ニューから［バージョンチェック］を実行してください。 

 
■ループコントローラの形式、およびバージョンによる制限事項 
(1)ループコントロールボード（LCB□□） 
・Ver.2.0以下  

LCB□□ Ver.2.0以下のバージョンでは、CPUユニットにメモリーカードを装着し
ない状態では、タグ、コメント、付箋のデータ、およびブロック結線図のライン情
報は転送されません。これらをメモリカードに転送するには、4-9項「タグ・コメン
トデータなどの転送」を参照してください。 
なお、LCB□□ Ver.3.0以上ではメモリカード無しでタグ、コメント、および付箋
のデータをループコントローラ内に格納することが可能です。 

 
(2)ループコントロールユニット（LC001） 
・Ver.2.0以上 
ブロック結線図情報を一部（計器ブロックの配置情報のみ）転送可能です。ブロッ
ク結線図で作成した、計器ブロック間のライン情報は転送されません。 

 
・Ver.1.5以下 
ブロック結線情報は転送されません。したがって、新規アップロード時にブロック
結線図が表示されませんので、ご注意ください。 

 
■ステップラダーブロックをご利用の際の注意事項 
・ステップラダーブロックの ITEM200（ニモニックフラグ）が 1のときは、ラダー図
で作成したステップラダーは、転送することができません。必ず ITEM200（ニモニ
ックフラグ）を 0に変更し、ニモニックコードへ変換（アセンブル）してから、実
行してください。 

 
・アセンブル操作は、大項目（ループコントローラ）単位では［実行］｜［一括アセ
ンブル］を選択、ステップラダー単位では、ラダー図編集モードにて［操作］｜［ア
センブル］を選択します。なお、ITEM200（ニモニックフラグ）が 1のとき、ニモ
ニックコードの転送は可能です。 

 
・ITEM200（ニモニックフラグ）が 0のときは、ダウンロードを実行すると、自動的
にアセンブル（ラダー図→ニモニックへの変換）が行われてニモニックコードがダ
ウンロードされます（自動アセンブル機能）。 
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■ ダウンロードの手順 
1. 大項目（LCB01/03/05/05D、LC001～3）または計器ブロックを選択して、［実行］
メニューから［転送［パソコン→LC］］｜［選択項目］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。（計器ブロック単位のダウンロードの
場合、表示されません。） 

   
2. 接続先のループコントローラ内のノード用計器ファイルに上書きする場合、［OK］
をクリックします。以下の確認ダイアログボックスが表示されます。（計器ブロッ
ク単位のダウンロードの場合、表示されません。） 

   
3. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
［対象アイテム］フィールドを選択します。 
・初期設定データ（S） ：各計器ブロックの初期設定用パラメータ、およびステ

ップラダー 
・運転データ（O） ：各計器ブロックの運転用パラメータ（大項目のダウン

ロードの場合、選択できません） 
・初期設定データ＋運転データ（S＋O） ：上記すべて（ノード用計器ファイル：

拡張子.ist内の 1つの大項目データ、
およびニモニックデータに相当） 

   
LCB□□の場合、ダイアログボックスに、チェックボックスが表示されます。チェ
ックボックスを ON/OFFした後、［開始］ボタンをクリックしてください。 
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チェックボックス 内容 
ユーザリンクテーブ
ルのリフレッシュ周
期更新 

・ここをチェックしてダウンロードした場合、ユーザリンクテーブル内
の各タグのリフレッシュ周期を、ソフト結線先の計器ブロックの演算
周期に一致させます。 

・ここをチェックしないでダウンロードした場合、ユーザリンクテーブル内

の各タグのリフレッシュ周期は、指定リフレッシュ周期のままです。 
ブロック結線図情報
の転送 

計器ブロック単位でのダウンロードをするときのみ有効です（大項目単
位のダウンロードをするときは自動的に転送されます）。 
・ここをチェックしてダウンロードした場合、選択した計器ブロックの
ブロック結線図情報（結線図上の配置情報）がダウンロードされます。

・ここをチェックしないでダウンロードした場合、選択した計器ブロッ
クのブロック結線図情報（結線図上の配置情報）はダウンロードされ
ません。 

転送後の LCBバック
アップ指示 

・ここをチェックしてダウンロードした場合、ループコントローラ内の
フラッシュメモリにもデータが格納されます。 
・ここをチェックしないでダウンロードした場合、ループコントローラ
内のフラッシュメモリにはデータは格納されません。 

メモリカードへのデ
ータ転送 

・ここをチェックしてダウンロードした場合、ブロック結線図情報、タ
グ、コメント、付箋が、メモリカードに格納されます。 
注：CPUユニットにメモリカード装着時は、自動的にチェック（オン）
となります。 

・ここをチェックしないでダウンロードした場合、それらは、メモリカ
ードには格納されません。 

・LCB□□ Ver.2.00以前のバージョンでのみ使用可能です。 

 

参 考 
 

下表のいずれかの原因の場合、次のダイアログボックスが表示され、ダウンロードは
実行できません。 
 

エラーコード 
（FINSレスポンスコード）

 
「オールクリア中に異常が発生しました。」というメッセージの下に、「ERROR 
CODE：」としてコード、または「通信タイムアウト」が表示されます。このコードに
より、下記原因を特定できます。 
 

ERROR CODE 原  因 
0503 シリアル初期化操作をしていない 
0202 号機アドレスの設定ミス（その号機アドレスのユニットは、ループコントロ

ーラではない） 
 I/Oテーブルを作成していない 
0401 ノードアドレスの設定ミス（上位リンク接続時に 01以外を設定など） 
0101 Controller Linkで通信速度が一致していない 
110C 1台のループコントローラ（大項目）当たりのステップラダーのコマンド数

が 4000を超えている 
 ループコントローラのシステム共通ブロック（形式 000）の ITEM059（HMI 

I/F機能不使用 SW）＝0（使用する）にもかかわらず、ITEM050（HMI I/F
用メモリ割り付け先 EMエリアバンク No.）で指定した EMエリアが、使用
できません（CPUユニットにそのバンクの EMエリアが存在しない、また
はそのバンクがファイルメモリ化されています） 

通信タイムアウト CPUユニット側のシリアル通信モードが、上位リンクでない、 
または上位リンクであるが通信条件が一致していない 
（ディップスイッチおよび PLCシステム設定が正しくない） 
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4. ［開始］ボタンをクリックします。送信状況に、ダウンロードの状況がバー表示さ
れます。ダウンロードが終了すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
5. 処理終了後、ダイアログボックスが自動的に閉じます。 
 

参 考 
 

・大項目（ループコントローラ）単位でノード用計器ファイルをダウンロードした後に
は、ループコントローラは運転停止の状態になります（注：小項目単位では運転停止
となりません）。ダウンロード後に運転開始を確認する以下のダイアログが表示され
ますので、必要に応じて運転指令を行ってください。 

 
その他の運転開始方法としては、 
・PLC本体の電源を OFF→ONする。（システム共通ブロックの ITEM018の電源投入
時のスタートモードにしたがい、HOTスタートまたは COLDスタートします） 

・メニューより運転指令を実施 
 
 

■ ITEM単位での転送 
各計器ブロックの設定 ITEM一覧から、設定した ITEMデータのみ（運転データのみ
可）をダウンロード可能です。 
以下のように、1）、2）のどちらからでもダウンロードを実行することができます。
ただし、ダウンロード可能な運転データ（リスト上の Typeが”0”）のデータのみで
す。 
1）設定 ITEM一覧から転送するとき 
1. 設定 ITEM一覧において、ITEMをダブルクリックします。 
2. 値を入力し、［転送［パソコン→LC］］ボタンをクリックします。 
ただし、このときに表示されている値は、ループコントローラ内の値ではなく、
パソコン上のオフラインの値です。 

2）モニターITEMリストから転送するとき 
1. ［モニタ］メニューから［ITEMリスト］を選択、またはポップアップメニューか
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ら［モニタ］｜［ITEMリスト］を選択します。 
2. 値を入力し、［転送［パソコン→LC］］ボタンをクリックします。 
このときに表示されている値は、ループコントローラ内の値です。 

 

■ ブロック結線図情報の転送 
LCB□□のVer.2.0以下の場合に実行可能な機能です。ブロック結線図の計器ブロック
の配置情報のみをループコントローラへ転送します。 
小項目計器ブロック単位でダウンロードした場合、ブロック結線図上の配置情報は転
送されません。したがって、結線図上の配置情報を変更した場合、［実行］｜［転送[パ
ソコン→PC]］｜［ブロック結線図情報］を選択して、計器ブロックの結線図上の配置
情報をループコントローラへ転送してください。 
 

■ メモリーカード、および内蔵フラッシュメモリへの転送 
４-9項「タグ・コメントデータなどの転送」を参照してください。 
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4－3－2 アップロード（ループコントローラからパソコンへ転送） 
ループコントローラ内の計器ブロックデータを、パソコンに読み出します。 
 
 
 
 

ツールソフト 

アップロード 

ループコントローラ 

初期設定データ 

運転データ 

すべて（ノード用計器ファイル：拡
張子.ist 内の 1 つの大項目）または
計器ブロック、およびニモニック 

 
 
アップロードでは以下の機能を実行します。 
・計器ブロックデータ（大項目、小項目）をループコントローラの RAMからパソコ
ンへ転送する 
・タグ情報、コメント情報、ブロック図情報などをメモリーカードまたは内蔵フラッ
シュメモリからパソコンへ転送する（４-9項「タグ・コメントデータなどの転送」を
参照） 
※LCB□□でのみ実行可能です。 
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アップロードには、以下の 2種類があります。 

1）新規アップロード（転送［LC→パソコン］新規） 
新規にノード用計器ファイルを作成し、そこにループコントローラ内の計器ブロック
データを読み出します。大項目単位で、読み出すことができます。 
ループコントローラ内の計器ブロックデータの元となったノード用計器ファイルが存
在しない場合に、選択します。 
 
■ループコントローラの形式、およびバージョンによる注意・制限事項 
(1)ループコントロールボード（LCB□□） 
・Ver.3.0 
アップロード時にブロック結線図が表示されます。ダウンロード時に転送されたタ
グ、コメント、付箋、およびブロック結線図のライン情報などが復元されます。 
・Ver.2.0以下 
＜メモリカード未装着時＞ 
アップロード時にブロック結線図が表示されます。ただし、ブロック結線図上のラ
イン情報を含まないため、自動的にラインが描画されます。その後、手動で結線を
整形してください。 
＜メモリカード装着時＞ 
アップロード時にブロック結線図が表示されます。ダウンロード時にメモリーカー
ドに転送されたタグ、コメント、付箋、およびブロック結線図のライン情報などが
復元されます。 
 

(2)ループコントロールユニット（LC001） 
・Ver.2.0以上 
アップロード時にブロック結線図が表示されます。ただし、ブロック結線図上のラ
イン情報を含まないため、自動的にラインが描画されます。その後、手動で結線を
整形してください。 
・Ver.1.5以下 
・計器ブロック間の結線図は、アップロード後表示されません。（＊1）（結線図を
表示する場合いったん結線情報の ITEMデータをクリアした後、結線操作を行う
ことが必要です。） 
＊1： このとき、実行上の ITEMデータとしてのアナログ接続情報は失われず、存在して
います。したがって、もしこのデータをループコントローラにダウンロードして運転して
も、アナログ／積算値の入出力自体は、正常に実行されます。 
・ステップラダー（形式 301）をアップロードした場合、自動的に ITEM200（ニモ
ニックフラグ）が 1となります。したがって、ラダー図で表示するには、ITEM200
（ニモニックフラグ）を 0にしてから、逆アセンブル操作を実行してください。 

 

2）更新アップロード（転送［LC→パソコン］更新） 
ループコントローラ内の計器ブロックデータの元となったノード用計器ファイルがあ
る場合、ループコントローラ内の計器ブロックデータを読み出します。大項目単位ま
たは計器ブロック（小項目）単位で、読み出すことができます。 
この場合、ブロック図編集画面のデータ（計器ブロック情報）は、元のブロック結線
図情報ファイルのデータを使用して表示します。 
ツールソフトで作成した計器ブロックデータをループコントローラにダウンロードし
た後、モニタソフトなど外部から運転データを変更した場合、変更した運転データの
みを更新したいときに選択します。 
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大項目単位で更新アップロードをするためには、現在ツールソフトで開いている元フ
ァイルの大項目（LCB01/03/05/05D、LC001-1～3）と、ループコントローラ内の計器ブ
ロックデータが、以下の点で一致していることが必要です。 
①登録計器ブロック（ブロック番地－ブロック形式の関係） 
②計器ブロック結線図情報 
③ステップラダーのニモニックコード 
もし、①または②が一致していない場合、ブロック番地が一致している計器ブロック
の中の、ITEM番号が一致しているデータを、無条件に（ブロック形式が不一致でも）
読み出して、開いているデータに上書きします。そのため、開いているデータが不正
になる可能性があります。 
もし、③が一致していない場合は、 
・ITEM200（ニモニックフラグ）が 1のとき 
読み出したニモニックコードと読み出し前のラダー図が不一致となります。 
したがって、この更新アップロード操作を実行する前には、（照合レベルを「初期
設定データ」とした）ループコントローラ内との照合操作を実行して、上記①～③
のデータ（とくに、①、②）が一致していることを確認することをお勧めします。
照合操作の詳細については、「4－3－3項 照合」を参照してください。 
・ITEM200（ニモニックフラグ）が 0のとき 
読み出したニモニックコードは自動的にラダー図に変換（逆アセンブル）されます。 

 

参 考 
 

ステップラダー（形式 301）をアップロードした場合 
・ITEM200（ニモニックフラグ）が 1のとき 
ラダー図で表示することはできません。ラダー図で表示するには、ITEM200（ニモ
ニックフラグ）を 0にしてから、逆アセンブル操作を実行してください。 

・ITEM200（ニモニックフラグ）が 0のとき 
アップロードを実行すると、自動的に逆アセンブル（ニモニック→ラダー図への変
換）が行われます。 
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■ 新規アップロードの場合 
新規アップロードの場合、下記手順1、2のようにノード用計器ファイルを新規に作成
するか、または既存ファイルに新規に大項目を挿入した後、手順 3から実行します。 
1. ［ファイル］メニューから［新規作成］を選択します。 
2. プロジェクト名のディレクトリを作成します。 
3. ［設定］｜［挿入］｜［ノード挿入］を選択し、大項目名（LCB01/03/05/05D、LC001-1
～3）を入力します。 

4. ［設定］｜［アドレス設定］で、ネットワークアドレス、ノードアドレスを設定し
ます。 

5. 大項目を選択して、［実行］｜［転送［パソコン→LC］］｜［新規］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
6. ［OK］ボタンをクリックします。 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
7. ［OK］をクリックします。 

   
8. ［開始］ボタンをクリックします。新規アップロードが開始されます。終了すると、
以下のダイアログボックスが表示されます。 
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9. 処理終了後、ダイアログボックスが自動的に閉じます。 

 

■ 更新アップロードの場合 
1. ループコントローラ内の計器データの元ファイルを開きます。 
2. その元ファイルとループコントローラ内の計器データ間の照合を実行します。 

1）大項目または更新対象の計器ブロックを選択して、［実行］メニューから［照
合］を選択します。 

2）［照合対照］フィールドで、LC001,LCBを選択します。 
3）［照合レベル］を「初期設定データ＋運転データ」とします。 
4）［実行］ボタンをクリックします。 
5）照合結果を確認し、登録計器ブロック、および結線情報が一致していることを
確認します。一致している場合、以下の手順 3を実行します。 
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3. 大項目（LCB01/03/05/05D、LC001-1～3）、または更新対象の計器ブロックを選択
して、［実行］｜［転送［LC→パソコン］］｜［更新］を選択します。以下の確認
ダイアログボックスが表示されます。 

 
4. ［OK］ボタンをクリックします。 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
5. ［開始］ボタンをクリックします。 
 

お願い 
 

現在ツールソフトで開いている元ファイルのデータと、ループコントローラ内の計

器ブロックのデータの以下の①、②が一致していない場合、現在開いているデータ

が不正になりますので、ご注意ください。 
①登録計器ブロック（ブロック番地－ブロック形式の関係） 
②計器ブロック結線図情報 
以下の③が一致していない場合、ITEM200（ニモニックフラグ）が 1のときのみ、
読み出したニモニックコードと読み出し前のラダー図が不一致となります。 
③ステップラダーのニモニックコード 
 
6. 更新アップロードが開始されます。終了後、以下のダイアログボックスが表示され
ます。 

   
7. 処理終了後、ダイアログボックスが自動的に閉じます。 
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4－3－3 照合 
現在アクティブなノード用計器ファイル内のデータと、オンライン接続先のループコ
ントローラ内のデータとの照合が可能です。大項目単位、ステップラダー中項目（［シ
ーケンス制御］フォルダ）単位、または計器ブロック（小項目）単位で、照合するこ
とができます。 
また、現在アクティブなノード用計器ファイル内のデータと他のファイル内のデータ
間の照合が可能です。ファイル単位、大項目単位、ステップラダー中項目（［シーケ
ンス制御］フォルダ）単位、または計器ブロック（小項目）単位が可能です。 
データは、初期設定データ、運転データ、初期設定データ＋運転データのいずれかを
選択できます。 
 
 
 

ツールソフト 

照合 

ループコントローラ 

初期設定データ 

運転データ 

すべて（計器データファイル：拡

張子.ist内の 1つの大項目、１つの
計器ブロック、またはステップラ
ダー中項目）およびニモニック 

HDなど内の 
計器データファイル

初期設定データ 

運転データ 

すべて（ノード用計器

ファイル：拡張子.ist
内の 3 つの大項目）ま

たは１つの大項目計

器ブロック、またはス

テップラダー中項目、

およびニモニック 

●ファイル間の照合 

●ループコントローラ
内との照合 

 
 

お願い 
 

メモリカードまたは内蔵フラッシュメモリに転送された「コメント、付箋、タグ、

結線データ」、とアクティブなプロジェクトファイル内のデータとの照合機能はあ

りません。 
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■ ループコントローラ内との照合 
現在アクティブなノード用計器ファイルを、オンライン接続先のループコントローラ
内の計器データと照合します。 
以下の 2つの用途で使用します。 
1）更新アップロード操作の前に、ループコントローラ内の計器ブロックデータが、現
在アクティブなノード用計器ファイルと一致しているかどうかを確認するとき（こ
の場合、照合レベルは、「初期設定データ」とします）。 

2）ダウンロードまたはアップロード操作が正しく行われたかどうかを確認するとき
（この場合、照合レベルは、「初期設定データ＋運転データ」とします）。 

1. 次のいずれかを選択して、［実行］メニューから［照合］を選択します。 
・1つの大項目を照合するとき：大項目（LCB01、LCB03、LCB05、LCB05D、LC001-1
～3） 
・1つの計器ブロックを照合するとき：計器ブロック 
・1つのステップラダー中項目を照合するとき：［シーケンス制御］フォルダ 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［照合対照］フィールドで、LC001, LCBを選択します。（ただし、オンライン接
続可能な場合のみ、LC001, LCBを選択可能です） 

3. ［照合レベル］を選択します。 
4. ［実行］ボタンをクリックします。照合が開始され、一致している場合、以下のよ
うに、「照合は正常に終了しました。」と表示されます。 

 
 
一致していない場合、以下のように、不一致の内容が表示されます。 
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■ ファイル間の照合 
現在アクティブなノード用計器ファイルおよびニモニックデータを、他のノード用計
器ファイルおよびニモニックデータと照合します。 
注：照合内容は、ノード用計器ファイル（.ist）、およびニモニック／ラダー図情報ファイル（.mtld）
内のニモニックデータです。 

1. 次のいずれかを選択して、［実行］メニューから［照合］を選択します。 
・複数の大項目を照合するとき：プロジェクトワークスペース 
・1つの大項目を照合するとき：大項目（LCB01、LCB03、LCB05、LCB05D、LC001-1 
 ～3） 
・1つの計器ブロックを照合するとき：計器ブロック 
・1つのステップラダー中項目を照合するとき：［シーケンス制御］フォルダ 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［照合対照］フィールドで、ノード用計器ファイルを選択します。 
ノード用計器ファイル欄右のボタンをクリックします。以下の［ファイルを開く］
ダイアログボックスが表示されます。 
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3. 照合先ファイルを選択します。 

   
4. ［照合レベル］を選択します。 
5. ［実行］ボタンをクリックします。アウトプットウィンドウに、照合結果が表示さ
れます。一致している場合、「照合は正常に終了しました。」と表示されます。一
致していない場合、以下のように、不一致の内容が表示されます。 

 
 



4－4 運転指令 
 

4-37 

4 
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

4－4 運転指令 
 

ツールソフトを使用して接続先のループコントローラの運転開始／停止指令をするこ
とができます。 

■ 運転指令 
 
 
 

ツールソフト 

運転状態のモニタ 

ループコントローラ 

運転開始／停止操作 

 
 

ループコントローラの運転を開始する前に、以下の点を確認してください。 
①組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着されていること。

②アナログ入出力ユニットの前面の号機 No.がフィールド端子で設定した号機
No.と一致していること。万一、号機 No.が一致していないと、（フィールド端
子で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータを誤って入出力（読
み書き）してしまいますので、十分ご注意ください。 

③ループコントローラ内のシステム共通ブロックの初期設定が正しく設定されて

いること。とくに、ループコントロールユニットが使用する CPUユニット内の
ノード端子用データメモリ（DM）が、PLCの他の用途と重複していないことを
確認してください。 

④ループコントロールユニットからCPUユニット I/Oメモリへのデータ書込を行
う計器ブロック（例：全ブロック送信、拡張 CPU間 Do/Ao端子、CPU間 Do/Ao
端子など）、ユーザリンクテーブルまたは HMI I/F機能（LCB□□使用時）を
使用する場合、その I/Oメモリへの割付エリアが PLCの他の用途と重複してい
ないことを確認してください。万一、重複していた場合、PLCのシステムとし
て思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
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運転開始／停止指令の方法は、以下のとおりです。 
1. ［実行］メニューから［運転］｜［運転指令］を選択します。以下のダイアログボ
ックスが表示されます。 

   
2. HOTスタートを実行する場合、HOT STARTを選択します。 

COLDスタートを実行する場合、COLD STARTを選択します。 
3. ［送信］ボタンをクリックします。［運転状態］のフィールドに、以下のように［HOT 

START］（または［COLD START］）と表示されます。 

   
4. 停止させる場合は、停止が選択された状態で、［送信］をクリックします。 
注：上記［運転指令］ダイアログボックス内の［運転状態］のフィールドには、ダイアログ
ボックスを開いたときの状態、または［送信］ボタンをクリックしたときの状態が表示
されます。 
現在の状態を表示したい（リフレッシュしたい）場合は、［再表示］ボタンをクリック
します。 

 

お願い 
 

・演算周期が変更されるような計器ブロックデータをダウンロードした後、HOT 
STARTまたは COLD STARTの指示をすると、通信タイムアウトが発生する場合が
あります。 
その場合は、いったん［運転指令］ダイアログボックスを閉じて、約 30秒後に、 ［運
転指令］ダイアログボックスを開いて、再度 HOT STARTまたは COLD STARTの
指示をしてください。 

・LCB01/05ユニット Ver.1.5以降、LCB03、LCB05Dにおいて、運転中のバックア
ップ動作中に［運転指令］ダイアログボックスにてHOT STARTまたはCOLD START
を選択して［送信］をクリックしても HOTスタートまたは COLDスタートは実行さ
れないのでご注意ください。この場合、エラーとなります（エラーコード：110C）
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4－5 システム運転確認 
4－5－1 システム運転確認 

ループコントローラのシステム共通ブロックの状態をモニタ／操作することができま
す。 
以下の内容のモニタ、操作が可能です。おもに、負荷率のチェック、または実行エラ
ーの確認に使用します。 
 
モニタ内容： 現在負荷率、最大負荷率、演算周期自動切換発生フラグ、 

実行エラー発生の最小ブロック番地、およびブロック番地ごとの発生実行
エラーコード、データベース異常発生のブロック番地、バッテリ異常、そ
の他システム共通ブロックの ITEMデータ 

操作内容： 最大負荷率、演算周期自動切換発生フラグのリセット 

 

ツールソフト 

負荷率、実行エラーのモニタ 

ループコントローラ 

システム 
共通ブロック

演算周期切換発生フラグのリセット
など 

 
 

お願い 
 

作成した計器ブロックデータは、ツールソフトによる十分なシステム運転確認（負

荷率などのチェック、［実行］｜［運転］｜［運転確認］）を行った後、本運転に

移行してください。とくに、負荷率が 60%以下となることを確認した上で、本運
転に移行してください（負荷率の詳細については、ループコントローラの ユーザ
ーズマニュアルの 3－2項「動作の説明」を参照）。 
 
システム運転確認の方法は、以下のとおりです。 
1 ［実行］メニューから［運転］｜［運転確認］を選択します。以下のダイアログボ
ックスが表示されます。 
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 システム運転確認画面に表示される ITEMおよびDataは、システム共通ブロック（形
式 000）の値です。詳細は、各計器ブロックリファレンスのシステム共通ブロック
（形式 000）の ITEM一覧を参照してください。 
注：ループコントロールユニットの場合、演算周期グループごとの負荷率/最大負荷率は、

ITEM054／055などの各 ITEMに、0.01%単位で表示されます。データ範囲：0.00～100.00
（単位%）。これに対して、LCB□□の場合、ループコントローラ全体で 1つの負荷率/
最大負荷率（LCB負荷率/最大負荷率）が ITEM047／048に、1%単位で表示されます。
データ範囲：0～100（単位%）。 

 
1）［Data］欄に表示されている値は、この［システム確認］ダイアログボックス
を表示した時点の値です。 

2）［システム確認］ダイアログボックスを表示させたままデータをリフレッシュ
したい場合は、［再表示］ボタンをクリックします。 

3）［実行］欄に表示されている動作を実行する場合、ITEMを選択の上、［実行］
ボタンをクリックします。 

 

4－5－2 「リセット」と表示されている ITEMについて 
例） 

   
「リセット」と表示されている ITEMに対しては、実行によってリセット操作（0の書
き込み）が行われます。以下のような確認ダイアログボックスが表示されますので、
［OK］ボタンをクリックします。 

   
 

4－5－3 「詳細表示」と表示されている ITEMについて 
例） 

   
「詳細表示」と表示されている ITEMに対しては、実行によってその詳細内容を表示
します。 
実行エラー発生の最小ブロック番地の場合 
縦列をブロック番地の 10単位の桁とし、横を 1の桁としたブロック番地に、以下の各
計器ブロックの実行エラーコード（ITEM003に格納された値）を表示します。 
－1：ブロック番地未使用 
 0：正常（実行エラーコード） 
 その他（1～89）：異常（実行エラーコード） 
実行エラーコードの内容については、ループコントローラのユーザーズマニュアルの
7－1項「異常とその処置」、または計器ブロックリファレンスマニュアルの付録「実
行エラーコード一覧」を参照してください。 
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例）実行エラー発生の最小ブロック番地が 002の場合 
   

例）ブロック番地 000、001、002、100を登録時で、ブロック番地 002が実行エラー
“1”（発信元／宛先指定未定義）、他は正常の場合 

  

 
 
 

実行エラーコード：1（発信元／宛先指定未定義） 

実行エラーコード：0（正常） 

ブロック番地未使用：－1 

 
計器ブロックデータベース異常（RAMサム・エラー）発生のブロック番地の場合 
縦列をブロック番地の 10単位の桁とし、横を 1の桁としたブロック番地に、以下の値
を表示します。 
－1：ブロック番地未使用 
0：正常（計器ブロックデータベース異常なし） 
90：その計器ブロックがデータベース異常*1 
＊1：全計器ブロックのデータベース異常の場合は、不定となります。 
 
例）ブロック番地 000、001、002、100を登録時で、いずれも、データベース異常なし
の場合 
 
 
 

0：正常（計器ブロックデータベース異常なし） 

ブロック番地未使用：－1 

 
 

参 考 
 

ループコントローラのユニットバージョンを、以下のようにこのシステム運転確認の
ITEM099でモニタすることができます。 

ITEM Data Name Data 
099 MPU/FROMバージョン表示 V1.20V1.20 

 
ループコントローラがユニット Ver.1.20であることを示します。 
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4－5－4 バージョンチェックの方法 
ループコントローラのバージョンと、作成したプロジェクトのバージョンが一致して
いるかをチェックします。 
1. ループコントローラと通信可能な状態にします。 
2. ［実行］メニューから［バージョンチェック］を選択します。次のような［バージ
ョンチェック］ダイアログボックスが表示されます。 

●適合時 
現在作成中のプロジェクトデータとバージョンが一致している場合は、以下のダイ
アログが表示されます。 

 

 

●不適合時 
現在作成中のプロジェクトデータとバージョンが一致していない場合は、以下のダ
イアログが表示されます。この場合、プロジェクトデータの形式変換処理を行う必
要があります。［実行］｜［形式変換］を選択します。 

 
注：形式変換については、3－1－12項「プロジェクトを編集する」を参照ください。 
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4－6 動作確認 
 

ループコントローラ内の計器ブロックデータの動作確認を実行できます。 
動作確認には、以下の 4種類があります。 
1） 選択計器ブロックの全 ITEMデータモニタ 
2） ITEMデータ単位のダウンロード 
3） ブロック結線図の動作確認 
アナログ結線が正しく行われているかどうかを確認します。 
アナログ信号の強制変更も可能です。 

4） シーケンステーブルまたはラダー図の動作確認 
シーケンステーブルまたはラダー図の実行状況を確認します。 
接点 ITEMの強制変更（セット／リセット）も可能です。 

 

キャリブレーション機能を実行すると、調節ブロックへの PV（現
在値）が変化することにより、MV（操作量）が変化します。した
がって、この機能を実行する前に、擬似入力値を設定することで

MVが変化しても、安全であることを確認してください。装置が想
定外の動きをし、重大な事故につながる恐れがあります。 
 

動作確認を実行する前に、必ず、現在開いている計器ファイルとル

ープコントローラ内の計器ブロックデータ間の照合を実行してくだ

さい。 
もし、登録計器ブロック（ブロック番地－ブロック形式の関係）が

一致していない場合、動作確認が正常に実行されません。 
動作確認は、ブロック番地および ITEM番号をもとに、実行されま
す。もし、現在開いている計器ファイルと、ループコントローラ内

の計器ブロックデータとの間で、ブロック番地が同一で計器ブロッ

ク形式が異なっている場合でも、ブロック番地をもとに動作確認を

実行します。 
 

動作確認操作によって、アナログ信号または接点信号を強制的に変

更する場合、計装システム全体の安全を確認してから、行ってくだ

さい。 
装置や機械が、想定外の動作をする恐れがあります。 
 

お願い 
 

作成した計器ブロックデータは、ツールソフトによる十分な動作確認（［動作確認］

｜［開始］）を行った後、本運転に移行してください。 
動作確認（チューニング機能含む）は、装置立ち上げ時にご利用いただくことを想

定した簡易モニタ機能です。24時間以上の連続実行は動作保証外となりますので
ご注意ください。 
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4－6－1 選択計器ブロックの全 ITEMデータのモニタ 
選択した計器ブロックの全 ITEMデータをループコントローラから読み出し、一覧表
示します。 
1. 貼り付け計器ブロックを選択します。 
2. 右クリックし、ポップアップメニューから［モニタ］｜［ITEMリスト］を選択し
ます。以下のようなダイアログボックスが表示されます。全 ITEMデータがモニタ
できます。 

 
 

4－6－2 ITEMデータ単位のダウンロード 
ITEMデータ単位でデータを変更して、ループコントローラにダウンロードすること
も可能です。ただし、運転データ（リスト上の Typeが”O”のデータ）のみ可能です。 
1. 変更したい項目（ITEM）をダブルクリックすると、以下のように、対応する設定
ダイアログボックスが表示されます。 

  
2. 値を変更し、［転送［パソコン→LC］］ボタンをクリックします。 
変更された値が ITEMリストに表示されます。 
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4－6－3 ブロック結線図の動作確認 
ループコントローラの計器ブロック結線図の動作確認を行います。 
計器ブロック（ステップラダーを除く）の以下のデータの表示、設定を行います。 
・アナログ信号の値表示 
・アナログ出力信号の強制変更 
・計器ブロックごとの演算停止／停止解除指令 

■ ブロック結線図動作確認 
 
 
 

ツールソフト 

アナログ信号の値表示 

ループコントローラ 

 

アナログ出力信号の強制変更
計器ブロックの演算停止指示

ブロック結線 

 
 

■ 結線図の動作確認モードへの移行 
結線図の動作確認モードへの移行方法は、以下のとおりです。 
1. ［ブロック結線図］フォルダを選択して、［設定］｜［編集］｜［ブロック結線図
編集］を選択します。ブロック結線図が表示されます。 

2. ［動作確認］メニューから［開始］を選択します。以下の画面が表示されます。マ
ウスカーソルが 

 

 に変化します。 
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・ループコントローラが運転停止中の場合、赤字で左上に、「運転停止中」と表示さ
れます。運転中の場合、何も表示されません。 
・各計器ブロック図のアナログ入出力 ITEMの現在値が表示されます。 
・ループコントローラが運転中で、かつ計器ブロックの実行エラーが発生している場
合、実行エラーコードが、その計器ブロックの右上に、「ER○○」（実行エラーコ
ード：○○）として表示されます 

 

アナログ出力（例：SP） 

出力値（例：0.00）

入力値（例：0.00） 

 
■ 結線の確認 

計器ブロックの結線が正しいか否かを知る場合、以下の①と②を確認します。 

● ①発信元の計器ブロックの出力の値を確認 
上記の例で言えば、発信元の開平ブロックの出力 Yの値が例 89.44であることを、計
器ブロックの出力側（右側）の値で確認します。 
 
 
 

①出力値 

 
注： なお、発信元の計器ブロックを同様にダブルクリックすることで、出力値を確認すること
もできます。 
開平ブロックをダブルクリックしたときの［送信］ダイアログボックス 

 
 
 

①出力値
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● ②発信された値（入力値）を確認 
発信先（出力先）の計器ブロックをダブルクリックすると、以下の［送信］ダイアロ
グボックスが表示されます。 

 
このダイアログボックスで、発信された値（入力値）を確認します。 
上記の例で言えば、PV  PV発信元指定の右のグレーアウトされた値が例 89.44。 
 
 

②入力値

 
上記①と②が一致していることを確認することで、結線が正しくおこなれていること
を確認可能です。 
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■ 計器ブロックごとの演算停止指令 
この動作確認画面から、各計器ブロックの演算停止を指示することが可能です。 
演算停止を指示する方法は、以下のとおりです。 
1. 計器ブロックをダブルクリックします。 
例） 

をダブルクリックします。以下の［送信］ダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［演算停止］ボタンをクリックします。演算が停止されます。 
計器ブロック上部に、停止中と表示されます。 

   
 

 



4－6 動作確認 
4－6－4 ワイヤレスデバッグ機能（LCB□□ Ver.3.0以降のみ） 

4-49 

4 
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

4－6－4 ワイヤレスデバッグ機能（LCB□□ Ver.3.0以降のみ） 
作成した計器ブロックプログラムのオンラインデバッグを行う機能を、ワイヤレスデ
バッグ機能と呼びます。 
 

■ キャリブレーションモード 
動作確認画面から、調節ブロックの現在値を擬似入力値として強制的にセットするこ
とが可能です。ワイヤレスデバッグ機能で擬似入力を行えるモードをキャリブレーシ
ョンモードと呼びます。 
 

● キャリブレーションモードを開始する 
擬似値の設定は、以下の手順で行います。 
1. ブロック結線図を動作確認します。 
2. 現在値を変更する計器ブロックを右クリックします。右クリックメニュー［ワイヤ
レスデバッグ設定］を選択します。 

3. 次のダイアログが表示されます。 

 
 

4. ダイアログのデバッグ設定にて、「固定値入力」を選択します。 
5. 入力可能な ITEMとその値は計器ブロックごとに定められています。以下の表に従
って値を入力します。 

 
表 キャリブレーションモードで入力可能な ITEM 

ブロック形式 計器ブ
ロック 

ITEM番号 設定可能 ITEM 設定最大値 設定最小値 

001  ２位置オンオフ 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
002  ３位置オンオフ 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
011  基本 PID  007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
012  高度 PID  007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
013  ブレンド PID 007 P1 [P1入力値] 9999 0 
014  流量バッチ仕込
み 

007 P1 [P1入力値] 9999 0 

031  指示設定 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
032  指示操作 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
033  比率設定 007 PV [基準入力値] 115.00(%) -15.00(%) 
034  指示 007 PV [PV入力値] 115.00(%) -15.00(%) 

 
6. OKまたは適用を押下します。 
・「OK」を選択すると、設定を反映してダイアログを閉じます。 
・「適用」を選択すると、設定を反映しますがダイアログは閉じません。 
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7. ブロック結線図上の計器ブロックの表示が次のようになります。（右上端に CAL
アイコンが表示されます）入力値として設定された ITEMが枠で囲まれます。 

 
● キャリブレーショモードを解除する 
以下の手順で解除させます。 
1. ブロック結線図を動作確認します。 
2. 解除する計器ブロックを右クリックし、右クリックメニュー［ワイヤレスデバッグ
設定］を選択します。 

3. ダイアログが表示されますので、デバッグ設定にて「なし」を選択します。 
4. OKまたは適用を押下します。 
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4－6－5 アナログ出力信号の値の強制変更 
この動作確認画面から、各計器ブロックを演算停止指示した上で、アナログ出力信号
の値を強制的に変更することが可能です。 
変更方法は、以下のとおりです。 
1. 計器ブロックをダブルクリックします。 
例） 

をダブルクリックします。以下の［送信］ダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ［演算停止］ボタンをクリックします。 
3. アナログ出力信号の値を変更します。 

   
4. ［送信］ボタンをクリックします。 
ブロック結線図の計器ブロックが以下のようになります。 
・計器ブロック上部に、停止中と表示されます。 
・SPを強制的に 30.00に変更したため、SPの下に 30.00と表示されます。 

   
注： 変更後の値は、各 ITEMのデータ範囲内の値を設定してください（計器ブロックリファレ
ンスマニュアルの各 ITEMの「データ範囲」を参照）。もし、範囲外の値を設定すると、送
信エラーとなり、動作確認モードが終了します。 
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4－6－6 ラダー図の動作確認 
ループコントローラのラダー図の動作確認を行います。（ラダー図動作確認モード） 
ステップラダー（形式 301）の以下のデータの表示、設定を行います。 
・接点 ITEMの状態の表示 
・接点 ITEMの強制セット／リセット 
・接点 ITEMが属する計器ブロックの演算の停止／停止解除 
 
 
 ツールソフト 

接点信号の状態表示 
ループコントローラ 

 

接点信号の強制セット／リセット 

ラダー図 

●ラダー図動作確認 

0 1 0

0 
 

 

■ ラダー図の動作確認モードへの移行 
ラダー図の動作確認モードへの移行方法は、以下のとおりです。 
1. ステップラダーブロックを選択して、［設定］｜［編集］｜［ラダー図編集］を選
択します。ラダー図が表示されます。 

2. ［動作確認］メニューから［開始］を選択します。以下のような動作確認画面とな
ります。マウスカーソルが 

 

 に変化します。 
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■ 接点 ITEMの状態の表示 
接点の下に、その状態（ITEMの状態）が 1、0で表示されます。 
注：b接点の場合、ITEMが 0なら、0と表示され、導通（1）となります。 
例： 

   

■ 接点 ITEMの強制セット／リセットの方法 
接点 ITEMを強制セット／リセットする方法は、以下のとおりです。 
なお、この接点 ITEMの強制セット／リセット操作は、入力接点の場合、入力元の計
器ブロック、出力接点の場合、出力先の計器ブロックの演算を停止した上で、実行し
ます。 
1. 接点をダブルクリックすると、以下の［送信］ダイアログボックスが表示されます。 

   
2. ITEMをダブルクリックして、Dataを 1に変更します。（例：ITEM026を 1に変更） 

  

1に変更 

 
3. ［演算停止］ボタンをクリックします。（例：001.基本 PIDブロックが演算停止と
なります。） 
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4. ［送信］ボタンをクリックします（例：以下のように、接点 001-026の下に、1と
表示されます）。 

  

 1になります。

 
注：送信に失敗した場合は、以下のダイアログボックスが表示されます。 

   
 

参 考 
 

上記接点 ITEMの強制セット／リセット操作は、［送信］ダイアログボックスから、ス
テップラダーで使用している接点 ITEM以外の、他の計器ブロックおよび他の接点
ITEMに対して操作することも可能です。 
 

■ 接点 ITEMが属する計器ブロックの停止指示／停止解除指示 
1. ［送信］ダイアログボックスにおいて、［演算停止］ボタンをクリックすると、以
下のように、BLOCK番地に表示されている計器ブロック（下記の例では、ブロッ
ク番地 001の基本 PID）が演算停止中となります。 
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■ 接点 ITEMが属する計器ブロックの演算停止解除指示 
1. ［送信］ダイアログボックスにおいて、［停止解除］ボタンをクリックすると、以
下のように、BLOCK番地に表示されている計器ブロック（下記の例では、ブロッ
ク番地 001の基本 PID）が演算停止を解除されます。 
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4－6－7 シーケンステーブルの動作確認（LCB05/LCB05Dの場合のみ） 
ループコントローラのシーケンステーブルの動作確認を行います。（シーケンステーブ
ル動作確認モード） 
シーケンステーブル（形式 302）の以下の状態モニタを行います。 
・現在のステップ番号 
・ルールの条件成立/不成立 
・条件部の信号の条件成立/不成立 
・操作部の信号の操作実行/非実行 
 
 
 

ツールソフト 

ループコントローラ 

実行中ステップ番号、条件成立ルール、
条件成立信号、操作実行信号を色で表示

シーケンステーブル 

●シーケンステーブル
動作確認 

 
04 05 ルール 

ステップ 

接点 
03  

A Y Y 

B   

C  N 

D 10  Y 

E 30  Y 

次ステ

ップ 
THEN   

  
■ シーケンステーブルの動作確認モードへの移行 

シーケンステーブルの動作確認モードへの移行方法は、以下のとおりです。 
1. ステップラダーブロックを選択して、［設定］｜［編集］｜［シーケンステーブル
編集］を選択します。シーケンステーブルが表示されます。 

2. ［動作確認］メニューから［開始］を選択します。以下のような動作確認画面とな
ります。 
マウスカーソルが  に変化します。 
ループコントローラが停止中の場合、「Sequence Table（動作確認中）：停止中」
と赤で表示されます。 
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3. ［実行］メニューから［運転］｜［運転指令］で COLDスタートまたは HOTスタ
ート指定をします。 
以下のように、「Sequence Table（動作確認中）」と表示が変わり、シーケンステ
ーブルが実行状態となります。 
シーケンステーブルの動作確認では、シーケンステーブルの動作状態を、色によっ
て、モニタ可能です。 
・条件部： 

  

 ステップ番号が 
赤色：現在のステップ番号（上に赤色●表示） 
青色：それ以外

ルール番号が 
赤色：条件成立 
青色：条件非成立 

Signal名が 
赤色：条件成立 
青色：条件非成立

現在のステップの値
領域は、クリーム色
表示となります。 

 
・操作部： 

  

 

Signal名が 
オレンジ色で「：1」と表示：現ステップで毎周期操作実行中、OUT信号が 1 
オレンジ色で「：0」と表示：現ステップで毎周期操作実行中、OUT信号が 0 
赤色で「：1」と表示：上記「現ステップで毎周期操作実行中」以外、OUT信号が 1 
青色で「：0」と表示：上記「現ステップで毎周期操作実行中」以外、OUT信号が 0 
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参 考 
 

もし、シーケンステーブルの動作確認中に、ITEMに対する書込み操作を行って、シー
ケンステーブルの動作を確認したい場合は、以下のように、計器ブロックの ITEM一
覧から、信号としている ITEMの値を変更して、ダウンロードを実行してください。
結果が、シーケンステーブルに反映されます。 
 

計器ブロックの ITEM一覧から、値を変更して、
［転送［パソコン→LC］］ボタンをクリック 
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■ シーケンステーブルのオンラインエディット(ツールソフトVer.3.2以降のみ) 

・ツールソフト Ver.3.2にて、LCB05（ユニット Ver.1.5以降）
のシーケンステーブルをオンラインエディットした後、ダウン

ロードを実行するときは、変更後のシーケンスで動作しても設

備に影響がないことを確認した上で、実行してください。 
機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 
・シーケンステーブルのオンラインエディットを ControllerLink
または Ethernet経由で実行する場合、エディット対象ノードの
状態を確認した上で実行してください。 
機械や装置が、想定外の動作をする恐れがあります。 

 
ループコントローラ運転中*1かつシーケンステーブル動作中に、ステップ移行動作を
止めずにシーケンステーブルのオンラインエディットが可能です。ツールソフト
Ver.3.2以降かつ LCB05 ユニット Ver.1.5以降の組みあわせでのみ可能です。 
*1：ループコントローラの停止中には、通常のダウンロード処理を行ってください。 
 
オンラインエディットが可能な設定項目は、以下のとおりです。 
・条件部と動作部の信号名（Signal）の変更/追加/削除 
・ルールの Y/Nの変更/追加/削除 
・ステップの変更/追加/削除 
・各ステップの THEN部の変更/追加/削除 
注：オンラインエディットにて、ルールの拡張、および条件操作数の拡張はできません。 

● オンラインエディットの方法 
シーケンステーブルの動作確認画面から、シーケンステーブルを編集して、その後、
ダウンロードをします。 
ループコントローラが、運転中に、実行できます。 
1. オンラインの状態で、［動作確認］メニューから［開始］を選択、または右クリッ
クして［動作確認］｜［開始］を選択します。 

 「Sequence Table（動作確認中）」と表示されます。 
 （動作確認中）と表示されます。 
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2. ［動作確認］メニューから［編集］｜［開始］を選択、または右クリックして［動
作確認］｜［編集］｜［開始］を選択し、［照合ウィンドウ］で開始を選択します。 
シーケンステーブルの照合が自動的に実行されます。オンラインエディット対象の
シーケンステーブルの内容がループコントローラ内のデータと異なる場合、オンラ
インエディットは実行できません。 
シーケンステーブルの内容がループコントローラ内のデータと一致していれば、
「Sequence Table（オンラインエディット中）」と表示されます。 
 （オンラインエディット中）と表示されます。 

 
3. シーケンステーブルを編集します。 

 
Y/Nの値を変更す
ると、黒色に変わ
ります。 

 
 
4. ［動作確認］メニューから［編集］｜［転送［パソコン→LC］］を選択、または右
クリックして［動作確認］｜［編集］｜［転送［パソコン→LC］］を選択します。 



4－6 動作確認 
4－6－7 シーケンステーブルの動作確認（LCB05/LCB05Dの場合のみ） 

4-61 

4 
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

5. 以下の［［小項目］計器ブロック転送［パソコン→LC］］（「シーケンステーブル
データの転送」）ダイアログボックスが表示されます。 

 
6. ［開始］ボタンをクリックします。ダウンロードが開始されます。 
編集したデータを含めたシーケンステーブルがダウンロードされます。 

7. 編集後のデータで継続動作をします。 
 

Nが Yに変わり
ます。 
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● シーケンステーブルのオンラインエディットの動作 
1. ツールソフトにて、オンラインエディット（編集）開始をし、オンラインエディッ
ト（編集）終了まで、ループコントローラ内のシーケンステーブルは動作をします。 

2. オンラインエディット－ダウンロードで、編集されたシーケンステーブルが、ルー
プコントローラへダウンロードされます。 
ダウンロードによる書込中は、ループコントローラ内のシーケンステーブルは、編
集前のシーケンステーブルで継続動作をします。 

3. ダウンロードによる書込が終了すると、ループコントローラ内のシーケンステーブ
ルは、ダウンロード前のステップ番号から動作を継続します（注）。 

注：ただし、すでにステップ移行条件が成立している場合は、次のステップ番号から動作します。 
 

ツールソフト 

ループコントローラ 

オンラインエディッ
ト開始 

▽ 

オンラインエディッ
ト－ダウンロード 

▽ 

編集 

ダウンロード 

ダウンロード終了 
▽ 

書込中 

ステップ番号 

シーケンステーブル動作 
動作 動作 

N N 

ルール Nの途中ルールから継続実行 

時間 

*1：編集前のシーケンステーブルで動作継続します。 

継続（*1） 

 
● 出力動作について 
ダウンロード開始直前の出力動作に応じて、ダウンロード完了直後の出力動作は、以
下のようになります。 
信号 出力形態 ダウンロード開始直前の出力動

作が 
ダウンロード完了直後の出力動作は 

ONならば 再度 ON出力せず 
（条件がいったん不成立となり、再度成
立で ONとなる） 

保持形（OUT_H） 

OFFならば OFFのまま 
ONならば ONのまま 非保持形（OUT_L） 
OFFならば OFFのまま 
ONならば OFF（前の周期の反転） パルス形（OUT_P） 
OFFならば ON（前の周期の反転） 
フラッシング中で OFFのときな
らば 

ON（前の周期の反転）となってフラッ
シング継続 

フラッシング中で ONのときな
らば 

OFF（前の周期の反転）となってフラッ
シング継続 

出力 

フラッシング形（OUT_F） 

フラッシング中でない（ON）な
らば 

ONのままで、フラッシング停止 

STEP（他のシーケンステーブ
ルの指定ステップの設定） 
RUN（他のシーケンステーブ
ルの起動） 

テーブル
指令 

STOP（他のシーケンステーブ
ルの停止） 

ITEM書
込み 

SET（定数書込） 

すでに条件成立済みならば 実行しない 

タイマ 計時中ならば 計時を継続 エレメン
ト カウンタ すでに条件成立済みならば 実行しない 
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なお、オンラインエディットにより、出力信号が削除された場合、ダウンロード完了
直後の出力動作は、以下のようになります。 

信号 出力形態 ダウンロード完了直後の出力動作は 
保持形（OUT_H） 出力を操作しない 

削除直前に ONであれば、OFFとなる。それ以降、出力を
操作しない 

非保持形（OUT_L） 

削除直前に OFFであれば、OFFのまま。それ以降、出力
を操作しない 

パルス形（OUT_P） OFF出力し、それ以降、出力を操作しない 
フラッシング中ならば OFF出力し、それ以降、出

力を操作しない 

出力 

フラッシング形（OUT_F） 

フラッシング中でない
（ON）ならば 

出力を操作しない 

STEP（他のシーケンステー
ブルの指定ステップの設定）
RUN（他のシーケンステーブ
ルの起動） 

テーブ
ル指令 

STOP（他のシーケンステー
ブルの停止） 

ITEM書
込み 

SET（定数書込） 

実行しない 

タイマ 計時中ならば 計時を中止 エレメ
ント カウンタ カウント中ならば カウント現在値を保持 

 

■ エレメント（タイマ、カウンタ）の現在値表示、運転中の設定値変更 
ツールソフト Ver.3.2以降かつ LCB05ユニット Ver.1.5以降、または LCB03の組みあ
わせでのみ可能 
 

● エレメント（タイマ、カウンタ）の現在値 
シーケンステーブルの動作確認中に、エレメント（タイマ、カウンタ）の現在値を表
示します。 
［Element］の列の、TIM エレメント番号、CNT エレメント番号の後の、（ ）の中に、
各々現在値が表示されます。 

・ エレメント表示画面で動作確認を行った場合 
 TIM/CNT+エレメント番号の後の、（ ）の中に、現在値が表示されます。

以下の例では、TIM 000の現在値が 47であることを示します。

 
・ シーケンステーブル表示画面で動作確認を行った場合 

 
TIM/CNT+エレメント番号の後の、（ ）の中に、現在値が表示されます。 
以下の例では、TIM 000の現在値が 100であることを示します。 
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● 運転中のエレメント（タイマ、カウンタ）の「設定値変更」/「追加」/「削除」 

・ 設定値の変更 
ループコントローラ運転中かつシーケンステーブル動作中に、エレメント（タイマ、
カウンタ）の設定値を変更することもできます。 
 
1. シーケンステーブルの動作確認中に、エレメント表示画面の場合、エレメントをダ
ブルクリック。シーケンステーブルの場合、現在値を選択し、右クリック［データ
編集］｜［エレメント］を選択します。 
＜エレメント表示画面で動作確認を行った場合＞ 
 

ダブルクリックします。 

 
＜シーケンステーブル表示画面で動作確認を行った場合＞ 
 

ここを右クリックし、[データ編集]｜[エレメント]を選択 

 
2. 以下の［エレメント初期データ設定］ダイアログボックスが表示されます。設定値、
およびプリアラーム値を変更することができます。 
 

設定値、プリアラーム値を変更することができ
ます。 

 
3. 設定値またはプリアラーム値変更後、［設定と転送］ボタンをクリックします。以
下のように、運転中に、エレメント（タイマ、カウンタ）の設定値が変更されます。 
＜エレメント表示画面で動作確認を行った場合＞ 

設定値が変更されます。

 
注：エレメント（タイマ、カウンタ）の以下の変更はできません。 
  ・タイマ・エレメントの時間単位の変更 
  ・エレメントとしてすでに登録済みのタイマをカウンタへ変更、または逆にカウンタを

タイマへ変更 
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・ エレメントの追加（エレメント表示画面でのみ可能） 
ループコントローラ運転中かつシーケンステーブル動作中に、エレメント（タイマ、
カウンタ）を新しく追加することもできます。 
1. エレメントの空きエリアをダブルクリックします。 

 

ダブルクリックします。  
2. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
追加したいエレメントの種類（タイマ/カウンタ）を選択します。 

 
3. 設定値またはプリアラーム値変更後、［設定と転送］ボタンをクリックします。 

・ エレメントの削除（エレメント表示画面でのみ可能） 
ループコントローラ運転中かつシーケンステーブル動作中に、エレメント（タイマ、
カウンタ）を削除することもできます。 
1. 削除したいエレメントをダブルクリックします。 

 

削除したいエレメントをダブルクリッ
クします。  

2. 以下のダイアログボックスが表示されます。［削除］ボタンをクリックします。 
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4－7 チューニング 
以下の調節ブロックの P、I、D定数、SPなどをオンラインで変更することが可能で
す。 
・PIDブロックの P、I、D、警報設定値などの各パラメータを設定できます。 
・PV、SP、MVのトレンドをモニタしながら、調整が可能です。 
・警報発生時、バーグラフの色が変化します。 
なお、ツールソフト Ver.3.2以降の場合、チューニング画面表示中に表示している計
器ブロックの特定 ITEMをロギングして、CSVファイルに出力することが可能です。 
 

4－7－1 チューニング画面への移行方法 
以下の方法によります。 
1. チューニングしたい計器ブロックを選択し、［実行］メニューから［モニタ］｜［チ
ュ－ニング画面］を選択します。 

2. 以下の［チューニング画面設定］ダイアログボックス*1が表示されます。 
*1：モニタ用タグ設定（［設定］｜［モニタ Tag設定］選択による）と類似したダイアログ

ボックスです。 

 
・ここで、計器ブロックに対してタグ名、タグコメント、スケーリング（レンジ上
限、レンジ下限）、小数点位置、単位を入力します（注 1）。ツールソフト Ver.3.00
では、チューニング画面での PV、SP、警報などのデータのモニタリング更新周
期を、1秒または 200msのいずれかに設定することができます（ユニット Ver.2.50
では 1秒固定）（注 2、注 3）。 
200ms 、1secのいずれかのラジオボタンをチェックして、設定します。 
ただし、設定した更新周期でデータを更新できなかった場合は、以下のように、
色で警告表示されます。 
モニタリング更新状態 
青色：モニタリング周期が、設定更新周期（1秒または 200ms）内である 
赤色：モニタリング周期が、設定更新周期（1秒または 200ms）を超えている 
入力後、［OK］ボタンをクリックします。 

注 1：スケーリング（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位置、および単位は、計器ブロッ
クの SP、PVに対して共通の設定です。 

注 2：データロギング周期と共通の設定です。 
注 3：データのモニタリング周期を 200msに設定することは、必ずしも 200msの更新周期を

保証するものではありません（パソコンの負荷などの要因によって変動します）。あ
くまで、目安として考えてください。 
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・ツールソフト Ver.3.2以降では、チューニング画面起動時に、表示計器ブロック
の特定 ITEM（PV、SP、MVなど）データのロギングを開始し、チューニング画
面終了時にロギングしたデータを CSVファイルとして保存するか否かを選択し
ます。データロギング周期は、データのモニタリング周期設定（200msまたは 1s
のいずれか）と同一となります。 

・データログを行い CSVファイルに保存する場合、「ログを CSVファイルに保存
する」のチェックボックスをチェックします。デフォルトでは、カレントディレ
クトリの下に、 
「計器ブロックの CSVタグ名_現在時刻(”YYYYMMDD_HHMMSS”).csv」が CSV
ファイル名として、表示されます。ファイル名またはディレクトリを変更する場
合、［参照］ボタンをクリックして変更してください。 

 
3. 以下の［チューニング画面］が表示されます。 
以下の計器ブロックの以下の内容を表示、設定できます。 
ブロック名（形式） 発信元計器ブロック、または ITEM 
対象計器 調節ブロック：基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、流量バッ

チ仕込み（式 014）、指示設定（形式 031）、指示操作（形式 032）、比
率設定（形式 033）、指示（形式 034）、ブレンド PID（形式 013）、2
位置オンオフ（形式 001）、3位置オンオフ（形式 002） 
折れ線プログラム 2（形式 157） 

表示 
 例：基本または高度
PID 

SP、PV、MVのトレンド 
P、I、D、MVリミット上限/下限、上上限警報、上限警報、下限警報、
下下限警報、偏差警報の各設定値、 
警報停止スイッチ、演算停止指令、SP、PV、MV、A/M状態、R/L状態(＊
1)、警報発生時のバー色変更 
＊1：制御画面と同様 

設定 
 例：基本または高度
PID 

P、I、D、MVリミット上限/下限、上上限警報、上限警報、下限警報、
下下限警報、偏差警報の各設定値、 
警報停止スイッチ、演算停止指令 
SP、MV（マニュアルモード時のみ）、A/M切替（＊1）、R/L切替(＊1)
＊1：制御画面と同様 

 画面構成および設定方法は、次ページ以降を参照してください。 
4. チューニング画面を終了する場合、画面右上の×ボタンをクリックします。データ
ロギングを行っていた場合、チューニング画面終了時にロギングがファイルとして
保存されます。 

 

参 考 
 

ツールソフト Ver.3.2以降では、チューニング画面を最大 4画面まで同時に起動でき
ます。 
ただし、同時に開く画面数を増やした場合、それに応じて通信負荷が高くなり、その
結果、データモニタ/ロギングの更新周期の誤差が大きくなります。 
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4－7－2 チューニング画面のデータロギング機能 
● ロギング開始タイミング 
チューニング画面起動時 

● ロギング対象データ 
チューニング対象の計器ブロックごとの、以下の ITEMデータ 

チューニング画面

1,基本 PID
TIC001
,,PV,SP,MV,……………
2003/09/01,22:00:05,55.01,60.00,63.00,……..
2003/09/01,22:00:06, 55.15,60.00,69.00,……..
2003/09/01,22:00:07, 56.25,60.00,70.00,……..

ブロック番地、計器ブロック名

Tag 名

,,ITEM 名,ITEM 名,ITEM 名,…

年月日
（YYYY/MM/DD）

時分秒*1
（HH/MM/SS）
*1：ロギング周期を 200ms としたときは、秒単位のため、同一秒の複数データが格納されます。

ITEM のデータ（上記 ITEM 名の順に、カンマ,で区切ったデータ）

レコード

レコード

レコード
時刻の
順

 
 

● CSVファイルのフォーマット 
以下のフォーマットで保存されます。 
計器ブロック形式 ロギングして CSVファイルに出力する ITEM 
2位置オンオフ(形式 001) PV、SP、MV 
3位置オンオフ(形式 002) PV、SP、MVH、MVL 
基本 PID(形式 011) PV、SP、MV 
高度 PID(形式 012) PV、SP、MV 
ブレンド PID(形式 013) Y1、Y2、MV 
流量バッチ(形式 014) Y1、MV 
ファジイ推論(形式 016) X1、X2、X3、X4、X5、X6、X7、X8、Y1、Y2 
指示設定(形式 031) PV、SP 
指示操作(形式 032) PV、MV 
比率設定(形式 033) PV、SP、MV 
指示(形式 034) PV 
折れ線プログラム 2(形式 157) X1、Y1 

 

● ロギングデータ数 
最大 65,500レコードに達すると、以下のメッセージが表示され、チューニング画面が
自動的に終了します。 
「データログがMAXレコード（65500レコード）になりました。チューニング画面を
終了します。」 
 

● データロギング間隔 
1秒または 200ms（［チューニング画面設定］ダイアログボックスの「200msec」、「1sec」
の選択チェックボックスによる。データのモニタリング周期と共通設定）。 
注：データロギング開始を 200msに設定することは、必ずしも 200msのロギング周期を保証す
るものではありません（パソコンの負荷などの要因によって変動します）。あくまで目安と
して考えてください。なお、200msに設定したとき、CSVファイルのフォーマットとして
秒単位のデータのため、同一秒の複数データが格納されます。 
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4－7－3 画面構成 

画面表示後、トレンドが開始され、

トレンドデータが表示されます。 

文字部分をクリックすると、各設定の変更用ダイアログボックスが表示されます。

テンキーダイアログ（マウスで操作）、またはキーボードによる変更が行えます。

ボタンをクリックすると、各設定の変更用ダイアログボックスが表示されます。 

レンジ上限

レンジ下限

選択した計器ブロックのフェ

ースプレート（詳細は、後述

を参照） 

モニタリング更新状態 
青色：モニタリング周期が、設定更新周期 
（1 秒または 200ms）内である 
赤色：モニタリング周期が、設定更新周期 
（1 秒または 200ms）を超えてしまっている

PV 

SP 

単位 

タグ No.

演算、警報とも、1 に設定すると

停止します 

単位 

 
・右に、選択した計器ブロックのフェースプレートが表示されます。 
左に、その計器ブロックの SP、PV、MVがトレンド表示されます。 
・スケーリング（レンジ上限、レンジ下限）、小数点位置、単位は、［チューニング
画面設定］ダイアログボックスにて設定した値が表示されます。 

・トレンド表示の Y座標の、SP、PVの目盛りは、スケーリング後の値です（ただし、
MVは、下限が 0%、上限が 100%です）。 
・［チューニング画面設定］ダイアログボックスにて計器ブロックにつけたタグ No.
が、計器ブロックのフェースプレート上部に表示されます。 
・チューニング画面のトレンドデータの収集は、チューニング画面に移行してから開
始され、チューニング画面の間だけ表示されます。 
・画面に表示される時間軸の最大幅を、［表示時間］ボタンをクリックして、設定し
ます。 
・目盛りを拡大表示したい場合、［拡大］ボタンをクリックして、設定します。 
・表示にバイアスをかけたい場合、［バイアス］ボタンをクリックして、設定します。 
・オフラインの ITEM設定一覧を参照したい場合、［ITEMリスト］ボタンをクリック
します（チューニング画面の後ろに表示されます）。 
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4－7－4 計器ブロックのフェースプレーﾄ 
チューニング画面右側の計器ブロックのフェースプレートの内容は、以下のとおりで
す。 

■ 基本 PID（形式 011） 
タグ名が表示されます。 

PVの数値表示 

SP変更用ア
ップ /ダウン
ボタン 

リモート/ローカ
ル切替ボタン 

MVの数値表示 

SPの数値表示 SPの変更ボタン 

L（下限警報） 

LL（下下限警報） 

HH（上上限警報） 

H（上限警報） 

PVのバー表示 

AUTOへの切替
ボタン 

MANへの切
替ボタン 

MVの変更ボタン 

MV変更用アップ/
ダウンボタン 

MVの位置を表示

SPの位置を表示 

置き針 

 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
緑色：通常状態 
赤色：PV警報（HH,H,L,LLのいずれか）が発生中 
黄色：偏差警報が発生中 
青色：アラーム OFF 
水色：計器ブロックの演算が停止中 
●SPの変更方法 
・SP変更用アップ/ダウンボタンによる変更 
・［SP］ボタンを押したあと、値の欄をクリック後、テ
ンキーダイアログボックス（マウスで操作）、または
キーボードによる変更 
（テンキーは、入力ボックスをクリックしたときに表
示されます。テンキー入力を可能にするには、セット
アップダイアログボックスの［System Info.］ボタンを
クリックして、テンキー設定を「テンキー使用」に設
定します。） 
●MVの変更方法 
・MV変更用アップ/ダウンボタンによる変更 
・［MV］ボタンを押したあと、テンキーダイアログボッ
クス（マウスで操作）またはキーボードによる変更 
 
●リモート／ローカル（R/L）の切替方法 
基本 PID、高度 PID、指示指定、比率設定、2位置オンオ
フ、3位置オンオフの ITEM024の SP設定方式が 1（リモ
ート／ローカル可）に設定されている場合、［CAS］ボ
タンが表示されます。 
［CAS］ボタンが赤色のとき、リモート SPです。 
［CAS］ボタンが黄色のとき、ローカル SPです。 
 切り替えるときは［CAS］ボタンをクリックします。 
注：モニタソフトでは、リモート SPのとき、A/Mは自動
的に AUTOになります。MANにすることはできませ
ん。 

 
●A／Mの切替方法 
［AUTO］が赤色のとき AUTOです。SPの値が変更可能
です。 
［MAN］が赤色のときMANです。MV、SPの値が変更
可能です。 
切替えるときは、［AUTO］または［MAN］をクリック
します。 
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● MV調整エリアの詳細 
基本 PID（形式 011）、高度 PID（形式 012）、流量バッチ仕込み（形式 014）、指示操作（形式
032）、比率設定（形式 033） 

 

 

置き針あり 

置き針なし 

MV開方向有効（0%側） MV開方向有効（100%側） MV開方向無効 

出力制限（ML） 出力制限（MH） 

AUTOまたは 
リモート（CAS）時 

AUTOまたは 
リモート（CAS）時 MAN時 

MAN時 

 
置き針およびMV開方向の設定は、制御画面の登録時に行います 
出力制限（ML、MH）の設定は、チューニング画面で行います。 

 
2位置オンオフ（形式 001） 3位置オンオフ（形式 002） 
AUTOまたは 
リモート(CAS)時 

AUTOまたは 
MAN時 

AUTOまたは 
リモート(CAS)時 

AUTOまたは 
MAN時 

 

 
 

出力操作用スイッチ  

 
 

出力操作用スイッチ  

 

指示設定（形式 031） 指示操作（形式 032） 
 
 
 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報） 

HH（上上限警報） 

H（上限警報） 

PVのバー表示 

SPの数値表示 

リモートへの切替ボタン

SPの位置表示 
SP変更用アップダウ
ンボタン 

ローカル切替ボタン

SPの変更ボタン 

タグ名 

 

 
 
 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報）

HH（上上限警報）

H（上限警報） 

PVのバー表示 

AUTO入力の数値表示 

AUTOへの切替ボタン 

MANへの切替ボタン 

AUTO入力の位置を表示 

タグ名 

 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が
発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が
発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 
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比率設定（形式 033） 指示（形式 034） 
 
 
 

PVの数値表示 SP（比率）の変更ボタン 

SP（比率）の位置を表示 

PVのバー表示 

SP（比率）の数値表

リモートへの切替ボタン

AUTOの切替ボタン 

MANの切替ボタン 

SP（比率）変更用アップ／
ダウンボタン 

タグ名 

 

 

 

PVの数値表示 

L（下限警報） 

LL（下下限警報）

HH（上上限警報）

H（上限警報） 

PVのバー表示 

タグ名 

 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：PV警報（HH､H､L､LLのいずれか）が発生中 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 

流量バッチ仕込み（形式 014） ブレンド PID（形式 013） 

 

制御中断のボタン（S2=ON） 

MAN切替ボタン 

AUTO切替ボタン 

制御再開のボタン（S2=OFF） 

プリバッチの表示 

バッチスタートの表示 

バッチ設定値（SP）の数値表示

バッチ積算値（SM）の数値表示

定量設定値（BM）の数値表示 

リモート切替ボタン 

流量の瞬時値表示 

SP（1バッチ量）の
変更ボタン 

バッチスタートの
ボタン（S1=ON） 

バッチストップの
ボタン（S1=OFF） 

バッチ積算値の数
値表示 

積算カウンタのリ
セットボタン 

タグ名 

 

 
 

瞬時値（SP）の数値表示

瞬時値（PV）の数値表示

MAN切替ボタン 

AUTO切替ボタン 

瞬時値（SP）の位置を表示

PVのバー表示 

タグ名 

 
●PVのバー表示 
PVの下限～上限の間をバーで表示します。 
 緑色：通常状態 
 赤色：累積偏差警報（DHH､DH､DL､DLLのいずれか）
が発生中 
 黄色：MVリミット下限および上限 
 青色：アラーム OFF 
 水色：計器ブロックの演算が停止中 
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ファジィ推論（形式 016） 折れ線プログラム 2（形式 157） 
 

入力1～8の値 

入力1～8の値 

タグ名 

レンジ上限値 

出力1、2の値 

レンジ下限値 

 
●入力 1～8のバー表示 
入力 1～8の下限～上限の間をバーで表示します。 
色で入力 1～8が識別表示されます。 

  

ステップ移行指令ボタン 

時間軸停止指令/表示ボタン 

時間軸停止解除/表示ボタン 

ウェイト移行指令ボタン（ウェイト中
は赤表示） 

プログラム出力値の数値表

参照入力値の数値表示 

参照入力値のパー
表示 

停止指令/表示ボタン 

動作指令/表示ボタン 

プログラム出力値
の位置を表示 

実行中ステップ番号 

タグ名 
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4－7－5 各操作方法 
■ AT（オートチューニング）の実行方法 

基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）の場合、PID定数を自動計算して自
動的に格納することが可能です。この機能をオートチューニング（略して「AT」）と
呼びます。AT機能の詳細は、ループコントローラの計器ブロックリファレンスマニ
ュアル（LCU：SBCC-822、LCB：SBCC-835）の基本 PID（形式 011）の項を参照して
くだい。 
ATの実行の方法は、以下のように、各設定の変更方法と同様です。 
1. チューニング画面左上領域に表示される「AT実行」の値が”0”の場合、AT非実
行中です。 

2. その「AT実行」の文字部分をクリックします。 
［データ変更］ダイアログボックスが表示されます。 
ダイアログボックス内の上部に「AT実行 1：AT、0：AT中止」と表示されます。 

 
3. AT実行を開始する場合、［新データ］フィールドに、”1”を入力します。 
4. ［OK］ボタンをクリックします。ATの実行が開始されます＊1。チューニング画
面左上領域に表示される「AT実行」の値が”1”となります。 

5. PID定数が自動計算・自動格納され、ATが終了すると、チューニング画面左上領
域に表示される「AT実行」の値が”0”に戻ります。 
＊1：AT実行中に、上記ダイアログボックスにて、新データを”0”に設定して、［OK］ボ
タンをクリックすると、ATの実行は中止されます（「AT実行」の値が”0”に戻りま
す）。 
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■ P、I、Dの変更方法 
例）P（比例帯）の変更 
1. 画面上部中央に表示されている［比例帯（P）］の文字部分をクリックします。 
［データ変更］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. ［新データ］の入力位置をクリックします。 
次に示すテンキー入力のダイアログボックスが表示されます。 

 
3. マウスでクリックして数値を入力したあと（キーボード入力も可）、［OK］ボタ
ンをクリックします（または、［Enter］キーを押します）。 
手順 1で示した［データ変更］ダイアログボックスに戻ります。 

4. ［OK］ボタンをクリックします。 
I（積分時間）、D（微分時間）についても、同様の手順で設定変更できます。 
 

■ その他の設定値の変更方法 
MVリミット上限／下限、上上限警報、上限警報、下下限警報、下限警報、偏差警報
の各設定についても、上記と同様の手順で設定変更できます。 
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■ FT（ファインチューニング）の実行方法 
基本 PID（形式 011）または高度 PID（形式 012）の場合、ファインチューニング（略
して「FT」）を実行することが可能です。これにより、ファジィ推論を用いてユーザ
の要求度合に応じて PID定数を変更することで、制御性を精密に改善できます。 
1. 「FT実行」が、チューニング画面左上領域に表示されます。 

 

 
 

 
 

2. その「FT実行」の文字部分をクリックします。以下の「FT実行」ダイアログボッ
クスが表示されます。 

 
3. 「ハンティング抑制」、「オーバーシュート抑制」、「速応性向上」の各要求度合
いを 5段階で設定し、［OK］ボタンをクリックします。 
注：5段階の設定をして［OK］ボタンをクリックするごとに、その設定値で FTが実行され

ます。［Undo］ボタンをクリックすると、直前の PID定数に戻ります（なお、もう一度
［Undo］ボタンをクリックすると、 FT設定値に戻ります）。 

4. その設定値で FTの実行が開始されます。 
5. FTによって PID定数が修正され、自動的に格納されます。チューニング画面上領
域に表示される、比例帯、積分時間、微分時間の値が変更されます。 
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参 考 
 

オートチューニング実行後の制御性能に満足できないときや、オートチューニングを
実行することで、PVに乱れが生じたり、または制御が中断されることが許されないと
きは、ファインチューニングを実行します。 
ファインチューニングは、制御性の改善について、3つの要求を設定することによ
り、改善要求とそれまでの制御状態からファジィ推論を実行して、PIDパラメータを
自動修正します。 
改善要求項目は、以下のとおりです。 
・ハンティング抑制 
・オーバーシュート抑制 
・速応性向上 
それぞれ要求の強さを 5段階で指定できます。 
また、改善したい内容により、要求項目を 2つまで同時に設定できます。たとえば、
ハンティングとオーバーシュートの両方について改善したい時は、「ハンティング抑
制」および「オーバーシュート抑制」パラメータに必要な要求度合いを設定します。
 
 
 

4 

5 

3 

2 

1 

例：ハンティング抑制度合 4 

＋オーバーシュート抑制度合 3 

ハンティング抑制度合 

速応性向上度合 オーバーシュート抑制度合 
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■ ファジィ推論ブロック（形式 016）のメンバーシップ関数確認方法 
ファジィ推論ブロック（形式 016）の場合、このチューニング画面にて、ITEMにて設
定したメンバーシップ関数（MF）が、グラフィックで表示されます。 
入力 1～8の、各ラベル（NL、NS、ZR、PS、PL）ごとの条件部メンバーシップ関数を、
確認可能です。 
1. チューニング画面左上に表示される［MF確認］の文字部分をクリックします。 
以下の［入力選択］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. 入力 1～8（X1～8）を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
以下の［MF確認］ダイアログボックスが表示されます。 
各ラベル（NL、NS、ZR、PS、PL：色で識別）ごとの、入力値（横軸）に対する適
合度（縦軸）が、表示されます。 
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4－8 バックアップ／リカバリ 
 
ループコントローラ内の RAM上の計器ブロックデータを、ループコントローラ内の
フラッシュメモリへ転送（バックアップ）指示、逆にループコントローラ内のフラッ
シュメモリ上の計器ブロックデータをループコントローラ内の RAMへ転送（リカバ
リ）指示することができます。 
 
 
 ツールソフト 

ループコントローラ 

 

リカバリ 

バックアップ 

指示 

フラッシュ 
メモリ 

RAM 

 
 

参 考 
 

LCB01/05ユニット Ver.1.50以降、LCB05D、LCB03の場合は、運転を継続しながら
バックアップが可能です。 
それ以外の機種では、ループコントローラが運転中の場合、運転を停止した上でバッ
クアップを行います。 
 

4－8－1 バックアップ操作 
● メニューから直接フラッシュメモリへバックアップする場合 

1. 大項目（ループコントローラ）を選択します。 
2. ［実行］メニューから［バックアップデータ］｜［バックアップ］を選択します。 

● 大項目、小項目のデータをダウンロード時にダウンロード後、フラッシュメモリへ

バックアップする場合 
1. 大項目または小項目を選択します。 
2. ［実行］メニューから［転送［パソコン→LC］］選択します。 
3. 以下のダイアログボックスにて、「転送後の LCBバックアップ指示」チェックボ
ックスにチェックを入れます。 

 
4. ［開始］ボタンをクリックします。 
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参 考 
 

LCB01/05ユニット Ver.1.50以降、LCB05D、LCB03の場合、運転中にバックアップ
操作を実行すると、運転を継続しながらバックアップします。運転中にバックアップ
操作を行うときには、以下の点にご注意ください。 
・装着されているCPUユニットのサイクルタイムが 10ms程度伸びる可能性がありま
す。 

・バックアップが完了するまで最大 10分程度かかることがあります。 
・バックアップ動作中に運転停止命令を発行した場合、運転は停止しますが、バック
アップは継続します。 

・バックアップ動作中に、さらにバックアップ操作を行った場合、後で行ったバック
アップ操作は無効となります。バックアップが完了してから、再度バックアップ操
作を行ってください。 

・バックアップ動作中は、以下の操作ができません。「現在 LCBは運転中バックアッ
プを実施しています。処理を終了します」というメッセージが表示されます。 

 ①メイン画面（ポップアップメニューも同様） 
  ・［設定］｜［プロテクト］｜［LCBパスワード設定・変更］ 
  ・［実行］｜［登録ブロック削除］｜［実行］ 
  ・［実行］｜［転送［パソコン→LC］］｜［ブロック結線図情報］ 
  ・［実行］｜［運転］｜［運転確認］の「負荷率リセット」 
   （リセットと表示されている ITEMに対して 0を書き込み） 
  ・［実行］｜［運転］｜［運転指令］の「HOT START」および「COLD START」
   （このときは、ERROR CODE110Cとなります） 
 ②ユーザリンクテーブルウィンドウのポップアップメニュー 
  ・［転送［パソコン→LC］］｜［選択エントリ］ 
  ・［転送［パソコン→LC］］｜［全エントリ］ 
 ③ブロック結線図編集モードでのメニュー（ポップアップメニューも同様） 
  ・［操作］｜［演算周期一括設定］｜［転送［パソコン→LC］］ 
 ④ITEM単位での転送（システム共通ブロックのみ） 
 ⑤大項目、小項目の転送 
 ⑥オールクリア指令 
 ⑦リカバリ操作 
 

参 考 
 

運転中バックアップの実行中に万一電源断が発生した場合、電源復帰後、バックアッ
プ処理が自動的にリトライされます。このとき、ループコントローラの運転は停止（形
CS1D-CPU□□Pの場合は、CPUユニットも停止）した状態でバックアップが実行さ
れますので、ご注意ください。 
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4－8－2 リカバリ操作 
1. 大項目（ループコントローラ）を選択します。 
2. ［実行］メニューから［バックアップデータ］｜［リカバリ］を選択します。 

 

参 考 
 

・ループコントロールユニットの場合、ループコントロールユニットの前面ディップ
スイッチSW2をONに設定して、PLC本体の電源を投入すると、その時フラッシュ
メモリから RAMへ計器ブロックデータが自動転送されます（これによりバッテリレ
ス運転が可能です）。その電源 ON時フラッシュメモリへの自動転送を実行する場
合、以下の手順によります。 
1．［実行］｜［バックアップ］を選択 
2．PLC本体の電源 OFF 
3．ループコントロールユニットの前面ディップスイッチ SW2を ON 
4．PLC本体の電源 OFF→ON 

・LCB□□の場合、以下のいずれかのときに、フラッシュメモリから RAMへ計器ブ
ロックデータが自動転送されます。 
－COLDスタートの運転指令をしたとき 
－電源投入時に、RAMが異常（データ消失を含む）のため、自動的に COLDスター
トされたとき 
－システム共通ブロックの ITEM101（バックアップ起動指令）が 1（ON）で、電源
投入時に、 RAMが正常で、フラッシュメモリが異常のため、自動的に（RAMから
フラッシュメモリへ）バックアップ後、自動的に COLDスタートされたとき 
・バックアップしておいたフラッシュメモリ上の計器ブロックデータを、電源 ON時
以外に RAMへ転送する場合、［実行］｜［バックアップデータ］｜［リカバリ］を
選択します。（なお、リカバリする前にオールクリア操作を実行します。） 
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4－9 タグ・コメントデータなどの転送 
  

ツールソフト Ver.4.0 以降では、制御に直接影響を与えないブロック結線図のデータ、
タグ、コメント、付箋などを、LCBに内蔵するフラッシュメモリ、またはCPUユニッ
トに装着したフラッシュメモリカードに保存（転送）可能です。 
これにより、ループコントローラからブロック結線図情報、タグ、コメント、付箋を
含めた計器ブロックデータを、アップロード（リカバリ）することが可能です。 

● フラッシュメモリへ格納するデータ 
以下のデータを、転送/リカバリ可能です。これらのデータは、ループコントローラ
の制御には直接影響を与えない付加情報として扱われます。 
種類 内容 
ブロック結線図 ブロック結線図ライン情報、付箋データ 

CSVタグ タグ名、タグコメント、スケーリング上下限値、ＤＰ位置、単位 
ユーザリンクテーブル タグ名、コメント 
ステップラダー OUT接点コメント（STEP、BR、BS、JUMP、OT、TN、DU、DD、TIM）、

付箋データ 
シーケンステーブル 信号コメント（条件部、操作部）、エレメントコメント（タイマ、カウ

ンタ） 

 

● 転送先のフラッシュメモリの種類 
LCBのバージョンによってサポートされるフラッシュメモリの種類が異なります。 
LCBおよびCX-Processツールのバージョンの組み合わせによる、転送先フラッシュメ
モリの種類は以下の通りです。 
 

CX-Processバージョン
 
LCBバージョン 

Ver.5.0 Ver.4.□ 

Ver.3.0 内蔵フラッシュメモリ※１ メモリカード※２ 
Ver.2.0以下 メモリカード※２ メモリカード※２ 

※１ メモリカードへの転送は実行できません。 
※２ 内蔵フラッシュメモリへの転送は実行できません。 
 

● 内蔵フラッシュメモリへの転送/リカバリ方法 
以下の操作を実行することで、内蔵フラッシュメモリへの転送/リカバリが、行われ
ます。 

・ 内蔵フラッシュメモリへの転送： 
大項目のダウンロード（転送［パソコン→LC］選択項目）操作、または内蔵フラッシ
ュメモリへのデータ転送（転送［パソコン→LC］）操作 

・ 内蔵フラッシュメモリからのリカバリ： 
新規アップロード（転送［LC→パソコン］新規）操作 
 

● メモリカードへの転送/リカバリ方法 
CPU ユニットにメモリカードが装着されている状態で、以下の操作を実行することで、
メモリカードへの転送/リカバリが、自動的に行われます。 

・ メモリカードへの転送： 
大項目のダウンロード操作、またはメモリカードへのデータ転送操作 
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・ メモリカードからのリカバリ： 
新規アップロード（転送［LC→パソコン］新規）操作 
 

4－9－1 フラッシュメモリへの転送 
フラッシュメモリへの転送は、大項目のダウンロード時、またはメモリカードへのデ
ータ転送操作を実行する際に実行されます。 

■ 内蔵フラッシュメモリの場合 
●大項目ダウンロード時 
1. プロジェクトワークスペースにて、大項目を選択します。 
2. 大項目のダウンロードを実行します。 
3. 「開始」を選択すると計器ブロックデータの転送後に、内蔵フラッシュメモリへ
のデータ転送が自動で行われます。 

 
●内蔵フラッシュメモリへのデータ転送時 
1. ［実行］メニューから［転送［パソコン→LC］］｜［タグ情報の転送］を選択し
ます。内蔵フラッシュメモリへのデータ転送が行われます。 

 

お願い 

 

小項目のダウンロードを実行すると、ダウンロード後に以下のダイアログが表示

されます。 

 
・小項目の追加または削除を行った後に、小項目ダウンロードを実行する場合、

必ず「OK」を選択し、内蔵フラッシュメモリへタグ情報を転送してください。
内蔵フラッシュメモリへのタグ情報の転送を実行しない場合、新規アップロー

ド時にブロック結線図が不正となり、削除される可能性があります。 
 

■ メモリカードの場合 

● 大項目ダウンロード時 
1. プロジェクトワークスペースにて、大項目を選択します。 
2. 大項目のダウンロードを実行します。 
3. 以下のダイアログが表示されます。 
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4. オプションにて、「メモリカードへのデータ転送」のチェックボックスがオンにな
っていることを確認します。通常、メモリカードが装着されている場合は、オンと
なります。 

5. 「開始」ボタンをクリックすることで、計器ブロックデータの転送後に、メモリカ
ードへのデータ転送が自動で行われます。 

 

● メモリカードへのデータ転送操作時 
1. ［実行］メニューから［転送［パソコン→LC］］－［メモリカードへのデータ転送］
を選択します。メモリカードへのデータ転送が行われます。 

 

お願い 

 

メモリカードを装着している状態で、メモリカードへデータ転送を行わない場合

は、メモリカードへのデータ転送オプションを無効に設定してください。 

 
 

4－9－2 フラッシュメモリからのリカバリ 
■内蔵フラッシュメモリの場合 
内蔵フラッシュメモリからのリカバリは、新規アップロードを実行する際にのみ実行
されます。 
1. プロジェクトワークスペースにて大項目を選択します。 
2. 新規アップロードを実行します。 
3. 「開始」ボタンをクリックすることで、計器ブロックデータの転送後に内蔵フラッ
シュメモリからのデータ転送が自動で行われます。 

 
■メモリカードの場合 
メモリカードからのリカバリは、新規アップロードを実行する際にのみ実行されます。
以下のように、操作します。 
1. プロジェクトワークスペースにて大項目を選択します。 
2. 新規アップロードを実行します。 
3. 以下のダイアログボックスが表示されます。 
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4. オプションにて「メモリカードデータの転送［LC→パソコン］」のチェックボック
スが、オンになっていることを確認します。通常、メモリカードが装着されている
場合は、オンとなります。 

5. 「開始」ボタンをクリックすることで、計器ブロックデータの転送後にメモリカー
ドからのデータ転送が自動で行われます。 

お願い 

 

メモリカードを装着している状態で、メモリカードへデータ転送を行わない場合

は、メモリカードからのデータリカバリオプションを無効に設定してください。

 

お願い 

 

メモリカードは当社製のものをご使用ください。 
当社製以外のメモリカード（コンパクトフラッシュメモリ）をご使用の場合、動

作保証対象外となります。 
 
ファイルメモリの種類 メモリの

タイプ 
メモリ容量 形式 

15MB 形 HMC-EF172 
30MB 形 HMC-EF372 

メモリカード 

   

フラッシ
ュメモリ

64MB 形 HMC-EF672 

注 1： メモリカードは、約 10万回書き替え可能です（ファイルの大きさに関わらず、書込み操
作を行う度に 1回と数えます。特に、ラダーを用いて書き込み場合は、寿命にご注意くだ
さい）。 

注 2： メモリカードアダプタ：形 HMC-AP001 

   
・メモリカードの詳細については SYSMAC CSシリーズユーザーズマニュアルセット
アップ編（SBCA-301）をご参照ください。 
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お願い 

 

1）データの転送中は、ユニットの電源を OFF にしないでください。 
とくに、内蔵フラッシュメモリ、およびメモリカードへアクセス中に、絶対に PLC 
本体の電源を OFF にしないでください。 

2）メモリカードへアクセス中に、絶対にそのままメモリカードを抜かないでくださ
い。いったん、メモリカード給電停止押ボタンを押し、 BUSY LED（メモリカード
アクセス中 LED ）が消えた後に、メモリカードを抜いてください。 

 万一、上記１）または２）を行った場合、最悪の場合は、そのメモリカードを使用
できなくなります。 
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4－10 オールクリア 
 

ループコントローラ内の計器ブロックデータおよび異常履歴データすべてをクリアす
ることができます。 
オールクリア操作は、以下のとおりです。 
1. ［実行］メニューから［運転］｜［オールクリア］を選択します。以下のダイアロ
グボックスが表示されます。 

   
2. ［OK］ボタンをクリックします。確認ダイアログボックスが表示されます。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
 
 

お願い 
 

CX-Serverを使用している場合に、オールクリア中に「通信タイムアウト」が発生
したときは、［設定］メニューから［PLC変更］を選択して、［ネットワーク］
タブにて、レスポンス監視時間を 10秒以上に設定してください。 
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4－11 CPUユニットに対する操作 
 
ツールソフト Ver.3.0以降では、通信ドライバに「CX-Server」を選択している場合、
CPUユニットに対する以下の操作を実行することができます。これにより、
CX-Programmerなしでも、ツールソフトのみで CPUユニットに対する初期設定（I/O
テーブル作成、PLCシステム設定）、動作モード変更が可能です。 
・I/Oテーブル作成 
・PLCシステム設定 
・CPUユニットの動作モード変更 
 

4－11－1 I/Oテーブル作成 
1. ［設定］メニューから［PLC情報］－［I/Oテーブル作成］を選択します。以下の
［PLCの I/Oテーブル］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. 実装ユニットの情報で I/Oテーブルを作成する場合は、オンライン状態にして、［オ
プション］メニューから［作成］を選択します。 
 

4－11－2 PLCシステム設定 
1. ［設定］メニューから［PLC情報］－［PLCシステム設定］を選択します。 
2. PLCシステム設定を設定し、［オプション］メニューから［転送［パソコン→PLC］］
を選択して、PLCシステム設定を CPUユニットに転送します。 

 

4－11－3 CPUユニットの動作モード変更 
1. オンラインの状態で、［実行］メニューから［CPU動作モード］を選択します。以
下の［CPU運転モード切り替え］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. ［運転モード］フィールドにて、プログラム、モニタ、運転のいずれかを選択して、
［送信］ボタンをクリックします。 
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4－12 パスワードプロテクト 
 
LCB01/03/05/05Dの場合、ループコントローラにパスワードプロテクトを設定できま
す。 
パスワードを設定するとアップロードを制限することができます（ダウンロードは制
限しません）。 
 

4－12－1 オンラインでのループコントローラに対する操作 
■ ループコントローラにパスワードを設定する方法 

オンライン接続先のループコントローラに、パスワードを設定するには、次のように
します。 
注：［プロテクト］｜［パスワード入力］にてこの値を入力しないと、ループコントローラ内の
計器ブロックデータのアップロードができなくなります。 

1. 大項目（00-LCB05など）を選択して、［設定］｜［プロテクト］｜［LCBパスワ
ード設定・変更］を選択します。 
［LCBパスワード新規設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. パスワードを入力します。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
 

■ ループコントローラのパスワードを変更する方法 
オンライン接続先のループコントローラ内に設定されているパスワードを変更するに
は、次のように行います。 
1. 大項目（00-LCB05など）を選択して、［設定］｜［プロテクト］｜［LCBパスワ
ード設定・変更］を選択します。 
［LCBパスワード変更］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. 現在設定されているパスワードを「既存パスワード」に、新しいパスワードを「新
パスワード」に入力します。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。 
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参考 
 

簡易バックアップ時にも、このパスワードプロテクトは有効となり、メモリカードか
らのバックアップが不可となります（リストアは可能です）。 
パスワードが設定されているループコントローラの計器ブロックデータを簡易バック
アップ操作によってメモリカードにバックアップすると、メモリカード内に空（から）
のバックアップファイルが作成されます。 

 

■ ループコントローラ内のパスワードの解除 
オンライン接続先のループコントローラ内に設定されているパスワードを解除するに
は、次のように行います。 
なお、オールクリア、大項目のダウンロード時にも、パスワードはクリアされます。 
1. 大項目（00-LCB05など）を選択して、［設定］｜［プロテクト］｜［LCBパスワ
ード設定・変更］を選択します。 
［LCBパスワード変更］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. 「既存パスワード」に現在設定されているパスワードを入力します。「新パスワー
ド」は空欄のままとしてください。 

3. ［OK］ボタンをクリックします。 
4. 以下の［確認］ダイアログボックスが表示されます。 

 
5. ［OK］ボタンをクリックします。ループコントローラに設定されていたパスワー
ドがクリアされます。 
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4－12－2 アップロード前のパスワード入力操作 
パスワードプロテクトされたループコントローラ内の計器ブロックデータのアップロ
ードを行うには、［プロテクト］｜［LCBパスワード設定・変更］にて設定したパス
ワードと同一のパスワードを、アップロード前に、入力することが必要となります。
次のように行います。 
 
1. 大項目（00-LCB05など）を選択して、［設定］｜［プロテクト］｜［パスワード
入力］を選択します。 
［パスワード入力］ダイアログボックスが表示されます。 

 
2. パスワードを入力します。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。 
 
注：入力したパスワードのクリアしたい場合、大項目（00-LCB05など）を選択して、［設定］
｜［プロテクト］｜［パスワード入力クリア］を選択します。 
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第 5章 
トラブルシューティング 
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5－1 トラブルシューティング 
 
ツールソフトのオンライン操作時に発生するエラーコードと、原因、処置について、
以下に示します。 
 

5－1－1 エラーコード 
各エラーメッセージの下などに、エラーコード（FINSレスポンスコード）が、 
「ERROR CODE: 」の後に表示されます。 
このコードをもとに、エラー原因を推定可能です。 
例） 

 

エラーコード 
（FINSレスポンスコード）

 
 

 

エラーコード 
（FINSレスポンスコード） 
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エラーコード 
FinsGatewayの
場合 

CX-Serverの場
合 

原因 処置 

一括バックアップ時にルー
プコントローラに対してア
クセスを行いました。 

バックアップが終わってから、再度操作してくださ
い。 

ERROR CODE:
［0001］ 

ERROR CODE:
［0001］ 

ダイレクトリカバリ実行時
にループコントローラに対
してアクセスしました。 

ダイレクトリカバリが終わってから、再度操作して
ください。 

ERROR CODE:
［0503］ 

ERROR CODE:
［0101］ 

FinsGatewayが未起動です。 上位リンクの場合、［ファイル］｜［シリアルドラ
イバ起動］を選択して、シリアル初期化を実行して
ください。 

   または（FinsGatewayの手動操作の場合）
［FinsGateway］｜［サービスマネージャ］を選択し
て、通信サービスを開始させてください。 

 － 上位リンク接続時に、パソコ
ンの COM1ポートと COM2
ポート間で、ネットワークア
ドレスが重複しています。 

［FinsGateway］｜［FINSネットワーク設定］を選
択して、［追加］ボタンをクリックして、COM1、
COM2間で、異なるネットワークアドレスを設定し
てください。 

－ ERROR CODE:
［0A1B］ 

CX-Serverによるツールバス
または上位リンク通信が実
行できません 

［設定］メニューから［PLC変更］を選択して、ネ
ットワーク種別、COMポートなどを確認して、設定
し直してください。 

ERROR CODE:
［0502］ 

ERROR CODE:
［0A08］ 

ネットワークアドレスが間
違っています。 

プロジェクトワークスペースを選択の上、［設定］
｜［アドレス設定］を選択して、正しいネットワー
クアドレスを設定してください。 

  ルーチングテーブル設定が
不正です。 

正しいルーチングテーブルを作成してください。 

ERROR CODE:
［0401］ 

ERROR CODE:
［0A1B］ 

ノードアドレスが間違って
います。 

プロジェクトワークスペースを選択の上、［設定］
｜［アドレス設定］を選択して、正しいノードアド
レスを設定してください。 

 ERROR CODE:
［0A08］ 

号機アドレスが間違ってい
ます。 

大項目を選択の上、［設定］｜［アドレス設定］を
選択して、正しい号機アドレスを設定してください。

 － 上位リンクの場合、［ファイル］｜［シリアルドラ
イバ起動］を選択して、シリアル初期化を実行して
ください。 

  

FinsGatewayのプロトコル設
定が不正です(例：SYSWAY
に設定されている)。 

(FinsGatewayの手動操作の場合) 
［FinsGateway］｜［シリアル通信設定］を選択して、
プロトコルを SYSWAY-CVに設定してください｡ 

ERROR CODE:
［0101］ 

ERROR CODE:
［0101］ 

指定した COMポートが他の
アプリケーションで使用中
です。 

空いている COMポートを指定してください。 

  FinsGateway CLK_UNITの通
信速度設定が間違っていま
す。 

正しい通信速度を設定してください。 

 ERROR CODE:
［0A1B］ 

PLC本体の電源が OFFにな
っています。 

PLC本体の電源を ONにしてください。 
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エラーコード 
FinsGatewayの
場合 

CX-Serverの場
合 

原因 処置 

ERROR CODE:
［110C］ 

ERROR CODE:
［0A0D］ 

4000個を超えるステップラ
ダーのシーケンスコマンド
をループコントローラに登
録しようとしました。 

ループコントローラ 1台に登録可能なステップラダ
ーのシーケンスコマンド数は最大 4000個です。 

  LCB□□のシステム共通ブ
ロック（形式 000）の ITEM059
（HMI I/F機能不使用 SW）
＝0（使用する）にもかかわ
らず、 
ITEM050（HMI I/F用メモリ
割り付け先EMエリアバンク
No.）で指定した EMエリア
が、使用できません（CPUユ
ニットにそのバンクのEMエ
リアが存在しない、またはそ
のバンクがファイルメモリ
化されています）。 

LCB□□のシステム共通ブロック（形式 000）の
ITEM050（HMI I/F用メモリ割り付け先 EMエリアバ
ンク No.）を指定し直してください。 

  演算停止中には書き込みで
きない ITEMを、演算停止中
に書き込もうとしました。 

演算停止中に書き込み不可の ITEMがあります。こ
の ITEMには演算停止中に書き込みできません。 

  バックアップ動作中に HOT
スタートまたは COLDスタ
ートしようとしました。 

バックアップ動作が終了してから、COLDスタート
を行ってください。 

ERROR CODE:
［0501］ 

ERROR CODE:
［0501］ 

FinsGatewayルーチングテー
ブルに宛先アドレスが存在
しません。 

正しいルーチングテーブルを作成してください。 

ERROR CODE:
［2006］ 

ERROR CODE:
［2006］ 

メモリーカードにバックア
ップファイルが存在しませ
ん。 

メモリーカード内にバックアップデータが存在しま
せん。バックアップファイルが保存されているメモ
リーカードを装着してください。 

ERROR CODE:
［2101］ 

ERROR CODE:
［2101］ 

メモリーカードのバックア
ップデータが読み取り専用
属性に設定されています。 

メモリーカード内のバックアップデータの読み取り
専用属性を解除してください。 
ファイルへのパスは以下の通りです。 
＜メモリーカード＞¥LCBDATA¥CFBackUp.dat 

ERROR CODE:
［2103］ 

ERROR CODE:
［2103］ 

メモリーカード内のファイ
ル数が上限に達しました。 

メモリーカード内のファイルを削除してください。

ERROR CODE:
［2106］ 

ERROR CODE:
［2106］ 

メモリーカード内にバック
アップファイルが存在しま
せん。 

二重化プロセス CPU（形 CS1D-CPU6□P）にてメモ
リーカードの二重化を有効にしている状態で、ACT
側メモリーカード内のみに古いバックアップファイ
ルが存在しています。古いバックアップファイルを
削除してください。 

ERROR CODE:
［2102］ 

ERROR CODE:
［0A16］ 

（LCB05Dのみ） 
CPUが二重化イニシャル中
にバックアップ、オールクリ
ア、リカバリまたは一括ダウ
ンロードを実行しようとし
ました。 

CPUユニットの二重化イニシャル処理中は、バック
アップ、オールクリア、リカバリまたは一括ダウン
ロードを実行できません。 
CPUユニットの二重化イニシャル処理が終了してか
ら、バックアップ、オールクリア、リカバリまたは
一括ダウンロードを実行してください。 

ERROR CODE:
［2301］ 

ERROR CODE:
［2301］ 

メモリーカードが装着され
ていません。 

・メモリーカードを正しく装着してください。 
・二重化プロセス CPU（形 CS1D-CPU6□P）にてメ
モリーカードの二重化を有効にしている場合、
ACT側、STB側共に同じメモリーカードを装着し
てください。 
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エラーコード 
FinsGatewayの
場合 

CX-Serverの場
合 

原因 処置 

ERROR CODE:
［250F］ 

ERROR CODE:
［250F］ 

内蔵フラッシュメモリ、また
はメモリーカードのデータ
が壊れています。 

内蔵フラッシュメモリ、またはメモリーカード内の
バックアップデータが壊れているか、破損していま
す。メモリーカードの場合は、新しいメモリーカー
ドに交換してください。内蔵フラッシュメモリの場
合は機器の破損が考えられます。巻末のサポートセ
ンタまでお問い合わせください。 

ERROR CODE:
［3001］ 

ERROR CODE:
［3001］ 

・メモリーカードへアクセス
できません。 

 
・データ転送中に運転中バッ
クアップを開始しました。

・他のアプリケーションがメモリーカードにアクセ
ス中です。開放を待ってから、再度実行してくだ 
さい。 
・バックアップが終わってから、再度転送を実行し
てください。 

ERROR CODE:
［2108］ 

ERROR CODE:
［2108］ 

内蔵フラッシュメモリの初
期化中です。 

内蔵フラッシュメモリを初期化しています。しばら
く経ってから再度転送を行ってください。再度転送
を行っても変化が無い場合は、機器の破損が考えら
れますので、巻末のサポートセンタまでお問い合わ
せください。 

ERROR CODE:
［2605］ 

ERROR CODE:
［2605］ 

ループコントローラのダイ
レクトリカバリ実行直後に
HOT STARTもしくは COLD 
STARTを実行しました。 

ループコントローラの電源を再投入するか、ユニッ
トリスタートを実行してから、運転指令を行ってく
ださい。 

ERROR CODE:
［2606］ 

ERROR CODE:
［2606］ 

データ転送中に、電源 OFF
されました。 

データ転送中に、電源 OFFされました。再度、最初
から転送を行ってください。 
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付－1 形式変換表 
 

変換前と変換後のプロジェクトの組み合わせを、以下 表 1および表 2に表します。 
 

＜表 1 形式変換表（LCBへ変換）＞ 
変換後              

 
 
 
 

機
種

 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

LC
B0

5D
 

LC
B0

5-
G

TC
 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

LC
B0

1 

LC
B0

5 

 機種 V
er

. 

1.
0 

1.
0 

1.
5 

1.
5 

2.
0 

2.
0 

3.
0 

3.
0 

1.
0 

3.
0 

3.
5 

3.
5 

3.
6 

3.
6 

変 LCB01 1.0 － ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
換 LCB05 1.0 × － × ○ × △ △ △ ○ △ △ △ △ △ 
前 LCB01 1.5 ○ △ － ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 LCB05 1.5 × ○ × － × ○ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 LCB01 2.0 △ △ ○ △ － ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 
 LCB05 2.0 × △ × ○ × － △ ○ △ △ △ △ △ △ 
 LCB01 3.0 × × × × × × － ○ × △ △ △ ○ △ 
 LCB05 3.0 × × × × × × △ － × ○ ○ ○ △ ○ 
 LCB05D 1.0 × ○ × △ × △ × △ － △ △ △ △ △ 
 LCB05-GTC 3.0 × × × × × × △ ○ × － △ △ △ △ 
 LCB01 3.5 × × × × × × ○ △ × △ － ○ △ ○ 
 LCB05 3.5 × × × × × × △ ○ × △ △ － △ ○ 
 LCB01 3.6 × × × × × × △ △ × △ ○ △ － ○ 
 LCB05 3.6 × × × × × × △ △ × △ △ ○ △ － 
 CJ1G-CPU42P 2.0 △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU42P 3.0 × × × × × × ○ △ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU43P 2.0 × △ × △ × ○ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU43P 3.0 × × × × × × △ ○ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU44P 2.0 × △ × △ × △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU44P 3.0 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU45P 2.0 × △ × △ × △ △ △ △ △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU45P 3.0 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 

 
CJ1G-CPU45P 

-GTC 
3.0 × × × × × × △ △ × ○ △ △ △ △ 

 CJ1G-CPU42P 3.5 × × × × × × △ △ × △ ○ △ △ △ 
 CJ1G-CPU43P 3.5 × × × × × × △ △ × △ △ ○ △ △ 
 CJ1G-CPU44P 3.5 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU45P 3.5 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU42P 3.6 × × × × × × △ △ × △ △ △ ○ △ 
 CJ1G-CPU43P 3.6 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ ○ 
 CJ1G-CPU44P 3.6 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 
 CJ1G-CPU45P 3.6 × × × × × × △ △ × △ △ △ △ △ 

 
○：直接変換可能（例：LCB01 Ver.1.5を LCB01 Ver.2.0に直接変換可能） 
△：間接変換可能（例：LCB01 Ver.1.5を LCB05 Ver.1.5に変換した後、LCB05 Ver.2.0に変換可

能） 
×：直接変換不可 
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＜表 2 形式変換表（CJ1G-CPU**Pへ変換）＞ 
変換後                 

  
  
  
  

機
種

 

C
J1

G
-C

PU
42

P 

C
J1

G
-C

PU
43

P 

C
J1

G
-C

PU
44

P 

C
J1

G
-C

PU
45

P 

C
J1

G
-C

PU
42

P 

C
J1

G
-C

PU
43

P 

C
J1

G
-C

PU
44

P 

C
J1

G
-C

PU
45

P 

C
J1

G
-C

PU
45

P
-G

TC
 

C
J1

G
-C

PU
42

P 

C
J1

G
-C

PU
43

P 

C
J1

G
-C

PU
44

P 

C
J1

G
-C

PU
45

P 

C
J1

G
-C

PU
42

P 

C
J1

G
-C

PU
43

P 

C
J1

G
-C

PU
44

P 

C
J1

G
-C

PU
45

P 

 機種 V
er

. 

2.
0 

2.
0 

2.
0 

2.
0 

3.
0 

3.
0 

3.
0 

3.
0 

3.
0 

3.
5 

3.
5 

3.
5 

3.
5 

3.
6 

3.
6 

3.
6 

3.
6 

変 LCB01 1.0 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
換 LCB05 1.0 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
前 LCB01 1.5 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05 1.5 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB01 2.0 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05 2.0 △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB01 3.0 × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05 3.0 × × × × △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05D 1.0 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05-GTC 3.0 × × × × △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB01 3.5 × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05 3.5 × × × × △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △
 LCB01 3.6 × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 LCB05 3.6 × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △
 CJ1G-CPU42P 2.0 － ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU42P 3.0 × × × × － ○ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU43P 2.0 ○ － ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU43P 3.0 × × × × ○ － ○ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △
 CJ1G-CPU44P 2.0 △ △ － ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU44P 3.0 × × × × △ △ － ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU45P 2.0 △ ○ △ － △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 CJ1G-CPU45P 3.0 × × × × △ ○ △ － ○ △ △ △ △ △ △ △ △

 
CJ1G-CPU45P 

-GTC 
3.0 × × × × △ △ △ ○ － △ △ △ △ △ △ △ △

 CJ1G-CPU42P 3.5 × × × × △ △ △ △ △ － ○ △ △ ○ △ △ △
 CJ1G-CPU43P 3.5 × × × × △ ○ △ △ △ ○ － ○ △ △ ○ △ △
 CJ1G-CPU44P 3.5 × × × × △ △ △ △ △ △ △ － ○ △ △ ○ △
 CJ1G-CPU45P 3.5 × × × × △ △ △ △ △ △ ○ △ － △ △ △ ○
 CJ1G-CPU42P 3.6 × × × × △ △ △ △ △ ○ △ △ △ － ○ △ △
 CJ1G-CPU43P 3.6 × × × × △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○ － ○ △
 CJ1G-CPU44P 3.6 × × × × △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ － ○
 CJ1G-CPU45P 3.6 × × × × △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ △ －
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付－2 ブロック結線図上での ITEM表記 
 

ブロック結線図上での調節ブロックの ITEM表示記号と、対応 ITEM番号およびデー
タ内容の一覧を以下表 3に示します。ITEMの詳細については、ループコントロールボ
ード計器ブロックリファレンスマニュアル（SBCC-835）を参照してください。 
 

＜表 3 調節ブロックのブロック結線図上での ITEM表記＞ 
計器ブロック
（形式） 

計器ブロック図 アナログ入力の
ITEM表示記号

ITEM
番号

データ内容 アナログ出
力の ITEM
表示記号 

ITEM 
番号 

データ内容 

PV 006 PV発信元指定 SP 029 カレント SP出力値
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
DV 044 偏差出力値 

RSP 021 リモート SP発信元
指定 

MV_C 087 MV出力値 

MIE_AD 061 MV出力先ブロック
のレンジ範囲外処理

－ － － 

基本 PID 
（形式 011） 

 
MV_ABN 090 MV異常接点発信元

指定 
－ － － 

PV 006 PV発信元指定 SP 029 カレント SP出力値
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
DV 044 偏差出力値 

RSP 021 リモート SP発信元
指定 

MVCMP 071 MV補償用出力値 

PVCMP_A 047 PV補償発信元指定 MV_C 087 MV出力値 
MIE 061 MV出力先ブロック

のレンジ範囲外処理
   

MVCMP_A 074 MV補償発信元指定 － － － 
MVTRK 083 MVトラッキング発

信元指定 
－ － － 

高度 PID 
（形式 012） 

 

MV_ABN 090 MV異常接点発信元
指定 

－ － － 

P1 006 P1発信元指定 Q1 012 積算値（下位 4桁）
P2 021 P2発信元指定 Q2 013 積算値（上位 4桁）
MV_ ABN 090 MV異常接点発信元

指定 
Y1 016 PV瞬時値出力値 

－ － － Y2 029 SP瞬時値出力値 
－ －  DEV_Q 044 累積偏差出力値 

ブレンド PID 
（形式 013） 

 

－ － － MV_C 087 MV出力値 

P1 006 P1発信元指定 Q1 012 積算値（下位 4桁）
RSP 021 リモート SP発信元

指定 
Q2 013 積算値（上位 4桁）

PSPU 027 リモート SP発信元
指定 

Y1 016 瞬時値出力値 

MV_ ABN 090 MV異常接点発信元
指定 

SP 029 カレント SP出力値 

－ － － SPU_W 030 カレント SP値 
－ － － SM 035 バッチ積算値（下位 4

桁） 
－ － － SMU 065 バッチ積算値 

流量バッチ仕
込み 
（形式 014） 

 

－ － － MV_C 087 プログラム出力値 
PV 006 PV発信元指定 SP 029 カレント SP出力値
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
DV 044 偏差出力値 

2位置オンオフ 
（形式 001） 

 

RSP 021 リモート SP発信元
指定 

－ － － 
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計器ブロック
（形式） 

計器ブロック図 アナログ入力の
ITEM表示記号

ITEM
番号

データ内容 アナログ出
力の ITEM
表示記号 

ITEM 
番号 

データ内容 

PV 006 PV発信元指定 SP 029 カレント SP出力値
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
DV 044 偏差出力値 

3位置オンオフ 
（形式 002） 

 

RSP 021 リモート SP発信元
指定 

－ － － 

X1 015 X1発信元指定 Y1 031 Y1出力値 

~  ~ Y2 032 Y2出力値 
ファジィ推論 
（形式 016） 

 

X8 022 X8発信元指定 FT 036 ルール毎の適合度 

PV 006 PV発信元指定 SP 029 カレント SP出力値
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
－ － － 

指示設定 
（形式 031） 

 

RSP 021 リモート SP発信元
指定 

－ － － 

PV 006 PV発信元指定 MV_C 087 プログラム出力値 
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
－ － － 

X1 083 オート入力発信元指
定 

指示操作 
（形式 032） 

 

MV_ ABN 090 MV異常接点発信元
指定 

－ － － 

PV 006 基準入力発信元指定 SP 029 出力値 
PV_ABN 018 PV異常接点発信元

指定 
MV_C 087 MV出力値 

RSP 021 外部比率設定発信元
指定 

－ － － 

比率設定 
（形式 033） 

 

MV_ ABN 090 MV異常接点発信元
指定 

－ － － 

PV 006 PV発信元指定 － － － 指示 
（形式 034） 

 

PV_ABN 018 PV異常接点発信元
指定 

－ － － 

RSP 021 外部比率設定発信元
指定 

PV 021 測定値 

－ － － SP_DSP 022 設定値 
MV_C 023 操作出力値 

ES100X調節計
端子 
（形式 045） 

 

－ － － 
SP 029 カレント SP設定値表

示 
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付－3 折れ線プログラムの設定 
 
計器ブロック折れ線プログラム 2（形式 157）および折れ線プログラム 3（形式 158）
には、プログラムパターンやバンクデータを設定する専用の入力インタフェースが装
備されています。 
本節では、ツールソフトから各パラメータを設定する方法を示します。各計器ブロッ
クの仕様、詳細機能、および具体的な動作についてはループコントロールボード 計器
ブロックリファレンスマニュアル（SBCC-835）を参照してください。 
 

付－3－1 折れ線プログラム 2の設定 
以下の方法でプログラムパターンの設定が可能です。 
1. 折れ線プログラム 2の ITEMリストを開き、ITEMリスト上で右クリック、［拡張
設定］を選択します。 

 
 
2. 以下の「折れ線プログラム 2編集」画面が表示されます。 

 

各ステップの ITEMの内容が、表形式で表示されます。直接編集して［OK］ボタンを
押下すると、計器ブロックの ITEMへ値が反映されます。（編集機能の詳細について
は、「付－2－3 編集画面の機能一覧」を参照してください。） 
 
編集画面の項目の内容は、以下の通りです。 
横軸 

1～30：ステップ番号を示します。 
縦軸 
時間幅(A)：時間幅を設定します。A□が相当します。 
出力値(B)：出力値を設定します。B□が相当します。工業量モードが設定されて
いる場合は工業量で表示します。 
ウェイト幅：ウェイト幅を設定します。工業量モードが設定されている場合は工
業量で表示します。 
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ウェイト最大時間：ウェイト最大時間を設定します。 
時間単位：時間単位を設定します。秒、分、時のいずれかを選択します。 

 
初期出力値：B0の値を設定します。工業量モードが設定されている場合は、工業量で
表示します。 
単位：工業量モードが設定されている場合、単位を表示します。 
 

付－3－2 折れ線プログラム 3の設定 
以下の方法で、折れ線プログラム 3の各種設定が可能です。 
1. 折れ線プログラム 3の ITEMリストを開き、ITEMリスト上で右クリック、［拡張
設定］を選択します。 

 
 
2. 以下の「折れ線プログラム 3編集」画面が表示されます。 

 
各ステップの ITEMの内容が、表形式で表示されます。直接編集して［OK］ボタンを
押下すると、計器ブロックの ITEMへ値が反映されます。（編集機能の詳細について
は、「付－2－3 編集画面の機能一覧」を参照してください。） 
 
編集画面の項目の内容は、以下の通りです。 
横軸 

1～100：ステップ番号を示します。 
縦軸 
時間幅(A)：時間幅を設定します。A□が相当します。 
出力値(B)：出力値を設定します。B□が相当します。工業量モードが設定されて
いる場合は工業量で表示します。 
ウェイト幅：ウェイト幅を設定します。工業量モードが設定されている場合は工
業量で表示します。 
ウェイト最大時間：ウェイト最大時間を設定します。 
時間単位：時間単位を設定します。秒、分、時のいずれかを選択します。 
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Bank No.：利用するバンク番号を表示します。 
 
使用最大ステップ数：利用するステップ数の最大値を入力します。初期値は 10です。 
使用最大バンク数：利用するバンク数の最大値を入力します。初期値は 0です。 
バンクデータ編集ボタン：バンクデータの編集を行います。 
プログラムパターンデータアドレス設定ボタン：プログラムパターンデータの先頭ア
ドレスを設定します。 
初期出力値：B0の値を設定します。工業量モードが設定されている場合は、工業量で
表示します。 
単位：工業量モードが設定されている場合、単位を表示します。 
 

■ ステップデータを設定する 
ステップデータの編集は、「折れ線プログラム 3編集」画面にて行います。編集方法
は「付－3－3 編集画面の機能一覧」を参照してください。 
 

● 使用最大ステップ数を設定する 
使用最大ステップ数とは、1つのプログラムで利用するステップ数のことを示します。 
折れ線プログラム 3は、プログラムで利用するデータをステップデータブロックへ格
納します。利用するステップ数により、必要なステップデータブロックの数が変動し
ます。 
・ステップデータブロック１つあたり 25ステップ分のデータを格納可能です。最
大 100ステップを利用する場合は、4つのステップデータブロックを利用します。 
例）70ステップを利用する場合、使用最大ステップ数を 70として、3つのステ
ップデータブロックを自動登録します。 

・使用可能なステップは、編集画面上で編集が可能です。使用最大ステップ数以降
のステップは、編集することができません。 

 

● 使用最大ステップ数を変更する 
使用最大ステップ数は、常時変更が可能です。使用最大ステップ数を変更し、ステッ
プデータブロックの登録状態に変更が発生する場合、以下のダイアログボックスを表
示します。 

 
 

お願い 
 

上記の表示が行われる場合は、折れ線プログラム 3を以下のいずれかの方法でルー
プコントローラへ再度転送してください。 
①プロジェクト全体を転送 
プロジェクトツリー：大項目（LCB□□）を選択後、右クリック［転送[パソコ
ン→LC] ］、またはメニュー［実行］｜［転送[パソコン→LC]］｜［選択項目］
②折れ線プログラム 3のみを転送 
プロジェクトツリー：該当する折れ線プログラム 3を選択後、右クリック［転送
[パソコン→LC]］、またはメニュー［実行］｜［転送[パソコン→LC]］｜［選択
項目］ 



付－3 折れ線プログラムの設定 
付－3－2 折れ線プログラム 3の設定 

付-9 

付 
付
録 

 

■ ステップデータブロックの自動登録について 
利用するステップ数に応じて、ステップデータブロックを以下のルールにしたがって
自動登録します 

1. 折れ線プログラム 3（形式 158）が登録されている中項目にステップデータブロ
ックを登録します。 
2. 空き計器ブロック番地の最大番号から降順に登録します。 
LCB01,CJ1G-CPU42P場合：50,49,48・・・ 
CS1W-LCB05の場合：500,499,498・・・ 
CJ1G-CPU43,44,45Pの場合：300,299,298・・・ 
3. 使用最大ステップ数が変動する場合、増加する場合は 2. のルールに従います。
減少する場合は、最も小さい計器ブロック番地から昇順に削除します。 

 

■ バンクデータを設定する 
バンクデータを編集するには、折れ線プログラム 3編集画面で、［バンクデータ編集］
ボタンを押下します。以下の「バンクデータ編集」画面が表示されます。具体的な編
集方法は「付－3－3 編集画面の機能一覧」を参照してください。 

 
 
編集画面の項目の内容は、以下の通りです。 
横軸 

P、I、D：PIDパラメータを設定します。 
MH、ML：接続先 PIDブロックのMH、およびMLの値を設定します。 
設定値 1～5：任意設定値の 1～5の値を設定します。 

縦軸 
バンク番号（1～100）：バンク番号を示します。 
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● 使用最大バンク数を設定する 
使用最大バンク数とは、1つのプログラムで利用するバンク数のことを示します。 
折れ線プログラム 3は、プログラムで利用するバンクデータをバンクデータブロック
へ格納します。利用するバンク数により、必要なバンクデータブロックの数が変動し
ます。 
・バンクデータブロック 1つあたり 15バンク分のデータを格納可能です。最大 100
バンクを利用する場合は、7つのバンクデータブロックを利用します。 
例）70バンクを利用する場合、使用最大バンク数を 70として、5つのバンクデ
ータブロックを自動登録します。 

・使用可能なバンクは、編集画面上で編集が可能です。使用最大ステップ数以降の
ステップは、編集することができません。 

 

● 使用最大バンク数を変更する 
使用最大バンク数は、常時変更が可能です。使用最大バンク数を変更し、バンクデー
タブロックの登録状態に変更が発生する場合、以下のダイアログボックスを表示しま
す。 

 
 

お願い 
 

上記の表示が行われる場合は、折れ線プログラム 3を以下のいずれかの方法でルー
プコントローラへ再度転送してください。 
①プロジェクト全体を転送 
プロジェクトツリー：大項目（LCB□□）を選択後、右クリック［転送[パソコ
ン→LC]］、またはメニュー［実行］｜［転送[パソコン→LC]］｜［選択項目］
②折れ線プログラム 3のみを転送 
プロジェクトツリー：該当する折れ線プログラム 3を選択後、右クリック［転送
[パソコン→LC]］、またはメニュー［実行］｜［転送[パソコン→LC]］｜［選択
項目］ 

 
 

● バンクデータブロックの自動登録について 
利用するバンク数に応じて、バンクデータブロックを以下のルールにしたがって自動
登録します 

1. 折れ線プログラム 3（形式 158）が登録されている中項目にバンクデータブロッ
クを登録します。 
2. 空き計器ブロック番地の最大番号から降順に登録します。 
LCB01,CJ1G-CPU42P場合：50,49,48・・・ 
CS1W-LCB05の場合：500,499,498・・・ 
CJ1G-CPU43,44,45Pの場合：300,299,298・・・ 
3. 使用最大バンク数が変動する場合、増加する場合は 2. のルールに従います。 
減少する場合は、最も小さい計器ブロック番地から昇順に削除します。 
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■ プログラムパターンデータを設定する 
プログラムパターンデータのアドレスを設定するには、「折れ線プログラム 3編集」
画面から、［プログラムパターンデータアドレス設定］ボタンを押下します。 
以下の「プログラムパターンデータアドレス設定」画面が表示されます。 

 
 
設定画面の項目の内容は、以下の通りです。 
エリア種別：CIO、W、H、DM、E0～E12（EC）が選択可能です。 
先頭アドレス：プログラムパターンデータを割り付ける先頭アドレスを設定します。 
PLCメモリ割付イメージ： 
左列：プログラムパターンデータの割り付けられるアドレスの先頭と、最後尾を
示します。 
中央、右列：各アドレスに格納されるパラメータの説明を表示します。 

空き領域確認ボタン：ループコントローラのメモリ使用状況リスト（メモリマップ）
を表示します。プログラムパターンデータを割り付ける際に、アドレスの重複がない
かを確認することが可能です。詳細は「3－9項 ループコントローラのメモリマップ
表示」を参照してください。 
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■ チューニング画面でオートチューニングを実行する 
PIDバンクを指定して、オートチューニング（AT）指令を実行する手順は以下の通り
です。 
 
1. 折れ線プログラム３のチューニング画面を表示し、AT実行ボタンをクリックしま
す。 

バンク No.［設定先バンク番号］（＝［選択バンク番号］）

AT実行ボタン 

 

AT実行ボタン：ATを実行するボタン 
設定先バンク番号：AT実行結果を格納するバンク番号 
選択バンク番号：実行中ステップで指定されているバンク番号 

 
2. AT実行ダイアログが表示されます。 

 

 
3. AT実行結果を格納するバンク番号を、「設定先バンク No.」に入力します。0を入
力すると、現在実行中ステップで指定されているバンク番号（カレントバンク）へ
AT実行結果を格納する設定となります。 

 
4. AT実行をクリックします。AT実行中は「AT実行」ボタンが「AT中止」に変更さ
れます。ATを途中で中断したい場合は AT中止ボタンをクリックしてください。 

 

お願い 
 

格納先バンク番号を確認してからオートチューニングを実行してください。 
バンク指定を誤ると、意図しないバンクの PIDパラメータが上書きされ、機械や装
置が想定外の動きをする恐れがあります。 
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付－3－3 編集画面の機能一覧 
折れ線プログラムの設定に用いる編集画面では、以下の機能が実行可能です。 
 

● 編集 
編集画面のセルを選択し、パラメータを直接入力するか、右クリック［編集］を選択
することで編集が可能です。 
・Enterキーを押下することで、下のセルへ移動します。一番下のセルにカーソルがあ
る場合は、次ステップの最上段へ移動します。 
・入力中 Escキーを押下することで、入力をキャンセルし元の値に戻します。 
 

● 元に戻す 
編集データを元に戻すこと（アンドゥ）が可能です。最大 10回分のアンドゥバッファ
を装備しています。 
注：転送[パソコン→LC]機能は、元に戻す機能の対象外です。 
 

● やり直し 
元に戻す機能で元に戻したデータを復元（リドゥ）します。最大 10回分のリドゥバッ
ファを装備しています。 
注：転送[パソコン→LC]機能は、やり直し機能の対象外です。 
 

● コピー、貼り付け 
セルの内容をクリップボードへコピーします。右クリック［コピー］を選択すること
で可能です。また、クリップボードにコピーしたデータを貼り付けることが可能です。 
貼り付けを行うには、対象のセルをクリックし、右クリック［貼り付け］を選択しま
す。 
・複数セルを選択し、コピーすることが可能です。 
・外部のエディターで編集したテキストデータを貼り付けることが可能です。 
 

● 値のフィル 
選択したセルのデータを全ステップにコピーし、一行を同じデータとします。セルを
選択し、右クリック［値のフィル］を選択します。 
 

● 列挿入 
ステップ列を挿入します。挿入する列のデータをすべて選択し、右クリック［列挿入］
を選択します。列データを全選択するには、表中のステップ番号をクリックします。 
・複数列を選択すると、選択した列数分の挿入が可能です。 
・挿入された列には、パラメータの初期値が自動的に入力されます。 
・挿入が行われると、最終ステップ列から挿入列分のステップデータが削除されます。
折れ線プログラム 2の最終ステップはステップ 30、折れ線プログラム 3の最終ステッ
プはステップ 100です。 
 

● 列削除 
ステップ列を削除します。削除する列のデータをすべて選択し、右クリック［列削除］
を選択します。列データを全選択するには、表中のステップ番号をクリックします。 
・複数列を選択すると、選択した列数分の削除が可能です。 
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・列削除が行われると、最終ステップ列から削除列分のステップデータが挿入されま
す。折れ線プログラム 2の最終ステップはステップ 30、折れ線プログラム 3の最終ス
テップはステップ 100です。挿入された列データには、すべて初期値が設定されます。 
 

● 列移動 
ステップ列を移動します。移動する列のデータをすべて選択し、右クリック［列移動］
を選択します。列データを全選択するには、表中のステップ番号をクリックします。 
列移動を選択すると、マウスカーソルが変化  します。この状態で移動先の列を選
択すると、列の移動が行われます。 
・複数列を選択すると、選択した列数分の移動が可能です。 
 

● 転送[パソコン→LC] 
選択したセルのデータをループコントローラへ転送します。 
・複数のセルまたは複数の列を選択し、転送することが可能です 
注：ループコントローラの運転中に転送を行う場合は、装置の安全を確認してから転
送してください。 
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付－4 シーケンステーブル設計シート 
 

シーケンステーブル設計シートを添付します。 
シーケンステーブルのプログラム設定時に、コピーしてご利用ください。 
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作成日    年    月    日 図  番  
作成者 プロジェクト名  シーケンステーブル設計シート 
システム 計器ブロック番  

 
実行方式 Rule No. 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32Sequence Table 

            

 No. Signal Comment Setp No.           

001             
002             
003             
004             
005             
006             
007             
008             
009             
010             
011             
012             
013             
014             
015             
016             
017             
018             
019             
020             
021             
022             
023             
024             
025             
026             
027             
028             
029             
030             
031             

条
件
部 

032             

001             
002             
003             
004             
005             
006             
007             
008             
009             
010             
011             
012             
013             
014             
015             
016             
017             
018             
019             
020             
021             
022             
023             
024             
025             
026             
027             
028             
029             
030             
031             

操
作
部 

032             

THEN           
NEXT STEP 

ELSE           
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Ａ 

AT（オートチューニング） ······································· 4-74, 付-12 

Ｃ 
CLK（PCI）ドライバ ································································ 1-9 
COMポート ·············································································· 1-10 
Controller Linkドライバ····························································· 1-9 
CPUユニットに対する操作 ···················································· 4-88 
CPUユニットの動作モード変更 ············································ 4-88 
CPU装置 ······································································· 1-4, 1-5, 1-6 
CSVタグデータ·········································································· 1-7 
CSVタグリストの印刷 ···························································3-128 
CSV形式のユーザリンクテーブルファイル ················· 1-8, 3-33 
CX-One ························································································ 2-2 
CX-Process Tool·································································· 1-2, 1-10 
CX-Programmer ································································ 1-10, 3-73 
CX-Server·························································· 1-3, 1-10, 1-18, 3-33 
CX-Serverを使用する場合 ············································· 1-22, 4-16 
CX-Server設定ファイル ···························································· 1-7 

Ｄ 
DOS/Vパソコン ······································································· 1-23 

Ｅ 
Ethernet ······················································································ 1-21 
ETN_UNITドライバ ························································· 1-9, 1-21 
Excel 1-8 

Ｆ 
FinsGateway ······························································· 1-9, 1-18, 1-19 
FinsGatewayを使用する場合····················································· 4-5 
FT（ファインチューニング） ················································ 4-76 

Ｉ 
I/Oテーブル作成 ······································································ 4-88 
I/Oメモリアドレス ···································································· 1-7 
ITEMごとのデータのダウンロード ······································ 1-33 
ITEMデータの設定·································································· 1-31 
ITEMデータ単位のダウンロード ·········································· 4-44 
ITEMの設定 ············································································· 3-29 
ITEM表示記号···········································································付-4 
ITEMリストの印刷·································································3-129 
ITEM番号 ············································································ 1-5, 1-6 

Ｌ 
LCB ユニット Ver.····································································· 3-7 
LnkTable.csv ················································································ 1-8 

Ｍ 
MV調整エリアの詳細 ····························································· 4-71 

Ｎ 
NSフェースプレート自動生成ツール起動機能 ··················· 3-66 

Ｐ 
P、I、Dの変更方法 ································································· 4-75 
PID定数····················································································· 4-74 
PLCシステム設定 ···································································· 4-88 

Ｒ 
RAM 1-2 
RS-232Cケーブル ···································································· 1-23 

Ｓ 
SCADAソフト ··························································1-7, 1-32, 3-47 
SCADAソフト用 CSVタグファイル ·······································1-7 
SerialUnitドライバ······································································1-9 
SYSMAC OPC Server V2.6の拡張スケーリング 

情報 ······································································3-49, 3-136 
SYSWAY····················································································1-20 

あ 
アウトプットウィンドウ ····················································2-3, 2-5 
アクティブノード ·······································································1-8 
アセンブル·················································································3-88 
アップロード ······································································1-2, 4-27 
アナログ信号 ········································································1-5, 1-6 
アナログ値·················································································1-15 
印刷 ············································································3-120, 3-128 
インストール ···············································································2-2 
運転指令·····················································································4-37 
エラーコード ···············································································5-2 
エレメントを編集 ··································································· 3-106 
演算周期グループ ·······································································1-2 
演算順序·····················································································3-27 
エントリ番号の整列 ·································································3-76 
オールクリア ······································································1-2, 4-87 
オプション設定 ······································································· 3-131 
オムロン製 OPCサーバ ·····························································1-7 
折れ線プログラム ·····································································付-6 
折れ線プログラム 2 ··································································付-6 
折れ線プログラム 3 ··································································付-7 
オンライン機能の概要 ·······························································4-2 
オンライン接続のための初期設定············································4-3 
オンライン操作 ·········································································1-33 

か 
外部調節計ブロック ·································································3-10 
拡張子.cdm···················································································1-7 
拡張子.cmt····················································································1-7 
拡張子.csv ····················································································1-7 
拡張子.ist ······················································································1-4 
拡張子.lcb·····················································································1-8 
拡張子.mtbd··················································································1-4 
拡張子.mtld ··················································································1-5 
拡張子.mul ···················································································1-3 
拡張子.sjb ·····················································································1-7 
拡張子.stbl ····················································································1-8 
拡張スケーリング情報 ·····························································3-49 
逆アセンブル ·············································································3-88 
逆変換······················································································· 3-111 
クロスリファレンスの印刷 ··················································· 3-126 
クロスリファレンス表示 ·························································3-97 
計器ファイルの照合 ·································································1-33 
計器ブロック ········································································1-7, 3-9 
計器ブロック（大項目単位）の印刷···································· 3-121 
計器ブロック間のソフト結線 ·················································1-31 
計器ブロック結線動作確認 ·······················································1-2 
計器ブロックデータ ····························································1-2, 3-2 
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計器ブロックデータのアップロード ······································1-33 
計器ブロックデータの初期化··················································· 1-2 
計器ブロックデータのダウンロード ······································1-33 
計器ブロックの作成 ·································································1-31 
計器ブロックの登録 ·································································1-31 
計器ブロックのフェースプレーﾄ ············································4-70 
形式変換 ·········································································· 3-35, 付-2 
工業量 ·······················································································3-110 
工業量表示・設定機能····························································3-110 
コネクションマップ ·································································3-28 
コネクションマップの印刷····················································3-130 
コネクションマップの表示······················································3-28 
コメントファイル ······················································ 1-3, 1-7, 3-33 
コンパイル ·················································································1-12 

さ 
作成した計器ブロック、結線図などを印刷 ··························1-32 
作成した計器ブロックデータのループコントロール 

ユニット／ボードへの転送···········································1-29 
作成する計器ブロックデータのしくみ ··································· 3-2 
参照テーブル ···········································································3-108 
シーケンスコマンド ·································································· 1-5 
シーケンステーブルの印刷····················································3-129 
シーケンステーブルのエラーをチェック ····························3-109 
シーケンステーブルの各部の名称 ········································3-102 
シーケンステーブルの作成····················································3-101 
シーケンステーブルの実行方式を設定 ································3-103 
シーケンステーブルの動作確認 ·································· 3-109, 4-56 
シーケンステーブルファイル··································· 1-3, 1-8, 3-33 
シーケンステーブルを印刷····················································3-109 
シーケンステーブルを拡大・縮小 ········································3-103 
シーケンステーブルを拡張········································ 3-107, 3-108 
シーケンステーブルを作成······················································1-32 
シーケンステーブルを編集····················································3-103 
シーケンスブロック ·································································· 3-9 
試運転 ·························································································1-30 
システム運転確認 ··························································· 1-33, 4-39 
システム共通演算周期······························································· 1-2 
システム共通ブロック（形式 000） ································· 1-2, 3-9 
システム用ファイル ·································································· 1-8 
実行エラーのモニタ ·································································· 1-2 
実行方法 ·····················································································4-74 
重複 ························································································3-116 
上位テーブル ···········································································3-108 
上位リンク ······································································· 1-20, 1-23 
照合 ··························································································4-33 
小項目 ·························································································· 1-3 
使用最大ステップ数 ·································································付-8 
使用最大バンク数 ···································································付-10 
初期設定データ ITEM·······························································1-15 
ジョブ情報登録 ·········································································· 1-7 
ジョブ情報登録ファイル··········································· 1-3, 1-7, 3-33 
シリアル通信でのオンライン接続をする ······························1-33 
スケーリング情報 ······························································· 1-5, 1-6 
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